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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルは、スタンドアロン環境と OPMN 管理（Oracle Application Server）環境の両
方における Oracle Containers for J2EE（OC4J）の構成および管理に関する主要なリファレンス
です。このマニュアルは実質的に、旧バージョンの OC4J とともにリリースされた『Oracle 
Application Server Containers for J2EE ユーザーズ・ガイド』および『Oracle Application 
Server Containers for J2EE スタンドアロン・ユーザーズ・ガイド』のかわりとなります。

この章の内容は次のとおりです。

� 対象読者

� ドキュメントのアクセシビリティについて

� 関連ドキュメント

� 表記規則

� サポートおよびサービス
xi



対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、次の読者を対象としています。

� OC4J インストールの構成および管理を担当するシステム管理者

� スタンドアロン環境で OC4J を使用する Java アプリケーション開発者

このマニュアルでは、次の内容を理解していることを前提にしています。

� Java 2 Platform Enterprise Edition（J2EE）環境

� 一般的なサーバーおよびシステム管理の概念

� 一般的な Web テクノロジ

� Java プログラミング言語

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/を参照し
てください。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、 (800)446-2398 にお電話ください。
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関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の Oracle ドキュメントを参照してください。

次の OC4J ドキュメントを参照できます。

� 『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』

OC4J 環境にアプリケーションをデプロイするための情報および手順を示します。Oracle 
Enterprise Manager 10g に付属のデプロイ・プラン・エディタについても説明します。

� 『Oracle Containers for J2EE 開発者ガイド』

サーブレット、EJB、JSP コンテナなど特定のコンテナに固有の問題（クラスのロードな
ど）以外の、OC4J で稼働するアプリケーションを作成する開発者が一般に関心を持つ項目
について説明します。

� 『Oracle Containers for J2EE サーブレット開発者ガイド』

OC4J におけるサーブレットおよびサーブレット・コンテナの使用（基本的なサーブレット
開発、JDBC および EJB の使用など）に関する情報をサーブレット開発者に示します。 

� 『Oracle Containers for J2EE JavaServer Pages 開発者ガイド』

OC4J における JavaServer Pages の開発と JSP の実装およびコンテナに関する情報を示しま
す。コマンドライン・トランスレータや OC4J 固有の構成パラメータなど、Oracle の機能
についても説明します。 

� 『Oracle Containers for J2EE JSP タグ・ライブラリおよびユーティリティ・リファレンス』

OC4J に付属するタグ・ライブラリ、JavaBeans、その他の Java ユーティリティの概念と、
詳しい構文情報および使用方法を示します。 

� 『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』

OC4J に付属する標準ベースの Java サービス（JTA、JNDI、JMS、JAAS、Oracle 
Application Server Java Object Cache など）に関する情報を示します。 

� 『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』

OC4J 固有のセキュリティ機能および実装について説明します。Java Authentication and 
Authorization Service（JAAS）とその他の Java セキュリティ・テクノロジの使用方法につ
いても説明します。 

� 『Oracle Containers for J2EE Enterprise JavaBeans 開発者ガイド』

OC4J における Enterprise JavaBeans の開発と EJB の実装およびコンテナに関する情報を示
します。 

� 『Oracle Containers for J2EE リソース・アダプタ管理者ガイド』

J2EE Connector Architecture 機能の概要と、OC4J におけるリソース・アダプタの構成およ
び監視方法を説明します。

Oracle Application Server のマニュアル :

� 『Oracle Application Server Web Services 開発者ガイド』

OC4J および Oracle Application Server における Web サービスの開発および構成について
説明します。

� 『Oracle Application Server Web Services アドバンスト開発者ガイド』

高度な Web サービス・アセンブリについて説明します。たとえば、一般的な相互運用性の
問題を診断する方法、Web サービス管理機能（信頼性、監査、ロギングなど）を有効にす
る方法、Java の値タイプのカスタム・シリアライズを使用する方法について説明します。

また、Web Service Invocation Framework（WSIF）、Web サービス・プロバイダ API、
メッセージ添付ファイル、管理機能（信頼性、ロギング、監査）の使用方法についても説
明します。さらに、転送手段として JMS を使用する方法など、Web サービスの代替方法に
ついても説明します。
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� 『Oracle Application Server Web Services セキュリティ・ガイド』

OC4J および Oracle Application Server における Web サービスのセキュリティおよび構成
について説明します。

表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは次の表記規則を使用します。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。 

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。 

http://www.oracle.co.jp/support/

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル
製品のマニュアルは、次の URL にあります。 

http://otn.oracle.co.jp/document/

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング
研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。 

http://www.oracle.co.jp/education/

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報
オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。 

http://www.oracle.co.jp 
http://otn.oracle.co.jp 

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連する Graphical User Interface 要素、または本文中で定

義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。

イタリック イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示し
ます。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面

に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の情
報については、前述の URL を参照してください。
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Oracle Containers for J2EE（OC4J）の概要
1

Oracle Containers for J2EE（（（（OC4J）の概要）の概要）の概要）の概要

この章では、Oracle Containers for J2EE（OC4J）の概要を説明します。この章の内容は次のと
おりです。

� OC4J の概要

� OC4J における J2EE サポート

� OC4J の新機能および変更された機能

� スタンドアロン構成での OC4J

� Oracle Application Server 構成での OC4J

� OC4J のアプリケーション階層の概要
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OC4J の概要
OC4J の概要の概要の概要の概要
Oracle Containers for J2EE 10g（10.1.3.1.0）、すなわち OC4J は、Java 2 Enterprise Edition

（J2EE）1.4 に完全準拠した環境を提供します。OC4J には、J2EE 仕様で規定されたコンテナ、
API およびサービスがすべて装備されています。

OC4J は、次の 2 つの構成で配布されます。

� スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン構成 : OC4J は単一のスタンドアロン・インスタンスとしてインストールさ
れ、自己完結型コンポーネントとして直接起動、管理および停止されます。 

この構成の詳細は、1-7 ページの「スタンドアロン構成での OC4J」を参照してください。

� 管理管理管理管理構成 : OC4J は OC4J インスタンスのグループの一部としてインストールされ、Oracle 
Application Server のコンポーネントとして管理されます。 

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、グループグループグループグループは同じクラスタ・トクラスタ・トクラスタ・トクラスタ・ト
ポロジポロジポロジポロジに属する OC4J インスタンスの同期セットです（クラスタ・トポロジは、2 つ以上の
粗結合の Oracle Application Server ノードで構成されています）。グループのすべての
OC4J インスタンスで、構成、管理およびデプロイ操作を同時に実行できます。

管理 OC4J インストールには、少なくとも Oracle Process Manager and Notification Server
（OPMN）が含まれます。OPMN は、OC4J などの Oracle Application Server の各種コン
ポーネントを管理します。 

通常、このインストールには、1 つ以上の Oracle HTTP Server インスタンスも含まれます。
このインスタンスは、Web 通信およびロード・バランシング機能を提供します。 

詳細は、1-8 ページの「Oracle Application Server 構成での OC4J」を参照してください。

OC4J は、完全に Java で記述されており、標準 Java Development Kit（JDK）の Java 仮想マシ
ン（JVM）で稼働します。現行リリースの OC4J は、JDK 5.0 および 1.4.2 で稼働します。
OPMN 管理の OC4J では、JDK 5.0 はサーバー・バイナリとともにインストールされ、デフォ
ルトで OC4J インスタンスを起動するために使用されます。スタンドアロン OC4J の場合は、
JDK を指定する必要があります。複数の JVM で実行する OC4J インスタンスを構成できます。

OC4J ドキュメントでは、Java プログラミング、J2EE テクノロジ、Web アプリケーションおよ
び EJB アプリケーションのテクノロジについて基礎知識があることを前提にしています。これ
には、/WEB-INFおよび /META-INFディレクトリなどのデプロイ規則が含まれます。 
1-2　Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド



OC4J の新機能および変更された機能
OC4J におけるにおけるにおけるにおける J2EE サポートサポートサポートサポート
OC4J では、表 1-1 に示す標準 J2EE 仕様をサポートし、動作保証されています。

OC4J の新機能および変更された機能の新機能および変更された機能の新機能および変更された機能の新機能および変更された機能
次の各項では、Oracle Containers for J2EE 10g（10.1.3.x）の新機能の他に、旧リリースからの
機能の変更点について説明します。

OC4J の新機能の新機能の新機能の新機能
Oracle Containers for J2EE 10g（10.1.3.1.0）には、次の各項で説明する多くの新機能および追加
機能があります。

� Web サービスのサポート

� アプリケーションの管理およびデプロイに関する新しい J2EE 1.4 仕様のサポート

� Enterprise JavaBeans 3.0 のサポート

� Oracle Application Server TopLink のサポート

� OracleAS Job Scheduler

� 新しい 2 フェーズ・コミット・トランザクション・コーディネータ機能

� 汎用 JMS リソース・アダプタの拡張機能

� admin_client.jar の新しいコマンドおよびリモート・クライアント

表表表表 1-1 サポートされるサポートされるサポートされるサポートされる J2EE 仕様仕様仕様仕様

J2EE 仕様仕様仕様仕様 OC4J でサポートされるバージョンでサポートされるバージョンでサポートされるバージョンでサポートされるバージョン

JavaServer Pages（JSP） 2.0

Servlet 2.4

Enterprise JavaBeans（EJB） 2.1、3.0（完全な EJB 3.0 および JPA 実装）

Java Management Extensions（JMX） 1.2

J2EE Management 1.0

J2EE Application Deployment 1.1

Java Transaction API（JTA） 1.0 

Java Message Service（JMS） 1.1 

Java Naming and Directory Interface（JNDI） 1.2

Java Mail 1.2

Java Database Connectivity（JDBC） 3.0

Java Authentication and Authorization Service
（JAAS）Provider

1.0

J2EE Connector Architecture 1.5

Enterprise Web Services 1.1

Java API for XML-Based RPC（JAX-RPC） 1.1

SOAP with Attachments API for Java（SAAJ） 1.2

Java API for XML Processing（JAXP） 1.2

Java API for XML Registries（JAXR） 1.0.5
Oracle Containers for J2EE（OC4J）の概要 1-3



OC4J の新機能および変更された機能
Web サービスのサポートサービスのサポートサービスのサポートサービスのサポート
OC4J では、JAX-RPC 1.1 などの J2EE 1.4 標準に従って Web サービスを完全サポートします。
Web サービスの相互運用性も同様にサポートします。 

� Enterprise Web Services 1.1 仕様のサポート

� EJB 2.1 Web サービス・エンド・ポイント・モデル

� JSR 109 クライアントおよびサーバーのデプロイメント・モデル

� CORBA Web サービス : 既存の基本 CORBA サーバントの Web サービスとしてのラッピン
グ、および IDL からの WSDL の自動生成のサポート

� 呼出しおよび終了の形式（RPC/ リテラル、RPC/ エンコード、ドキュメント / リテラル）
などの Web サービスの動作をカスタマイズするためのソース・コードのアノテーション、
Java と XML のマッピングのカスタマイズ、およびセキュリティ強化のサポート

� データベースおよび JMS Web サービス

アプリケーションの管理およびデプロイに関する新しいアプリケーションの管理およびデプロイに関する新しいアプリケーションの管理およびデプロイに関する新しいアプリケーションの管理およびデプロイに関する新しい J2EE 1.4 仕様の仕様の仕様の仕様の
サポートサポートサポートサポート
OC4J では、J2EE 環境におけるアプリケーションのデプロイおよび管理について新しい標準を
定義する次の仕様をサポートします。

� J2EE Application Deployment API（JSR-88）: J2EE アプリケーションおよびモジュールを
構成し、J2EE と互換性のある環境にデプロイするための標準 API を定義します。OC4J 実
装には、コンポーネントを OC4J にデプロイするために必要な OC4J 固有の構成データを含
むデプロイ・プランを作成または編集する機能が含まれます。 

� Java Management Extensions（JMX）1.2 仕様 : J2EE 環境でリソース（サービス、アプリ
ケーションなど）を管理するための標準インタフェースを作成できるようにします。JMX
の OC4J 実装には、OC4J サーバーとその内部で稼働するアプリケーションを完全に管理す
るために使用できる JMX クライアントが装備されます。 

� J2EE Management 仕様（JSR-77）: J2EE 環境でアプリケーションを管理するための標準コ
ンポーネントを作成できるようにします。 

Enterprise JavaBeans 3.0 のサポートのサポートのサポートのサポート
OC4J 10g（10.1.3.1.0）では、EJB の注釈および依存性インジェクションのサポートを含め、
Enterprise JavaBeans 3.0 の 終仕様を完全にサポートしています。この 終仕様は、次の Web
サイトで入手できます。

http://java.sun.com/products/ejb/

Oracle Application Server TopLink のサポートのサポートのサポートのサポート
Oracle Application Server TopLink は、様々な Java 2 Enterprise Edition（J2EE）および Java ア
プリケーションのアーキテクチャで使用するための高度なオブジェクト永続性フレームワーク
です。OracleAS TopLink には、Bean 管理の永続性（BMP）の開発を容易にする OC4J のコン
テナ管理の永続性（CMP）コンテナおよびベース・クラスのサポートが含まれます。

注意注意注意注意 : EJB 3.0 のサポートを有効にするには、OC4J で JDK 5.0 を使用する必
要があります。この JDK は、OC4J においてデフォルトで JDK5.0 を使用する
現行の 10g（10.1.3.1.0）リリースに同梱されています。
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OC4J の新機能および変更された機能
OracleAS Job Scheduler
OracleAS Job Scheduler は、J2EE アプリケーションに非同期スケジュール・サービスを提供し
ます。主な特長として、ジョブの送信、制御および監視を行う機能があり、各ジョブは作業実
行時に動作する作業単位として定義されます。

新しい新しい新しい新しい 2 フェーズ・コミット・トランザクション・コーディネータ機能フェーズ・コミット・トランザクション・コーディネータ機能フェーズ・コミット・トランザクション・コーディネータ機能フェーズ・コミット・トランザクション・コーディネータ機能
OC4J の新しい分散トランザクション・マネージャは、Oracle だけでなく他のベンダーや JMS
プロバイダ（IBM WebSphere MQ など）のデータベースを含むあらゆるタイプの XA リソース
間で 2 フェーズ・コミット・トランザクションを調整できます。障害時の自動トランザクショ
ン・リカバリもサポートされます。

汎用汎用汎用汎用 JMS リソース・アダプタの拡張機能リソース・アダプタの拡張機能リソース・アダプタの拡張機能リソース・アダプタの拡張機能
汎用 JMS リソース・アダプタを、現行バージョンの OC4J に付属している OracleAS JMS、およ
び IBM WebSphere MQ JMS バージョン 5.3 の OC4J プラグインとして使用できるようになりま
した。 

遅延トランザクション登録のサポートが追加されているため、JMS 接続をキャッシュすること
ができます。また、JMS 接続は、これまでどおりグローバル・トランザクションに正しく参加
できます。 

汎用 JMS リソース・アダプタのエラー処理が改善されています。エンドポイントは、プロバイ
ダまたはシステムの障害後に自動的に再試行され、onMessage()エラーは正しく処理される
ようになりました。 

admin_client.jar の新しいコマンドおよびリモート・クライアントの新しいコマンドおよびリモート・クライアントの新しいコマンドおよびリモート・クライアントの新しいコマンドおよびリモート・クライアント
admin_client.jarユーティリティには、データソース、および OC4J JMS コネクション・
ファクトリや接続先を管理するための新しいコマンドがあります。これらのコマンドをコマン
ドライン・ツールまたは関連する JMX MBeans を介して使用し、データソース、および JMS コ
ネクション・ファクトリや接続先に関する情報の追加、削除および取得を実行できます。詳細
は、第 6 章「admin_client.jar ユーティリティの使用方法」を参照してください。

旧リリースからの構成ファイルの変更点旧リリースからの構成ファイルの変更点旧リリースからの構成ファイルの変更点旧リリースからの構成ファイルの変更点
Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされた OC4J インスタンス、お
よびスタンドアロン OC4J で使用される構成ファイルに、次の変更が加えられています。ここ
に示すファイルはすべて ORACLE_HOME/j2ee/instance/configにデフォルトでインス
トールされます。ここで、instanceは OC4J インスタンス名を表します。

application.xml
� <persistence>要素は、新しい system-application.xmlファイルに移動されまし

た。

� <jazn>要素で指定する OC4J インスタンスのセキュリティ構成ファイルは、新しい
system-jazn-data.xmlファイルになりました。<jazn>の詳細は、『Oracle Containers 
for J2EE セキュリティ・ガイド』を参照してください。

� <orion-application>ルート要素の default-data-source属性で指定するデフォル
トのデータソースは、スタンドアロン OC4J と Oracle Application Server の両方で
jdbc/OracleDS になりました。

� PortComponentLinkResolver の <ejb-module>要素は、削除されました。

� defaultアプリケーションのODL ロギングを有効にするための <odl>要素が <log>のサ
ブ要素として追加されましたが、コメント・アウトされています。
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ascontrol-web-site.xml
� このファイルは、スタンドアロン OC4J と Oracle Application Server の両方から削除されま

した。OC4J にデプロイされる Application Server Control コンソール・インスタンスは、
デフォルトで default-web-site.xmlにバインドされ、/emコンテキスト・ルートから
アクセスできます。

default-web-site.xml
� このファイルは、スタンドアロン OC4J と Oracle Application Server の両方で使用されるデ

フォルト Web サイトを構成します。OC4J インスタンスにデプロイされる Application 
Server Control コンソールを含むすべてのアプリケーションは、デフォルトで、このファ
イルに指定されたコンテキスト・ルートを使用してデフォルト Web サイトを介してアクセ
スされます。 

global-web-application.xml
� <dtd>要素は、Oracle Application Server 用のこのファイルから削除されました。

� rmi-tunnel サーブレット定義の <url-pattern>要素は、スタンドアロン OC4J と Oracle 
Application Server の両方で rmiTunnel/*を指定しています。 

http-web-site.xml
� このファイルは、スタンドアロン OC4J と Oracle Application Server の両方から削除されま

した。OC4J インスタンスにデプロイされるアプリケーションはすべて、デフォルトで
default-web-site.xmlにバインドされます。

j2ee-logging.xml
� この新しいファイルは、Java ログ出力（oracleログ出力など）を構成するために使用さ

れます。 

jazn-data.xml
� このファイルには、OC4J インスタンスのセキュリティ構成が含まれなくなりました。この

構成は、新しい system-jazn-data.xmlファイルで定義されるようになりました。ただ
し、アプリケーション・レベルでユーザーおよびロールを定義するよう、
jazn-data.xmlを指定できます。jazn-data.xmlおよび system-jazn-data.xml
ファイルの詳細は、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』を参照してくださ
い。 

oc4j-connectors.xml
� <connector>要素の location属性は、datasources および OracleASjms コネクタに対し

て指定されなくなりました。

server.xml
� http-web-site.xmlおよび ascontrol-web-site.xmlを示す <web-site>要素は削

除されました。1 つの要素が、デフォルト Web サイトの構成ファイルである
default-web-site.xmlを示すようになりました。

� 複数の <shared-library>要素が追加され、それぞれが OC4J とともにインストールされ
る共有ライブラリを参照しています。

� OC4J プロセスおよび OC4J インスタンスにデプロイされるアプリケーションで使用できる
ようにスレッド・プールを定義するための <thread-pool> 要素が、server.xmlに追加さ
れました。この要素は、OC4J（10.1.3.1.0）では非推奨の <global-thread-pool> および
<work-manager-thread-pool> 要素を置き換えます。

� アプリケーションに個別のカスタム・スレッド・プールを定義するための
<custom-thread-pool> 要素が、server.xmlファイルに追加されました。
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system-application.xml
� このファイルは、systemアプリケーションの構成を指定するために新しく追加された

ファイルです。この新しい内部コンポーネントの詳細は、1-11 ページの「system アプリ
ケーション」を参照してください。

system-jazn-data.xml
� この新しいファイルに、OC4J インスタンスのセキュリティ構成が含まれています。この

ファイルは実質的に、jazn-data.xmlのかわりとなります。jazn-data.xmlおよび
system-jazn-data.xmlファイルの詳細は、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・
ガイド』を参照してください。 

スタンドアロン構成でのスタンドアロン構成でのスタンドアロン構成でのスタンドアロン構成での OC4J
スタンドアロン（非管理）の OC4J 構成は、管理しやすく堅牢な J2EE 準拠のコンテナを提供し
ます。この構成では、単一の OC4J インスタンスが 1 つの ORACLE_HOMEディレクトリ

（Oracle ソフトウェアがインストールされるルート・ディレクトリ）にインストールされます。

スタンドアロン OC4J 構成には次のコンポーネントが含まれます。

� Oracle Containers for J2EE 10g（10.1.3.1.0）。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソール。デフォルトで OC4J
とともにインストールされる Web ベースの管理アプリケーションです。

Application Server Control コンソールは、インストールと同時に使用できます。この管理イン
タフェースの使用方法は、3-2 ページの「Oracle Enterprise Manager 10g Application Server 
Control コンソール」を参照してください。

インストールインストールインストールインストール

スタンドアロン OC4J のディストリビューション（Application Server Control を含む）は、ZIP
アーカイブとして提供されます。手順は、第 2 章「スタンドアロン OC4J のインストール」を
参照してください。

管理管理管理管理

OC4J インスタンスは、インスタンスとともにインストールされる Application Server Control
コンソール、Ant タスク、あるいは組込みコマンドライン・ユーティリティの 1 つである
admin_client.jarなどを使用して、スタンドアロン・コンポーネントとして管理されます。

これらのツールの概要は、第 3 章「OC4J の管理用ツール」を参照してください。

起動、停止および再起動起動、停止および再起動起動、停止および再起動起動、停止および再起動

スタンドアロン構成では、OC4J インスタンスは、oc4jコマンド・スクリプト、または実行可
能な oc4j.jarアーカイブを使用して起動します。起動オプションおよびシステム・プロパ
ティは、コマンド・スクリプトの場合は起動前に、oc4j.jar直接実行モデルを使用する場合
は起動時に設定します。

詳細は、5-2 ページの「スタンドアロン環境での OC4J の起動」を参照してください。

スタンドアロン OC4J サーバーは、admin_client.jarまたは admin.jarコマンドライン・
ユーティリティか、oc4jコマンド・スクリプトを使用して停止および再起動できます。詳細
は、5-3 ページの「スタンドアロン環境での OC4J の停止」、5-5 ページの「スタンドアロン環境
での OC4J インスタンスの再起動」または 7-3 ページの「スタンドアロン環境での OC4J の停止
および再起動」を参照してください。
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バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能

OC4J スタンドアロン構成には、バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能はありませ
ん。

Web 通信通信通信通信

スタンドアロン環境での Web 通信は、組込み OC4J Web サーバーを介して提供されます。この
サーバーは、Oracle HTTP Server を使用せずに HTTP および HTTPS 通信をネイティブにサ
ポートします。 

デフォルト Web サイトは、default-web-site.xmlファイルに定義されています。この
ファイルは、ポート 8888にデフォルトの HTTP リスナーを指定します。追加の Web サイトを
別のポートに定義する際に、このファイルを変更して使用できます。OC4J で追加の Web サイ
トを作成する手順は、第 13 章「OC4J での Web サイトの管理」を参照してください。

Oracle Application Server 構成での構成での構成での構成での OC4J
この構成では、OC4J は、Oracle Application Server クラスタ内の 1 つ以上の OC4J インスタン
スのグループに、Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされます。
通常の構成には、次のコンポーネントが含まれます。

� Oracle Containers for J2EE 10g（10.1.3.1.0）。1 つ以上のグループの 1 つ以上のインスタンス
です。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソール。デフォルトで OC4J
とともにインストールされる Web ベースの管理アプリケーションです。

� Oracle HTTP Server 1.3。フロントエンドの Web 通信およびロード・バランシング機能を提
供します。 

� Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）。インストールされた他のコン
ポーネント（OC4J や Oracle HTTP Server など）の起動や停止、および監視に使用されま
す。OMPN には、コンポーネント間の通信を管理する Oracle Notification Server（ONS）
が含まれます。 

Oracle Application Server では、クラスタ・トポロジ内の OC4J インスタンスのグループでの、
HTTP セッションおよびステートフル・セッション Enterprise JavaBean のレプリケーションと
ロード・バランシングをサポートします。詳細は、第 9 章「OC4J でのアプリケーションのクラ
スタリング」を参照してください。

Oracle Application Server クラスタ内での接続は、Oracle Application Server コンポーネント
（OC4J や Oracle HTTP Server など）間の通信を管理する Oracle Notification Server（ONS）の
機能により提供されます。ONS サーバーは、Oracle Process Manager and Notification Server

（OPMN）のコンポーネントで、すべての Oracle Application Server ホストにデフォルトでイン
ストールされます。

Oracle Universal Installer には、次のような複数のインストール・オプションがあります。

� 統合された統合された統合された統合された Web サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、J2EE Server およびプロセス管理およびプロセス管理およびプロセス管理およびプロセス管理

この構成では、すべてのコンポーネント（OC4J、Oracle HTTP Server および OPMN）が
単一の ORACLE_HOMEディレクトリにインストールされます。 

この ORACLE_HOMEディレクトリ内には、複数の OC4J インスタンスを作成できます。そ
れぞれ 1 つ以上の OC4J インスタンスのホストとなる複数のホスト・マシンを、1 つの
Oracle Application Server クラスタに含めることができます。

� J2EE Server およびプロセス管理およびプロセス管理およびプロセス管理およびプロセス管理

このインストールには、OC4J および OPMN が含まれます。開発またはテスト用に、スタ
ンドアロン OPMN 管理 OC4J インスタンスとして使用できます。また、Oracle 
Application Server クラスタに含めることができます。
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� Web サーバーおよびプロセス管理サーバーおよびプロセス管理サーバーおよびプロセス管理サーバーおよびプロセス管理

このインストールには、Oracle HTTP Server および OPMN が含まれます。通常は Oracle 
Application Server クラスタのフロントエンド Web リスナーとして機能する、スタンドア
ロン Oracle HTTP Server インスタンスとして使用できます。

インストールインストールインストールインストール

Oracle Universal Installer を使用して、様々なコンポーネントがインストールされます。インス
トールされた各コンポーネントを監視できるようにするには、OPMN をすべての
ORACLE_HOMEディレクトリにインストールする必要があります。

管理管理管理管理

管理タスクは、次のツールを使用して実行できます。

� Web ベースの Application Server Control コンソールのユーザー・インタフェース

� Ant タスク

� admin_client.jarコマンドライン・ツール

� admin.jarコマンドライン・ツール（スタンドアロン OC4J サーバーに対してのみ）

これらのツールの概要は、第 1 章「Oracle Containers for J2EE（OC4J）の概要」を参照してく
ださい。

Oracle Application Server のクラスタ化された環境では、単一の Application Server Control コ
ンソールを使用してクラスタ内のすべての OC4J インスタンスを管理できます。このアプリ
ケーションの詳細は、3-2 ページの「Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control
コンソール」を参照してください。

OC4J には、Oracle Application Server クラスタ内の OC4J インスタンスのグループ、OPMN 管
理の OC4J インスタンス、またはスタンドアロン OC4J サーバーで管理タスクを実行するための
一連の Ant タスクが含まれています。Ant タスクの詳細、およびアプリケーション作成プロセ
スにそれらのタスクを統合するためのガイドラインは、『Oracle Containers for J2EE デプロイメ
ント・ガイド』の「OC4J Ant タスクによるデプロイ」を参照してください。

OC4J で提供されている admin_client.jarツールは、Oracle Application Server クラスタ内
の OC4J インスタンスのグループ、OPMN 管理の OC4J インスタンスまたはスタンドアロン
OC4J サーバーで管理タスクを実行するために使用できます。また、管理クライアントのディス
トリビューションである oc4j_admin_client_101310.zipには、次に示す 2 つの方法でリ
モート・クライアントから管理操作を実行する際に必要なクライアント・サイドの JAR が含ま
れています。

� OPMN 管理またはスタンドアロン OC4J インスタンスに対するリモートからの
admin_client.jarコマンドの使用

� JMX プログラム・クライアントを使用したリモートからの OC4J の管理

このツールの使用方法は、第 6 章「admin_client.jar ユーティリティの使用方法」を参照してく
ださい。

OC4J で提供される admin.jarツールは、スタンドアロン OC4J サーバーで管理タスクを実行
する場合にのみ使用できます。このツールの使用方法は、第 7 章「admin.jar ユーティリティの
使用方法」を参照してください。
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起動および停止起動および停止起動および停止起動および停止

管理環境では、すべてのコンポーネント（OC4J など）の起動および停止に OPMN を使用する
必要があります。詳細は、5-2 ページの「Oracle Application Server 環境での OC4J の起動」を
参照してください。

OC4J ランタイム・オプションおよびシステム・プロパティは、OPMN 構成ファイル
opmn.xmlに手動で設定できます。詳細は、第 4 章「OC4J ランタイムの構成」を参照してくだ
さい。

バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能バックアップ、リストアおよび障害リカバリ機能

これらの機能は、管理 Oracle Application Server 構成で使用できます。

Web 通信通信通信通信

スタンドアロン OPMN 管理の OC4J インスタンス（「J2EE Server およびプロセス管理」インス
トール・タイプ）は、組込み OC4J Web サーバーを使用して、HTTP（S）リクエストを直接受
信し応答します。 

また、OC4J との Web 通信は Oracle HTTP Server および mod_oc4jモジュールを使用して管
理できます。OHS はフロント・エンド・リスナーとして機能し、mod_oc4jモジュールは
Apache JServ Protocol（AJP）1.3 を使用して HTTP リクエストを OC4J インスタンスに転送し
ます。 

Oracle HTTP Server と OC4J 間のリクエスト / レスポンス・フローは次のとおりです。

1. 受信 HTTP リクエストが Oracle HTTP Server リスナーによって受信されます。

2. Oracle HTTP Server は、mod_oc4jモジュールを介してリクエストを OC4J インスタンス
に渡します。Oracle HTTP Server と OC4J 間の接続では、OC4J の起動時に決定されたポー
ト番号で Apache JServ Protocol（AJP）が使用されます。

リクエスト先アプリケーションとして機能する OC4J インスタンスにリクエスト URL をマップ
するマウント・ポイントは、アプリケーションのデプロイ時に mod_oc4jに動的に作成されま
す。特定のマウント・ポイントに対するリクエストは、そのマウント・ポイントに対応する
OC4J インスタンスにルーティングされます。 

Oracle HTTP Server と mod_oc4jモジュールの構成および管理の詳細は、『Oracle HTTP 
Server 管理者ガイド』を参照してください。

AJP 1.3
Oracle HTTP

Server

mod_oc4j
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OC4J のアプリケーション階層の概要
OC4J のアプリケーション階層の概要のアプリケーション階層の概要のアプリケーション階層の概要のアプリケーション階層の概要
この項では、OC4J インスタンス内のアプリケーション階層の概要を説明します。

system アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
systemアプリケーションは、Oracle Containers for J2EE 10g（10.1.3.1.0）の新しい内部コン
ポーネントです。OC4J の初回起動時に、OC4J インスタンスに自動デプロイされます。

このアプリケーションは、主に OC4J へのアプリケーションのデプロイまたは再デプロイに関
連する問題に対処するために追加されました。アプリケーション階層のルートに存在し、OC4J
の起動時に必要なクラスおよび構成を提供します。たとえば、その他のすべてのデプロイ済ア
プリケーション（Oralce JDBC ドライバ実装や XML パーサー実装など）によってデフォルトで
インポートされる共有ライブラリを提供します。

systemアプリケーションは、OC4J の内部コンポーネントにすぎません。アプリケーションを
デプロイすることも、別のアプリケーションの親として宣言することもできません。default
アプリケーションは、すべてのデプロイ済アプリケーションのデフォルトの親として引き続き
機能します。

systemアプリケーションの構成は、system-application.xmlに定義されています。この
ファイルは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/configにデフォルトでインストールされま
す。 

default アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
defaultアプリケーションは、アプリケーション階層の systemの直下に存在します。OC4J
インスタンスにデプロイされたその他すべての J2EE アプリケーションのデフォルトの親として
引き続き機能します。したがって、defaultアプリケーションに対して定義された構成パラ
メータはすべて、アプリケーション・レベルで明示的に上書きされないかぎり、その他すべて
のアプリケーションによって継承されます。 

スタンドアロン Web モジュール（WAR ファイル）を defaultアプリケーションにデプロイ
することもできます。

default アプリケーションの構成は、application.xmlに定義されています。このファイル
は、ORACLE_HOME/j2ee/instance/configにデフォルトでインストールされます。

重要重要重要重要 : systemは、OC4J の起動に不可欠な主要な内部コンポーネントである
ため、<jazn>および <log>タグを除き、system-application.xml
ファイルは変更しないでください。

<jazn>タグは、セキュリティ・プロバイダ、OC4J セキュリティ構成ファイ
ル（system-jazn-data.xml）の場所、あるいはその両方への変更を指定
するために、必要に応じて変更できます。<jazn>および
system-jazn-data.xmlファイルの詳細は、『Oracle Containers for J2EE
セキュリティ・ガイド』を参照してください。 

<log>タグを変更して、システム・ログ・ファイルを循環できます。
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OC4J のアプリケーション階層の概要
グローバルグローバルグローバルグローバル Web アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
グローバル Web アプリケーションは、defaultアプリケーションの Web モジュール・コン
ポーネントです。OC4J インスタンスにデプロイされたすべての Web モジュールにデフォルト
で適用される構成データを提供します。また、すべてのサーブレットにデフォルトで適用され
る初期化パラメータも含まれます。

デフォルトの Web アプリケーションの構成ファイルは、global-web-application.xmlで
す。このファイルは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/configにデフォルトでインストール
されます。このファイルには、OC4J インスタンスにデプロイされたすべての Web モジュール
にデフォルトで適用されるパラメータの他に、すべてのサーブレットに適用されるサーブレッ
ト初期化パラメータも含まれます。ただし、これらのパラメータ値はいずれも、Web モジュー
ルの orion-web.xmlファイルの対応する値によって上書きできます。

スタンドアロン OC4J インストールでは、デフォルトの Web アプリケーションのルート・ディ
レクトリは、j2ee/home/default-web-appです。デフォルトの Web アプリケーションにデ
プロイするには、標準の Web アプリケーション・ディレクトリ構造のこのディレクトリ内に
JSP ページおよびクラス・ファイルを配置します。すなわち、 上位レベルに静的ページおよ
び JSP ページ、j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/classes内にサーブレット・ク
ラス、j2ee/home/default-web-app/WEB-INF/lib内にライブラリ JAR ファイルを配置
します。 

J2EE アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション
デフォルトでは、OC4J インスタンスにデプロイされたアプリケーションは、指定された親アプ
リケーションから、あるいは他の親が指定されていない場合は defaultアプリケーションか
ら、構成パラメータを継承します。ただし、アプリケーションの orion-application.xml
ディスクリプタに設定されたパラメータ値は、親から継承された該当するパラメータに優先し
ます。

Web モジュールは親 J2EE アプリケーションに含まれている必要があります。WAR ファイルは
通常、親 J2EE アプリケーションを定義する EAR ファイルとともにパッケージおよびデプロイ
されます。しかし、WAR ファイルは、スタンドアロン Web モジュールとして defaultアプ
リケーションにデプロイできます。 
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スタンドアロン OC4J のインストー
2

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J のインストールのインストールのインストールのインストール

この章では、OC4J スタンドアロン・ディストリビューション（oc4j_extended.zipアーカ
イブとして配布）のインストールに関する前提条件およびプロセスについて説明します。

OC4J を Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールする手順は、プラット
フォーム固有の Oracle Application Server のインストレーション・ガイドを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� スタンドアロン OC4J サーバーのインストール前提条件への準拠

� スタンドアロン OC4J ディストリビューションのインストール
ル 2-1



スタンドアロン OC4J サーバーのインストール前提条件への準拠
スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J サーバーのインストール前提条件への準拠サーバーのインストール前提条件への準拠サーバーのインストール前提条件への準拠サーバーのインストール前提条件への準拠
スタンドアロン OC4J サーバーをインストールする前に、次の前提条件が満たされていること
を確認してください。

JDK 5.0 またはまたはまたはまたは 1.4.2 のインストールのインストールのインストールのインストール

スタンドアロン OC4J をインストールする前に、まず、Java 2 Platform Standard Edition
（J2SE）Development Kit（JDK）リリース 5.0 またはリリース 1.4.2 を OC4J ホスト・マシンに
インストールする必要があります。JDK のリリースは、http://java.sun.com/j2se/から
ダウンロードできます。 

環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定

J2SE のインストール後に、JAVA_HOMEおよび ORACLE_HOME環境変数が設定されていること
を確認してください。J2EE_HOME環境変数も設定できます。

環境変数 ORACLE_HOMEおよび J2EE_HOMEのかわりに、システム・プロパティ
oracle.homeおよび oracle.j2ee.homeを使用して、Oracle および J2EE ホーム・ディレク
トリに設定できます。

オペレーティング・システムのデフォルト・ロケール以外のロケールを使用する場合も、
LC_ALLおよび LANG環境変数を同じ値に設定します。

注意注意注意注意 : スタンドアロン OC4J の場合は、JDK を指定する必要があります。
OPMN 管理 OC4J の場合は、JDK 5.0 がサーバー・バイナリに付属していま
す。

表表表表 2-1 環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定

環境変数環境変数環境変数環境変数 値値値値

JAVA_HOME JDK の場所に設定します。この変数は、OC4J サーバーの起動に必要

です。次に例を示します。

JAVA_HOME=/java/j2se15

使用される JDK は、ホスト・マシンの PATH 環境変数に追加する必

要があります。

ORACLE_HOME OC4J ディストリビューションをインストールするルート・ディレク

トリに設定します。この変数は、oc4jまたは oc4j.cmd実行可能ス

クリプトを実行しようとする場合に定義する必要があります。

たとえば、OC4J を C:¥oracleにインストールする場合、

ORACLE_HOME変数の値をこのディレクトリに設定します。 

J2EE_HOME 必要に応じてこの環境変数を作成し、ORACLE_HOME/j2ee/home
（admin_client.jar、oc4j.jarおよび admin.jarのインストー

ル場所）に設定します。ORACLE_HOMEの値は、OC4J ディストリ

ビューションをインストールするルート・ディレクトリです。

J2EE_HOME環境変数または oracle.j2ee.homeシステム・プロパ

ティを J2EE ホーム・ディレクトリに設定すると、

admin_client.jar、oc4j.jarまたは admin.jarを任意のディ

レクトリから起動できるようになります。
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スタンドアロン OC4J ディストリビューションのインストール
スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J ディストリビューションのインストールディストリビューションのインストールディストリビューションのインストールディストリビューションのインストール
スタンドアロン OC4J ディストリビューションは、ユーザー自身が選択したアーカイブ・ユー
ティリティを使用して、OC4J のインストール・ディレクトリとなるディレクトリ（このマニュ
アルでは ORACLE_HOMEと呼ぶ）に oc4j_extended.zipファイルを解凍してインストール
します。インストーラにより、次に示す必須ディレクトリ構造が自動的に作成されます。

ORACLE_HOME
   /ant
   /bin
   /diagnostics
   /j2ee
   /javacache
   /javavm
   /jdbc
   /jlib
   /lib
   /opmn
   /rdbms
   /sqlj
   /toplink
   /webservices
   /xqs

OC4J の初回起動時に、OC4J 管理者アカウントのパスワードを設定するように要求されます。
このアカウントのユーザー名は、デフォルトで oc4jadminに設定されます。 

jazn.jarツールを使用して、OC4J を起動する前に oc4jadminアカウントをアクティブにす
ることもできます。このツールは ORACLE_HOME /j2ee/homeディレクトリにあります。構文
は次のとおりです。

jazn.jar -activateadmin password

OC4J スタンドアロン・ディストリビューションは、デフォルト構成でインストールされます。
この構成には、アプリケーションにアクセスできるデフォルトの Web サイトと、Application 
Server Control コンソールを使用できる Web サイトが含まれます。これらは、OC4J をすぐに
使用し始めることができるように用意されています。詳細は、第 13 章「OC4J での Web サイト
の管理」を参照してください。

注意注意注意注意 : 以前は oc4j.jar -installコマンドが oc4jadminアカウントをア
クティブにする他、このアカウントにパスワードを設定するために使用され
ましたが、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推奨されていません。
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スタンドアロン OC4J ディストリビューションのインストール
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OC4J の管理用ツ
3

OC4J の管理用ツールの管理用ツールの管理用ツールの管理用ツール

この章では、OC4J に装備された管理機能の概要を説明します。この章の内容は次のとおりで
す。

� Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソール

� admin_client.jar コマンドライン・ユーティリティ

� admin.jar コマンドライン・ユーティリティ

� oc4j 実行可能スクリプト

� Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）

� oc4jadmin アカウントのパスワードの変更
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Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソール
Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソールコンソールコンソールコンソール
Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソールは、JMX に準拠する Web
ベースのユーザー・インタフェースで、OC4J 内のアプリケーションのデプロイ、構成および監
視の他、スタンドアロン OC4J サーバー、Oracle Application Server クラスタ内の OC4J インス
タンスのグループ、およびアプリケーションで使用される Web サービスの管理を目的としま
す。この項の内容は次のとおりです。

� スタンドアロン OC4J での Application Server Control コンソールへのアクセス

� Oracle Application Server での Application Server Control コンソールへのアクセス

� Application Server Control コンソール・インタフェースの機能の概要

このインタフェースの使用方法は、Application Server Control コンソールに付属するオンライ
ン・ヘルプを参照してください。

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J でのでのでのでの Application Server Control コンソールへのアクセスコンソールへのアクセスコンソールへのアクセスコンソールへのアクセス
Application Server Control コンソールは、OC4J ソフトウェアのインストール時に自動的にイ
ンストールおよび構成されます。OC4J を起動するとデフォルトで起動されます。

コンソールには、HTTP リクエストをポート 8888でリスニングするように構成されたデフォ
ルト Web サイトを介してアクセスします。コンソールにアクセスするには、次の URL を Web
ブラウザに入力するだけです。

http://hostname:8888/em

Oracle Application Server でのでのでのでの Application Server Control コンソールへのアクセスコンソールへのアクセスコンソールへのアクセスコンソールへのアクセス
Application Server Control コンソールは、OC4J の埋込みコンポーネントとしてインストール
および構成されます。コンソールは、OPMN コマンドライン・ツール opmnctlを使用して、
その他のすべてのインストール済 Oracle Application Server コンポーネントとともに起動され
ます。このツールは、各サーバー・ノードの ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインス
トールされています。 

次のコマンドを発行して、すべてのインストール済コンポーネントを起動します。

cd ORACLE_HOME/opmn/bin
opmnctl startall

複数の OC4J インスタンスを含むクラスタ・トポロジでは、クラスタの OPMN 構成ファイル
opmn.xmlに sequentialオプションが含まれない場合には、コマンドで -sequentialフラ
グを使用する必要があります。

cd ORACLE_HOME/opmn/bin
opmnctl startall -sequential

sequentialオプションを使用すると、OC4J インスタンスが順番に起動されます。コンポー
ネントを同時に起動すると、リソース競合の問題が発生する可能性があります。opmn.xml
ファイルに sequentialオプションを指定する方法の詳細は、4-3 ページの「管理 OC4J 構成
でのランタイム・オプションの設定」を参照してください。

通常の Oracle Application Server インストールでは、Application Server Control コンソールを
含むすべての Web アプリケーションには、Oracle HTTP Server を介してアクセスします。次の
URL を使用してコンソールにアクセスします。

http://ohs_host_address:port/em

注意注意注意注意 : Application Server Control コンソールの現行リリースでは、OPMN
の構成や Oracle HTTP Server の起動と停止はサポートされていますが、
Oracle HTTP Server の構成はサポートされていません。OPMN および
Oracle HTTP Server の構成の詳細は、『Oracle Process Manager and 
Notification Server 管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソール
� ohs_host_address: Oracle HTTP Server ホスト・マシンのアドレス。たとえば
server07.company.comです。

� port: OPMN によって Oracle HTTP Server に割り当てられた HTTP リスナー・ポート。割
り当てられたリスナー・ポートのリストを OPMN から取得するには、次の opmnctlコマ
ンドを Oracle HTTP Server ホスト・マシンで実行します。

opmnctl status -l

OPMN ステータス出力で http1に指定されたポートを、portの値として指定します。

HTTP_Server | HTTP_Server | 6412 | Alive | 1970872013 | 1
6396 | 0:48:01 | https1:4443,http2:722,http1:7779

Application Server Control コンソール・インタフェースの機能の概要コンソール・インタフェースの機能の概要コンソール・インタフェースの機能の概要コンソール・インタフェースの機能の概要
Application Server Control コンソールは、次に説明するいくつかの機能領域で構成されていま
す。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーション

� OC4J インスタンスまたは Oracle Application Server クラスタ内のインスタンスのグループ
にデプロイされたアプリケーション、モジュールまたはスタンドアロン・リソース・アダ
プタの起動と停止

� アプリケーションまたはモジュールのデプロイ、アンデプロイまたは再デプロイ 

� アプリケーションのデプロイの一環としてのデプロイ・プランの作成または編集

� HTTP リクエストおよびアクティブな EJB メソッド・コールに関する統計の表示

管理管理管理管理

� J2EE サービス（JMS や JTA など）の管理

� JNDI 名の表示および検索

� JDBC データソースおよびデータベース・アクセスを提供する接続プールの作成

� JSP コンテナのプロパティの設定

� セキュリティ・プロバイダの構成およびユーザーとロールの管理

� JMX MBean ブラウザを介した MBean へのアクセス

� イベント・ドリブンの JMX 通知のサブスクライブ

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス

� OC4J と他のアクティブなアプリケーションによる CPU およびメモリー・リソースの使用
状況と、OC4J ヒープ使用状況を示すグラフの表示

� データベース接続とトランザクション・アクティビティ、JVM 使用状況、JSP とサーブ
レットのリクエストおよび EJB メソッドに関する統計の表示

� もリクエストが多かった JSP、サーブレットおよび EJB に関するシステムへの問合せ

Web サービスサービスサービスサービス

� Web サービスの有効化または無効化

� インスタンス内で稼働している Web サービスのメトリックおよび統計の表示

� Web サービスの WSDL の表示

� Web サービスのテスト

� Web サービスの監査、ロギング、信頼性およびセキュリティの構成
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admin_client.jar コマンドライン・ユーティリティ
ログログログログ

� OC4J インスタンスにデプロイされた特定のアプリケーションのログ・ファイルの表示

� デフォルト・アプリケーション（グローバル Web アプリケーションを含む）および
Application Server Control コンソールのログの表示

� 特定のメッセージ・タイプおよび文字列についてのログの検索

� Oracle Diagnostic Logging（ODL）フレームワークを使用した、コンポーネントの XML 形
式のログ・ファイルの表示

� Web サービスのログの取得

OC4J によって提供されるロギング機能の詳細は、第 11 章「OC4J でのロギング」を参照してく
ださい。

admin_client.jar コマンドライン・ユーティリティコマンドライン・ユーティリティコマンドライン・ユーティリティコマンドライン・ユーティリティ
OC4J には admin_client.jarというコマンドライン・ユーティリティが用意されています。
このユーティリティを使用すると、Oracle Application Server のクラスタ化された環境および
スタンドアロン OC4J サーバーのアクティブな OC4J インスタンスで操作を実行できます。

このユーティリティを使用して実行できるタスクは次のとおりです。

� 特定の OC4J インスタンスまたは Oracle Application Server クラスタ内のインスタンス・グ
ループに対するアプリケーション（EAR）、スタンドアロン Web モジュール（WAR）、ス
タンドアロン EJB モジュール（EJB JAR）、スタンドアロン・リソース・アダプタ（RAR）
のデプロイ

� アプリケーション、Web モジュール、EJB モジュールまたはリソース・アダプタのアンデ
プロイ

� 変更されたクラスを保持するデプロイ済 EJB モジュールの増分的な更新

� 共有ライブラリの新規作成

� JDBC および JMS リソースの作成

� OC4J インスタンスの停止、起動または再起動

� 特定の OC4J インスタンスまたはクラスタ全体のインスタンス・グループでの特定のアプリ
ケーションの停止、起動または再起動

このツールの使用方法は、第 6 章「admin_client.jar ユーティリティの使用方法」を参照してく
ださい。
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oc4j 実行可能スクリプト
admin.jar コマンドライン・ユーティリティコマンドライン・ユーティリティコマンドライン・ユーティリティコマンドライン・ユーティリティ
OC4J には admin.jarというコマンドライン・ユーティリティが用意されています。このユー
ティリティを使用すると、アクティブなスタンドアロン OC4J インスタンスで操作を実行でき
ます。

特に、このユーティリティを使用してできるタスクは次のとおりです。

� スタンドアロン OC4J インスタンスの停止および再起動

� 特定のアプリケーションの再起動

� スタンドアロンOC4Jインスタンスに対するアプリケーションのデプロイまたはアンデプロ
イ

� グローバル・データソースまたはアプリケーション固有のデータソースの追加、削除また
はテスト

このユーティリティは、ORACLE_HOME/j2ee/homeにデフォルトでインストールされます。
データソースをアップグレードする場合を除き、このユーティリティを使用するには、OC4J を
起動する必要があります。また、このユーティリティを使用して OC4J を起動することはでき
ません。このツールの使用方法は、第 7 章「admin.jar ユーティリティの使用方法」を参照して
ください。

oc4j 実行可能スクリプト実行可能スクリプト実行可能スクリプト実行可能スクリプト
OC4J ディストリビューションには、実行可能スクリプト（UNIX/Linux プラットフォーム用の
シェル・スクリプトと Windows プラットフォーム用のバッチ・ファイル）が含まれています。
これらのスクリプトを OC4J スタンドアロン構成で使用すると、ローカルの OC4J インスタンス
の起動および停止、OC4J バージョンの取得、OC4J インストール・プロセスの完了が可能です。 

oc4j実行可能スクリプトは、ORACLE_HOME/binディレクトリにあります。スクリプトは、
次のようにプラットフォーム固有です。

� oc4jシェル・スクリプトは、UNIX または Linux システムで使用します。

� oc4j.cmdバッチ・ファイルは、Windows システムで使用します。

これらのスクリプトを使用するには、2-2 ページの「環境変数の設定」で説明されているよう
に、ORACLE_HOMEおよび JAVA_HOME環境変数が設定されている必要があります。

どちらの実行可能ファイルも、次のような同じ構文を使用します。

oc4j [options]

注意注意注意注意 : admin.jarユーティリティは、スタンドアロン OC4J インストールの
単一の OC4J インスタンスを管理するためだけに使用できます。

より高度な機能を装備しているため、admin.jarのかわりに
admin_client.jarユーティリティを使用することをお薦めします。この
ユーティリティの使用方法は、第 6 章「admin_client.jar ユーティリティの使
用方法」を参照してください。
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Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）
実行可能ファイルに渡すことができる一連のオプションは、表 3-1 にまとめられているように
どちらについても同じです。

Oracle Process Manager and Notification Server（（（（OPMN））））
管理 OC4J 環境では、すべてのインストール済 Oracle Application Server コンポーネント（す
べての OC4J インスタンスを含む）の管理と起動および停止に、OPMN が使用されます。ま
た、OPMN は OC4J および関連するコンポーネント（Oracle HTTP Server など）も監視しま
す。そのため、インストール済 Oracle Application Server コンポーネントを監視するには、
OPMN を各 ORACLE_HOMEディレクトリにインストールする必要があります。 

OPMN を構成および使用する方法は、『Oracle Process Manager and Notification Server 管理者
ガイド』を参照してください。

OPMN デーモンの制御には、コマンドライン・ユーティリティ opmnctlが使用されます。こ
のユーティリティは、Oracle Application Server のホスト・コンポーネントのホストとなるマ
シンの ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにデフォルトでインストールされます。

OPMN は、opmn.xml構成ファイルを使用して構成されます。このファイルは、
ORACLE_HOME/opmn/confディレクトリにあります。現行リリースの Application Server 
Control コンソールにはファイル編集機能が装備されていないため、ほとんどの場合、このファ
イルの編集は手動で行う必要があります。

次の簡略化された例に、構成ファイル opmn.xmlでの OC4J 構成データの構造を示します。 

� 各コンポーネントの構成データは、<ias-component>要素内に設定されます。この要素
の id属性はコンポーネント名（この場合は default_group）です。 

� ホスト・マシン上に作成された各 OC4J インスタンスは、<process-type>要素内で個別
に構成されます。id属性は、インスタンスを一意に識別します。

� <process-set>要素は、起動時に作成される OC4J プロセスのグループを定義します。 

id属性の値はグループを識別し、管理しやすくするためにグループ内のプロセスに対して
生成されたログ・ファイルの 後に追加されます。

表表表表 3-1 oc4j 実行可能ファイルのオプション  実行可能ファイルのオプション  実行可能ファイルのオプション  実行可能ファイルのオプション  

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-start OC4J インスタンスを起動します。 

-shutdown 

-port ormiport 

-password password

OC4J インスタンスを停止します。

-port ormiport:  
OC4J がデフォルトの ORMI ポート（23791）で稼働している場合
は、ポートを指定する必要はありません。 

-password password: 
oc4jadminアカウントのパスワードを指定します。

-version OC4J のバージョン番号を返します。 

-help 構文および一連のオプションを表示します。

注意注意注意注意 : Application Server Control コンソールの現行リリースでは、OPMN
の構成や Oracle HTTP Server の起動と停止はサポートされていますが、
Oracle HTTP Server の構成はサポートされていません。OPMN および
Oracle HTTP Server の構成の詳細は、『Oracle Process Manager and 
Notification Server 管理者ガイド』を参照してください。
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oc4jadmin アカウントのパスワードの変更
次の要素は、opmn.xmlにおける OC4J 構成データの構造の簡略化された例です。

<opmn>
 ...
 <ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    <module-data>
      <category id="start-parameters">
        <data id="java-options" value=" -Djava.awt.headless=true"/>
        <data id="java-bin" value="/jdk/bin"/>
        <data id="oc4j-options" value="-validateXML -verbosity 10"/>
      </category>
      <category id="stop-parameters">
        <data id="java-options" value="-Djava.awt.headless=true"/>
      </category>
    </module-data>
    <start timeout="600" retry="2"/>
    <stop timeout="120"/>
    <restart timeout="720" retry="2"/>
    <port id="default-web-site" protocol="ajp" range="12501-12600"/>
    <port id="rmi" range="12401-12500"/>
    <port id="jms" range="12601-12700"/>
    <port id="rmis" range="12701-12800"/>
    <process-set id="default_group" numprocs="1"/>
  </process-type>
 </ias-component>
</opmn>

oc4jadmin アカウントのパスワードの変更アカウントのパスワードの変更アカウントのパスワードの変更アカウントのパスワードの変更
OC4J 管理者アカウントは、デフォルトでユーザー名 oc4jadminを使用して作成されます。こ
のアカウントは、OC4J に付属する各種ツール（admin_client.jarコマンドライン・ユー
ティリティなど）を使用してコマンドを起動する際に必要です。また、Application Server 
Control コンソールにログインする際にも使用できます。

oc4jadminアカウントには oc4j-administratorsロールが割り当てられます。このロール
は、アカウントでユーザーおよびロールを管理するために必要です。また、MBeanServer サー
バーに接続するためにもこのロールが必要です。

このアカウントの初期パスワードは、OC4J のインストール時に設定できます。設定しない場合
は、OC4J の初回起動時に設定するように要求されます。Oracle Application Server クラスタ内
のグループの全 OC4J インスタンスでは、Application Server Control コンソールを使用してす
べてのインスタンスにアクセスしグループ操作を実行できるよう、oc4jadminアカウントのパ
スワードが同一である必要があります。また、Oracle Application Server クラスタのすべての
OC4J インスタンスでも、OPMN 関連の問題を防ぐために、oc4jadminアカウントのパスワー
ドが同一である必要があります。

『Oracle Application Server 管理者ガイド』の付録 A で説明されているように、パスワードは後
から変更できます。oc4jadminパスワードの変更には次のガイドラインが適用されます。

� ベスト・プラクティスとして、oc4jadminアカウントは、Application Server Control コン
ソールへの 初のログインにのみ使用することをお薦めします。その後、日常業務用で使用
するための新規アカウント（およびその他の管理者のアカウント）を作成する必要がありま
す。oc4jadminアカウントおよびそのパスワードは、ascontrolアプリケーションでの内
部的な使用に制限してください。このアプリケーションでは、そのアカウントを使用して、
Oracle Application Server クラスタ内のその他の OC4J インスタンスを管理します。

� oc4jadminパスワードを変更する場合には、クラスタ内のすべての OC4J インスタンスで
パスワードを変更する必要があります。このパスワードの変更では、『Oracle Application 
Server 管理者ガイド』の付録 A で説明されている様々な手順を実行します。特に、アク
ティブな ascontrolアプリケーションを実行する管理 OC4J インスタンスの oc4jadmin
パスワードを変更する手順は、リモートで管理されている OC4J インスタンスの
oc4jadminパスワードの変更手順とは異なります。
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OC4J ランタイムの
4

OC4J ランタイムの構成ランタイムの構成ランタイムの構成ランタイムの構成

この章では、OC4J の起動時に設定できるランタイム・オプションおよびシステム・プロパティ
について詳しく説明します。この章の内容は次のとおりです。

� JDK のバージョンの指定

� 起動時の OC4J ランタイム・オプションの設定

� 起動時のシステム・プロパティの設定

� 統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化
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JDK のバージョンの指定
JDK のバージョンの指定のバージョンの指定のバージョンの指定のバージョンの指定
OC4J には、Java 2 Platform Standard Edition（J2SE）Development Kit（JDK）リリース 1.4.2
またはリリース 5.0 が必要です。スタンドアロン OC4J 構成だけでなく、Oracle Application 
Server インストールの各 OC4J インスタンスに使用する JDK バージョンを指定できます。

スタンドアロン構成でのスタンドアロン構成でのスタンドアロン構成でのスタンドアロン構成での JDK の指定の指定の指定の指定
スタンドアロン OC4J 構成では、JAVA_HOME環境変数に OC4J で使用される JDK の場所を設定
します。使用される JDK は、ホスト・マシンの PATH環境変数に追加する必要があります。

あるいは、OC4J の起動時に使用する JDK を指定できます。次に例を示します。

C:¥ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥C:¥jdk¥bin¥java -jar oc4j.jar

管理構成での管理構成での管理構成での管理構成での JDK の指定の指定の指定の指定
Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされた OPMN 管理の OC4J イ
ンスタンスは、デフォルトでは JDK リリース 5.0 を使用します。この新しいバージョンの JDK
は EJB 3.0 を使用するために必要で、パフォーマンスが非常に改善されます。しかし、OC4J に
デプロイされるアプリケーションに JDK リリース 1.4.2 が必要な場合は、旧バージョンへのダ
ウングレードが必要になることもあります。 

JDK 5.0 から JDK 1.4.2 に切り替えるには、すべてのコンパイル済アプリケーション・ファイル
を OC4J インスタンスから削除する必要があります。 

1. OC4J インスタンスを停止します。 

2. ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deploymentsディレクトリを削除しま
す。 

このディレクトリを削除すると、OC4J が JDK 1.4.2 で再起動される際に、アプリケーショ
ン・ファイルは再コンパイルされます。

opmn.xml構成ファイルを手動で編集して、各 OC4J インスタンスに使用する JDK を指定でき
ます。JDK とともにインストールされた、JAVA_HOME環境変数に定義されている javacコン
パイラを使用する場合は、server.xmlファイルから <java-compiler>要素も削除し、
OC4J がデフォルト設定を再検出できるようにします。

id属性が java-binである <data>要素に Java システム・プロパティを設定します。この
<data>要素は、XML 構造の <ias-component id="default_group">要素の
<category id="start-parameters">サブ要素に囲まれています。次に例を示します。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    <module-data>
      <category id="start-parameters">
        <data id="java-bin" value="c:/myhost/jdk/bin/java"/>
      </category>
      ...
    </module-data>
  </process-type>
</ias-component>
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起動時の OC4J ランタイム・オプションの設定
起動時の起動時の起動時の起動時の OC4J ランタイム・オプションの設定ランタイム・オプションの設定ランタイム・オプションの設定ランタイム・オプションの設定
OC4J の起動時に、多くの OC4J ランタイム・オプションを OC4J インスタンスに設定できます
が、ほとんどは標準出力メッセージを管理するためのオプションです。これらのオプションの
設定方法は、スタンドアロン OC4J 構成と管理 Oracle Application Server 構成では異なります。

� スタンドアロン OC4J 構成でのランタイム・オプションの設定

� 管理 OC4J 構成でのランタイム・オプションの設定

� OC4J ランタイム・オプションの概要

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J 構成でのランタイム・オプションの設定構成でのランタイム・オプションの設定構成でのランタイム・オプションの設定構成でのランタイム・オプションの設定
OC4J ランタイム・オプションは、OC4J の起動時に oc4j.jarコマンドラインで引数を渡して
設定できます。oc4j.jarの構文は次のとおりです。 

java [props] -jar oc4j.jar [args]

構文の oc4j.jarの後に、ランタイム・オプション（[args]）を指定します。次に例を示し
ます。

java -jar oc4j.jar -userthreads

管理管理管理管理 OC4J 構成でのランタイム・オプションの設定構成でのランタイム・オプションの設定構成でのランタイム・オプションの設定構成でのランタイム・オプションの設定
OC4J が Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされる場合、OC4J ラ
ンタイム・オプションは opmn.xml構成ファイルに手動で追加する必要があります。オプショ
ンは、起動時に管理 OC4J インスタンスに渡されます。

id属性が oc4j-optionsである <data>要素に OC4J ランタイム・オプションを設定します。
この <data>要素は、XML 構造の <ias-component id="default_group">要素の
<category id="start-parameters">サブ要素に囲まれています。次に例を示します。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    <module-data>
      <category id="start-parameters">
        <data id="oc4j-options" value="-userthreads"/>
        ...
      </category>
      ...
    </module-data>
  </process-type>
</ias-component>
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起動時の OC4J ランタイム・オプションの設定
OC4J ランタイム・オプションの概要ランタイム・オプションの概要ランタイム・オプションの概要ランタイム・オプションの概要
 表 4-1 に、OC4J ランタイム・オプションを示します。

表表表表 4-1 OC4J 起動オプション起動オプション起動オプション起動オプション

コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数 説明説明説明説明

-quiet コンソールへの標準出力を抑止します。

-config path server.xmlディスクリプタ・ファイルへのパスを指定します。デフォ

ルトの場所は、ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリ

です。

-validateXML 読取り時に XSD によって定義された XML 構成ファイルを検証します。

orion-ejb-jar.xml ファイルの <entity-deployment>または

<session-deployment>要素に tx-retry-wait属性を追加した場合

は、OC4J 起動コマンドラインで -validateXMLオプションを使用しな

いでください。

-out [file] 標準出力のルーティング先となるファイルを指定します。このファイルに
は、System.outに出力されるメッセージの他、サーブレット・ロギン

グ・インタフェースを介して出力に送信されるメッセージが格納されま
す。指定しない場合は、すべての出力が標準出力に書き込まれます。

stdoutファイルを管理するために設定できるその他のシステム・プロパ

ティは、4-11 ページの「stdout/stderr ログ・ファイルの管理」を参照し

てください。

OPMN 管理の構成では、このファイルは、指定されたパスの 後に追加

される instance_default_group_1 ディレクトリ内に生成されます。

たとえば、opmn.xmlに次の要素を指定したとします。

<data id="oc4j-options" value="...-out /mypath/mylog.log"/>

mylog.logファイルは、実際には次のファイルに生成されます。

/mypath/instance_default_group_1/mylog.log

-err [file] 標準エラー出力のルーティング先となるファイルを指定します。このファ
イルには、System.errに出力されるメッセージが格納されます。指定

しない場合は、すべてのエラーが標準エラーに書き込まれます。

stderrファイルを管理するために設定できるその他のシステム・プロパ

ティは、4-11 ページの「stdout/stderr ログ・ファイルの管理」を参照し

てください。

OPMN 管理の構成では、このファイルは、指定されたパスの 後に追加

される instance_default_group_1 ディレクトリ内に生成されます。詳細

は、前述の -outの説明を参照してください。

-verbosity int メッセージ出力の詳細レベルを設定する 1～ 10の整数を定義します。値

10は、 も詳細な出力を生成します。次に例を示します。

java -jar oc4j.jar -verbosity 10

-monitorResourceThreads スレッド・リソースのバックアップ・デバッグを有効にします。コードの
重要な部分でスレッドがスタックする問題が発生した場合にのみ、有効に
します。

-userThreads ユーザー作成のスレッドからのコンテキスト参照のサポートを有効にしま
す。

-http.sessionInvalidatingThreads HTTP セッションを無効化する 大スレッド数を指定します。デフォルト

値は、3です。

-listProperties OC4J の起動時に JVM に設定できるすべての OC4J 固有のシステム・プロ

パティのリストを出力した後、終了します。次の例では、作業ディレクト
リ内のテキスト・ファイルに出力をリダイレクトしています。

java -jar oc4j.jar -listProperties > props.txt
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起動時のシステム・プロパティの設定
起動時のシステム・プロパティの設定起動時のシステム・プロパティの設定起動時のシステム・プロパティの設定起動時のシステム・プロパティの設定
OC4J の起動時に、多くの OC4J 固有のシステム・プロパティを JVM に設定できます。 

� スタンドアロン OC4J 構成でのシステム・プロパティの設定

� OPMN 管理 OC4J 構成でのシステム・プロパティの設定

� 一般的なシステム・プロパティの概要

� デバッグ・プロパティの概要

� stdout/stderr ログ・ファイルの管理

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J 構成でのシステム・プロパティの設定構成でのシステム・プロパティの設定構成でのシステム・プロパティの設定構成でのシステム・プロパティの設定
システム・プロパティは、起動時に OC4J コマンドラインを使用して JVM に設定できます。
OC4J が稼働中の場合は、新しいプロパティ設定を有効にするために、インスタンスを再起動す
る必要があります。 

構文は次のとおりです。

java [props] -jar oc4j.jar [args]

構文の oc4j.jarの前に、すべてのシステム・プロパティ（[props]）を指定します。コマン
ドラインでは、各システム・プロパティを -Dで始める必要があります。次に例を示します。

java -Doc4j.formauth.redirect=true -jar oc4j.jar

-sequential Oracle Application Server クラスタ内の各 OC4J インスタンスを順番に起

動します。

-version インストールされた OC4J のバージョンを返した後、終了します。

-? -help これらのオプションのヘルプ・テキストをコンソールに出力します。

注意注意注意注意 : oc4j.jar -listPropertiesオプションを使用すると、OC4J の起
動時に JVM に設定できるすべての OC4J 固有のシステム・プロパティのリス
トを出力できます。次の例では、作業ディレクトリ内のテキスト・ファイル
に出力をリダイレクトしています。

java -jar oc4j.jar -listProperties > props.txt

表表表表 4-1 OC4J 起動オプション（続き）起動オプション（続き）起動オプション（続き）起動オプション（続き）

コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数コマンドライン引数 説明説明説明説明
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起動時のシステム・プロパティの設定
OPMN 管理管理管理管理 OC4J 構成でのシステム・プロパティの設定構成でのシステム・プロパティの設定構成でのシステム・プロパティの設定構成でのシステム・プロパティの設定
OC4J が Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされる場合、OC4J シ
ステム・プロパティは opmn.xml構成ファイルに手動で追加する必要があります。オプション
は、起動時に管理 OC4J インスタンスに渡されます。

id属性が java-optionsである <data>要素に Java システム・プロパティを設定します。こ
の <data>要素は、XML 構造の <ias-component id="default_group">要素の
<category id="start-parameters">サブ要素に囲まれています。すべてのシステム・プ
ロパティは、-Dで始めます。次に例を示します。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    <module-data>
      <category id="start-parameters">
        <data id="java-options" value="-Doc4j.formauth.redirect=true
         -Dhttp.session.debug=true"/>
      </category>
      ...
    </module-data>
  </process-type>
</ias-component>

一般的なシステム・プロパティの概要一般的なシステム・プロパティの概要一般的なシステム・プロパティの概要一般的なシステム・プロパティの概要
表 4-2 に、OC4J に対して設定できる一般的なシステム・プロパティを示します。 

表表表表 4-2 OC4J の一般的なの一般的なの一般的なの一般的な -D システム・プロパティシステム・プロパティシステム・プロパティシステム・プロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

java.ext.dirs コンパイル時にクラスが検索される外部ディレクトリを設定します。

java.io.tmpdir=
new_tmpdir

デプロイ・ウィザード用の一時ディレクトリを設定します。デフォルト
は /tmp/varです。

デプロイ・ウィザードは、デプロイ・プロセス時に情報を格納するため
に、一時ディレクトリのスワップ領域を 20MB 使用します。完了すると、

デプロイ・ウィザードは一時ディレクトリをクリーンアップします。 

ただし、ウィザードが中断されると、一時ディレクトリをクリーンアッ
プする時間またはタイミングが失われることがあります。その場合、
ユーザー自身がこのディレクトリから追加デプロイメント・ファイルを
クリーンアップする必要があります。クリーンアップしないと、この
ディレクトリが満杯になり、それ以降のデプロイが実行できなくなりま
す。 

Out of Memoryエラーが出力された場合は、一時ディレクトリの使用

可能領域を確認してください。

java.awt.headless=
<true|false>

trueの場合は、環境でディスプレイ、キーボードおよびマウスがサポー

トされているかどうかが確認されます。falseの場合、確認は行われま

せん。デフォルトは trueです。

oracle.home OC4J ディストリビューションをインストールするルート・ディレクトリ

を設定します。

oracle.homeシステム・プロパティを使用するかわりに、

ORACLE_HOME環境変数の値をルート・ディレクトリに設定できます。 

oracle.j2ee.home J2EE ホーム・ディレクトリを、oc4j.jarおよび admin.jarファイル

のインストール・ディレクトリである ORACLE_HOME/j2ee/instance
に設定します。ORACLE_HOMEの値は、OC4J ディストリビューションを

インストールするルート・ディレクトリです。

このシステム・プロパティまたは J2EE_HOME環境変数を J2EE ホーム・

ディレクトリに設定すると、oc4j.jarおよび admin.jarを任意のディ

レクトリから起動できるようになります。
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起動時のシステム・プロパティの設定
GenerateIIOP=<true|false> IIOP スタブの生成を有効にします。デフォルトは falseです。 

KeepIIOPCode=
<true|false>

生成された IIOP スタブ / タイ・コードを保持するかどうかを設定しま

す。デフォルトは falseです。 

oracle.arraylist.deepCopy=
<true|false>

trueの場合は、配列リストのクローニング中に、ディープ・コピーが実

行されます。falseの場合は、配列リストに対してシャロー・コピーが

実行されます。デフォルトは trueです。

dedicated.rmicontext=
<true|false>

非推奨の dedicated.connectionプロパティはこのプロパティに置き

換えられました。デフォルトは falseです。 

同じプロセス内の 2 つ以上のクライアントが InitialContextを取得す

ると、OC4J はキャッシュされているコンテキストを返します。したがっ

て、各クライアントは、そのプロセスに割り当てられている同じ
InitialContextを受け取ります。サーバー参照は、サーバーのロー

ド・バランシングを招きますが、これはクライアントが独自の
InitialContextを取得する場合にのみ発生します。 

dedicated.rmicontext=trueと設定すると、各クライアントは共有

コンテキストではなく独自の InitialContextを受け取ります。各クラ

イアントが独自の InitialContextを保持する場合、クライアントの負

荷分散が可能です。 

このプロパティは、JNDI プロパティに設定することもできます。

OC4J 10g（10.1.3.1.0）で非推奨になった dedicated.rmicontext、
dedicated.connectionおよび LoadBalanceOnLookupプロパティ

は、oracle.j2ee.rmi.loadBalanceプロパティに置き換えられまし

た。

oracle.j2ee.rmi.loadBalance 次のいずれかの設定で、レプリケーション・ベースのロード・バランシ
ングを構成します。

� client: クライアントが通信全体の初期参照で 初に選択された

OC4J プロセスと通信します。

� context: 別のコンテキストが使用されると（非推奨の

dedicated.rmicontextプロパティと同じように）、クライアント

は新規サーバーに切り替えます。 

� lookup: クライアントは参照ごとにサーバーを切り替えます。

デフォルト設定は clientです。

非推奨の dedicated.rmicontext、dedicated.connectionおよび

LoadBalanceOnLookupプロパティは、

oracle.j2ee.rmi.loadBalanceプロパティに置き換えられました。

oracle.mdb.fastUndeploy=
int

OC4J が基礎となるデータベースをポーリングして、MDB セッションが

停止しているかどうかをチェックする間隔（秒単位）を設定します。こ
のプロパティを使用すると、Windows システムで MDB を実行している

場合または Windows システムでバックエンド・データベースが稼働して

いる場合に、OC4J をクリーンに停止できます。 

通常、MDB を使用する場合、MDB は受信メッセージを待機する受信状

態でブロックされます。しかし、Windows システムで MDB が待機状態

のときに OC4J を停止すると、MDB がブロックされているため、OC4J イ
ンスタンスは停止されず、アプリケーションはアンデプロイされません。 

このプロパティを設定すると、MDB が受信メッセージを処理しておらず

待機状態であるときに、OC4J はデータベースをポーリングして、セッ

ションが停止しているかどうかを確認できるようになります。このプロ
パティを設定せずに、[Ctrl]+[C] を使用して OC4J を停止しようとすると、

OC4J プロセスは 2.5 時間以上ハングします。

このポーリング・プロセスは、パフォーマンスに対して高価となる可能
性があるため、頻繁に起動しすぎないように設定してください。 

表表表表 4-2 OC4J の一般的なの一般的なの一般的なの一般的な -D システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明
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起動時のシステム・プロパティの設定
oracle.dms.sensors=<none|normal|
heavy|all>

Oracle 組込みパフォーマンス・メトリックの値は、次のように設定でき

ます。 

� none: メトリックを無効化

� normal: 中程度のメトリック（デフォルト）

� heavy: 高いメトリック

� all: 可能なすべてのメトリック

このパラメータは、OC4J サーバーで設定する必要があります。これらの

パフォーマンス・メトリックを有効にするための以前の方法である
oracle.dms.gate=<true|false>は、oracle.dms.sensors変数

で置き換えられています。ただし、oracle.dms.gateを引き続き使用

する場合、この変数を false に設定すると、

oracle.dms.sensors=noneの設定と同じ意味になります。

associateUsingThirdTable=
<true|false>

エンティティ Bean におけるコンテナ管理の関係について、第 3 のデータ

ベース表を使用して関係を管理するかどうかを指定できます。第 3 の関連

表を必要としない場合は、falseに設定します。デフォルトは falseで

す。 

このプロパティは非推奨で、OrionCMP でのみ機能します。

DefineColumnType=
<true|false>

リリース 9.2.0 より前の Oracle JDBC ドライバを使用している場合は、

trueに設定します。これらのドライバの場合、この変数を true に設定す

ると、Oracle JDBC ドライバに対して Select を実行する場合のラウンドト

リップを回避できます。このパラメータは、OC4J サーバーで設定する必

要があります。デフォルトは falseです。 

このオプションの値を変更して OC4J を再起動すると、この変更の後にデ

プロイされるアプリケーションに対してのみ有効になります。変更前に
デプロイされたアプリケーションには影響はありません。

true の場合、DefineColumnType拡張機能により、通常は表の記述に必

要なデータベースへのラウンドトリップが節約されます。Oracle JDBC ド

ライバが問合せを実行する場合、 初にデータベースへのラウンドト
リップを使用して、結果セットの列に使用する必要がある型を判別しま
す。次に、JDBC は問合せからデータを受け取ると、結果セットに移入す

る際に、データを必要に応じて変換します。 

DefineColumnType拡張機能を true に設定して問合せの列の型を指定

すると、Oracle データベースへの 初のラウンドトリップが回避されま

す。そのように 適化されているサーバーは、必要な型変換を実行しま
す。 

表表表表 4-2 OC4J の一般的なの一般的なの一般的なの一般的な -D システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明
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起動時のシステム・プロパティの設定
oc4j.formauth.redirect=
<true|false>

このプロパティは、Web アプリケーションでフォームベース認証が使用

される場合に適用できます。

trueに設定した場合、リソースへのアクセス時にユーザーが有効な資格

証明を入力すると、OC4J はリクエスト URL へのクライアント・サイド・

リダイレクトを実行します。ユーザーに有効な資格証明がない場合、Web
ブラウザは、Web アプリケーションに定義されたフォーム認証エラー・

ページにリダイレクトされます。 

falseに設定した場合、ユーザーが有効な資格証明を入力すると、ブラ

ウザには /j-security-checkの URL が表示されます。デフォルトは

falseです。

http.proxyHost=proxy_host
http.proxyPort=proxy_port

HTTP トラフィックがプロキシ Web サーバーを通過する場合、プロキ

シ・ホストと必要に応じてプロキシ・ポートをコマンドラインに指定し
ます。proxy_port を省略した場合、デフォルトはポート 80 です。

http.webdir.enable=<true|false> このプロパティは、OC4J インスタンス内のすべてのサーブレットについ

て、サーブレット・クラス名の起動を有効または無効にします。 

trueに設定した場合、OC4J インスタンスで稼働しているサーブレット

はデフォルトでクラス名により起動できます。falseに設定した場合、

サーブレットはクラス名により起動できません。デフォルトは falseで

す。

Web アプリケーションごとにこの機能を無効にするには、このプロパ

ティを trueに設定して、サーブレット・クラス名の起動を許可しない各

Web アプリケーションの orion-web.xmlディスクリプタに

<orion-web-app servlet-webdir="" ... />と設定します。

orion-web.xmlで servlet-webdirに設定された値は、

ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/global-web-application
でこの属性に設定されたデフォルト値、すなわち
servlet-webdir="/servlet"に優先します。

表表表表 4-2 OC4J の一般的なの一般的なの一般的なの一般的な -D システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）システム・プロパティ（続き）

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明
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起動時のシステム・プロパティの設定
デバッグ・プロパティの概要デバッグ・プロパティの概要デバッグ・プロパティの概要デバッグ・プロパティの概要

次のプロパティを使用して、OC4J 内で稼働しているアプリケーションをデバッグできます。デ
バッグ・メッセージはコンソールに出力されます。すべてのプロパティがブール値をとります。 

すべてのプロパティは、-Dで始めます。

注意注意注意注意 : この項で示すデバッグ・プロパティは、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推
奨されません。 

OC4J に付属するコンポーネント・ログ出力の使用方法は、11-9 ページの
「OC4J コンポーネント・ログ出力の使用方法と構成」を参照してください。

表表表表 4-3 OC4J のデバッグ・プロパティのデバッグ・プロパティのデバッグ・プロパティのデバッグ・プロパティ

デバッグ・プロパティデバッグ・プロパティデバッグ・プロパティデバッグ・プロパティ 説明説明説明説明

http.session.debug=
<true|false>  

HTTP セッションのイベントに関する情報をコンソールに示します。

http.request.debug=
<true|false>

各 HTTP リクエストに関する情報をコンソールに示します。 

http.cluster.debug=
<true|false>

HTTP クラスタリングのイベントに関する情報をコンソールに示します。

http.error.debug=
<true|false>

すべての HTTP エラーをコンソールに出力します。 

http.method.trace.allow=
<true|false>

trace HTTP メソッドを有効にします。

datasource.verbose=
<true|false>

データソースの作成、データソースを使用する接続およびプールに解放された接続に
関する詳細情報を示します。

jdbc.debug=
<true|false>

JDBC コールが行われるときに詳細情報を示します。

ejb.cluster.debug=
<true|false>

EJB クラスタリングのデバッグ・メッセージを有効にします。

rmi.debug=
<true|false>

RMI デバッグ情報をコンソールに出力します。

rmi.verbose=
<true|false>

RMI コールに関する詳細情報を示します。

jca.connection.debug=
<true|false>

J2CA 接続に関するその他の診断情報を示します。

ws.debug=
<true|false>

Web サービスのデバッグを有効にします。
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統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化
stdout/stderr ログ・ファイルの管理ログ・ファイルの管理ログ・ファイルの管理ログ・ファイルの管理
次のプロパティは、stderrおよび stdout標準ログ・ファイルの管理に使用されます。 

プロパティが属するログ・ファイルのタイプは、-outまたは -err、あるいはその両方のコマ
ンドライン・オプションで指定されます。また、これらのログ・ファイルを出力する場所をこ
れらのオプションに設定することもできます。

たとえば、ファイル・サイズが 2.5MB に達したときに stdout/stderrファイルを循環させる
には、次のように設定します。ログ・ファイルは、D:¥logsディレクトリに出力されます。

java -Dstdstream.filesize=2.5 -jar oc4j.jar -out d:¥logs¥oc4j.out -err d:¥logs¥oc4j.err

次の例では、stdoutログを毎日午後 2:30 に循環させ、アーカイブを 大 10 ファイルに制限し
ています。 

java -Dstdstream.rotatetime=14:30 -Dstdstream.filenumber=10 -jar oc4j.jar -out 
d:¥logs¥oc4j.out

統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化
開始パラメータとして指定されている JVM デバッグ・コマンドを使用して OC4J インスタンス
を起動すると、リモート・デバッガの接続が可能になるため、OC4J のアプリケーションを統合
開発環境（IDE）からリモートでデバッグできます。次の各項では、これらのパラメータの指
定方法について説明します。

� Application Server Control コンソールを使用した OC4J インスタンスのリモート・デバッ
グの有効化

� opmn.xml ファイルへのデバッグ開始パラメータの指定

� 起動コマンドラインへのデバッグ開始パラメータの指定

表表表表 4-4 stdout/stderr アーカイブ管理プロパティアーカイブ管理プロパティアーカイブ管理プロパティアーカイブ管理プロパティ

デバッグ・プロパティデバッグ・プロパティデバッグ・プロパティデバッグ・プロパティ 説明説明説明説明

stdstream.filesize=
max_file_size  

アーカイブ内のファイルに対して許容される 大サイズ（MB 単位）。この 大サイズ

に達すると、ファイルは循環します。

stdstream.filenumber=
max_files

アーカイブとして保持される 大ファイル数。この制限を超えると、 も古いファイ
ルが自動的に削除されます。 

stdstream.rotatetime=
HH:mm

ログ・ファイルが毎日循環する時刻。 
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統合開発環境からのリモート・デバッグの有効化
Application Server Control コンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用した OC4J インスタンスのリモート・インスタンスのリモート・インスタンスのリモート・インスタンスのリモート・
デバッグの有効化デバッグの有効化デバッグの有効化デバッグの有効化

Application Server Control コンソールを使用して単一の OC4J インスタンスのリモート・デ
バッグを有効化するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページに移動します。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックして、OC4J の「管理」ページを表示します。

3. 管理タスクの表の「プロパティ」の下で、「サーバー・プロパティ」行のタスク・アイコン
をクリックします。

「サーバー・プロパティ」ページが表示されます。

4. 「コマンドライン・オプション」の下の「開始パラメータ : Java オプション」セクションで
「行の追加」「行の追加」「行の追加」「行の追加」をクリックして、次に示す各デバッグ開始パラメータを追加します。 

� -Xdebug

� -Xnoagent

� -Xrunjdwp:transport=dt_socket,server=y,suspend=n,address=4000

5. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして、変更を OC4J 構成に適用します。

サーバー・プロパティで変更を行ったら、変更内容を反映する前に OC4J インスタンスを再起
動する必要があります。

opmn.xml ファイルへのデバッグ開始パラメータの指定ファイルへのデバッグ開始パラメータの指定ファイルへのデバッグ開始パラメータの指定ファイルへのデバッグ開始パラメータの指定
OPMN 管理の OC4J インスタンスでは、id属性が start-parametersの <category>要素
内の <data>サブ要素（id属性は java-options）の値として、opmn.xmlファイルにデ
バッグ・パラメータを配置し、インスタンスを再起動できます。opmn.xmlのエントリは、次
のようになります。

<module-data> 
  <category id="start-parameters"> 
     <data id="java-options" value="-server -Xdebug -Xnoagent 
      -Djava.compiler=NONE 
      -Xrunjdwp:transport=dt_socket,server=y,suspend=n,address=4000 
      -Djava.security.policy=$ORACLE_HOME/j2ee/home/config/java2.policy 
      -Djava.awt.headless=true"/>

デバッガが追加されるまで OC4J が起動されなくなるため、suspend=yは使用しないでくださ
い。このデバッガ・パラメータを使用すると、OPMN は問合せ ping からレスポンスを取得で
きなくなるため、OPMN による OC4J インスタンスの再起動が継続的に試行されます。 

ポート 4000 などの addressを設定するポートをサーバーに追加します。

注意注意注意注意 : 4000というポート値は任意の値です。ユーザーの接続に適した値を
設定する必要があります。指定されたポートは、サーバーに接続するために
リモートのデバッグ・クライアントに設定する必要のあるポートです。
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起動コマンドラインへのデバッグ開始パラメータの指定起動コマンドラインへのデバッグ開始パラメータの指定起動コマンドラインへのデバッグ開始パラメータの指定起動コマンドラインへのデバッグ開始パラメータの指定
スタンドアロン OC4J インスタンスでは、次のように、起動コマンドラインにデバッグ開始パ
ラメータを指定できます。

java -Xdebug -Xnoagent -Djava.compiler=NONE 
-Xrunjdwp:transport=dt_socket,server=y,suspend=n,address=4000 -jar oc4j.jar

リモートからのリモートからのリモートからのリモートからの Web アプリケーションのデバッグアプリケーションのデバッグアプリケーションのデバッグアプリケーションのデバッグ
IDE から Web アプリケーションをデバッグするには、次に示す項で説明するように、サーブ
レットおよび JSP デバッグ用の設定を行う必要があります。

� サーブレットのリモート・デバッグ用の設定

� JSP のリモート・デバッグ用の設定

サーブレットのリモート・デバッグ用の設定サーブレットのリモート・デバッグ用の設定サーブレットのリモート・デバッグ用の設定サーブレットのリモート・デバッグ用の設定
サーブレットのリモート・デバッグを設定するには、次のようにします。

1. プロジェクトの実行、またはリモート・デバッグを行うためのデバッグ構成をマークしま
す。

2. リモート・デバッグ固有のランタイム構成ノードの JPDA への追加を設定します。

3. 4-13 ページの「起動コマンドラインへのデバッグ開始パラメータの指定」の例で示されて
いるように、デバッグ・パラメータを使用して OC4J インスタンスを起動します。

4. サーブレットにブレークポイントを設定します。

5. リモート・デバッガを実行します。

Web ブラウザからサーブレットを起動すると、サーブレットがブレークポイントに到達し
ます。

JSP のリモート・デバッグ用の設定のリモート・デバッグ用の設定のリモート・デバッグ用の設定のリモート・デバッグ用の設定
JSP の場合は、前項「サーブレットのリモート・デバッグ用の設定」に説明されているように
設定できますが、手順がもう 1 つ必要です。デフォルトで
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configにインストールされている
global-web-application.xmlファイルを編集し、JSP 部分に少なくとも次に示すパラメー
タを設定する必要があります。

<init-param> 
   <param-name>debug</param-name> 
   <param-value>true</param-value> 
</init-param> 
<init-param> 
   <param-name>developer_mode</param-name> 
   <param-value>true</param-value> 
</init-param> 
<init-param> 
   <param-name>encode_to_java</param-name> 
   <param-value>true</param-value> 
</init-param> 
<init-param> 
   <param-name>reduce_tag_code</param-name> 
   <param-value>false</param-value> 
</init-param> 
<init-param> 
   <param-name>extra_imports</param-name> 
   <param-value></param-value> 
</init-param> 
<init-param> 
   <param-name>main_mode</param-name> 
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   <param-value>recompile</param-value> 
</init-param> 
<init-param> 
   <param-name>debug_mode</param-name> 
   <param-value>true</param-value> 
</init-param> 
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OC4J の起動および停止の起動および停止の起動および停止の起動および停止

この章では、OC4J のインストールと、OC4J インスタンスの起動、停止および再起動の手順に
ついて説明します。この章の内容は次のとおりです。

� スタンドアロン環境での OC4J の起動

� Oracle Application Server 環境での OC4J の起動

� スタンドアロン環境での OC4J の停止

� Oracle Application Server 環境での OC4J の停止

� スタンドアロン環境での OC4J インスタンスの再起動

� Oracle Application Server 環境での OC4J インスタンスの再起動
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スタンドアロン環境での OC4J の起動
スタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境での OC4J の起動の起動の起動の起動
スタンドアロン環境の OC4J サーバー・インスタンスは、oc4jコマンド・スクリプトまたは実
行可能な oc4j.jarアーカイブのいずれかを用いて、デフォルト構成を使用して起動できま
す。 

oc4j スクリプトによるスクリプトによるスクリプトによるスクリプトによる OC4J の起動の起動の起動の起動
oc4jスクリプトを使用して OC4J を起動するには、次のコマンドを ORACLE_HOME/binディ
レクトリから発行します。

oc4j -start

このコマンドを使用するには、ORACLE_HOMEおよび JAVA_HOME環境変数を設定する必要が
あります。詳細は、2-2 ページの「スタンドアロン OC4J サーバーのインストール前提条件への
準拠」を参照してください。

oc4j.jar によるによるによるによる OC4J の起動の起動の起動の起動
oc4j.jarを起動して OC4J を起動するには、次のコマンドを ORACLE_HOME/j2ee/home
ディレクトリから発行します。

java -jar oc4j.jar [args]

先に示したように oc4j.jarを起動すると、OC4J はデフォルトの server.xml構成ファイル
を使用して起動されます。このファイルは j2ee/home/configディレクトリにあります。デ
フォルト以外の server.xmlファイルを使用して OC4J を起動するには、次のコマンドを発行
します。変更済の構成ファイルへのパスを指定する必要があります。

java -jar oc4j.jar -config /yourpath/server.xml [args]

ランタイム・オプションを OC4J に設定するために、起動時に引数を渡すことができます。有
効な引数の概要は、4-3 ページの「起動時の OC4J ランタイム・オプションの設定」を参照して
ください。また、次のコマンドを ORACLE_HOME/j2ee/homeディレクトリから発行して、コ
ンソール・ヘルプを表示することもできます。

java -jar oc4j.jar -help

OC4J の起動時に oc4j.jarコマンドラインを使用して、システム・プロパティを JVM に設定
することもできます。システム・プロパティの設定の詳細は、4-5 ページの「起動時のシステ
ム・プロパティの設定」を参照してください。

Oracle Application Server 環境での環境での環境での環境での OC4J の起動の起動の起動の起動
管理構成では、すべての Oracle Application Server コンポーネント（OC4J および Oracle HTTP 
Server を含む）は、Application Server Control コンソールの「クラスタ・トポロジ」ページか
ら、または OPMN コマンドライン・ツール opmnctlを用いて、OPMN を使用して起動する
必要があります。このツールは、ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインストールされ
ています。

ローカルの Oracle Application Server インスタンス上のすべての OPMN 管理プロセス（OC4J
を含む）を起動するには、次のコマンドを使用します。 

opmnctl startall

ローカルの Oracle Application Server インスタンス上の特定の管理プロセス（この場合は
OC4J）を起動するには、次のコマンドを使用します。 

opmnctl startproc ias-component=default_group

複数の OC4J インスタンスを含むクラスタ・トポロジでは、OC4J インスタンスによって使用さ
れる EAR が単一の場所にある共有ディレクトリにある場合は、-sequentialフラグを使用し
てインスタンスを起動する必要があります。

opmnctl startproc ias-component=default_group -sequential
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このオプションにより、すべての OC4J インスタンスを同時に起動した場合に発生する可能性
のあるリソースの競合を防ぐことができます。

あるいは、OC4J インスタンスを順番に起動するには、次に示すように、クラスタの OPMN 構
成ファイル opmn.xmlに sequentialオプションを指定できます。 

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    <module-data>
      <category id="start-parameters">
        <data id="oc4j-options" value="-sequential"
      </category>
      ...
    </module-data>
  </process-type>
</ias-component>

opmnctlコマンドの詳細は、『Oracle Process Manager and Notification Server 管理者ガイド』
を参照してください。

スタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境での OC4J の停止の停止の停止の停止
スタンドアロン OC4J サーバーは、admin_client.jarまたは admin.jarコマンドライン・
ユーティリティで -shutdownコマンドを起動するか、oc4j.cmdまたは oc4j実行可能スク
リプトを起動することで停止できます。

admin_client.jar によるスタンドアロンによるスタンドアロンによるスタンドアロンによるスタンドアロン OC4J の停止の停止の停止の停止
admin_client.jarを使用して OC4J を停止するには、次のコマンドを発行します。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -shutdown

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin password -shutdown

このコマンドは、ホスト・マシンが接続されていないかのように、すべてのスレッドを即座に
終了させて OC4J サーバー全体を停止します。このコマンドを使用すると、クラスタ化された
アプリケーションの現在の状態はレプリケートされません。 

uri、adminIdおよび adminPassword変数の詳細は、6-3 ページの「admin_client.jar の構文
および URI の指定の概要」を参照してください。

スタンドアロン OC4J インスタンスでは、admin_client.jarの -shutdownオプションは、
5-4 ページの「admin.jar による OC4J の停止」で説明されている admin.jarユーティリティ
の -shutdown forceオプションと同等です。

注意注意注意注意 : Windows システムの Control-Cなどのオペレーティング・システ
ム・コマンド、または UNIX や Linux システムの killは、OC4J の停止に
使用しないでください。

EJB を使用するアプリケーションが OC4J 内でアクティブに稼働している場合
は、特にこれに該当します。これらのコマンドにより、サーバーが停止する
前に EJB メソッド・コールやタイマー操作を完了することができなくなるた
めです。 
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admin.jar によるによるによるによる OC4J の停止の停止の停止の停止
admin.jarを使用して OC4J を停止するには、次のコマンドを発行します。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId adminPassword -shutdown 
[ordinary|force] [reason]

次のオプションを指定できます。

� [ordinary | force] 
停止タイプ。デフォルトは ordinaryで、各スレッドを正常終了させます。 

forceオプションは、すべてのスレッドを即時終了させます。実質的にはホスト・マシン
のプラグを抜く場合と同じです。このオプションを使用すると、クラスタ化されたアプリ
ケーションの現在の状態はレプリケートされません。

� [reason]
必要に応じて、停止の理由を文字列として指定します。この文字列は
ORACLE_HOME/j2ee/home/log/server.logファイルに書き込まれます。文字列には
空白を使用できません。

次の例では、admin.jarを使用して OC4J サーバーの停止を強制し、すべてのスレッドを即時
終了させています。停止の reasonとして入力された文字列は、
ORACLE_HOME/j2ee/home/config/server.logファイルに書き込まれます。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -shutdown force 
  need_to_reboot_host_machine

oc4j スクリプトによるスクリプトによるスクリプトによるスクリプトによる OC4J の停止の停止の停止の停止
oc4jスクリプトの 1 つを使用して OC4J を停止するには、次のコマンドを
ORACLE_HOME/binディレクトリから発行します。OC4J で使用される ORMI ポート（デフォ
ルトでは 23791）と oc4jadminアカウントのパスワードを指定する必要があります。

oc4j -shutdown -port oc4jOrmiPort -password adminPassword

次に例を示します。

oc4j -shutdown -port 23791 -password adminpwd

このコマンドを使用するには、ORACLE_HOMEおよび JAVA_HOME環境変数を設定する必要が
あります。詳細は、2-2 ページの「スタンドアロン OC4J サーバーのインストール前提条件への
準拠」を参照してください。

Oracle Application Server 環境での環境での環境での環境での OC4J の停止の停止の停止の停止
管理構成では、Application Server Control コンソールの「クラスタ・トポロジ」ページから
OC4J インスタンスを停止できます。また、OPMN コマンドライン・ツールの opmnctlや、
OPMN にインスタンスが停止されたことを通知する admin_client.jarコマンドライン・
ユーティリティを使用して停止することも可能です。この OPMN ツールは、
ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインストールされています。admin_client.jar
ユーティリティは、ORACLE_HOME/j2ee/instanceディレクトリにデフォルトでインストー
ルされます。

ローカルの Oracle Application Server インスタンス上のすべての OPMN 管理プロセス（OC4J
を含む）を停止するには、次のコマンドを使用します。

opmnctl stopall

ローカルの Oracle Application Server インスタンス上の特定の OPMN 管理コンポーネント（こ
の場合は OC4J）を停止するには、次のコマンドを使用できます。 

opmnctl stopproc ias-component=default_group

opmnctlコマンドの詳細は、『Oracle Process Manager and Notification Server 管理者ガイド』
を参照してください。
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また、次のコマンドで、admin_client.jarを使用して OC4J インスタンスを停止することも
可能です。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -shutdown

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:opmn://localhost/home oc4jadmin password 
-shutdown

このコマンドは、すべてのスレッドを即座に終了させて OC4J インスタンス全体を停止します。
OPMN 管理の OC4J インスタンスでは、OPMN が再起動を試行しないように、サーバーを故意
に停止中であることが admin_client.jarにより OPMN に通知されます。このコマンドを
使用すると、クラスタ化されたアプリケーションの現在の状態はレプリケートされません。

uri、adminIdおよび adminPassword変数の詳細は、6-3 ページの「admin_client.jar の構文
および URI の指定の概要」を参照してください。

スタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境での OC4J インスタンスの再起動インスタンスの再起動インスタンスの再起動インスタンスの再起動
次のコマンドで、admin_client.jarユーティリティを使用して、スタンドアロン OC4J サー
バーを再起動できます。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -restart

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin password -restart

uri、adminIdおよび adminPassword変数の詳細は、6-3 ページの「admin_client.jar の構文
および URI の指定の概要」を参照してください。

また、次のコマンドで admin.jarコマンドライン・ユーティリティを使用して、OC4J インス
タンスを再起動することもできます。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId adminPassword -restart 
[reason]

[reason]の値として文字列を入力できます。この文字列は、
ORACLE_HOME/j2ee/home/config/server.logファイルに書き込まれます。

Oracle Application Server 環境での環境での環境での環境での OC4J インスタンスの再起動インスタンスの再起動インスタンスの再起動インスタンスの再起動
管理構成では、Application Server Control コンソールの「クラスタ・トポロジ」ページから
OC4J を再起動できます。また、OPMN コマンドライン・ツールの opmnctlや、
admin_client.jarコマンドライン・ユーティリティを使用して再起動することも可能です。
この OPMN ツールは、ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインストールされています。
admin_client.jarユーティリティは、ORACLE_HOME/j2ee/instanceディレクトリにデ
フォルトでインストールされます。

ローカルの Oracle Application Server インスタンス上のすべての OPMN 管理プロセス（OC4J
を含む）を再起動するには、次のコマンドを使用できます。 

opmnctl startall

また、次のコマンドを使用して、ローカルの Oracle Application Server インスタンス上の特定
の管理プロセス（この場合は OC4J）を再起動することもできます。

opmnctl restartproc ias-component=default_group

複数の OC4J インスタンスを含むクラスタ・トポロジでは、opmnctlコマンドおよび
-sequentialフラグを使用してインスタンスを再起動する必要があります。

opmnctl startproc ias-component=default_group -sequential

-sequentialフラグを使用すると、すべての OC4J インスタンスを同時に起動した場合、特に
OC4J インスタンスによって使用される EAR が単一の場所にある共有ディレクトリにある場合
に発生する可能性のあるリソースの競合を防ぐことができます。5-2 ページの「Oracle 
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Application Server 環境での OC4J の起動」で説明されているように、クラスタの opmn.xml
構成ファイルに sequentialオプションが含まれる場合は、-sequentialフラグを指定する
必要はありません。

次のコマンドで、admin_client.jarを使用して OC4J インスタンスを再起動できます。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -restart

uri、adminIdおよび adminPassword変数の詳細は、6-3 ページの「admin_client.jar の構文
および URI の指定の概要」を参照してください。
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admin_client.jar ユーティリティの使用方法ユーティリティの使用方法ユーティリティの使用方法ユーティリティの使用方法

OC4J には admin_client.jarというコマンドライン・ユーティリティが用意されています。
このユーティリティを使用すると、Oracle Application Server のクラスタ化された環境および
スタンドアロン OC4J サーバーのアクティブな OC4J インスタンスで構成、管理およびデプロ
イ・タスクを実行できます。また、admin_client.jarを使用して、OC4J インスタンスやイ
ンスタンスのグループを再起動または停止することも可能です。

admin_client.jarユーティリティは、リモートで操作を実行する管理クライアントの一部
でもあり、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）の Companion CD から、ま
たは Oracle Technology Network からダウンロードして入手できます。

特定の OC4J インスタンスで操作を実行することも、グループ内のすべての OC4J インスタンス
で同時に操作を実行することも可能です。Oracle Application Server 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）では、グループグループグループグループは同じクラスタ・トポロジクラスタ・トポロジクラスタ・トポロジクラスタ・トポロジ（2 つ以上の粗結合の Oracle 
Application Server ノード）に属する OC4J インスタンスの同期セットです。
admin_client.jarコマンドライン・ユーティリティを使用すると、OC4J インスタンスまた
はクラスタ内のインスタンスのグループで次の操作を実行できます。 

� アプリケーション（EAR）、スタンドアロン Web モジュール（WAR）、スタンドアロン EJB
モジュール（EJB JAR）、またはスタンドアロン・リソース・アダプタ（RAR）のデプロイ

� アプリケーション、Web モジュール、EJB モジュールまたはリソース・アダプタのアンデ
プロイ

� 変更されたクラスを保持するデプロイ済 EJB モジュールの増分的な更新

� アプリケーションの共有ライブラリの作成、変更または削除

� アプリケーションの起動、再起動または停止

� OC4J インスタンスやインスタンスのグループの再起動または停止

� データソースおよびデータソース接続プールの追加、テストおよび削除

� JMS 接続プールや接続先の追加および削除

Application Server Control コンソールまたは OC4J Ant タスクを使用して類似の操作を実行で
きます。詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』に記載されている、
Application Server Control コンソールを使用したデプロイに関する項または OC4J Ant タスク
を使用したデプロイに関する項を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� admin_client.jar の使用の準備

� アーカイブのデプロイ

� デプロイ後の Web サイトへの Web モジュールのバインド

� アーカイブの再デプロイ

� アーカイブのアンデプロイ

� デプロイ済 EJB モジュールの変更されたクラスの更新
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� 共有ライブラリの作成および管理

� アプリケーションの起動、再起動および停止

� OC4J インスタンスの再起動および停止

� データソースの管理

� JMS リソースの管理

� リモート・クライアントを使用した OC4J の管理
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admin_client.jar の使用の準備
admin_client.jar の使用の準備の使用の準備の使用の準備の使用の準備
admin_client.jarユーティリティは、各 OC4J インスタンスの
ORACLE_HOME/j2ee/instanceディレクトリにデフォルトでインストールされます。これ
は、OC4J で操作を実行する際に推奨されるコマンドライン・ツールです。このユーティリティ
はリモートで操作を実行する管理クライアントの一部でもあり、Oracle Application Server 10g
リリース 3（10.1.3.1.0）の Companion CD から、または Oracle Technology Network からダウ
ンロードして入手できます。

OC4J インスタンスでこのユーティリティを使用して操作を実行するには、インスタンスを起動
する必要があります。

この項の内容は次のとおりです。

� admin_client.jar の構文および URI の指定の概要

� リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出

� コンソールへの使用方法の出力

� ロギングの有効化

admin_client.jar の構文およびの構文およびの構文およびの構文および URI の指定の概要の指定の概要の指定の概要の指定の概要
admin_client.jarユーティリティは、次の構文を使用します。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword command

コマンドラインで渡される主要なパラメータは、uriです。これは、指定された 1 つ以上のコ
マンドのターゲットを指定します。URI の構文は、ターゲットとなるインスタンスによって異
なります。この URI の書式は、次の項を参照してください。 

� クラスタ内の OC4J インスタンスのグループでの操作の実行

� 特定の OC4J インスタンスでの操作の実行

� スタンドアロン OC4J サーバーでの操作の実行

� URI の検証

OC4J 管理ユーザー名およびパスワードもユーティリティに渡されます。デフォルトの管理者ア
カウントのユーザー名は oc4jadminです。 

たとえば、次のコマンドは、petstoreアプリケーションを起動します。このアプリケーショ
ンは、クラスタのメンバーである node1上の oc4j_2という名前の OC4J インスタンスにイン
ストールされています。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:opmn://node1.company.com/oc4j_2
oc4jadmin password -application petstore -start
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admin_client.jar の使用の準備
図 6-1 に、クラスタ内の Oracle Application Server インスタンスの 1 つである OC4J_homeと
いう名前の OC4J インスタンスから実行するよう構成されている 4 つのプロセスを示します。

図図図図 6-1 クラスタ内のクラスタ内のクラスタ内のクラスタ内の Oracle Application Server インスタンスにおいて複数のインスタンスにおいて複数のインスタンスにおいて複数のインスタンスにおいて複数の JVM で実行されるで実行されるで実行されるで実行される

OC4J インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

クラスタ内のクラスタ内のクラスタ内のクラスタ内の OC4J インスタンスのグループでの操作の実行インスタンスのグループでの操作の実行インスタンスのグループでの操作の実行インスタンスのグループでの操作の実行
次の URI を使用して、グループ内のすべての OC4J インスタンスをターゲットとして指定しま
す。グループグループグループグループは、同じクラスタ・トポロジに属する OC4J インスタンスの同期セットです。グ
ループのすべての OC4J インスタンスで、構成、管理およびデプロイ操作を同時に実行できま
す。たとえば、Oracle Application Server クラスタ内の oc4j_soaという名前のグループに属
するすべての OC4J インスタンスを同時に停止できます。

URI は OPMN ベースのクラスタリング・フレームワークを使用します。このフレームワーク
では、クラスタ・ノード同士が相互に認識しています。クラスタ内の任意の Oracle Application 
Server ノードに対するホスト名と必要に応じて OPMN リクエスト・ポートを指定するだけで、
アプリケーションはクラスタ内のその他すべてのノードに対するホスト名および OPMN ポート
を取得できます。

URI の構文は次のとおりです。

deployer:cluster:[rmis]:opmn://opmnHost[:opmnPort]/groupName

注意注意注意注意 : 通常、homeという名前の OC4J インスタンスは、複数プロセス・モデ
ルでの実行には適さない Application Server Control アプリケーションのホス
トであるため、複数のプロセスで実行するように構成することはできません。
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次に例を示します。

deployer:cluster:opmn://node1.company.com/oc4j_soa

特定の特定の特定の特定の OC4J インスタンスでの操作の実行インスタンスでの操作の実行インスタンスでの操作の実行インスタンスでの操作の実行
次の URI 構文を使用して、特定の OPMN 管理の OC4J インスタンス（クラスタ内のインスタ
ンスなど）をターゲットとします。接頭辞では、clusterが oc4jに置き換えられます。

インスタンスのホストとなる Oracle Application Server ノードのホスト名を指定します。ノー
ドのホスト名またはポートが不明な場合は、クラスタ内の別のノードのホスト名と Oracle 
Application Server インスタンスの名前を指定できます。アプリケーションは、OPMN クラス
タリング・フレームワークを使用して Oracle Application Server インスタンスのホストとなる
ノードを探し出します。

URI の構文は次のとおりです。

deployer:oc4j:[rmis]:opmn://host[:opmnPort]/[iASInstanceName]/oc4jInstanceName

次に例を示します。

deployer:oc4j:opmn://server.company.com:6004/instance2/home

表表表表 6-1 グループをターゲットとするためのグループをターゲットとするためのグループをターゲットとするためのグループをターゲットとするための URI パラメータ  パラメータ  パラメータ  パラメータ  

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

rmis 任意。ターゲットが ORMI over SSL（ORMIS）を使用する場合に指

定します。

opmnHost 必須。クラスタ内の Oracle Application Server ノードのホスト名。ど

のノードでも指定できます。クラスタ内の他のノードのリストはこの
ノードから取得されます。

opmnPort 任意。opmn.xmlに指定されている OPMN リクエスト・ポート。

ポートを指定しない場合は、デフォルト・ポート 6003が使用されま

す。

groupName 必須。クラスタ内で、OC4J インスタンスが属するグループの名前。

表表表表 6-2 特定のインスタンスをターゲットとするための特定のインスタンスをターゲットとするための特定のインスタンスをターゲットとするための特定のインスタンスをターゲットとするための URI パラメータパラメータパラメータパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

rmis 任意。ターゲットが ORMI over SSL（ORMIS）を使用する場合に指

定します。

host 必須。OPMN サーバーとして使用するための、クラスタ内でター

ゲットとなる Oracle Application Server ノードのホスト名。

opmnPort 任意。opmn.xmlに指定されている OPMN リクエスト・ポート。

ポートを指定しない場合は、デフォルト・ポート 6003が使用されま

す。

iASInstanceName 任意。hostに指定されたノード上に存在しない場合の、ターゲット

となる Oracle Application Server インスタンスの名前。

oc4jInstanceName 必須。ターゲット OC4J インスタンスの名前。
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admin_client.jar の使用の準備
スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J サーバーでの操作の実行サーバーでの操作の実行サーバーでの操作の実行サーバーでの操作の実行
次の URI のいずれかを使用して、スタンドアロン OC4J サーバー・インスタンスをターゲット
とします。

RMI を使用する場合は、次のようにして URI を指定します。

deployer:oc4j:host:rmiPort

ORMI over SSL（ORMIS）を使用する場合は、次のようにして URI を指定します。

deployer:oc4j:rmis:host:ormisPort

次に例を示します。

deployer:oc4j:myserver:23791
deployer:oc4j:rmis:myserver:23943

URI の検証の検証の検証の検証
URI は、-validateURIコマンドを使用して検証できます。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -validateURI

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -validateURI

リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出
管理クライアントのディストリビューションには、admin_client.jarコマンドライン・
ユーティリティが含まれています。このユーティリティは OC4J または Oracle Application 
Server ターゲットに接続し、一連のライフサイクル、デプロイおよびリソース構成の操作を実
行できます。

リモート・システムで Oracle Application Server インスタンスに対して通常の操作を実行する
必要があるとします。たとえばリモート・システムに、デプロイ操作、またはアプリケーショ
ン固有またはサーバーの JMX MBeans の管理目的での問合せや操作など、自動化された作成ま
たはテスト・プロセスが複数あるとします。または、リモート・システムで、構成およびデプ
ロイ操作の本番セットに対して定期的にスケジュールされたテストを実行するとします。管理
クライアント・ディストリビューションを使用してこれを実行すれば、リモート・システムに
完全な OC4J または Oracle Application Server インストールを用意する必要がなくなります。

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.x）の別のディストリビューションである管理
クライアントは、Oracle Technology Network からダウンロードできます。また、Oracle 
Application Server の Companion CD にも含まれています。
oc4j_admin_client_101310.zipファイルには、OC4J インスタンスのリモートからの管理
に必要なものがすべて含まれています。

� OC4J または Oracle Application Server ターゲットへの ORMI プロトコルを使用したリモー
ト JMX 接続の確立に必要な Java ライブラリ

表表表表 6-3 スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J をターゲットとするためのをターゲットとするためのをターゲットとするためのをターゲットとするための URI パラメータパラメータパラメータパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

rmis ターゲットが ORMI over SSL（ORMIS）を使用する場合は必須です。

host 必須。クラスタ内の Oracle Application Server ノードのホスト名。ど

のノードでも指定できます。クラスタ内の他のノードのリストはこの
ノードから取得されます。

rmiPort RMI が使用される場合は必須です。インスタンス固有の rmi.xml
ファイルに指定されている RMI ポートです。

ormisPort ORMIS が使用される場合は必須です。インスタンス固有の rmi.xml
ファイルに指定されている SSL ポートです。
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� 機能するために必要なライブラリ付きの実行可能な admin_client.jarユーティリティ

� リモート・クライアント・ロールに関連する標準の J2EE ライブラリ

管理クライアント・ディストリビューションを開始するには、次のようにします。

1. Oracle Technology Network から oc4j_admin_client_101310.zipをダウンロードし
ます。

http://download.oracle.com/otn/java/oc4j/10131/oc4j_admin_client_101310.zip

2. oc4j_admin_client_101310.zipのコンテンツをローカル・ディレクトリに解凍しま
す。次に例を示します。

 >mkdir oc4j_admin_client
 >cd oc4j_admin_client
 >jar xvf d:¥software¥oc4j_admin_client_101310.zip

その結果、ディレクトリ構造は次のようになります。

¥j2ee
   ¥home
      oc4jclient.jar
      admin_client.jar
      ¥lib
         ejb.jar
         mail.jar
         adminclient.jar
         javax88.jar
         javax77.jar
         jmx_remote_api.jar
         jmxri.jar
¥lib
   xmlparserv2.jar
   dms.jar 
¥opmn
   ¥lib
   optic.jar
¥jlib
   oraclepki.jar
   ojpse.jar

次の URI では、個々の OC4J ターゲットに異なるパターンが使用されます。

� スタンドアロン OC4J サーバー :

deployer:oc4j:test-cycle.oracle.com:23791

� Oracle Application Server の特定の OC4J インスタンス :

deployer:oc4j:opmn://test-cycle.oracle.com/testunit 

� クラスタ内の OC4J インスタンスのグループ :

deployer:cluster:opmn://test-cycle.oracle.com/[groupName] 

3. admin_client.jarを 1 つ以上のターゲット OC4J インスタンスに接続し、接続をテスト
します。次に例を示します。

>cd j2ee¥home
>java -jar admin_client.jar
  deployer:oc4j:opmn://test-cycle.oracle.com/testunit 
    oc4jadmin welcome1 
  –validateURI

URI deployer:oc4j:opmn://test-cycle.oracle.com/testunit is valid and connected
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コンソールへの使用方法の出力コンソールへの使用方法の出力コンソールへの使用方法の出力コンソールへの使用方法の出力
admin_client.jarコマンドのオンライン・ヘルプ・テキストをコンソールに出力するには、
-helpとコマンドラインに入力するだけです。次に例を示します。

java -jar admin_client.jar -help

特定のコマンドの詳細なヘルプを表示するには、-usageの後に続けてコマンド識別子を入力
します。次に例を示します。

java -jar admin_client.jar -usage [command]

ロギングの有効化ロギングの有効化ロギングの有効化ロギングの有効化
admin_client.jarの実行中に発生するエラーのトラブルシューティングを支援するために、
このツールを実行する際に Java ロギングを有効にできます。ログ・メッセージはコンソールに
出力されます。

ロギングを有効にするには、次のようにします。

1. 次の 1 行を記述した logging.propertiesファイルを作成します。 

oracle.oc4j.admin.jmx.client.CoreRemoteMBeanServer.level=INFO

このファイルを ORACLE_HOME/j2ee/instance以外の場所に作成する場合は、後述のコ
マンドでファイルへのパスを指定する必要があります。

2. 次のように -Djava.util.logging.config.file=logging.propertiesを
admin_client.jarコマンドラインに設定します。

java -Djava.util.logging.config.file=logging.properties -jar admin_client.jar uri 
adminId adminPassword command

logging.propertiesファイルの値には、表 6-4 の Java ログ・レベル値のいずれかを設定で
きます。

次に例を示します。

oracle.oc4j.admin.jmx.client.CoreRemoteMBeanServer.level=FINE

表表表表 6-4 Java ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル

Java ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル 説明説明説明説明

SEVERE システム管理者が注意する必要があるシステム・エラーを記録しま
す。

WARNING エラーが発生する前に確認して処理する必要があるとして検出された
アクションまたは条件を記録します。

INFO 標準のアクションまたはイベントを記録します。ユーザー操作（「ロ
グイン完了」など）や自動操作（ログイン・ファイルの循環など）が
該当します。

CONFIG ログ構成に関連するメッセージまたは問題。

FINE デバッグやパフォーマンスの監視に使用されるトレースまたはデバッ
グのメッセージを記録します。通常、詳細なイベント・データが含ま
れます。 

FINER 非常に詳細なトレースまたはデバッグのメッセージを記録します。

FINEST きわめて詳細なトレースまたはデバッグのメッセージを記録します。
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アーカイブのデプロイアーカイブのデプロイアーカイブのデプロイアーカイブのデプロイ
admin_client.jarユーティリティを使用すると、アプリケーション（EAR）、スタンドアロ
ン Web モジュール（WAR）またはスタンドアロン・リソース・アダプタ（RAR）を特定の
OC4J インスタンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループにデプロイできます。

この項の内容は次のとおりです。

� J2EE アプリケーション（EAR）のデプロイ

� リモート・クライアントからの J2EE アプリケーションのデプロイ

� スタンドアロン Web モジュール（WAR）のデプロイ

� スタンドアロン・リソース・アダプタ（RAR）のデプロイ

� バッチ・デプロイでのスクリプト・ファイルの使用

J2EE アプリケーション（アプリケーション（アプリケーション（アプリケーション（EAR）のデプロイ）のデプロイ）のデプロイ）のデプロイ
-deployコマンドを使用して、EAR ファイルとしてパッケージされた J2EE アプリケーション
をデプロイまたは再デプロイします。EAR 固有の構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -deploy -file path/filename 
-deploymentName appName [-bindAllWebApps [webSiteName]] [-targetPath path] 
[-parent appName] [-deploymentDirectory path] [-enableIIOP] 
[-iiopClientJar path/filename] [-deploymentPlan path/filename] [-removeArchive]

-bindAllWebAppsサブスイッチを指定して、EAR 内のすべての Web モジュールをそのアク
セスに使用される Web サイトにバインドすることをお薦めします。Web サイトを指定しない場
合、モジュールはデフォルト Web サイトにバインドされます。 

たとえば、次のコマンドは、クラスタ内のグループ default_groupに属するすべての OC4J
インスタンスに、utilityアプリケーションをデプロイします。アプリケーション内のすべて
の Web モジュールは、デフォルト Web サイトにバインドされます。

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -deploy -file C:/dev/utility.ear -deploymentName utility
-bindAllWebApps

注意注意注意注意 : グループにアーカイブをデプロイするには、すべてのインスタンス
が同じ oc4jadminアカウントのパスワードを保持する必要があります。

表表表表 6-5 EAR デプロイのデプロイのデプロイのデプロイの -deploy コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-file 必須。デプロイする EAR ファイルのパスおよびファイル名。

-deploymentName 必須。ユーザー定義のアプリケーションのデプロイ名。OC4J 内でア

プリケーションを識別する際に使用されます。 

-bindAllWebApps 任意。すべての Web モジュールを指定された Web サイトにバインド

します。何も指定されない場合は、デフォルト Web サイトにバイン

ドします。指定しない場合は、6-14 ページの「単一の Web サイトへ

の全 Web モジュールのバインド」で説明している

-bindAllWebAppsコマンドを使用する必要があります。

必要に応じて、webSiteNameの値を指定できます。この値は、Web
サイトを構成する name_web-site.xmlファイルの name部分です。

-targetPath 任意。EAR のデプロイ先となるディレクトリ。指定しない場合、

EAR は ORACLE_HOME/j2ee/instance/applicationsディレク

トリにデフォルトでデプロイされます。 

また、デプロイ済 EAR ファイルもこのディレクトリにコピーされま

す。後続のデプロイのたびに、この EAR ファイルは上書きされます。 
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アーカイブのデプロイ
-parent 任意。このアプリケーションの親アプリケーション。デフォルトは、
defaultアプリケーションまたはグローバル Web アプリケーション

です。 

-deploymentPlan 任意。アプリケーションに適用するデプロイ・プランのパスおよび
ファイル名。プランは、前回のデプロイ時に XML ファイルとして保

存されています。ファイルは、ローカル・ホスト上に存在する必要が
あります。

-deploymentDirectory 任意。OC4J 固有のデプロイメント・ディスクリプタおよび生成済

ファイル（コンパイル済 JSP クラスや EJB ラッパー・クラスなど）が

格納されるディレクトリ。 

デフォルトのディレクトリは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/applicationsです。 

-sequential 任意。クラスタ内の各 OC4J インスタンスに順々にアーカイブをデプ

ロイする場合に指定します。リクエストは、EAR をデプロイ中のイ

ンスタンスにはルーティングされません。

指定しない場合、アーカイブはデフォルトで同時にすべてのインスタ
ンスにデプロイされます。 

このオプションは、クラスタ化された環境でのみ有効です。スタンド
アロン OC4J では無効です。 

-enableIIOP 任意。OC4J サーバーで IIOP クライアント・スタブを生成する場合に

指定します。 

すべての EJB モジュールに対して生成されるアプリケーション・レベ

ルのスタブは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/
application-deployments/appNameディレクトリの

_iiopClient.jarというアーカイブに出力されます。また、各 EJB
モジュールに対するスタブは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/
application-deployments/appName/ejbModuleNameディレ

クトリに同じ名前のアーカイブで生成されます。

この機能を使用するには、OC4J の起動時に GenerateIIOPシステ

ム・プロパティを有効にする必要があります。このプロパティは、
OC4J スタンドアロンの OC4J コマンドラインでは

-DGenerateIIOP=true、opmn.xmlでは oc4j-options値とし

て設定されます。

-iiopClientJar 任意。IIOP クライアント・スタブの出力先となる JAR のパスおよび

ファイル名。 

すべての EJB モジュールに対して生成されるアプリケーション・レベ

ルのスタブは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/
application-deployments/appNameディレクトリの

_iiopClient.jarというアーカイブに出力されます。パスを指定

する場合、アーカイブはそのパスにも設定されます。

また、各 EJB モジュールに対するスタブは、ORACLE_HOME/j2ee/
instance/application-deployments/appName/
ejbModuleNameディレクトリに同じ名前のアーカイブで生成されま

す。

この機能を使用するには、OC4J の起動時に GenerateIIOPシステ

ム・プロパティを有効にする必要があります。このプロパティは、
OC4J スタンドアロンの OC4J コマンドラインでは

-DGenerateIIOP=true、opmn.xmlでは oc4j-options値とし

て設定されます。

-removeArchive 任意。デプロイ後にサーバーのファイル・システムから削除する
EAR ファイルを指定します。

表表表表 6-5 EAR デプロイのデプロイのデプロイのデプロイの -deploy コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明
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アーカイブのデプロイ
リモート・クライアントからのリモート・クライアントからのリモート・クライアントからのリモート・クライアントからの J2EE アプリケーションのデプロイアプリケーションのデプロイアプリケーションのデプロイアプリケーションのデプロイ
次の例では、リモート・クライアントから Oracle Application Server の特定の OC4J インスタ
ンスに EAR をデプロイする方法を示します。

cd j2ee/home
>java -jar admin_client.jar 
 deployer:oc4j:opmn://test-cycle.oracle.com/testunit
 oc4jadmin welcome1 
 -deploy 
 -file d:¥temp¥rupg¥testru.ear 
 -deploymentName testru –bindAllWebApps

06/06/20 17:00:16 Notification ==>Uploading file testru.ear ...
06/06/20 17:00:18 Notification ==>Application Deployer for testru STARTS.
06/06/20 17:00:19 Notification ==>Copy the archive to 
/scratch/sbutton/m1_060618/j2ee/admin/applications/testru.ear
06/06/20 17:00:19 Notification ==>Initialize 
/scratch/sbutton/m1_060618/j2ee/admin/applications/testru.ear begins...
06/06/20 17:00:19 Notification ==>Unpacking testru.ear
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Done unpacking testru.ear
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Unpacking testru-web.war
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Done unpacking testru-web.war
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Initialize 
/scratch/sbutton/m1_060618/j2ee/admin/applications/testru.ear ends...
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Starting application : testru
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Initializing ClassLoader(s)
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Initializing EJB container
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Loading connector(s)
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Starting up resource adapters
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Initializing EJB sessions
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Committing ClassLoader(s)
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Initialize testru-web begins...
06/06/20 17:00:20 Notification ==>Initialize testru-web ends...
06/06/20 17:00:21 Notification ==>Started application : testru
06/06/20 17:00:21 Notification ==>Binding web application(s) to site default-web-site 
begins...
06/06/20 17:00:21 Notification ==>Binding testru-web web-module for application testru 
to site default-web-site under context root /testru
06/06/20 17:00:22 Notification ==>Binding web application(s) to site default-web-site 
ends...
06/06/20 17:00:22 Notification ==>Application Deployer for testru COMPLETES. Operation 
time: 3785 msecs
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アーカイブのデプロイ
スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン Web モジュール（モジュール（モジュール（モジュール（WAR）のデプロイ）のデプロイ）のデプロイ）のデプロイ
-deployコマンドを使用して、WAR ファイルとしてパッケージされたスタンドアロン Web モ
ジュールをデプロイまたは再デプロイします。 

WAR 固有の構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -deploy -file
path/filename -deploymentName appName [-bindAllWebApps [webSiteName]]
[-targetPath path] [-parent appName] [-deploymentDirectory path]
[-contextRoot context]
[-removeArchive]

WAR は、まだ Web モジュール・コンポーネントがない別のデプロイ済アプリケーションの子
として指定できます。指定しない場合は、defaultアプリケーションにデプロイされます。 

WAR は、すでに Web モジュールが存在するアプリケーションの子としてはデプロイできませ
ん。つまり、acmeアプリケーションにすでに acme-web.warがある場合、そのアプリケー
ションには追加の WAR ファイルをデプロイできません。かわりに、アプリケーションの EAR
ファイルに WAR を再パッケージし、そのアプリケーションを再デプロイします。

次のコマンドは、node1がメンバーであるクラスタ内の default_groupに属するすべての
OC4J インスタンスの defaultアプリケーションに、スタンドアロン acme-web.war Web モ
ジュールをデプロイします。-bindAllWebAppsサブスイッチが指定されていますが、バイン
ド先の Web サイトが指定されていないため、モジュールはデフォルト Web サイトにバインド
されます。 

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -deploy -file C:/dev/acme-web.war -deploymentName utility 
-bindAllWebApps -parent default

表表表表 6-6 WAR デプロイのデプロイのデプロイのデプロイの -deploy コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-file 必須。デプロイするアーカイブのパスおよびファイル名。

-deploymentName 必須。ユーザー定義の Web モジュール名。OC4J 内で Web モジュー

ルを識別する際に使用されます。 

-bindAllWebApps 任意。すべての Web モジュールを指定された Web サイトにバインド

します。何も指定されない場合は、デフォルト Web サイトにバイン

ドします。

必要に応じて、webSiteNameの値を指定できます。この値は、Web
サイトを構成する name_web-site.xmlファイルの name部分で

す。

-targetPath 任意。アーカイブのデプロイ先となるディレクトリ。指定しない場
合、アーカイブは
ORACLE_HOME/j2ee/instance/applications/ディレクトリに

デフォルトでデプロイされます。 

また、スタンドアロン WAR ファイルが含まれる生成済 EAR ファイ

ルもこのディレクトリにコピーされます。後続のデプロイのたびに、
このアーカイブは上書きされます。 

-parent 任意。モジュールのデプロイ先となる親アプリケーション。デフォ
ルトは defaultアプリケーションです。 

-deploymentDirectory 任意。OC4J 固有のデプロイメント・ディスクリプタおよび生成済

ファイル（コンパイル済 JSP クラスなど）が格納されるディレクト

リ。 

デフォルトのディレクトリは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deploymentsで

す。 
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アーカイブのデプロイ
スタンドアロン・リソース・アダプタ（スタンドアロン・リソース・アダプタ（スタンドアロン・リソース・アダプタ（スタンドアロン・リソース・アダプタ（RAR）のデプロイ）のデプロイ）のデプロイ）のデプロイ
-deployコマンドを使用して、RAR ファイルとしてパッケージされた Java コネクタ・アーキ
テクチャに準拠するリソース・アダプタをデプロイまたは再デプロイします。デフォルトでは、
リソース・アダプタは ORACLE_HOME/j2ee/instance/connectorsディレクトリにデプロ
イされます。 

スタンドアロン RAR の再デプロイまたはアンデプロイでは、defaultアプリケーションを再
起動する必要はありません。

RAR 固有の構文は次のとおりです。 

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -deploy -file path/filename 
-deploymentName connectorName [-nativePathLib path] [-grantAllPermissions]
[-removeArchive]

次のコマンドは、クラスタ内の default_groupに属するすべての OC4J インスタンスに
acme-rar.rarモジュールをデプロイします。

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -deploy -file /dev/acme-rar.rar -deploymentName acme-rar 
-grantAllPermissions -removeArchive

詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』の「リソース・アダプタのデプ
ロイ」を参照してください。

-contextRoot 任意。Web モジュール・コンテキスト。Web ブラウザを介してアプ

リケーションにアクセスするために使用される URL の 後に追加さ

れます。指定しない場合は、-deploymentNameに渡される値が使

用されます。

たとえば、コンテキスト・ルートとして /petstoreを指定すると、

モジュールには次の URL からアクセスできます。

http://node1.company.com:7777/petstore

-removeArchive 任意。デプロイ後にサーバーのファイル・システムから削除する
WAR ファイルを指定します。

表表表表 6-7 RAR デプロイのデプロイのデプロイのデプロイの -deploy コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-file 必須。デプロイする RAR ファイルのパスおよびファイル名。

-deploymentName 必須。ユーザー定義のコネクタ名。OC4J 内でコネクタを識別する際

に使用されます。 

-nativeLibPath 任意。RAR ファイル内の、ネイティブ・ライブラリ（DLL など）を

格納するディレクトリへのパス。 

-grantAllPermissions 任意。必要に応じて、リソース・アダプタによってリクエストされ
るすべてのランタイム権限を付与する場合に指定します。

-removeArchive 任意。デプロイ後にサーバーのファイル・システムから削除する
RAR ファイルを指定します。

表表表表 6-6 WAR デプロイのデプロイのデプロイのデプロイの -deploy コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明
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デプロイ後の Web サイトへの Web モジュールのバインド
バッチ・デプロイでのスクリプト・ファイルの使用バッチ・デプロイでのスクリプト・ファイルの使用バッチ・デプロイでのスクリプト・ファイルの使用バッチ・デプロイでのスクリプト・ファイルの使用
admin_client.jarコマンドラインのデプロイ・コマンドを含むスクリプト・ファイルを指
定できます。-scriptコマンドでファイルを指定すると、admin_client.jarによりデプロ
イメント・マネージャへの 1 つの接続のみでコマンドのリストを実行できます。バッチ・デプ
ロイの構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword
-script filename

スクリプト・ファイル filenameには、この例のように複数の行が含まれます。

-deploy -file /scratch/rpan/apps/hello-planet.ear -deploymentName hello-planet
-bindWebApp -appName hello-planet -webModuleName hello-planet-web
-stop hello-planet
-start hello-planet
-redeploy -file /scratch/rpan/apps/hello-planet.ear
-deploymentName hello-planet -bindAllWebApps
-undeploy hello-planet
-validateURI

インストールのスクリプトまたはログを参照し、既存のコンフィギュレーション・アシスタン
トによって使用される関連行を抽出することで、バッチ・モードに変換できます。

デプロイ後のデプロイ後のデプロイ後のデプロイ後の Web サイトへのサイトへのサイトへのサイトへの Web モジュールのバインドモジュールのバインドモジュールのバインドモジュールのバインド
OC4J にデプロイされた各 Web モジュールは、そのアクセスに使用される Web サイトにバイン
ドする必要があります。

通常、EAR 内の WAR ファイルとしてパッケージされた Web モジュールは、-deployコマン
ドで -bindAllWebAppsサブスイッチを使用して、EAR のデプロイ時にバインドします。し
かし、EAR のデプロイ時に -bindAllWebAppsサブスイッチを指定しなかった場合は、次の
各項で説明するように、デプロイ後にモジュールを Web サイトにバインドできます。

� 単一の Web サイトへの全 Web モジュールのバインド

� 特定の Web サイトへの特定の Web モジュールのバインドおよびコンテキスト・ルートの設
定

単一の単一の単一の単一の Web サイトへの全サイトへの全サイトへの全サイトへの全 Web モジュールのバインドモジュールのバインドモジュールのバインドモジュールのバインド
-bindAllWebAppsコマンドを使用して、J2EE アプリケーション内のすべての Web モジュー
ルを同じ Web サイトにバインドするか、デフォルトで default-web-siteにバインドしま
す。このコマンドの構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -bindAllWebApps
-appName appName -webSiteName siteName

表表表表 6-8 -bindAllWebApps コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-appName 必須。デプロイ時に指定された親アプリケーションの名前。

-webSiteName 任意。Web モジュールのバインド先となる Web サイトを示す

name_web-site.xmlファイルの名前。省略すると、すべてのモ

ジュールが default-web-siteにバインドされます。
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アーカイブの再デプロイ
特定の特定の特定の特定の Web サイトへの特定のサイトへの特定のサイトへの特定のサイトへの特定の Web モジュールのバインドおよびコンテキスト・モジュールのバインドおよびコンテキスト・モジュールのバインドおよびコンテキスト・モジュールのバインドおよびコンテキスト・
ルートの設定ルートの設定ルートの設定ルートの設定

-bindWebAppコマンドを使用して、J2EE アプリケーション内の単一の Web モジュールを特定
の Web サイトにバインドするか、デフォルトで default-web-siteにバインドします。ま
た、必要に応じて、モジュールへのアクセスに使用されるコンテキスト・ルートを設定するこ
ともできます。

構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -bindWebApp
-appName appName -webModuleName moduleName -webSiteName siteName
-contextRoot contextRoot

アーカイブの再デプロイアーカイブの再デプロイアーカイブの再デプロイアーカイブの再デプロイ
-redeployコマンドを使用して、すでにデプロイされたアーカイブを再デプロイできます。 

この操作は、アプリケーションが稼働中の場合はそのアプリケーションを停止した後にアーカ
イブをアンデプロイして、正常な再デプロイを実行します。その後、アプリケーションのデプ
ロイおよび再起動を実行します。一方、-deployコマンドによるアーカイブの再デプロイは、
アプリケーションを停止せず、単にアンデプロイおよび再デプロイした後に再起動します。 

構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -redeploy -file path/filename 
-deploymentName appName [-keepSettings] [-sequential] -removeArchive

表表表表 6-9 -bindWebApp コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-appName 必須。デプロイ時に指定された親アプリケーションの名前。

-webModuleName 必須。バインドする Web モジュールの名前。この値は、EAR ファイ

ル内に含まれる WAR ファイルの名前（.WAR拡張子を除く）である

必要があります。

-webSiteName 任意。Web モジュールのバインド先となる Web サイトを示す

name_web-site.xmlファイルの名前。省略すると、すべてのモ

ジュールが default-web-siteにバインドされます。

-contextRoot 任意。Web モジュールのコンテキスト・ルート。この値は、Web ブ

ラウザを介してアプリケーションにアクセスするために使用される
URL の 後に追加されます。次に例を示します。

http://localhost:8888/petstore 

指定しない場合は、親アプリケーションの application.xmlデプ

ロイメント・ディスクリプタに指定されるコンテキスト・ルートが
使用されます。

表表表表 6-10 -redeploy コマンドのサブスイッチ  コマンドのサブスイッチ  コマンドのサブスイッチ  コマンドのサブスイッチ  

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-file 必須。デプロイする EAR ファイルのパスおよびファイル名。

-deploymentName 必須。ユーザー定義のアプリケーションのデプロイ名。OC4J 内でア

プリケーションを識別する際に使用されます。この値は、サーバー
の既存アプリケーションの名前と完全一致する必要があります。

-keepSettings 任意。指定する場合、再デプロイされるアプリケーションは、前回
のデプロイからデプロイ・プランを取得して使用します。アーカイ
ブにパッケージされたデプロイメント・ディスクリプタに設定され
る値は、無視されます。

指定しない場合、アーカイブにパッケージされたデプロイメント・
ディスクリプタの値に設定されます。
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アーカイブのアンデプロイアーカイブのアンデプロイアーカイブのアンデプロイアーカイブのアンデプロイ
-undeployコマンドは、次の各項で説明するように、アプリケーションまたはスタンドアロン
Web モジュール、スタンドアロン・コネクタ・モジュールをターゲット OC4J インスタンスか
ら削除します。

� EAR またはスタンドアロン WAR のアンデプロイ

� スタンドアロン RAR のアンデプロイ

EAR またはスタンドアロンまたはスタンドアロンまたはスタンドアロンまたはスタンドアロン WAR のアンデプロイのアンデプロイのアンデプロイのアンデプロイ
EAR またはスタンドアロン Web モジュールをアンデプロイすると、OC4J ランタイムから削除
されます。既存の Web サイトのバインディングも同様に削除されます。

EAR またはスタンドアロン WAR のアンデプロイの構文は次のとおりです。アプリケーション
またはモジュールの名前を指定する必要があります。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -undeploy appName

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン RAR のアンデプロイのアンデプロイのアンデプロイのアンデプロイ
スタンドアロン RAR のアンデプロイの構文は次のとおりです。-isConnectorサブスイッチ
をコネクタ名とともに指定する必要があります。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -undeploy connectorName 
-isConnector

スタンドアロン RAR のアンデプロイでは、defaultアプリケーションを再起動する必要はあ
りません。

-sequential 任意。クラスタ内の各 OC4J インスタンスに順々にアーカイブをデプ

ロイする場合に指定します。各ターゲットでの再デプロイは、次の
ターゲットに進む前に完了する必要があります。リクエストは、
EAR をデプロイ中のインスタンスにはルーティングされません。

指定しない場合、アーカイブはデフォルトで同時にすべてのインス
タンスにデプロイされます。 

このオプションは、クラスタ化された環境でのみ有効です。スタン
ドアロン OC4J では無効です。 

-removeArchive 任意。デプロイ後にサーバーのファイル・システムから削除する
EAR ファイルを指定します。

表表表表 6-10 -redeploy コマンドのサブスイッチ（続き） コマンドのサブスイッチ（続き） コマンドのサブスイッチ（続き） コマンドのサブスイッチ（続き） 

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明
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デプロイ済デプロイ済デプロイ済デプロイ済 EJB モジュールの変更されたクラスの更新モジュールの変更されたクラスの更新モジュールの変更されたクラスの更新モジュールの変更されたクラスの更新
-updateEJBModuleコマンドは、OC4J インスタンスまたはクラスタ内のインスタンスのグ
ループで稼働中のアプリケーションにおいて、EJB モジュールの増分的または部分的な再デプ
ロイを実行します。この機能により、モジュール全体の再デプロイを必要とせずに、EJB JAR
内の変更された Bean のみを再デプロイできます。

デプロイ済の EJB モジュールで変更されたクラスを更新する構文は、次のとおりです。EJB JAR
が構成するアプリケーションの名前を指定する必要があります。スタンドアロン EJB モジュー
ルを更新する場合は、defaultアプリケーションを指定します。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -updateEJBModule
-appName appName -ejbModuleName ejbJarName -file path/ejbJarName

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -updateEJBModule -appName petstore 
-ejbModuleName customerEjb.jar -file build/customerEjb.jar

共有ライブラリの作成および管理共有ライブラリの作成および管理共有ライブラリの作成および管理共有ライブラリの作成および管理
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の項で説明するように、OC4J インスタ
ンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループで共有ライブラリの作成および管理を実行で
きます。

� 共有ライブラリのインストール

� 既存の共有ライブラリの変更

� 共有ライブラリの内容の表示

� すべての共有ライブラリのリスト出力

� 共有ライブラリの削除

注意注意注意注意 : 増分的な再デプロイは、CMP または BMP エンティティ Bean にアプ
リケーション全体を再デプロイするよりも効率的ですが、セッション Bean、
メッセージドリブン Bean または EJB 3.0 JPA エンティティでは当てはまりま
せん。この機能の使用に関する詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイ
メント・ガイド』の「更新された EJB モジュールの増分再デプロイ」を参照
してください。

表表表表 6-11 -updateEJBModule の構文の構文の構文の構文

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-appName 必須。EJB が構成するアプリケーションの名前。スタンドアロン EJB
モジュールを更新する場合は、defaultアプリケーションを指定し

ます。

-ejbModuleName 必須。application.xmlに定義されている、更新対象の EJB JAR
ファイルの名前。 

-file 必須。更新された EJB JAR のパスおよびファイル名。
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共有ライブラリのインストール共有ライブラリのインストール共有ライブラリのインストール共有ライブラリのインストール
-publishSharedLibraryコマンドを使用すると、特定の OC4J インスタンスまたはクラスタ
内のインスタンスのグループに共有ライブラリのディレクトリ構造を作成し、ライブラリを構
成するバイナリをその中にインストールできます。共有ライブラリは、各 OC4J インスタンス
の ORACLE_HOME/j2ee/instance/shared-libディレクトリに作成されます。

また、このコマンドは、各 OC4J インスタンスの server.xmlファイルの
<shared-library>要素内に共有ライブラリを宣言し、アプリケーションで使用できるよう
にします。 

共有ライブラリのインストールの構文は次のとおりです。複数のコード・ソース（共有ライブ
ラリを構成するバイナリ）のパスおよびファイル名は、それぞれを空白で区切って指定できま
す。 

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -publishSharedLibrary
-name libName -version libVersion [-parentName parentLibName] 
[-parentVersion parentLibVersion] [-installCodeSources path [path ...]]
[-addCodeSources path [path ...]] [-imports sharedLibName
[:min-version][,max-version] [sharedLibName ...]]

次のコマンドは、クラスタ内の OC4J インスタンス（default_groupのすべてのメンバー）
のグループに acme.common:2.5共有ライブラリをデプロイします。

java -jar admin_client.jar 
deployer:cluster:opmn://server.company.com:6004/default_group
oc4jadmin password -publishSharedLibrary -name acme.common -version 2.5 
-installCodeSources /myserver/tmp/acme-apis.jar /myserver/tmp/acmeImpl.jar

ターゲット OC4J サーバー内の結果のディレクトリ構造は、次のとおりです。

ORACLE_HOME/j2ee/home/shared-lib
  /acme.common
    /2.5
      acme-apis.jar
      acmeImpl.jar

表表表表 6-12 -publishSharedLibrary コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-name 必須。共有ライブラリの名前。

共通 API が複数のベンダーによって実装される場合は、

oracle.jdbcや xerces.xmlなどのように、名前にベンダー名と

テクノロジ名の両方を含めることをお薦めします。

-version 必須。共有ライブラリのバージョン番号。この値はコードの実装
バージョンを反映することをお薦めします。

-parentName 任意。該当する場合は、親共有ライブラリの名前。

-parentVersion 任意。該当する場合は、親共有ライブラリのバージョン番号。

-installCodeSources OC4J インスタンスにアップロードし、共有ライブラリの一部として

インストールする 1 つ以上の JAR または ZIP ファイルのパスおよび

ファイル名。パスまたはファイル名の各文字列は、空白で区切りま
す。

-addCodeSources 任意。共有ライブラリに追加するためにすでに 1 つ以上の OC4J イン

スタンスにアップロードされている JAR または ZIP ファイルのパス

およびファイル名。パスまたはファイル名の各文字列は、空白で区
切ります。

-imports 任意。この共有ライブラリにインポートする 1 つ以上の既存の共有

ライブラリの名前。各名前の文字列は空白で区切ります。

インポートするライブラリの 高または 低、あるいはその両方の
バージョンを指定できます。
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既存の共有ライブラリの変更既存の共有ライブラリの変更既存の共有ライブラリの変更既存の共有ライブラリの変更
-modifySharedLibraryコマンドを使用すると、既存の共有ライブラリの内容を変更できま
す。また、このコマンドは、各 OC4J インスタンスの server.xmlファイル内にある共有ライ
ブラリ定義を更新します。 

既存の共有ライブラリを変更する構文は次のとおりです。複数のコード・ソース（共有ライブ
ラリを構成するバイナリ）のパスおよびファイル名は、それぞれを空白で区切って指定できま
す。 

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -modifySharedLibrary
-name libName -version libVersion [-installCodeSources path [path ...]]
[-addCodeSources path [path ...]] [-removeCodeSources path [path ...]]
[-addImports sharedLibName[:min-version][,max-version] [sharedLibName ...]] 
[-removeImports sharedLibName[:min-version][,max-version] [sharedLibName ...]]

次のコマンドは、acme.common:2.5共有ライブラリを更新します。

java -jar admin_client.jar
deployer:cluster:opmn://server.company.com:6004/default_group
oc4jadmin password -modifySharedLibrary -name acme.common -version 2.5 
-addCodeSources /myserver/tmp/acme-helpers.jar

表表表表 6-13 -modifySharedLibrary コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-name 必須。更新する共有ライブラリの名前。

-version 必須。更新する共有ライブラリのバージョン番号。 

-installCodeSources 任意。1 つ以上の OC4J インスタンスにアップロードし、共有ライブ

ラリの一部としてインストールする JAR または ZIP ファイルのパス

およびファイル名。パスまたはファイル名の各文字列は、空白で区
切ります。

-addCodeSources 任意。共有ライブラリに追加するためにすでに OC4J インスタンスに

アップロードされている 1 つ以上の JAR または ZIP ファイルのパス

およびファイル名。パスまたはファイル名の各文字列は、空白で区
切ります。

-removeCodeSources 任意。共有ライブラリから削除する JAR または ZIP ファイルのパス

およびファイル名。 

-addImports 任意。この共有ライブラリにインポートする 1 つ以上の既存の共有

ライブラリの名前。各名前の文字列は空白で区切ります。

インポートするライブラリの 高または 低、あるいはその両方の
バージョンを指定できます。

-removeImports 任意。この共有ライブラリから削除する 1 つ以上の既存の共有ライ

ブラリの名前。

削除するライブラリの 高または 低、あるいはその両方のバー
ジョンを指定できます。
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共有ライブラリの内容の表示共有ライブラリの内容の表示共有ライブラリの内容の表示共有ライブラリの内容の表示
-describeSharedLibraryコマンドを使用して、指定された共有ライブラリを構成するコー
ド・ソースとインポート済共有ライブラリを表示します。構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -describeSharedLibrary
-name libName -version libVersion

すべての共有ライブラリのリスト出力すべての共有ライブラリのリスト出力すべての共有ライブラリのリスト出力すべての共有ライブラリのリスト出力
-listSharedLibrariesコマンドを使用して、1 つ以上のターゲット OC4J インスタンスに
定義されているすべての共有ライブラリのリストを出力します。構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -listSharedLibraries

共有ライブラリの削除共有ライブラリの削除共有ライブラリの削除共有ライブラリの削除
-removeSharedLibraryコマンドを使用して、1 つ以上のターゲット OC4J インスタンスか
ら共有ライブラリを削除します。構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -removeSharedLibrary
-name libName -version libVersion

表表表表 6-14 -describeSharedLibrary コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-name 必須。共有ライブラリの名前。

-version 必須。共有ライブラリのバージョン番号。 

注意注意注意注意 : JDK1.4 を使用している場合、Oracle Application Server 10g リリース 3
（10.1.3.1.0）では JDK に同梱されている Xalan ライブラリを共有ライブラリ
として使用することはできません。Xalan ライブラリを使用するには、次の
2 つの方法があります。 

� 同梱されている Xalan ライブラリが共有ライブラリとしてサポートされ
ている JDK 1.5（JDK 5）を使用します。 

� JDK1.4 の場合は、同梱されているバージョンではなく、Xalan ライブラ
リのスタンドアロン・ディストリビューションを使用します。 

表表表表 6-15 -removeSharedLibrary コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-name 必須。削除する共有ライブラリの名前。

-version 必須。削除する共有ライブラリのバージョン番号。 
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OC4J インスタンスの再起動および停止
アプリケーションの起動、再起動および停止アプリケーションの起動、再起動および停止アプリケーションの起動、再起動および停止アプリケーションの起動、再起動および停止
admin_client.jarユーティリティを使用すると、特定の OC4J インスタンスで、またはクラ
スタ内のインスタンスのグループでアプリケーションおよびその子アプリケーションを起動、
再起動または停止できます。アプリケーション内のファイルが変更されている場合、アプリ
ケーションは起動時に自動的に再デプロイされます。

これらのコマンドを使用して Application Server Control コンソール（ascontrol）を停止お
よび起動することもできます。

構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -start|-stop appName

次の例では、クラスタ内の node2で ascontrolアプリケーションを停止しています。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:opmn://node2.company.com:6004/home oc4jadmin 
password -stop ascontrol

OC4J インスタンスの再起動および停止インスタンスの再起動および停止インスタンスの再起動および停止インスタンスの再起動および停止
admin_client.jarユーティリティを使用すると、スタンドアロン OC4J サーバー、管理環境
下にある特定の OC4J インスタンス、またはクラスタ内のインスタンスのグループを停止でき
ます。-shutdownコマンドは、指定された 1 つ以上の OC4J インスタンスを停止します。
OPMN 管理のインスタンスの場合には、停止されることが OPMN に通知されます。
-restartコマンドは、指定された 1 つ以上のインスタンスを再起動します。

次の各項では、これらのコマンドの構文および例を示します。

� OC4J インスタンスまたはインスタンスのグループの再起動

� 1 つ以上の OC4J インスタンスの停止

OC4J インスタンスまたはインスタンスのグループの再起動インスタンスまたはインスタンスのグループの再起動インスタンスまたはインスタンスのグループの再起動インスタンスまたはインスタンスのグループの再起動
次に示すように、admin_client.jarの -restartコマンドラインを使用すると、OC4J イ
ンスタンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループを再起動できます。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -restart

たとえば、次のコマンドは、スタンドアロン OC4J サーバーを再起動します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin password -restart

次のコマンドは、クラスタ・トポロジ内の各 Oracle Application Server の default_groupの
メンバーであるすべての OC4J インスタンスを再起動します。

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -restart
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1 つ以上のつ以上のつ以上のつ以上の OC4J インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止インスタンスの停止
次に示すように、admin_client.jarの -shutdownコマンドを使用すると、OC4J インスタ
ンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループを停止できます。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -shutdown

たとえば、次のコマンドは、スタンドアロン OC4J サーバーを停止します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin password -shutdown

このコマンドは、ホスト・マシンが接続されていないかのように、すべてのスレッドを即座に
終了させて OC4J サーバー全体を停止します。このコマンドを使用すると、クラスタ化された
アプリケーションの現在の状態はレプリケートされません。

次のコマンドは、Oracle Application Server 管理の環境の指定された OC4J インスタンスを停止
します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:opmn://localhost/home oc4jadmin password 
-shutdown

次のコマンドは、クラスタ・トポロジ内の各 Oracle Application Server の default_groupの
メンバーであるすべての OC4J インスタンスを停止します。

java -jar admin_client.jar deployer:cluster:opmn://node1.company.com/default_group 
oc4jadmin password -shutdown

これらのコマンドは指定された 1 つ以上のインスタンスを停止し、すべてのスレッドを即時に
終了します。-shutdownコマンドを使用すると、クラスタ化されたアプリケーションの現在の
状態はレプリケートされません。OPMN 管理の各 OC4J インスタンスでは、OPMN が再起動を
試行しないように、サーバーを故意に停止中であることが admin_client.jarにより OPMN
に通知されます。

データソースの管理データソースの管理データソースの管理データソースの管理
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の各項で説明するように、OC4J インス
タンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループでデータソースを管理できます。

� データソース接続プールの追加、テストおよび削除

� データソースの追加、テストおよび削除

データソース接続プールの追加、テストおよび削除データソース接続プールの追加、テストおよび削除データソース接続プールの追加、テストおよび削除データソース接続プールの追加、テストおよび削除
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の各項で説明するように、OC4J インス
タンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループでデータソース接続プールを追加、テスト
および削除できます。

� データソース接続プールの追加

� データソース接続プールのテスト

� データソース接続プールの削除
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データソース接続プールの追加データソース接続プールの追加データソース接続プールの追加データソース接続プールの追加
-addDataSourceConectionPoolコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラス
タ内のグループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションのデータソース接続プールを追加
できます。 

データソース接続プールを追加する構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -addDataSourceConectionPool
-applicationName applicationName -name name -factoryClass factoryClass
-user user -password password -url url
[-factoryProperties name1 value1 [name2 value2 [...]]]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-addDataSourceConectionPool -applicationName default -name ScottConnectionPool 
-factoryClass oracle.jdbc.pool.OracleDataSource 
-user scott -password tiger -url jdbc:oracle:thin:@localhost:1521:xe

データソース接続プールのテストデータソース接続プールのテストデータソース接続プールのテストデータソース接続プールのテスト
-testDataSourceConnectionPoolコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラ
スタ内のグループの各 OC4J インスタンスでデータソース接続プールへのアプリケーションの
接続をテストできます。 

データソース接続プールへの接続をテストする構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -testDataSourceConnectionPool
-connectionPoolName connectionPoolName -sqlStatement sqlStatement
[-applicationName applicationName] [-user user] [-password password]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1
-testDataSourceConnectionPool -sqlStatement "select * from dual" 
-applicationName default -connectionPoolName ScottConnectionPool

表表表表 6-16 -addDataSourceConectionPool コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-applicationName 必須。データソース接続プールを追加するアプリケーションの名前。

-name 必須。接続プールの名前。

-factoryClass 必須。コネクション・ファクトリ実装の完全修飾パス。

-user 必須。接続を取得するために使用するデフォルト・ユーザーの名前。

-password 必須。接続を取得するために使用するデフォルトのパスワード。

-url 必須。接続を取得するために使用するコネクション・ファクトリの
URL。

-factoryProperties 任意。コネクション・ファクトリの定義に設定する 1 つ以上のプロ

パティ名および値のペア。

表表表表 6-17 -testDataSourceConnectionPool コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-connectionPoolName 必須。接続プールの名前。

-sqlStatement 必須。接続をテストするために使用する SQL 文。

-applicationName 任意。データソース接続プールをテストするアプリケーションの名
前。

-user 任意。接続を取得するために使用するデフォルト・ユーザーの名前。
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データソース接続プールの削除データソース接続プールの削除データソース接続プールの削除データソース接続プールの削除
-removeDataSourceConnectionPoolコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはク
ラスタ内のグループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションからデータソース接続プール
を削除できます。データソース接続プールを削除する構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword 
-removeDataSourceConnectionPool -name name [-applicationName applicationName]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-removeDataSourceConnectionPool -name ScottConnectionPool -applicationName default 

データソースの追加、テストおよび削除データソースの追加、テストおよび削除データソースの追加、テストおよび削除データソースの追加、テストおよび削除
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の各項で説明するように、OC4J インス
タンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループでデータソースを追加、テストおよび削除
できます。

� マネージド・データソースの追加

� マネージド・データソースの削除

� ネイティブ・データソースの追加

� ネイティブ・データソースの削除

� データベース接続のテスト

� データソースのテスト

� アプリケーションのデータソース・ディスクリプタの取得

マネージド・データソースの追加マネージド・データソースの追加マネージド・データソースの追加マネージド・データソースの追加
-addManagedDataSourceコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内のグ
ループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションのマネージド・データソースを追加できま
す。マネージド・データソースを追加する構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -addManagedDataSource
-applicationName applicationName -dataSourceName dataSourceName 
-jndiLocation jndiLocation -connectionPoolName connectionPoolName 
[-user user] [-password password] [-loginTimeout loginTimeout] [-txLevel txLevel] 
[-dbSchema dbSchema] [-manageLocalTransactions true|false] 

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-addManagedDataSource -applicationName default -dataSourceName ScottDataSource 
-jndiLocation jdbc/ScottDataSource -connectionPoolName ScottConnectionPool

-password 任意。接続を取得するために使用するデフォルトのパスワード。

表表表表 6-18 -removeDataSourceConnectionPool コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-name 必須。接続プールの名前。

-applicationName 任意。データソース接続プールを削除するアプリケーションの名前。

表表表表 6-17 -testDataSourceConnectionPool コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明
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マネージド・データソースの削除マネージド・データソースの削除マネージド・データソースの削除マネージド・データソースの削除
-removeManagedDataSourceコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内
のグループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションからマネージド・データソースを削除
できます。マネージド・データソースを削除する構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -removeManagedDataSource
-dataSourceName dataSourceName [-applicationName applicationName] 

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-removeManagedDataSource -dataSourceName ScottDataSource -applicationName default 

ネイティブ・データソースの追加ネイティブ・データソースの追加ネイティブ・データソースの追加ネイティブ・データソースの追加
-addNativeDataSourceコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内のグ
ループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションのネイティブ・データソースを追加できま
す。ネイティブ・データソースを追加する構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -addNativeDataSource 
-dataSourceName dataSourceName -user user -password password 
-jndiLocation jndiLocation -loginTimeout loginTimeout 
-dataSourceClass dataSourceClass -url url [-applicationName applicationName] 
[-properties name1 value1 [name2 value2 [...]]]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-addNativeDataSource -dataSourceName ScottDataSource 
-user scott -password tiger -jndiLocation jdbc/ScottNativeDataSource
-loginTimeout 5 -dataSourceClass com.acme.DataSourceImpl
-url jdbc:oracle:thin:@localhost:1521:xe

表表表表 6-19 -addManagedDataSource コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-applicationName 必須。データソースを追加するアプリケーションの名前。

-dataSourceName 必須。データソースの名前。

-jndiLocation 必須。新規データソースを JNDI にバインドするために使用する

場所。

-connectionPoolName 必須。データソースが通信するコネクション・プールの名前。

-user 任意。新規データソースのデフォルト・ユーザー。

-password 任意。新規データソースのデフォルト・パスワード。

-loginTimeout 任意。新規データソースのログイン・タイムアウト。

-txLevel 任意。トランザクション・レベル（localまたは global）。

-dbSchema 任意。使用中の EJB CMP 実装が Orion CMP の場合に使用する

データベース・スキーマ。（TopLink CMP はデフォルトです。）

-manageLocalTransactions 任意。OC4J でローカル・トランザクションを管理するかどうか

を指定します。デフォルト値は trueです。

表表表表 6-20 -removeManagedDataSource コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-dataSourceName 必須。削除するデータソースの名前。

-applicationName 任意。データソースを削除するアプリケーションの名前。
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ネイティブ・データソースの削除ネイティブ・データソースの削除ネイティブ・データソースの削除ネイティブ・データソースの削除
-removeNativeDataSourceコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内の
グループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションからネイティブ・データソースを削除で
きます。ネイティブ・データソースを削除する構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -removeNativeDataSource 
-dataSourceClass dataSourceClass  [-applicationName applicationName]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-removeNativeDataSource -dataSourceName ScottDataSource 

データベース接続のテストデータベース接続のテストデータベース接続のテストデータベース接続のテスト
-testDatabaseConnectionコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内の
グループの各 OC4J インスタンスでアプリケーションのデータベースへの接続をテストできま
す。

データベース接続をテストする構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -testDatabaseConnection
-sqlStatement sqlStatement -factoryClass factoryClass -user user 
-password password -url url [-applicationName applicationName] 

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1
-testDatabaseConnection -sqlStatement "select * from dual"
-factoryClass oracle.jdbc.pool.OracleDataSource -user scott
-password tiger -url jdbc:oracle:thin:@localhost:1521:xe -applicationName default 

表表表表 6-21 -addNativeDataSource コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-dataSourceName 必須。新規データソースの名前。

-user 必須。新規データソースのデフォルト・ユーザー。

-password 必須。新規データソースのデフォルト・パスワード。

-jndiLocation 必須。新規データソースを JNDI にバインドするために使用する場

所。

-loginTimeout 必須。新規データソースのログイン・タイムアウト。

-dataSourceClass 必須。新規データソースの完全修飾クラス。

-url 必須。データベースに接続するために新規データソースによって使
用される URL。

-applicationName 任意。データソースを追加するアプリケーションの名前。

-properties 任意。新規データソースの 1 つ以上のプロパティ。

表表表表 6-22 -removeNativeDataSource コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-dataSourceName 必須。削除するデータソースの名前。

-applicationName 任意。データソースを削除するアプリケーションの名前。
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データソースのテストデータソースのテストデータソースのテストデータソースのテスト 
-testDataSourceコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内のグループ
の各 OC4J インスタンスでアプリケーションのデータソースへの接続をテストできます。

データソースをテストする構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -testDataSource
-datasourceName datasourceName -sqlStatement sqlStatement 
[-applicationName applicationName] [-user user] 
[-password password]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1
-testDataSource -datasourceName ScottDataSource -sqlStatement "select * from dual"
-applicationName default -user scott -password tiger 

アプリケーションのデータソース・ディスクリプタの取得アプリケーションのデータソース・ディスクリプタの取得アプリケーションのデータソース・ディスクリプタの取得アプリケーションのデータソース・ディスクリプタの取得
-getDataSourcesDescriptorコマンドを使用すると、アプリケーションのデータソース・
ディスクリプタを取得できます。データソース・ディスクリプタを取得する構文は次のとおり
です。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -getDataSourcesDescriptor
[-applicationName applicationName]  

表表表表 6-23 -testDatabaseConnection コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-sqlStatement 必須。接続をテストするために使用する SQL 文。

-factoryClass 必須。テストする JDBC ファクトリ（Driver、DataSource、
ConnectionPoolDataSource または XADataSource のインスタンス）。

-user 必須。使用するユーザー。

-password 必須。使用するパスワード。

-url 必須。JDBC ファクトリに設定する URL。

-applicationName 任意。アプリケーションの名前。

表表表表 6-24 -testDataSource コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-datasourceName 必須。テストするデータソース。

-sqlStatement 必須。接続をテストするために使用する SQL 文。

-applicationName 任意。アプリケーションの名前。

-user 任意。使用するユーザー。

-password 任意。使用するパスワード。

表表表表 6-25 -getDataSourcesDescriptor コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-applicationName 任意。ディスクリプタが属するアプリケーションの名前。
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JMS リソースの管理リソースの管理リソースの管理リソースの管理
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の各項で説明するように、OC4J インス
タンスまたはクラスタ内のインスタンスのグループで JMS リソースを管理できます。

� JMS コネクション・ファクトリの管理

� JMS 宛先の管理

JMS コネクション・ファクトリの管理コネクション・ファクトリの管理コネクション・ファクトリの管理コネクション・ファクトリの管理 
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の各項で説明するように、OC4J JMS コ
ネクション・ファクトリを管理できます。

� JMS コネクション・ファクトリの追加

� JMS コネクション・ファクトリの削除

� JMS コネクション・ファクトリの情報の取得

JMS コネクション・ファクトリの追加コネクション・ファクトリの追加コネクション・ファクトリの追加コネクション・ファクトリの追加
-addJMSConnectionFactoryコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内
のグループの各インスタンスに JMS コネクション・ファクトリを追加できます。このコマンド
の構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -addJMSConnectionFactory
-domain domain -location location [-host host] [-port port]
[-username username] [-password password] [-clientID clientID] [-isXA true|false]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-addJMSConnectionFactory -domain Queue -location jms/ExampleQueueCF

表表表表 6-26 -addJMSConnectionFactory コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-domain 必須。コネクション・ファクトリの JMS ドメイン（`QUEUE'、
`TOPIC'または `UNIFIED'）。

-location 必須。コネクション・ファクトリをバインドする JNDI ロケーショ

ン。

-host 任意。コネクション・ファクトリに関連付けるホスト名（デフォル
トで、包含する OC4J JMS サーバー・ホストに設定されます）。

-port 任意。コネクション・ファクトリに関連付けるポート番号（デフォ
ルトで、包含する OC4J JMS サーバー・ポートに設定されます）。

-username 任意。コネクション・ファクトリに関連付けるユーザー名（デフォ
ルトで anonymousに設定されます）。

-password 任意。コネクション・ファクトリに関連付けるパスワード（デフォ
ルトで Null に設定されます）。

-clientID 任意。コネクション・ファクトリに関連付ける JMS クライアント ID
（デフォルトで Null に設定されます）。

-isXA 任意。XA コネクション・ファクトリであるかどうかを指定します

（デフォルトで falseに設定されます）。
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JMS コネクション・ファクトリの削除コネクション・ファクトリの削除コネクション・ファクトリの削除コネクション・ファクトリの削除
-removeJMSConnectionFactoryコマンドを使用すると、1 つ以上の OC4J インスタンスか
ら JMS コネクション・ファクトリを削除できます。このコマンドの構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -removeJMSConnectionFactory
-location location

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-removeJMSConnectionFactory -location jms/ExampleQueueCF

JMS コネクション・ファクトリの情報の取得コネクション・ファクトリの情報の取得コネクション・ファクトリの情報の取得コネクション・ファクトリの情報の取得
-getJMSConnectionFactoriesコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ
内の OC4J インスタンスのグループで各 JMS コネクション・ファクトリの属性を戻すことがで
きます。このコマンドの構文は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -getJMSConnectionFactories

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-getJMSConnectionFactories

JMS 宛先の管理宛先の管理宛先の管理宛先の管理
admin_client.jarユーティリティを使用すると、次の各項で説明するように、OC4J JMS 宛
先を管理できます。

� JMS 宛先の追加

� JMS 宛先の削除

� JMS 宛先の情報の取得

JMS 宛先の追加宛先の追加宛先の追加宛先の追加
-addDestinationコマンドを使用すると、JMS 宛先を追加できます。このコマンドの構文は
次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -addDestination
-domain domain -name name -jndiLocation jndiLocation [-persistenceFile persistenceFile] 
[-description description]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-addDestination -domain Queue -name ExampleQueue -jndiLocation jms/ExampleQueue

表表表表 6-27 -removeJMSConnectionFactory コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-location 必須。削除するコネクション・ファクトリの JNDI ロケーション。

表表表表 6-28 -addDestination コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-domain 必須。宛先の JMS ドメイン（`QUEUE'または `TOPIC'）。

-name 必須。宛先の OC4J JMS プロバイダ固有の名前。

-jndiLocation 必須。宛先をバインドする JNDI ロケーション。

-persistenceFile 任意。宛先に関連付ける永続性ファイル（デフォルトで Null に設定

されます）。
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JMS 宛先の削除宛先の削除宛先の削除宛先の削除
-removeDestinationコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内のグルー
プの各 OC4J インスタンスから JMS 宛先を削除できます。このコマンドの構文は次のとおりで
す。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -removeDestination
-name name [-force true|false]  [-removePFile true|false]

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-removeDestination -name ExampleQueue -removePFile true

JMS 宛先の情報の取得宛先の情報の取得宛先の情報の取得宛先の情報の取得
-getDestinationsコマンドを使用すると、OC4J インスタンスまたはクラスタ内の OC4J イ
ンスタンスのグループで各 OC4J JMS 宛先の属性を戻すことができます。このコマンドの構文
は次のとおりです。

java -jar admin_client.jar uri adminId adminPassword -getDestinations

次に例を示します。

java -jar admin_client.jar deployer:oc4j:localhost oc4jadmin welcome1 
-getDestinations

-description 任意。宛先に関するテキストの説明（デフォルトで Null に設定され

ます）。

表表表表 6-29 -removeDestination コマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチコマンドのサブスイッチ

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明

-name 必須。削除する宛先の OC4J JMS プロバイダ固有の名前。

-force 任意。メッセージまたはコンシューマが存在するかどうかにかかわ
らず宛先が削除されます（デフォルトで falseに設定されます）。

-removePFile 任意。ファイル・システムから永続性ファイルを削除します（デ
フォルトで falseに設定されます）。

表表表表 6-28 -addDestination コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）コマンドのサブスイッチ（続き）

サブスイッチサブスイッチサブスイッチサブスイッチ 説明説明説明説明
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リモート・クライアントを使用したリモート・クライアントを使用したリモート・クライアントを使用したリモート・クライアントを使用した OC4J の管理の管理の管理の管理
6-6 ページの「リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出」で説明されているよう
に、リモート管理クライアントからファイルをインストールすると、リモート・クライアント
を使用して OC4J を管理できます。その後、コマンドライン・ツールまたは JMX リモート API
を介して admin_client.jarを使用できます。

リモートからのリモートからのリモートからのリモートからの admin_client.jar コマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法コマンドの使用方法
6-6 ページの「リモート管理クライアントのダウンロードおよび抽出」で説明されているよう
に、OC4J アプリケーション・サーバー・ターゲットに接続すると、リモート・クライアントか
ら admin_client.jarコマンドを発行できます。OC4J インスタンス内で使用するのと同じ構
文を使用します。

JConsole を使用したリモートのを使用したリモートのを使用したリモートのを使用したリモートの Oracle Application Server インスタンスへの接続インスタンスへの接続インスタンスへの接続インスタンスへの接続
JConsole は、JDK 5.0 に含まれる JMX GUI コンソールです。JConsole は任意の JVM に接続し、
稼働中の MBeanServer にフックできます。これにより、JVM のスレッドやメモリー使用量な
ど、システムの様々な詳細が示された一連のページが表示されます。JConsole はローカル JVM
に接続することも、JMX リモート API を使用してリモート JVM に接続することもできます。

管理クライアント・ディストリビューションには、JConsole によるリモートの OC4J または
Oracle Application Server インスタンスへの接続に必要なライブラリが含まれています。ター
ゲット・インスタンスに接続するには、（Windows プラットフォームでネイティブの実行可能
ファイルとして提供されている）JConsole ユーティリティが、管理クライアント・ディストリ
ビューションの関連する詳細とともに構成されている必要があります。

Oracle Application Server インスタンスに接続するには、次のようにします。

1. CLASSPATH 環境変数に /j2ee/instance/admin_client.jarを追加します。

set CLASSPATH=j2ee/home/admin_client.jar

2. CLASSPATH 環境変数に JConsole ライブラリを追加します。

set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%JAVA_HOME%¥lib¥jconsole.jar
set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%JAVA_HOME%¥lib¥tools.jar

3. OC4J ORMI プロトコルを使用できるよう JMX コネクタを構成します。

set PROPS= jmx.remote.protocol.provider.pkgs=oracle.oc4j.admin.jmx.remote

4. JConsole を実行します。

%JAVA_HOME%¥bin¥jconsole
-J-Djava.class.path=%CLASSPATH% 
-J-D%PROPS%

これにより JConsole が起動されます。

5. 「Connect to Agent」画面の「Advanced」タブで、OC4J または Oracle Application Server
ターゲットの接続文字列、およびターゲットの管理ユーザー名とパスワードを入力します。

OC4J ターゲットでは、JMX URL のパターンは、Oracle Application Server ターゲットの
パターンとは異なります。表 6-30 に、これらの URL パターンの例を示します。

表表表表 6-30 OC4J およびおよびおよびおよび Oracle Application Server ターゲットのターゲットのターゲットのターゲットの JMX URL

ターゲットターゲットターゲットターゲット JMX URL

OC4J スタンドアロン・サー

バー

service:jmx:rmi://test-cycle.oracle.com:23791

Oracle Application Server
の OC4J インスタンス

service:jmx:ormi:///opmn://test-cycle.oracle.com:
6010/test1

Oracle Application Server
クラスタ

service:jmx:rmis:///opmn://stadp69:6003/cluster/as101/admin
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6. JConsole ユーティリティにより、ターゲット・インスタンスの OC4J MBeans が表示され
ます。これらの MBeans は、OC4J インスタンスの構成の表示および管理に使用できます。

Windows では、JConsole によって使用される環境は、次に示す特別なシステム・プロパティ・
フォームを使用して変更できます。

-J-Dname=value

次に、サンプル・コマンドのスクリプトを示します。

setlocal

set URL=service:jmx:rmi:///opmn://test-cycle.oracle.com:6010/testunit

set JAVA_HOME=C:¥java¥jdk150_07

set JCONSOLE_CP
set JCONSOLE_CP=%JCONSOLE_CP%;%JAVA_HOME%¥lib¥jconsole.jar
set JCONSOLE_CP=%JCONSOLE_CP%;%JAVA_HOME%¥lib¥tools.jar

set ORACLE_HOME=D:¥oc4j_admin_client
set ORACLE_CP=
set ORACLE_CP=%ORACLE_CP%;%ORACLE_HOME%¥j2ee¥home¥admin_client.jar;

set CLASSPATH=%JCONSOLE_CP%;%ORACLE_CP%
set PROPS=
set PROPS=%PROPS%  
-J-Djmx.remote.protocol.provider.pkgs=oracle.oc4j.admin.jmx.remote

set PROPS=%PROPS% -J-Djava.class.path=%CLASSPATH%

jconsole %PROPS% %URL%

endlocal

JMX プログラム・クライアントを使用したリモートからのプログラム・クライアントを使用したリモートからのプログラム・クライアントを使用したリモートからのプログラム・クライアントを使用したリモートからの OC4J の管理の管理の管理の管理
管理クライアント・ディストリビューションは、JMX クライアント・アプリケーションがリ
モートの OC4J インスタンスに接続するための完全なクライアント環境を提供します。JMX プ
ログラム・クライアントを使用し、MBeanServer への接続を確立できる JMX リモート API

（JSR160）を介してリモートから OC4J を管理できます。JDK 5.0 を使用して実行するために必
要な JAR ファイルは、管理クライアント・ディストリビューションによって提供される
oc4jclient.jarおよび admin_client.jarのみです。

次の例では、JMX API とともにこれらの JAR ファイルが使用されています。

// A URL is of the form "service:jmx:rmi://127.0.0.1:23791" 
             JMXServiceURL serviceURL = new JMXServiceURL(_url); 
  
             Hashtable credentials = new Hashtable(); 
              credentials.put("login", _username); 
              credentials.put("password", _password); 
  
             // Properties required to use the OC4J ORMI protocol 
             Hashtable env = new Hashtable(); 
             env.put(JMXConnectorFactory.PROTOCOL_PROVIDER_PACKAGES, 
 "oracle.oc4j.admin.jmx.remote"); 
             env.put(JMXConnector.CREDENTIALS, credentials); 
             JMXConnector jmxCon = 
 JMXConnectorFactory.newJMXConnector(serviceURL, env); 
             jmxCon.connect(); 
  
             MBeanServerConnection mbeanServer = 
 jmxCon.getMBeanServerConnection(); 
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JDK 5.0 では、このコードのコンパイルには Oracle ライブラリは不要で、JDK 5.0 に用意されて
いるライブラリのみが使用されます。

clear 
 @echo off 
 @setlocal 
  
 set J2EE_HOME=c:¥java¥oc4j-1013-prod¥j2ee¥home 
 set JAVA_HOME=c:¥java¥jdk50 
 set CLASSPATH=. 
  
 rem 
 rem Uncomment below if using JDK14 
 rem set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥lib¥jmxri.jar 
 rem set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥lib¥jmx_remote_api.jar 
 rem set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥lib¥javax77.jar 
 rem 
  
 %JAVA_HOME%¥bin¥javac -classpath %CLASSPATH% -d . *.java 
 @endlocal 

oc4j_admin_client_101310.zipディストリビューションを使用してコードを実行するに
は、次のようにします。

1. 実行可能な JAR ファイルを作成します。

2. JAR ファイルを管理クライアント・ディストリビューションの j2ee/homeディレクトリ
に移動します。

3. リモートの OC4J インスタンスに接続します。

コードは、$ORACLE_HOME/j2ee/home/oc4jclient.jarおよび
$ORACLE_HOME/j2ee/home/admin_client.jarを使用して JDK 5.0 で実行されます。

@echo off 
@setlocal 
clear 
set J2EE_HOME=c:¥java¥oc4j-1013-prod¥j2ee¥home 
set JAVA_HOME=c:¥java¥jdk50 

rem Runtime classpath 
set CLASSPATH=. 
set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥oc4jclient.jar; 
set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥admin_client.jar; 

rem 
rem Uncomment if using JDK14 
rem set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥lib¥jmxri.jar 
rem set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥lib¥jmx_remote_api.jar 
rem set CLASSPATH=%CLASSPATH%;%J2EE_HOME%¥lib¥javax77.jar 
@endlocal 

この例のメイン・メソッドの接続 URL は、ローカルの OC4J インスタンスに接続するよう設定
されています。ORMI ポートを介して Oracle Application Server に接続する必要がある場合に
は、次の形式のサービス URL を使用します。

 service:jmx:rmi|ormi:///opmn://stadp57.us.oracle.com:6003/home

サービス URL は、OPMN デーモンから ORMI ポートを取得します。ORMI ポートは実行時に
割り当てられます。OPMN 接続文字列パスを使用すると、指定された OC4J インスタンスに接
続できます。 

JMX クライアントを使用してリモートから OC4J インスタンスを管理する方法の詳細は、
『Oracle Containers for J2EE 開発者ガイド』の「JMX リモート API（JSR-160）を使用するリ
モート管理」を参照してください。
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admin.jar ユーティリティの使用方
7

admin.jar ユーティリティの使用方法ユーティリティの使用方法ユーティリティの使用方法ユーティリティの使用方法

OC4J には admin.jarというコマンドライン・ユーティリティが用意されています。このユー
ティリティを使用すると、スタンドアロン OC4J インストールのアクティブな OC4J インスタン
スで操作を実行できます。特に、このユーティリティを使用すると、OC4J の停止と再起動、ア
プリケーションのデプロイ、および現在のリソース使用状況に関する情報の収集ができます。

この章の内容は次のとおりです。

� admin.jar の使用方法の概要

� スタンドアロン OC4J インスタンスの管理

� アプリケーションのデプロイまたはアンデプロイ

� アプリケーションの管理

� データソースの管理

� コネクタのデプロイまたはアンデプロイ

注意注意注意注意 : 旧リリースで admin.jarユーティリティに用意されていた OC4J の
web-site-related オプション（-siteコマンドを使用してアクセス可能）は、
利用できなくなりました。OC4J の Web サイト構成の作成および管理方法の
詳細は、第 13 章「OC4J での Web サイトの管理」を参照してください。
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admin.jar の使用方法の概要
admin.jar の使用方法の概要の使用方法の概要の使用方法の概要の使用方法の概要
admin.jarユーティリティは、スタンドアロン OC4J インスタンスの
ORACLE_HOME/j2ee/homeにデフォルトでインストールされます。 

7-10 ページの「新しい構成への既存のデータソースの変換」で説明されているように、データ
ソースを変換する場合を除き、このユーティリティを使用するには OC4J を起動しておく必要
があります。また、このユーティリティは OC4J の起動には使用できません。ただし、7-3 ペー
ジの「スタンドアロン環境での OC4J の停止および再起動」で説明されているように、この
ユーティリティを使用してインスタンスを停止した後に再起動することはできます。

この項の内容は次のとおりです。

� admin.jar の構文の概要

� コンソールへのヘルプの出力

admin.jar の構文の概要の構文の概要の構文の概要の構文の概要
admin.jarユーティリティは、次の構文を使用します。パラメータは、表 7-1 で説明します。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId 
   adminPassword options

たとえば、次のコマンドは OC4J サーバーの正常な停止を強制します。oc4jOrmiPortに指定
された値は、デフォルトの 23791です。adminIdに指定されたユーザー名は、デフォルトの
管理者アカウントのユーザー名の oc4jadminです。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -shutdown 

これらのコマンドの一部には、対象となるアプリケーションの名前をとる -applicationス
イッチがあります。この値は、server.xml構成ファイルの該当する <application>要素内
に定義されている、対象となる特定のアプリケーションの名前です。

注意注意注意注意 : admin.jarユーティリティは、スタンドアロン OC4J インストールの
単一の OC4J インスタンスを管理するためだけに使用できます。

Oracle Application Server のコンポーネントとして稼働している OC4J インス
タンスを管理するには、Oracle Process Manager and Notification Server

（OPMN）を使用します。

より高度な機能を装備しているため、admin.jarのかわりに
admin_client.jarユーティリティを使用することをお薦めします。この
ユーティリティの使用方法は、第 6 章「admin_client.jar ユーティリティの使
用方法」を参照してください。

表表表表 7-1 ホストおよびログイン情報の設定ホストおよびログイン情報の設定ホストおよびログイン情報の設定ホストおよびログイン情報の設定

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明

oc4jHost:oc4jOrmiPort admin.jarを起動する OC4J サーバーのホスト名およびポート番

号。 

admin.jarツールでは、OC4J Remote Method Invocation
（ORMI）プロトコルを使用して OC4J サーバーと通信します。その

ため、これらの変数によって特定されるホストおよびポートは、リ
クエストのダイレクト先となる OC4J サーバーの rmi.xmlファイル

に定義されます。

ORMI プロトコル用の OC4J のデフォルト・ポートは、23791で

す。この値は、変更がない場合は省略できます。デフォルトを使用
しない場合は、次のように rmi.xmlファイルの <rmi-server>要

素でホスト名とポート番号の両方を構成します。

<rmi-server port="oc4jOrmiPort" host="oc4jHost" /> 
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コンソールへのヘルプの出力コンソールへのヘルプの出力コンソールへのヘルプの出力コンソールへのヘルプの出力
admin.jarコマンドのオンライン・ヘルプ・テキストをコンソールに出力するには、
oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId adminPasswordの後に -helpと入力するだけです。
次に例を示します。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -help 

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理
この項では、OC4J サーバーを管理するために admin.jarによって提供される機能の概要を説
明します。この章の内容は次のとおりです。

� スタンドアロン環境での OC4J の停止および再起動

� OC4J による変更済ファイルのチェック

スタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境でのスタンドアロン環境での OC4J の停止および再起動の停止および再起動の停止および再起動の停止および再起動
admin.jarを使用すると、OC4J サーバーのスタンドアロン・インスタンスを停止した後、再
起動できます。

次のコマンドは、OC4J サーバーの停止を強制し、すべてのスレッドを即時終了させます。停止
の reasonとして入力された文字列は、サーバー・ログ・ファイル
ORACLE_HOME/j2ee/home/log/server.logに書き込まれます。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -shutdown force 
  need_to_reboot_host_machine

adminId adminPassword OC4J 管理ユーザー名およびパスワード。デフォルトの管理者アカ

ウントのユーザー名は oc4jadminです。 

表表表表 7-2 OC4J サーバーの停止および再起動用オプションサーバーの停止および再起動用オプションサーバーの停止および再起動用オプションサーバーの停止および再起動用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-shutdown OC4J サーバーを停止します。 

[ordinary|force]: 
停止タイプ。デフォルトは ordinaryで、各スレッドを正常終了さ

せます。forceオプションは、すべてのスレッドを即時終了させま

す。 

[reason]:
必要に応じて、停止の理由を文字列として指定します。この文字列
は ORACLE_HOME/j2ee/home/log/server.logファイルに書き

込まれます。文字列には空白を使用できません。

-restart OC4J サーバーを再起動します。コンテナは、oc4j.jarにより起

動されている必要があります。 

[reason]:
必要に応じて、再起動の理由を文字列として指定します。この文字
列は ORACLE_HOME/j2ee/home/log/server.logファイルに書

き込まれます。文字列には空白を使用できません。

-version インストールされた OC4J のバージョンをコンソールに出力した後、

終了します。

表表表表 7-1 ホストおよびログイン情報の設定（続き）ホストおよびログイン情報の設定（続き）ホストおよびログイン情報の設定（続き）ホストおよびログイン情報の設定（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明
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OC4J による変更済ファイルのチェックによる変更済ファイルのチェックによる変更済ファイルのチェックによる変更済ファイルのチェック
-updateConfigオプションを使用して、サーバー・ディレクトリ構造で変更済ファイルがあ
るかどうかをチェックし、変更があったファイルをリロードするように OC4J に強制できます。

アプリケーションのデプロイまたはアンデプロイアプリケーションのデプロイまたはアンデプロイアプリケーションのデプロイまたはアンデプロイアプリケーションのデプロイまたはアンデプロイ
admin.jarを使用すると、スタンドアロン OC4J インスタンスに対して J2EE アプリケーショ
ンをデプロイまたはアンデプロイできます。

アプリケーションのデプロイは 2 段階のプロセスです。 初にアーカイブを OC4J にデプロイ
し、次にアプリケーションへのアクセスに使用される Web サイトに Web モジュールをバイン
ドする必要があります。 

初に、-deployコマンドをアプリケーションのデプロイに使用します。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId 
   adminPassword -deploy -file path/filename
    -deploymentName appName -targetPath deploy_dir

アーカイブをデプロイしたら、-bindWebAppコマンドを使用して、Web アプリケーションを
そのアクセスに使用される Web サイトにバインドします。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId 
   adminPassword -bindWebApp appName webAppName 
   webSiteName contextRoot

たとえば、次のコマンドは、utilityアプリケーションを OC4J にデプロイします。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -deploy -file utility.ear 
-deploymentName utility 

注意注意注意注意 : この機能を使用するには、checkForUpdatesフラグの値を allまた
は adminClientOnly（デフォルト設定）のいずれかに設定する必要があり
ます。checkForUpdatesフラグの詳細は、『Oracle Containers for J2EE デ
プロイメント・ガイド』を参照してください。

表表表表 7-3 更新済ファイルのチェック用オプション更新済ファイルのチェック用オプション更新済ファイルのチェック用オプション更新済ファイルのチェック用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-updateConfig ファイルが変更されていないかをチェックし、変更があったファイ
ルをリロードするように OC4J に強制します。

注意注意注意注意 :

� admin.jarは、OPMN 管理 OC4J インスタンスへのアプリケーショ
ンのデプロイには使用できません。

� admin.jarでは、EAR ファイルのデプロイのみをサポートします。
WAR ファイルにパッケージされた Web モジュールなど、スタンドア
ロン・モジュールのデプロイはできません。 

� admin.jarでは、デプロイ・プランを使用できません。このユー
ティリティを使用してデプロイされたアーカイブには、OC4J 固有の
必須デプロイメント・ディスクリプタ・ファイル

（orion-application.xmlや orion-web.xmlなど）が含まれて
いる必要があります。
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次の例では、その後に、utilityアプリケーションおよび utility-web Web モジュールを
デフォルトの OC4J Web サイトにバインドしています。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -bindwebapp utility 
utility-web default-web-site /utility 

表表表表 7-4 アプリケーションのデプロイ用オプションアプリケーションのデプロイ用オプションアプリケーションのデプロイ用オプションアプリケーションのデプロイ用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-deploy アプリケーションをデプロイします。次のサブスイッチを使用して
関連情報を指定します。

-file filename:  
必須。デプロイする EAR ファイルのパスおよびファイル名。

-deploymentName appName:  
必須。ユーザー定義のアプリケーションのデプロイ名。これと同じ
名前が、OC4J 内でアプリケーションを識別する際に使用されます。

また、アプリケーションをアンデプロイするときにも指定します。

-targetPath path:  
任意。EAR のデプロイ先となるサーバー・ノードのパス。指定しな

い場合、EAR は ORACLE_HOME/j2ee/instance/applications
ディレクトリにデフォルトでデプロイされます。 

また、デプロイ済 EAR ファイルもこのディレクトリにコピーされ

ます。後続のデプロイのたびに、この EAR ファイルは上書きされ

ます。 

-parent appName:  
任意。このアプリケーションの親アプリケーション。デプロイされ
ると、子アプリケーション内のメソッドは、親アプリケーション内
のメソッドを起動できます。親が指定されない場合は、defaultア

プリケーションがデフォルトの親となります。

-deploymentDirectory path:  
任意。OC4J 固有のデプロイメント・ディスクリプタおよび生成済

ファイル（コンパイル済 JSP クラスや EJB ラッパー・クラスなど）

が格納されるディレクトリ。 

デフォルトのディレクトリは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deployments
です。 

-iiopClientJar path/filename:  
任意。EAR に含まれる各 EJB JAR 内にパッケージされたホーム、リ

モートおよびローカルのインタフェースに対して IIOP スタブを生

成する場合に指定します。 

必要に応じて、生成されたスタブの出力先となる JAR のパスおよび

ファイル名を指定できます。指定しない場合、スタブのコピーは、
ORACLE_HOME/j2ee/homeapp-name/application-deployme
nts/にあるデプロイ済 EJB JAR と同じ名前の新しいサブディレク

トリにある _iiopClient.jarというアーカイブに出力されます。

この機能を使用するには、OC4J の起動時に GenerateIIOPシステ

ム・プロパティを有効にする必要があります。次に例を示します。

java -DGenerateIIOP=true -jar oc4j.jar
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-bindWebApp Web アプリケーションを指定された Web サイトおよびルートにバ

インドします。

� appName: 
アプリケーション名。-deployオプションの

-deploymentNameの値として設定されたのと同じ名前です。 

� webAppName: 
Web モジュールの名前。この値は、EAR ファイル内に含まれ

る WAR ファイルの名前（.WAR拡張子を除く）である必要が

あります。 

� webSiteName: 
この Web アプリケーションのバインド先となる Web サイトを

示す name_web-site.xmlファイルの名前。 

� contextRoot: 
Web モジュールのルート・コンテキスト。この値は、

http://localhost:8888/utilityのように、Web ブラウ

ザを介してアプリケーションにアクセスするために使用される
URL の 後に追加されます。 

このオプションにより、web_site_name 変数に指定された

name-web-site.xml構成ファイルにエントリが作成されます。 

-undeploy appName デプロイ済 J2EE アプリケーションを OC4J インスタンスから削除し

ます。appNameの値は、

ORACLE_HOME/j2ee/home/config/server.xmlの

application要素に定義されている、OC4J 内のアプリケーション

の名前です。 

アプリケーションをアンデプロイすると、次のような結果になりま
す。

� アプリケーションは、OC4J ランタイムおよび server.xml
ファイルから削除されます。

� すべてのアプリケーションの Web モジュールに対するバインド

は、Web モジュールのバインド先であったすべての Web サイ

トから削除されます。

� アプリケーション・ファイルは、applicationsと

application-deploymentsの両方のディレクトリから削除

されます。

オプションの -keepFilesサブスイッチは、OC4J 10g（10.1.3.1.0）
では推奨されません。

表表表表 7-4 アプリケーションのデプロイ用オプション（続き）アプリケーションのデプロイ用オプション（続き）アプリケーションのデプロイ用オプション（続き）アプリケーションのデプロイ用オプション（続き）

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明
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アプリケーションの管理アプリケーションの管理アプリケーションの管理アプリケーションの管理
この項では、スタンドアロン OC4J インスタンスのアプリケーションを管理するために
admin.jarによって提供される機能の概要を説明します。この章の内容は次のとおりです。

� アプリケーションの起動、停止または再起動

� アプリケーション内の EJB モジュールの更新

アプリケーションの起動、停止または再起動アプリケーションの起動、停止または再起動アプリケーションの起動、停止または再起動アプリケーションの起動、停止または再起動
admin.jarを使用すると、スタンドアロン OC4J インスタンスで停止していたアプリケーショ
ンの起動、停止または再起動ができます。 

次の例では、OC4J で稼働している特定のアプリケーションを再起動しています。アプリケー
ション内のファイルが変更されている場合、アプリケーションまたはモジュールは自動的に再
デプロイされます。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -application
   myapplication -restart

アプリケーション内のアプリケーション内のアプリケーション内のアプリケーション内の EJB モジュールの更新モジュールの更新モジュールの更新モジュールの更新
admin.jarユーティリティには、OC4J インスタンスで稼働中のアプリケーション内で EJB モ
ジュールの増分的または部分的な再デプロイを可能にする -updateEJBModuleオプションが
あります。このオプションは、開発環境から JAR ファイルを直接再デプロイするためにアプリ
ケーション開発者が使用することを主な目的としています。 

構文は次のとおりです。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId
    adminPassword -application appName -updateEJBModule relativePath 
    [-file path/ejbJarName] 

たとえば、次のコマンドを使用すると、petstoreアプリケーションの customerEjb.jarモ
ジュールを更新できます。開発者のマシン上には次のディレクトリ構造があると想定します。

/work
  /src    - application source code
  /build  - compiled class files
  /dist   - assembled EAR and JAR files

表表表表 7-5 アプリケーションの再起動用オプションアプリケーションの再起動用オプションアプリケーションの再起動用オプションアプリケーションの再起動用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-application 
appName -start

指定されたアプリケーションおよび子アプリケーションを起動しま
す。

-application 
appName -stop

指定されたアプリケーションおよび子アプリケーションを停止しま
す。

-application 
appName -restart

指定されたアプリケーションおよび子アプリケーションを再起動し
ます。 

OC4J のポーリングが有効であり、アプリケーション内のファイル

が変更されている場合、そのアプリケーションは再デプロイされま
す。

注意注意注意注意 : 増分的な再デプロイは、CMP または BMP エンティティ Bean にアプ
リケーション全体を再デプロイするよりも効率的ですが、セッション Bean、
メッセージドリブン Bean または EJB 3.0 JPA エンティティでは当てはまりま
せん。この機能の使用に関する詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイ
メント・ガイド』の「更新された EJB モジュールの増分再デプロイ」を参照
してください。
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更新済 EJB JAR が /distディレクトリのアプリケーションの application.xml J2EE 標準デ
プロイメント・ディスクリプタに定義されている相対パスと一致する場所にある場合、次のコ
マンドを /distディレクトリから発行できます。

java -jar $ORACLE_HOME/admin.jar ormi://myoc4jserver:23791 oc4jadmin password 
    -application petstore -updateEJBModule customerEjb.jar 

更新済ファイルが /buildディレクトリ内にある場合、JAR の場所を -fileオプションに指定
した次のコマンドを /distディレクトリから発行できます。

java -jar admin.jar ormi://myoc4jserver:23791 oc4jadmin password 
    -application petstore -updateEJBModule customerEjb.jar 
    -file build/customerEjb.jar

データソースの管理データソースの管理データソースの管理データソースの管理
admin.jarを使用して、特定のアプリケーションのデータソースを作成、削除、リスト出力ま
たはテストします。また、10.1.3 より前の data-sources.xmlファイルを新しいファイル形
式に変換できます。

アプリケーション固有のデータソースの作成アプリケーション固有のデータソースの作成アプリケーション固有のデータソースの作成アプリケーション固有のデータソースの作成
新しいアプリケーション固有のデータソースを構成する -installDataSourceオプションの
構文は、次のとおりです。

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId adminPassword -application 
appName -installDataSource -jar path
-url url -location jndiName [-pooledLocation jndiName]
[-xaLocation jndiName] [-ejbLocation jndiName] -username name
-password password [-connectionDriver className] -className className
[-sourceLocation jndiName][-xaSourceLocation jndiName]

次に例を示します。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password -application myapp 
-installDataSource -jar C:/jdbc/lib/ojdbc14dms.jar 
-url jdbc:oracle:thin:@dev2:1521:main -location jdbc/OracleUddi
-username dbuser -password dbpw -className oracle.jdbc.pool.OracleDataSource 

表表表表 7-6 EJB モジュールの更新用オプションモジュールの更新用オプションモジュールの更新用オプションモジュールの更新用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-application appName 
-updateEJBModule 

指定された EJB モジュールを新しい EJB で更新します。

� relativePath: 
アプリケーションの application.xml J2EE デプロイメン

ト・ディスクリプタに定義されている、更新済 BEAN を含む

EBJ JAR への相対パス。 

� -file path:
ファイルの場所が application.xmlデプロイメント・ディ

スクリプタに指定されている相対パスと一致しない場合の更新
済 EJB JAR のパスおよびファイル名。
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表表表表 7-7 データソースの管理用オプション  データソースの管理用オプション  データソースの管理用オプション  データソースの管理用オプション  

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-application appName 
-installDataSource

指定されたアプリケーションの新しいデータソースをインストール
します。次のサブスイッチを使用してデータソース情報を指定しま
す。

-jar path:  
必須。OC4J サーバーに追加される JDBC ドライバが含まれる JAR
ファイルへのパス。 

-url url:  
必須。JDBC データベースの URL。 

-location jndiName:  
必須。RAW データソースの JNDI 名。

たとえば、jdbc/DefaultPooledDSなど。 

-pooledLocation jndiName:  
任意。プールされたデータソースの JNDI 名。

たとえば、jdbc/DefaultPooledDSなど。

-xaLocation jndiName:  
任意。XA ソースの JNDI 名。たとえば、jdbc/xa/DefaultXADS
など。-ejbLocationが指定されている場合は必須。

-ejbLocation jndiName:  
任意。コンテナ管理のトランザクション・データソースの JNDI 名。

これは、グローバル JTA トランザクションを実行できるデータソー

スのみです。たとえば、jdbc/DefaultDSなど。 

-username name:  
必須。データベースにログインするためのユーザー名。

-password password:  
必須。データベースにログインするためのパスワード。

-connectionDriver className: 
任意。JDBC データベース・ドライバのクラス。 

-className className
必須。oracle.jdbc.pool.OracleDataSourceなどのデータ

ソースのクラス名。 

-sourceLocation jndiName:  
任意。この特殊なデータソースの基礎となるデータソースの JNDI
名。

-xaSourceLocation jndiName:  
任意。この特殊なデータソースの基礎となる XA データソースの

JNDI 名。
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既存のデータソースのリスト出力既存のデータソースのリスト出力既存のデータソースのリスト出力既存のデータソースのリスト出力 / テストテストテストテスト / 削除削除削除削除
admin.jarを使用すると、特定のアプリケーションに関連付けられたデータソースのリスト出
力やテスト、または削除も可能です。 

新しい構成への既存のデータソースの変換新しい構成への既存のデータソースの変換新しい構成への既存のデータソースの変換新しい構成への既存のデータソースの変換
OC4J 10g（10.1.3.1.0）実装では、10.1.3 および 10.1.3 より前（10.1.2 および 9.0.4）の形式の
data-sources.xmlファイルも使用できます。10.1.3 より前の OC4J 実装で使用され、独自の
data-sources.xmlファイルを含むアプリケーションでは、Application Server Control コン
ソールを使用して data-sources.xmlファイルを変更（既存のデータソースの変更やデータ
ソースの削除など）すると、OC4J 10g（10.1.3.1.0）実装により data-sources.xmlファイル
が 10.1.3 より前の形式から 10.1.3 形式に自動的に変換されます。 

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J が稼働中または停止中のが稼働中または停止中のが稼働中または停止中のが稼働中または停止中の data-sources.xml ファイルのファイルのファイルのファイルの
変換変換変換変換
admin.jarコマンドの -convertDataSourceConfigurationオプションを使用すると、
10.1.3 より前の data-sources.xmlファイルを新しいファイル形式に変換できます。 

スタンドアロン環境で OC4J インスタンスがアクティブな状態では、次の構文で admin.jar
を使用して、10.1.3 より前の data-sources.xmlファイルを 10.1.3 形式に手動で変換できま
す。 

java -jar admin.jar ormi://oc4jHost:oc4jOrmiPort adminId adminPassword 
-convertDataSourceConfiguration old-data-sources.xml new-data-sources.xml

たとえば、次のコマンドは、既存の構成を変換して新しいファイルに書き込みます。

java -jar admin.jar ormi://localhost:23791 oc4jadmin password 
-convertDataSourceConfiguration C:¥oc4j¥j2ee¥home¥config¥data-sources.xml 
C:¥new¥data-sources.xml

変換後、古い data-sources.xmlは参照に必要な情報が含まれているため、削除するのでは
なく名前を変更することをお薦めします。生成された新しいファイルは、レガシー・ファイル
が格納されているディレクトリにコピーします。

構文では、ORMI URL はオプションです。ORMI URL は、OC4J が稼働している場合にのみ指
定できます。

表表表表 7-8 アプリケーションおよびデータソースの管理用オプションアプリケーションおよびデータソースの管理用オプションアプリケーションおよびデータソースの管理用オプションアプリケーションおよびデータソースの管理用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-application appName 
-listDataSource

インストールされた各データソース・オブジェクトについて静的に
構成された情報を取得します。

-application appName 
-testDataSource

既存のデータソースをテストします。次のサブスイッチを使用して
情報を指定します。

-location jndiName:  
必須。データソースのネームスペースの場所。
たとえば、jdbc/DefaultDSなど。

-username name:  
任意。パスワードとともにログインに使用するユーザー名。

-password password:  
任意。ログインに使用するパスワード。

-application appName 
-removeDataSource

既存のデータソースを削除します。次のサブスイッチを使用して情
報を指定します。

-location jndiName:  
必須。データソースのネームスペースの場所。
たとえば、jdbc/DefaultDSなど。
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また、OC4J インスタンスが稼働していなくても、デプロイ前に data-sources.xmlファイル
を変換できます。オフライン変換の構文は次のとおりです。 

java -jar admin.jar -convertDataSourceConfiguration 
old-data-sources.xml new-data-sources.xml

アプリケーションおよび新しいアプリケーションおよび新しいアプリケーションおよび新しいアプリケーションおよび新しい data-sources.xml ファイル間での一貫性のファイル間での一貫性のファイル間での一貫性のファイル間での一貫性の
確認確認確認確認
変換後、アプリケーションと新しいファイルの間にデータソースの参照に使用される JNDI ロ
ケーションに関する一貫性があることを確認するために、手動または自動で、新しい
data-sources.xmlファイルを表示して調査します。 

古い形式では複数のロケーション属性（location、ejb-locationおよび xa-location)
など）が使用されています。そのため、新しいファイルには使用されていないデータソース定
義が含まれているので、この一貫性チェックを実行することをお薦めします。新しい 10.1.3 形
式への変換により、古い data-sources.xmlファイルで指定されている各ロケーション属性
に対応する別のデータソースが、新しい data-sources.xmlファイルに作成されます。多く
の場合、クライアント・アプリケーションでは、locationまたは ejb-location属性で定
義されているデータソースのみが使用されます。変換された data-sources.xmlファイルに
は、アプリケーションでは使用されない定義が含まれていますが、削除できます。 

新しい data-sources.xml形式の例は、『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』の
「データソース」の章を参照してください。 

注意注意注意注意 :

� ORMI ポートを指定した場合は、OC4J は稼働している必要があります。
OC4J が稼働していない場合には、admin.jarコマンドラインから
ORMI URL を除外する必要があります。

� ORMI ポートを指定しない場合、admin.jarコマンドは、OC4J が稼働
している状態または稼働していない状態のいずれかで実行されます。

� admin.jarユーティリティは、スタンドアロン OC4J 環境でのみ使用で
きます。このユーティリティは、Oracle Application Server 環境にイン
ストールされますが、OPMN 管理環境では使用できません。

� 新しい admin_client.jarユーティリティは、スタンドアロンおよび
管理されている Oracle Application Server のどちらの環境でも使用でき
ます。ただし、admin_client.jarユーティリティでは、
data-sources.xmlファイルの変換は行われません。
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コネクタのデプロイまたはアンデプロイ
コネクタのデプロイまたはアンデプロイコネクタのデプロイまたはアンデプロイコネクタのデプロイまたはアンデプロイコネクタのデプロイまたはアンデプロイ
次のコマンドの 1 つを使用すると、RAR ファイルにパッケージされた Java コネクタ・アーキ
テクチャに準拠するリソース・アダプタをデプロイまたはアンデプロイできます。 

表表表表 7-9 アプリケーションのデプロイ用オプションアプリケーションのデプロイ用オプションアプリケーションのデプロイ用オプションアプリケーションのデプロイ用オプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

-deployconnector コネクタをデプロイします。次のサブスイッチにアプリケーション
情報を指定します。

-file path:  
必須。デプロイする RAR ファイルのパスおよびファイル名。

-name name:  
リソース・アダプタの名前。

-nativeLibPath path:  
RAR ファイル内の、ネイティブ・ライブラリ（DLL など）を格納

するディレクトリへのパス。 

-grantAllPermissions: 
必要に応じて、リソース・アダプタによってリクエストされるすべ
てのランタイム権限を付与する場合に指定します。

-undeployconnector 指定されたコネクタをアンデプロイします。

name name:  
アンデプロイするコネクタの名前。 

スタンドアロン RAR のアンデプロイでは、defaultアプリケー

ションを再起動する必要はありません。
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8

クラスタおよびクラスタおよびクラスタおよびクラスタおよび OC4J グループの構成と管理グループの構成と管理グループの構成と管理グループの構成と管理

この章では、Oracle Application Server 環境のクラスタ・トポロジと、Oracle Application 
Server クラスタ内の OC4J インスタンスのグループを構成および管理する方法について説明し
ます。この章の内容は次のとおりです。

� クラスタリングの概要

� Oracle Application Server クラスタ内の OC4J グループの作成および管理

� クラスタの構成

� クラスタのステータスの表示

� Oracle HTTP Server を使用したルーティングおよびロード・バランシングの構成

� アプリケーション・マウント・ポイントの構成

� 複数の JVM での OC4J インスタンスの稼働

アプリケーションのクラスタリング（セッションまたは状態のレプリケーションを目的として
Oracle Application Server ノードにデプロイされたアプリケーションのクラスタリング）は、
第 9 章「OC4J でのアプリケーションのクラスタリング」で説明します。
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クラスタリングの概要
クラスタリングの概要クラスタリングの概要クラスタリングの概要クラスタリングの概要
この項では、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）でサポートされるクラスタ
リング方式の概要と、10.1.3 リリースと旧リリースの機能の重要な変更点について説明します。
この項の内容は次のとおりです。

� クラスタリングの動作

� サポートされるクラスタリング・モデル

� クラスタリングにおける変更点

クラスタリングの動作クラスタリングの動作クラスタリングの動作クラスタリングの動作
現行リリースでは、クラスタ・トポロジは、2 つ以上の緩やかに接続された Oracle Application 
Server ノードとして定義されます。

クラスタ内での接続は、Oracle Application Server コンポーネント（OC4J や Oracle HTTP 
Server など）間の通信を管理する Oracle Notification Server（ONS）の機能により提供されま
す。ONS サーバーは、Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）のコンポー
ネントで、すべての Oracle Application Server ホストにデフォルトでインストールされます。
クラスタ・トポロジの構成時、実際には各 Oracle Application Server ノードで稼働している
ONS サーバーに接続しています。 

Oracle Application Server の旧リリースでは、完全に接続されたサーバー・ノードの集合のク
ラスタリングのみをサポートしていました。つまり、各ノードは ONS 構成ファイル

（ons.conf）に明示的に指定する必要がありました。クラスタに対してノードが追加または削
除されると、各サーバー・ノードで構成を更新し、サーバーを再起動する必要がありました。

現行リリースでは、新しい動的検出動的検出動的検出動的検出方式をサポートし、基本的にクラスタが自己管理できるよ
うになりました。このフレームワークでは、各 ONS は 新のクラスタ・トポロジのマップを保
持します。新しい ONS がクラスタに追加されると、既存の ONS は、新しいノードとその接続
情報をそれぞれのマップに追加します。同時に、新しい ONS はすべての既存のノードをその
マップに追加します。また、ONS がクラスタから削除されると、残りのノードのマップにこの
変更が反映されます。

Oracle Application Server リリース 3（10.1.3.0.0）では、ONS 構成ファイル（ons.conf）は使
用されません。かわりに、ONS 構成データは、OPMN 構成ファイル opmn.xmlの
<notification-server>要素に設定されています。このファイルは、各ノードの
ORACLE_HOME/opmn/confディレクトリにあります。同様に、クラスタリング構成は、
<topology>サブ要素内に設定されています。<notification-server>要素で使用できる
<topology>サブ要素は 1 つのみです。

次の例に、opmn.xmlのクラスタ・トポロジ構成を示します。

<notification-server>
  <topology>
    <discover list="*225.0.0.20:8001"/>
  </topology>
  ...
</notification-server>

<topology>要素に指定されたクラスタリング構成は、ノードにインストールされた Oracle 
Application Server コンポーネント（Oracle HTTP Server や OC4J など）のすべてのインスタン
スに適用されます。クラスタ・トポロジ内のすべてのノードは、opmn.xmlファイルに指定さ
れているのと同じように構成されている必要があります。
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クラスタリングの概要
サポートされるクラスタリング・モデルサポートされるクラスタリング・モデルサポートされるクラスタリング・モデルサポートされるクラスタリング・モデル
次のクラスタリング・モデルがサポートされます。

� 動的ノード検出

この構成では、同じサブネット内の各 ONS ノードはマルチキャスト・メッセージでその存
在を通知します。各ノードのクラスタ・トポロジのマップはノードが追加または削除され
ると自動的に更新され、クラスタは自己管理できるようになります。 

構成手順は、8-13 ページの「マルチキャストを使用した動的ノード検出の構成」を参照し
てください。

� 検出サーバー検出サーバー検出サーバー検出サーバーとしての静的ハブ

クラスタ内の特定のノードを、クラスタのトポロジ・マップを保持する検出サーバーとし
て機能するように構成します。他のノードは検出サーバーを介して相互に接続します。ト
ポロジの検出サーバー・ハブは、別のトポロジのハブに接続できます。

8-17 ページの「静的検出サーバーの構成」を参照してください。

� 分離されたトポロジのゲートウェイを介した接続

この構成は、指定されたゲートウェイ・ノードを使用して、ファイアウォールによって分
離されたトポロジまたは別のサブネット上にあるトポロジを接続する場合に使用します。 

詳細は、8-19 ページの「トポロジ間ゲートウェイの構成」を参照してください。

� 手動によるノード構成

この構成では、クラスタ内の各ノードのホスト・アドレスおよびポートを手動で構成に指
定します。これは、Oracle Application Server 10g リリース 2（10.1.2）でサポートされて
いたものと同じクラスタリング方式で、主に下位互換性を提供するためにサポートされて
います。 

手順は、8-21 ページの「静的ノードツーノード通信の構成」を参照してください。

クラスタリングにおける変更点クラスタリングにおける変更点クラスタリングにおける変更点クラスタリングにおける変更点
次に、Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3）のクラスタ構成における旧リリース
からの変更点を示します。

� Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、OC4J インスタンスはクラス
タ・トポロジ内のグループに属しています。これにより、Oracle Application Server クラ
スタ全体でグループに対してデプロイ、構成および管理操作を実行できます。 

Oracle Application Server 10g リリース 3（10.1.3.1.0）では、グループは管理者が任意の名
前を使用して明示的に作成します。グループを作成したら、クラスタ・トポロジ内に存在
する任意の OC4J インスタンスを移入できます。 

� Distributed Configuration Management（DCM）フレームワークは、クラスタで共通の構
成情報をレプリケートするために旧リリースの Oracle Application Server で使用されてい
ましたが、現行リリースには含まれていません。つまり、次のことを意味します。

– dcmctlコマンドライン・ユーティリティまたは Application Server Control コンソー
ルを使用した構成はサポートされなくなりました。

– 現在、クラスタ構成は、クラスタ内の各ノードにインストールされている opmn.xml
ファイルに手動でレプリケートする必要があります。

注意注意注意注意 : グループの作成および管理の手順は、Oracle Application Server 10g リ
リース 3（10.1.3.0.0）から変更されました。10.1.3.0.0 リリースを使用してい
た場合は、8-4 ページの「Oracle Application Server クラスタ内の OC4J グ
ループの作成および管理」で説明されている、10.1.3.1.0 リリースにおけるグ
ループの作成および管理の新しい手順を確認してください。
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Oracle Application Server クラスタ内の OC4J グループの作成および管理
� ONS 構成ファイル（ons.conf）は使用されなくなりました。現在、ONS 接続データは、
OPMN 構成ファイル opmn.xmlの <notification-server>要素に設定されています。
このファイルは、OC4J または Oracle HTTP Server インスタンスを含む各ノードの
ORACLE_HOME/opmn/confディレクトリにあります。

� クラスタ内のその他すべてのノードと接続するように、各ノードを手動で構成する必要は
なくなりました。

Oracle Application Server クラスタ内のクラスタ内のクラスタ内のクラスタ内の OC4J グループの作成およびグループの作成およびグループの作成およびグループの作成および
管理管理管理管理

OPMN 管理環境のすべての OC4J インスタンスは、グループグループグループグループに属している必要があります。グ
ループは、同じクラスタ・トポロジに属する一連の OC4J インスタンスです。グループでは、
グループ内のすべての OC4J インスタンスに対して、共通の構成、管理およびデプロイ・タス
クを同時に実行できます。

Application Server Control コンソールを使用して、追加のグループを作成し、「グループ」
ページから OC4J インスタンスのグループに対して次のタスクを実行できます。

� 起動、停止および再起動などのプロセス管理操作

� デプロイ、アンデプロイおよび再デプロイなどのデプロイ操作

� JDBC データソースやコネクション・プールの作成、変更または削除などの JDBC 管理操作

� JMS 宛先の作成および削除、JMS コネクション・ファクトリの作成、変更または削除など
の JMS プロバイダ操作

「グループ」ページを表示するには、「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」セクション
でグループ名をクリックします。
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Oracle Application Server クラスタ内の OC4J グループの作成および管理
図図図図 8-1「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」セクション「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」セクション「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」セクション「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」セクション

アプリケーション・サーバー・インスタンスをインストールすると、デフォルトの OC4J グルー
プ（default_group）が自動的に作成されます。Oracle Application Server 10g リリース 3

（10.1.3.1.0）のインストール時に、デフォルト・グループに存在するデフォルトの OC4J インス
タンスがインストーラにより作成されます。その後、OC4J インスタンスを追加してグループに
編成できます。

たとえば、Oracle Application Server クラスタ全体のグループのすべての OC4J インスタンスに
特定のアプリケーションをデプロイするための新規グループを作成できます。その後、
Application Server Control コンソールの「グループ」ページを使用して、クラスタ全体で
OC4J グループ内のアプリケーションの全インスタンスに対してアプリケーション固有の構成の
変更を実行できます。

次の各項では、1 つ以上の Oracle Application Server クラスタ全体でレプリケートされたアプ
リケーションで、グループ操作を行うために OC4J インスタンスのグループを作成および管理
する方法を説明します。

� OC4J インスタンスのグループの作成

� グループ内の OC4J インスタンスの管理

� クラスタでの変更のレプリケート

� 複数の JVM での OC4J インスタンスの稼働
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Oracle Application Server クラスタ内の OC4J グループの作成および管理
OC4J インスタンスのグループの作成インスタンスのグループの作成インスタンスのグループの作成インスタンスのグループの作成
グループを使用すると、複数の OC4J インスタンスに対して次の各タスクを一度で実行できま
す。

� グループ内のすべての OC4J インスタンスの OC4J サーバー・プロパティの変更

� グループ内のすべての OC4J インスタンスの起動または停止

� グループ内の全 OC4J インスタンス上のアプリケーションのデプロイ、アンデプロイまたは
再デプロイ

� JDBC データソースやコネクション・プールの作成、変更または削除などの JDBC 管理操作
の実行

� JMS 宛先の作成または削除、JMS コネクション・ファクトリの作成、変更または削除など
の JMS プロバイダ操作の実行

次に示すように、Application Server Control コンソールを使用してグループを管理できます。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」で、グループを選択します。

2. 「管理」タブを選択します。

3. 「管理」ページには、グループ全体の管理機能が表示されています。これらの機能には、セ
キュリティ・プロバイダの管理は含まれません。

Application Server Control コンソールを使用して新しい OC4J グループを作成するには、次の
ようにします。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」で、「作成」「作成」「作成」「作成」を選択します。

2. 「グループの作成」ページで次のようにします。

a. グループ名を指定します。

グループ名に使用できるのは英数字およびアンダースコアのみで、カッコ、ピリオド、
ドル記号（$）、アスタリスク（*）またはカンマなどの特殊文字は使用できません。名
前は、文字またはアンダースコアで開始する必要があります。

表 8-1 に、OC4J インスタンスとグループの有効な名前および無効な名前の例を示しま
す。

b. グループに移動する OC4J インスタンスを選択します。 

OC4J インスタンスを新しいグループに移動すると、インスタンスは前のグループから
削除されます。インスタンスを移動する前に停止しておく必要があります。

c. 「作成」「作成」「作成」「作成」を選択します。

表表表表 8-1 OC4J インスタンスおよびグループの名前インスタンスおよびグループの名前インスタンスおよびグループの名前インスタンスおよびグループの名前

インスタンスまたはグループの有効な名前インスタンスまたはグループの有効な名前インスタンスまたはグループの有効な名前インスタンスまたはグループの有効な名前 インスタンスまたはグループの無効な名前インスタンスまたはグループの無効な名前インスタンスまたはグループの無効な名前インスタンスまたはグループの無効な名前

OC4J1 $OC4J_2

_production_apps 32_PROD_test

test_environment_42 !deployGroup2

Deployment_Group3 deployment_(group3)

注意注意注意注意 : 次のようにして、グループの作成後に OC4J インスタンスをグループ
に移動することも可能です。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページの「グループ」で、グループを選択します。

2. 「グループ : groupname」ページで、「追加」「追加」「追加」「追加」を選択します。
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グループを作成すると、「クラスタ・トポロジ」ページのグループのリストに表示されます。
8-8 ページの「グループ内の OC4J インスタンスの管理」で説明されているように、後からグ
ループに OC4J インスタンスを追加することや、グループからインスタンスを削除することが
可能です。

次の操作中にグループを作成することも可能です。

� 新規 OC4J インスタンスの作成中

新規 OC4J インスタンスの作成時に、新規グループの作成、またはインスタンスの既存の
グループの特定を実行できます。グループを指定しない場合、新規インスタンスは
default_groupに割り当てられます。

� グループからの OC4J インスタンスの削除中

グループからの OC4J インスタンスの削除時に、新規グループの作成、またはインスタン
スの既存のグループの特定を実行できます。

次に、複数の OC4J インスタンスおよびグループを使用して、Oracle Application Server 環境を
管理する例を示します。

� 特定の目的のために OC4J インスタンスを作成します。たとえば、デフォルトの OC4J イン
スタンスを管理 OC4J とし、Application Server Control のデプロイにのみ使用します。本
番アプリケーションのデプロイ用には別の OC4J インスタンスを作成します。

� パフォーマンスを向上させるために追加の OC4J インスタンスを作成し、本番アプリケー
ションのロード・バランシングを実現します。

� 同じアプリケーションのデプロイ先である OC4J インスタンスをグループ化し、個々の
OC4J インスタンスではなく、そのグループに対してアプリケーション固有の変更を行える
ようにします。また、個々の OC4J インスタンスに何度もデプロイするのではなく、その
グループにアプリケーションを一度にデプロイできます。

注意注意注意注意 : グループ間での OC4J インスタンスの移動には、次の制限が適用され
ます。

� グループからまたはグループにOC4Jインスタンスを移動する前に停止し
ておく必要があります。

� インスタンスをグループから移動する際には、グループ内の 1 つ以上の
OC4J インスタンスが稼働している必要があります。

� グループの OC4J インスタンスが 1 つのみの場合、移動する前にそのイン
スタンスを停止して別のインスタンスを作成し、その新しいインスタン
スを起動する必要があります。
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グループ内のグループ内のグループ内のグループ内の OC4J インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理インスタンスの管理
OC4J には、グループへの追加の OC4J インスタンスの作成や、Oracle Application Server クラ
スタ内のグループからのインスタンスの削除を実行するためのツールがあります。新規作成さ
れた OC4J インスタンスは、Application Server Control コンソールからアクセスおよび管理で
きます。

この項の内容は次のとおりです。

� OC4J インスタンスの追加作成

� 新規インスタンスへのアクセスおよび管理

� グループからの OC4J インスタンスの削除

OC4J インスタンスの追加作成インスタンスの追加作成インスタンスの追加作成インスタンスの追加作成
グループに OC4J インスタンスを追加するには、次の方法があります。

� Application Server Control コンソールの「アプリケーション・サーバー」ページを使用

� ORACLE_HOME/binディレクトリにインストールされている createinstanceユーティ
リティを使用

Application Server Control コンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用した OC4J インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成  Application Server 
Control コンソールを使用して OC4J インスタンスを作成するには、次のようにします。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページで、Oracle Application Server インスタンスの名前をクリッ
クし、「アプリケーション・サーバー : instance_name」ページへ移動します。

2. 「「「「OC4J インスタンスの作成」インスタンスの作成」インスタンスの作成」インスタンスの作成」をクリックします。

3. 「OC4J インスタンスの作成」ページで、次の情報を入力します。

� OC4J インスタンス名インスタンス名インスタンス名インスタンス名 : インスタンス名を入力します。

� 次の項目のいずれかを選択します。

– 名前を指定して既存のグループに追加名前を指定して既存のグループに追加名前を指定して既存のグループに追加名前を指定して既存のグループに追加 : 「既存のグループ名」「既存のグループ名」「既存のグループ名」「既存のグループ名」からグループを選
択します。

– 名前を指定して新規グループに追加名前を指定して新規グループに追加名前を指定して新規グループに追加名前を指定して新規グループに追加 : 「新規グループ名」「新規グループ名」「新規グループ名」「新規グループ名」フィールドで、新規グ
ループの名前を入力します。

� 「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」「作成後にこのインスタンスを起動します。」を選択します。

4. 「作成」「作成」「作成」「作成」をクリックします。

インスタンスが作成されると確認画面が表示されます。この OC4J インスタンスのパスワード
は、インストール用に oc4jadminユーザーに使用されるパスワードと同じです。

注意注意注意注意 : homeはデフォルトの OC4J インスタンスの名前用に予約されているた
め、homeをインスタンス名として入力することはできません。
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createinstance ユーティリティを使用したユーティリティを使用したユーティリティを使用したユーティリティを使用した OC4J インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成インスタンスの作成  createinstanceユー
ティリティを使用すると、次の構文でグループに追加の OC4J インスタンスを作成できます。

createinstance -instanceName instanceName [-port httpPort] [-groupName group]

スタンドアロンの OPMN 管理 OC4J インスタンス（「J2EE Server およびプロセス管理」インス
トール・タイプ）にインスタンスを新規作成するときは、HTTP リスナー・ポートを
httpPortの値として指定する必要があります。この HTTP リスナー・ポートは、インスタン
ス用に作成された Web サイト構成ファイル default-web-site.xmlに設定されます。

すべての新規 OC4J インスタンスがグループに割り当てられます。指定したグループが存在し
ない場合は、作成されます。-groupNameスイッチが指定されていない場合、インスタンスは
default_groupグループに割り当てられます。

作成プロセスの一環として、パスワードの入力を要求されます。このパスワードは、このイン
スタンスの oc4jadminユーザーと関連付けられます。OPMN との問題を回避するために、
oc4jadminユーザーが管理インスタンスの Application Server Control コンソールへのアクセ
スに使用するのと同じパスワードを入力することをお薦めします。

作成操作の一部として、新規インスタンスは既存の opmn.xmlファイルに追加されます。
OPMN が新規インスタンスを認識していることを確認するために、作成操作の 後に OPMN
のリロードが実行されます。このリロードでは、createinstanceユーティリティが OPMN
の構成に使用された MBeanServer に接続している必要があります。新規 OC4J インスタンスの
パスワードは、認証に使用されます。新規インスタンスのパスワードが MBeanServer が稼働し
ているインスタンスのパスワードと異なる場合は、エラーが戻されます。このためにインスタ
ンスが作成されないことはありませんが、OPMN またはその他のコンポーネントが新規インス
タンスに接続する必要がある場合に問題の原因になります。そのため、すべての OC4J インス
タンスをターゲットの Oracle Application Server クラスタに同じパスワードで作成することを
お薦めします。

また、ユーザーがグループ操作を実行できるように、Oracle Application Server クラスタ内に
存在するグループの各 OC4J インスタンスの oc4jadminユーザーに同じパスワードを指定す
る必要があります。

必要に応じて HTTP ポートを -portの値に指定できます。この機能は、Oracle Application 
Server インスタンスに Oracle HTTP Server が含まれない場合に使用できます。HTTP ポートを
設定すると、OC4J インスタンスのホームページに直接アクセスできるようになります。 

新規インスタンスは、デフォルトの home OC4J インスタンスと同じ場所の、新しい
ORACLE_HOME/j2ee/instanceディレクトリ内に作成されます。インスタンス構成が指定さ
れる新しい <process-type>要素も opmn.xml構成ファイルに追加されます。

注意注意注意注意 : homeはデフォルトの OC4J インスタンスの名前用に予約されているた
め、instancenameに homeを指定することはできません。

使用上の注意使用上の注意使用上の注意使用上の注意 :

� createinstanceユーティリティは、Oracle Application Server インス
タンスの状態が実行中か停止中かに関係なく使用できます。

� ORMI over SSL（ORMIS）リクエストの受入れに新規 OC4J インスタン
スが必要な場合、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』で
説明しているように、インスタンス固有の rmi.xmlファイルで ORMIS
を構成し、opmn.xmlを ORMIS ポート情報で更新する必要があります。
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次のディレクトリおよびファイルは、新しい ORACLE_HOME/j2ee/instanceディレクトリ構
造で生成されます。 

applib/
applications/
config/
  contains default versions of all server-level configuration files
config/database-schemas/
  contains all database schema XML files packaged with OC4J
connectors/
  contains RAR files packaged with OC4J
log/
persistence/

新規インスタンスには、OC4J バイナリ・ライブラリが含まれません。かわりに、homeインス
タンスにインストールされたライブラリを利用します。この新規インスタンスには、default
アプリケーションはデプロイされますが、他のデプロイ済アプリケーション（Application 
Server Control コンソールなど）のバイナリおよび構成ファイルはコピーされません。

新規インスタンスへのアクセスおよび管理新規インスタンスへのアクセスおよび管理新規インスタンスへのアクセスおよび管理新規インスタンスへのアクセスおよび管理
OPMN によって起動された新規インスタンスは、Application Server Control コンソールの「ク
ラスタ・トポロジ」ページからアクセスできます。 

oc4jadminユーザーとしてログインし、createinstanceユーティリティを使用してインス
タンスを作成したときに設定したパスワードを指定します。 

ログインすると、アプリケーションのデプロイなどのあらゆる管理者タスクをインスタンスで
実行できます。

グループからのグループからのグループからのグループからの OC4J インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除
8-6 ページの「OC4J インスタンスのグループの作成」で説明されているように、別のグループ
に移動するか削除することで、グループから OC4J インスタンスを削除できます。OC4J インス
タンスを削除するには、次の方法があります。

� Application Server Control コンソールで OC4J インスタンスがインストールされている
Oracle Application Server の「アプリケーション・サーバー」ページを使用 

� ORACLE_HOME/binディレクトリにインストールされている removeinstanceユーティ
リティを使用

どちらの方法でも、j2eeディレクトリ構造からインスタンスに作成されたディレクトリが削除
され、opmn.xmlからインスタンスの構成データが削除されます。OC4J インスタンスの削除に
は次のガイドラインが適用されます。

� インストール中に Oracle Application Server によって作成された OC4J homeインスタンス
は削除できません。

� インストール後にユーザーによって作成された OC4J インスタンスは削除できます。

� 削除する OC4J インスタンスは停止状態である必要があります（Application Server Control
によって実行されます）。

� removeinstanceツールの使用時に OPMN が稼働している場合は、opmnctl reloadを
起動して更新済の opmn.xmlをランタイムにリロードする必要があります。
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Application Server Control コンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用した OC4J インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除  Application Server 
Control コンソールを使用して OC4J インスタンスを削除するには、次のようにします。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページで、OC4J インスタンスが稼働している Oracle Application 
Server インスタンスの名前をクリックし、「アプリケーション・サーバー : 
instance_name」ページへ移動します。

2. 削除するインスタンスの「削除」「削除」「削除」「削除」アイコンをクリックします。

3. 「確認」ページで、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。

インスタンスが削除されると確認画面が表示されます。

removeinstance ユーティリティを使用したユーティリティを使用したユーティリティを使用したユーティリティを使用した OC4J インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除インスタンスの削除  OC4J インスタンスは、
removeinstanceユーティリティを使用して削除できます。このユーティリティは、
ORACLE_HOME/j2eeディレクトリ構造からインスタンス用に作成されたディレクトリを削除
し、opmn.xmlからインスタンスの構成データを削除します。 

removeinstanceユーティリティは、ORACLE_HOME/binディレクトリにインストールされ
ています。構文は次のとおりです。

removeinstance -instanceName instanceName

ユーティリティを使用してインスタンスを削除するには、次のようにします。

1. インスタンスを停止します。

ORACLE_HOME/opmn/bin/opmnctl stopproc process-type=oc4J_instanceName

2. インスタンスを削除します。

ORACLE_HOME/bin/removeinstance -instanceName oc4J_instanceName

クラスタでの変更のレプリケートクラスタでの変更のレプリケートクラスタでの変更のレプリケートクラスタでの変更のレプリケート
Oracle Application Server リリース 3（10.1.3）には Distributed Configuration Management

（DCM）フレームワークが用意されていないため、Oracle Application Server 10.1.3 ではクラス
タ内での構成ファイルの同期が変更されました。表 8-2 に、レプリケートが必要なファイルを
まとめます。

リリース 10.1.3.1.0 で導入された OC4J のグループ化機能（8-6 ページの「OC4J インスタンスの
グループの作成」を参照）を使用すると、Application Server Control、admin_client.jar
コマンドライン・ユーティリティおよび OC4J Ant タスクを使用して、OC4J インスタンスのグ
ループ全体に一貫して EAR、WAR、RAR および共有ライブラリをデプロイできます。これに
より、OC4J インスタンスのグループ内のモジュール・レベルで一貫性のある構成を実現できま
す。これらのツールを使用した OC4J インスタンスのグループへのデプロイの詳細は、
第 6 章「admin_client.jar ユーティリティの使用方法」および『Oracle Containers for J2EE デプ
ロイメント・ガイド』を参照してください。 

特定の構成ファイルでは、管理者はグループ化機能を使用して、Application Server Control コ
ンソール、admin_client.jarコマンドラインおよび OC4J Ant タスクから、OC4J インスタ
ンスのグループ全体のデータソース、コネクション・プールおよび JMS リソースを構成するこ
ともできます。特に、この機能がサポートされている構成ファイルは、data-sources.xml
および jms.xmlです。

複数の OC4J インスタンス全体で一貫性のある構成ファイルを作成する も簡単な方法は、
Oracle Application Server の複数の JVM 機能を使用することです。この機能を使用すると、
ユーザーは単一の OC4J 構成が同時に実行される JVM インスタンスの数（n）を設定できます。
その結果、一貫性のある単一の構成セットから、n で指定した数の OC4J インスタンスが起動さ
れます。単一の構成セットの任意のファイルを変更すると、JVM セットの番号に対応して、起
動されたすべての OC4J インスタンスが更新されます。OC4J インスタンスごとに JVM の番号
を構成する方法は、8-32 ページの「複数の JVM での OC4J インスタンスの稼働」で説明されて
います。
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アプリケーションの構成を変更するためにクラスタ全体を手動で構成する必要がある場合に備
え、表 8-2 に、これらの特定の機能だけでなく、すべての構成ファイルとその使用方法を説明
します。

表表表表 8-2 クラスタでレプリケートする構成ファイルクラスタでレプリケートする構成ファイルクラスタでレプリケートする構成ファイルクラスタでレプリケートする構成ファイル

ファイルファイルファイルファイル ORACLE_HOME での場所での場所での場所での場所 レプリケートまたは管理対象データレプリケートまたは管理対象データレプリケートまたは管理対象データレプリケートまたは管理対象データ

application.xml /j2ee/instance
/config

� すべてのデプロイ済アプリケーションにデ
フォルトで適用される構成データに加えら
れた変更。

� データソースまたは他の共有リソースへの
参照。

� <imported-shared-libraries>要素内

の共有ライブラリ定義。 

カスタム共有ライブラリのコード・ソース
は、OC4J ホストにインストールする必要

があり、ライブラリは OC4J インスタンス

にある server.xmlで参照する必要があ

ります。

data-sources.xml /j2ee/instance
/config

� デプロイ済アプリケーションで使用できる
ようにする必要があるカスタム・データ
ソースの構成データ。

default-web-site.
xml

/j2ee/instance
/config

� 該当する場合は、セキュアな Web サイト

（HTTPS）構成。

*-web-site.xml /j2ee/instance
/config

� OC4J インスタンスで使用される追加 Web
サイトの構成ファイルを指定された場所に
コピーします。 

Web サイト構成ファイルへの参照は、

13-7 ページの「OC4J での Web サイトの新

規作成」で説明しているように、
opmn.xmlまたは server.xmlに追加す

る必要があります。

global-web-applic
ation.xml

/j2ee/instance
/config

� 新しいサーブレット定義またはサーブレッ
ト構成の変更（<init-param>の変更な

ど）。

� 変更された JSP コンテナのプロパティ。詳

細は、『Oracle Containers for J2EE 
JavaServer Pages 開発者ガイド』を参照し

てください。 

j2ee-logging.xml /j2ee/instance
/config

� ロギング構成の変更。

javacache.xml /j2ee/instance
/config

� Java キャッシュ構成の変更。

jazn.xml /j2ee/instance
/config

� XMLベースまたはLDAPベースのセキュリ

ティ・プロバイダの構成。jazn.xmlファ

イルの詳細は、『Oracle Containers for J2EE
セキュリティ・ガイド』を参照してくださ
い。 

jazn-data.xml /j2ee/instance
/application-deplo
yments/appName

� XML ベースのプロバイダ構成を、このプロ

バイダを使用するすべてのアプリケーショ
ンに対して、指定された場所にレプリケー
トします。LDAP ベースのプロバイダを使

用するアプリケーションには不要です。
jazn-data.xmlファイルの詳細は、

『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・

ガイド』を参照してください。 
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クラスタの構成
クラスタの構成クラスタの構成クラスタの構成クラスタの構成
この項では、次のクラスタリング・モデルを構成する手順について説明します。

� マルチキャストを使用した動的ノード検出の構成

� 静的検出サーバーの構成

� トポロジ間ゲートウェイの構成

� ネットワーク接続の有無にかかわらず動作するマシンの構成

� 静的ノードツーノード通信の構成

マルチキャストを使用した動的ノード検出の構成マルチキャストを使用した動的ノード検出の構成マルチキャストを使用した動的ノード検出の構成マルチキャストを使用した動的ノード検出の構成
動的ノード検出は、 も単純なクラスタリング構成です。このモデルでは、各 ONS ノードは、
その存在を通知する単純なマルチキャスト・メッセージをブロードキャストし、クラスタ内の
ノードが相互に動的に検出できるようにします。

次のツールは、マルチキャスト検出を使用して OC4J インスタンスをクラスタに追加するため
に使用できます。

� opmnctl

このユーティリティには、マルチキャストの port:addressで opmn.xmlを更新するた
めのコマンドと、インスタンスをクラスタに追加するために必要な Web サイト構成データ
が含まれます。詳細は、8-15 ページの「opmnctl によるマルチキャスト検出の構成」を参
照してください。

� opmnassociate 

このユーティリティは、OC4J インスタンスをクラスタに追加するためのワンステップ・ソ
リューションを提供します。詳細は、8-16 ページの「opmnassociate によるマルチキャス
ト検出の構成」を参照してください。

各 ONS は、クラスタ・トポロジのマップを独自に保持します。新しい ONS がクラスタに追加
されると、既存の ONS は、新しいノードとその接続情報をそれぞれのマップに追加します。同
時に、新しい ONS はすべての既存のノードをそのマップに追加します。また、ONS がクラス
タから削除されると、残りのノードのマップにこの変更が反映されます。

jms.xml /j2ee/instance
/config

� 接続先またはコネクション・ファクトリへ
の追加。

rmi.xml /j2ee/instance
/config

� RMI 構成の変更（ロギング構成など）。

注意注意注意注意 : Oracle Application Server は、インストール時にクラスタに追加でき
ます。

表表表表 8-2 クラスタでレプリケートする構成ファイル（続き）クラスタでレプリケートする構成ファイル（続き）クラスタでレプリケートする構成ファイル（続き）クラスタでレプリケートする構成ファイル（続き）

ファイルファイルファイルファイル ORACLE_HOME での場所での場所での場所での場所 レプリケートまたは管理対象データレプリケートまたは管理対象データレプリケートまたは管理対象データレプリケートまたは管理対象データ
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クラスタの構成
図図図図 8-2 動的検出モデル動的検出モデル動的検出モデル動的検出モデル

マルチキャスト・メッセージは異なるネットワーク構成によって制限されるため、動的ノード
検出は、同じサブネット上にある ONS ノードに対してのみのオプションとなる場合がありま
す。ただし、動的ノード検出を使用する複数のサブネットは、ゲートウェイ・サーバーを使用
して接続できます。詳細は、8-19 ページの「トポロジ間ゲートウェイの構成」を参照してくだ
さい。

動的検出の構成は、トポロジ内の各 Oracle Application Server インスタンスにある opmn.xml
ファイルの <topology>要素の <discover>サブ要素内に設定されます。新しいノードをク
ラスタに追加するには、この要素を opmn.xmlファイルに追加するだけです。クラスタから
ノードを削除するには、この要素を削除します。

マルチキャスト IP アドレスおよびポートは、list属性の値として設定します。IP アドレスの
前のアスタリスク（*）は、指定された値がマルチキャスト・アドレスであることを OPMN に
伝えるため、重要です。複数の値は、それぞれをカンマで区切って指定できます。

<opmn>
 <notification-server>
  <port ...  />
  <ssl ... />
  <topology>
    <discover list="*225.0.0.20:8001"/>
  </topology>
 </notification-server>
 ...
</opmn>

注意注意注意注意 :

� トポロジ内のすべてのノードは、同じマルチキャスト・アドレスおよび
ポートを使用するように構成する必要があります。

� マルチキャスト・アドレスは、有効なアドレス範囲（224.0.1.0～
239.255.255.255）内にある必要があります。 

マルチキャスト・アドレスおよびポートの割当ては、他のアプリケーション
との競合を回避するために、システム管理スタッフが管理することをお薦め
します。
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クラスタの構成
opmnctl によるマルチキャスト検出の構成によるマルチキャスト検出の構成によるマルチキャスト検出の構成によるマルチキャスト検出の構成
OPMN コマンドライン・ツール opmnctlでは、新しい config topologyコマンドをサポー
トします。このコマンドを使用すると、opmn.xml内でマルチキャストの <discovery>エン
トリを指定、更新または削除できます。 

opmnctlツールは、各ノードの ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインストールされ
ています。このツールは各ノードで個別に実行する必要があり、そのノードの opmn.xmlファ
イルのみが更新されます。

検出データの挿入または更新検出データの挿入または更新検出データの挿入または更新検出データの挿入または更新

updateコマンドは、<discover>要素を指定された値で挿入または更新します。構文は次の
とおりです。

opmnctl config topology update discover="*multicastAddress:multicastPort"

次に例を示します。

opmnctl config topology update discover="*225.0.0.20:8001"

opmnctl reload

検出データの削除検出データの削除検出データの削除検出データの削除

deleteコマンドは、<discover>要素を opmn.xmlから削除し、事実上ノードをクラスタか
ら削除します。<topology>要素に他のサブ要素がない場合は、同様に削除されます。 

opmnctl config topology delete discover

opmnctl reload

注意注意注意注意 : opmn.xmlファイルの変更を有効にするには、リロードする必要があ
ります。対象となるノードで次のコマンドを実行し、opmn.xmlをリロード
します。

opmnctl reload

このコマンドは、OPMN 管理コンポーネント（Oracle HTTP Server、OC4J
およびデプロイ済アプリケーションなど）には影響を与えません。

OPMN 管理スタンドアロン管理スタンドアロン管理スタンドアロン管理スタンドアロン OC4J インスタンスの追加に関する注意インスタンスの追加に関する注意インスタンスの追加に関する注意インスタンスの追加に関する注意 :

OPMN 管理の OC4J インスタンスには、Oracle HTTP Server（「J2EE Server
およびプロセス管理」インストール・タイプ）は含まれません。デフォルト
Web サイトは、デフォルトで HTTP リクエストをリスニングするように構成
されます。 

インスタンスをクラスタに追加する際に、Apache JServ Protocol（AJP）を使
用するように Web サイトを構成する必要があります。この変更は、OC4J イ
ンスタンスが Oracle HTTP Server からのリクエストを受信し応答できるよう
にするために必要です。 

デフォルトの Web サイトで使用されるプロトコルおよびポートは、
Application Server Control コンソールの「ランタイム・ポート」ページを使
用して構成できます。opmnctl config port updateコマンドは、
opmn.xmlに定義されたデフォルト Web サイト構成の変更にも使用できま
す。詳細は、13-5 ページの「opmnctl による Web サイトの構成」を参照して
ください。
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クラスタの構成
opmnassociate によるマルチキャスト検出の構成によるマルチキャスト検出の構成によるマルチキャスト検出の構成によるマルチキャスト検出の構成
opmnassociateユーティリティは、マルチキャスト検出を使用してデフォルトの home OC4J
インスタンスをクラスタに追加します。このユーティリティは、次の手順を実行します。

1. opmn.xmlの <discover>要素に、指定されたマルチキャスト・アドレスおよびポートを
挿入または更新します。

2. opmn.xmlの対応する <port>要素を変更して、Apache JServ Protocol（AJP）を使用して
Oracle HTTP Server からのリクエストを受信し応答するようにデフォルト Web サイトを構
成します。

3. OPMN を再起動し、新しい構成をランタイムにロードします。

opmnassociateツールは、各 OC4J インスタンスの ORACLE_HOME/binディレクトリにイン
ストールされています。このツールは各インスタンスで個別に実行する必要があり、そのイン
スタンスの opmn.xmlファイルのみが更新されます。

UNIX および Linux システムでの構文は次のとおりです。

opmnassociate.sh "*multicastAddress:multicastPort" [-restart]

次に例を示します。

opmnassociate.sh "*225.0.0.20:8001" -restart

Windows システムでの構文は次のとおりです。

opmnassociate "*multicastAddress:multicastPort" [-restart]

次に例を示します。

opmnassociate "*225.0.0.20:8001" -restart

IP アドレスの前にアスタリスク（*）を付ける必要があります。 

注意注意注意注意 : opmnassociateユーティリティは、デフォルトの home OC4J インス
タンスをクラスタに追加する場合にのみ使用できます。home2などの別の
OC4J インスタンスを追加する場合は、8-15 ページの「opmnctl によるマルチ
キャスト検出の構成」に説明されているように、opmnctlユーティリティを
使用します。一般的に、opmnassociateは、マルチキャスト検出を構成す
るために設定されている、より完全な opmnctlコマンドを簡略化したもの
です。8-15 ページの「opmnctl によるマルチキャスト検出の構成」で説明さ
れているように、マルチキャスト検出の構成には、opmnctlを使用すること
をお薦めします。
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クラスタの構成
静的検出サーバーの構成静的検出サーバーの構成静的検出サーバーの構成静的検出サーバーの構成
この構成は peer-to-peer クラスタリング・モデルに似ており、同じクラスタ内に、静的ハブま
たは検出サーバー検出サーバー検出サーバー検出サーバーとして機能するように構成された 1 つ以上の ONS ノードがあります。

クラスタ内の各 ONS ノードは、クラスタ・トポロジのマップを保持する検出サーバーと接続を
確立します。検出サーバーは、接続ノードに 新のトポロジ・マップを提供し、接続ノードが
クラスタ内の他の ONS ノードと通信できるようにします。 

opmnctl を使用すると、静的検出サーバーへの接続を構成できます。詳細は、8-18 ページの
「opmnctl による静的検出サーバー接続の構成」を参照してください。

図図図図 8-3 静的検出サーバー・モデル静的検出サーバー・モデル静的検出サーバー・モデル静的検出サーバー・モデル

クラスタ内の各静的ハブ・ノードにある opmn.xmlファイルの <discover>要素内に、検出
サーバーの TCP/IP 接続情報を設定します。次に例を示します。

<opmn>
 <notification-server>
  <port ...  />
  <ssl ... />
  <topology>
   <discover list="node1.company.com:6200"/>
  </topology>
 </notification-server>
 ...
</opmn>

必須情報は次のとおりです。

� 静的検出サーバーのホスト名または IP アドレス。

� OPMN の remoteポート。次に示すように、静的サーバーにインストールされている
opmn.xmlファイル内の <port>要素に定義されています。

<port local="6100" remote="6200" request="6003"/>
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クラスタの構成
opmnctl による静的検出サーバー接続の構成による静的検出サーバー接続の構成による静的検出サーバー接続の構成による静的検出サーバー接続の構成
OPMN コマンドライン・ツール opmnctlでは、新しい config topologyコマンドをサポー
トします。このコマンドを使用すると、opmn.xml内で <discover>エントリを指定、更新ま
たは削除できます。 

opmnctlツールは、各ノードの ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインストールされ
ています。このツールは各ノードで個別に実行する必要があり、そのノードの opmn.xmlファ
イルのみが更新されます。

検出データの挿入または更新検出データの挿入または更新検出データの挿入または更新検出データの挿入または更新

updateコマンドは、<discover>要素を指定された値で挿入または更新します。構文は次の
とおりです。

opmnctl config topology update discover="serverHost:opmnRemotePort"

次に例を示します。

opmnctl config topology update discover="node.company.com:6200"

opmnctl reload

検出データの削除検出データの削除検出データの削除検出データの削除

deleteコマンドは、<discover>要素を opmn.xmlから削除し、事実上ノードをクラスタか
ら削除します。<topology>要素に他のサブ要素がない場合は、同様に削除されます。 

opmnctl config topology delete discover

opmnctl reload

注意注意注意注意 : opmn.xmlファイルは、OPMN ランタイムで変更を有効にするために
リロードする必要があります。対象となるノードで次のコマンドを実行し、
opmn.xmlをリロードします。

opmnctl reload

このコマンドは、OPMN 管理コンポーネント（Oracle HTTP Server、OC4J
およびデプロイ済アプリケーションなど）には影響を与えません。
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クラスタの構成
トポロジ間ゲートウェイの構成トポロジ間ゲートウェイの構成トポロジ間ゲートウェイの構成トポロジ間ゲートウェイの構成
クラスタ・トポロジが異なるサブネット上にある、またはファイアウォールや物理的な場所に
よって分離されている状況では、特定の ONS ノードをゲートウェイゲートウェイゲートウェイゲートウェイとして構成し、ONS 通知
を異なるトポロジ間で送信できるようにすることができます。 

図図図図 8-4 ゲートウェイ・サーバーを使用したトポロジの接続ゲートウェイ・サーバーを使用したトポロジの接続ゲートウェイ・サーバーを使用したトポロジの接続ゲートウェイ・サーバーを使用したトポロジの接続

このモデルでは、それぞれの分離されたトポロジ内の ONS ノードはゲートウェイ・サーバーと
して構成され、クラスタへのエントリ・ポイントとなります。ゲートウェイ構成は、
<topology>要素の <gateway>サブ要素内に指定されます。 

ソース・ゲートウェイ・ノードとその接続先の各ターゲット・ノードのホストおよびポートは、
list属性の値として設定します。ノードがリストされる順序は重要ではありません。 

� ノードごとに、サーバーのホスト名または IP アドレスと、OPMN の remoteポートを指定
します。このポートは、次に示すように、静的サーバーにインストールされた opmn.xml
ファイルの <port>要素に定義されています。

<port local="6100" remote="6200" request="6003"/>

� 各ノードのデータをアンパサンド（&）で区切ります。 

� ノードのリストの 後に /を 1 つ指定します。
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クラスタの構成
次の例に、ゲートウェイ・ノード node2および node3と接続する node1に対する opmn.xml
の構成を示します。同じ構成をこれらのゲートウェイ・ノードのそれぞれに設定できます。リ
ストの 後の /に注意してください。

<opmn>
 <notification-server>
  <port ...  />
  <ssl ... />
  <topology>
   <gateway list="node1.com:6201&node2.com:6202&node3.com:6203/"/>
   <discover list="*224.0.0.37:8205"/>
  </topology>
 </notification-server>
 ...
</opmn>

<gateway>要素の他に、<topology>要素に <discover>要素があることに注意してくださ
い。この要素には、ノード独自のクラスタ内で動的検出に使用されるマルチキャスト・アドレ
スおよびポートが指定されています。

あるいは、前述の例の <topology>要素全体を、クラスタ・トポロジ内のすべてのノードにあ
る opmn.xmlファイルにコピーできます。node1のみが <gateway>構成を利用します。つま
り、他のノードによって無視されます。

構成を単純化するには、すべてのゲートウェイ・ノード（ソースおよびターゲット）の接続
データを <gateway>サブ要素に設定した後、この要素を各ゲートウェイ・ノードにある
opmn.xmlファイルにコピーします。ここでも、ノードの順序は重要ではありません。各ノー
ドはリストの自身のエントリを無視するだけです。 

ネットワーク接続の有無にかかわらず動作するマシンの構成ネットワーク接続の有無にかかわらず動作するマシンの構成ネットワーク接続の有無にかかわらず動作するマシンの構成ネットワーク接続の有無にかかわらず動作するマシンの構成
localhostを使用する単一のマシンで作業している場合は、<notification-server>要素
の <ipaddr>サブ要素に IP アドレスを追加し、クラスタの <port> 要素に定義されているよう
に localhostの OPMN リモート・ポートを参照するよう、<discover>要素に検出リスト
を明示的に設定します。次にこの構成の例を示します。

   <notification-server>
      <ipaddr remote="127.0.0.1" request="127.0.0.1"/>
      <port local="6101" remote="6201" request="6004"/>
      <ssl enabled="true" wallet-file="$ORACLE_HOME¥opmn¥conf¥ssl.wlt¥default"/>
      <topology>
         <discover list="localhost:6201"/>
      </topology>
   </notification-server>

localhost IP アドレス 127.0.0.1 を指定すると、マシンはネットワークに接続していても接続して
いなくても動作します。 

注意注意注意注意 : opmn.xmlファイルは、OPMN ランタイムで変更を有効にするために
リロードする必要があります。対象となるノードで次のコマンドを実行し、
opmn.xmlをリロードします。

opmnctl reload

このコマンドは、OPMN 管理コンポーネント（Oracle HTTP Server、OC4J
およびデプロイ済アプリケーションなど）には影響を与えません。
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クラスタの構成
静的ノードツーノード通信の構成静的ノードツーノード通信の構成静的ノードツーノード通信の構成静的ノードツーノード通信の構成
この静的構成モデルは、基本的には Oracle Application Server 10g リリース 1（10.1.2）および
9i リリース 1（9.0.4）で使用されたものと同じ方式です。このモデルは、主にこれらの旧リ
リースとの下位互換性を提供するためにサポートされています。

図図図図 8-5 静的ノードツーノード・モデル静的ノードツーノード・モデル静的ノードツーノード・モデル静的ノードツーノード・モデル

この構成では、クラスタ内の各ノードのホスト・アドレスおよび ONS リモート・リスナー・
ポートを含むノード・リストノード・リストノード・リストノード・リストを指定します。Oracle Application Server リリース 3（10.1.3.0.0）
より前のリリースでは、ONS 構成データが opmn.xmlに統合される場合、この構成は
ons.conf構成ファイルに設定されていました。   

クラスタ内の各ノードのホスト・アドレスおよび ONS リモート・リスナー・ポート
（<notification-server>の <port>サブ要素内に指定）を <nodes>サブ要素内に定義し
ます。各ノードはカンマで区切ります。

次に例を示します。

<opmn>
 <notification-server>
  <port local="6101" remote="6202" request="6004"/>
  <ssl ... />
  <topology>
   <nodes list="node1-sun:6201,node2-sun:6202"/>
  </topology>
 </notification-server>
 ...
</opmn>

クラスタ内の各ノードに同じリストを指定します。各 ONS インスタンスは、リストで自身を識
別し、そのエントリを無視します。
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クラスタのステータスの表示クラスタのステータスの表示クラスタのステータスの表示クラスタのステータスの表示
opmnctlまたは Application Server Control コンソールを使用して、クラスタ内の Oracle 
Application Server コンポーネントの現行のステータスを表示できます。 

� opmnctl によるクラスタのステータスの表示

� Application Server Control コンソールでのクラスタのステータスの表示

opmnctl によるクラスタのステータスの表示によるクラスタのステータスの表示によるクラスタのステータスの表示によるクラスタのステータスの表示
クラスタ内の Oracle Application Server ノードで opmnctlを使用して、クラスタのステータス
をチェックできます。

opmnctl @cluster status

出力には、クラスタ内のアクティブな各 Oracle Application Server インスタンスにインストー
ルされたコンポーネントのステータスが示されます。

Processes in Instance: AppSrv1.comp1.yourcompany.com
-------------------+--------------------+---------+---------
ias-component      | process-type       |     pid | status
-------------------+--------------------+---------+---------
OC4JGroup:COLORS   | OC4J:home          |   26880 | Alive
OC4JGroup:COLORS   | OC4J:oc4j_soa      |   26256 | Alive
HTTP_Server        | HTTP_Server        |   26879 | Alive

Processes in Instance: AppSrv2.comp2.yourcompany.com
-------------------+--------------------+---------+---------
ias-component      | process-type       |     pid | status
-------------------+--------------------+---------+---------
OC4JGroup:COLORS   | OC4J:home          |   26094 | Alive
OC4JGroup:COLORS   | OC4J:oc4j_soa      |     N/A | Down
HTTP_Server        | HTTP_Server        |   26093 | Alive

Application Server Control コンソールでのクラスタのステータスの表示コンソールでのクラスタのステータスの表示コンソールでのクラスタのステータスの表示コンソールでのクラスタのステータスの表示
Application Server Control コンソールのホームページの左上隅にある「クラスタ・トポロジ」「クラスタ・トポロジ」「クラスタ・トポロジ」「クラスタ・トポロジ」
リンクをクリックします。 

結果ページには、クラスタ内のアクティブな各 Oracle Application Server インスタンスととも
に、各インスタンス上のアクティブなアプリケーションが表示されます。このページから、ク
ラスタ内のインスタンスまたはデプロイ済アプリケーションにアクセスできます。

注意注意注意注意 : opmn.xmlファイルは、OPMN ランタイムで変更を有効にするために
リロードする必要があります。対象となるノードで次のコマンドを実行し、
opmn.xmlをリロードします。

opmnctl reload

このコマンドは、OPMN 管理コンポーネント（Oracle HTTP Server、OC4J
およびデプロイ済アプリケーションなど）には影響を与えません。
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Oracle HTTP Server を使用したルーティングおよびを使用したルーティングおよびを使用したルーティングおよびを使用したルーティングおよび
ロード・バランシングの構成ロード・バランシングの構成ロード・バランシングの構成ロード・バランシングの構成

ロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングロード・バランシングという用語は、クラスタ内のサーバー・インスタンスに受信サービス・
リクエストを分散するプロセスを指します。Oracle Application Server クラスタでのロード・
バランシングは、Oracle HTTP Server の mod_oc4jモジュールによって管理されます。この構
成では、Oracle HTTP Server インスタンスは受信 HTTP および HTTPS リクエストに対するフ
ロントエンド・リスナーとして機能します。mod_oc4jはリクエストされたアプリケーション
を提供する OC4J インスタンスに各リクエストをルーティングします。

Oracle Application Server リリース 3（10.1.3）では、ロード・バランシングは、同じクラスタ
に属する Oracle Application Server インスタンスに対しては完全に動的です。Oracle HTTP 
Server または mod_oc4jをさらに構成する必要はありません。

� 動的 OC4J インスタンス検出

Oracle HTTP Server インスタンスではクラスタ内の各 OC4J インスタンスとそこにデプロ
イされたアプリケーションに関する情報が動的に更新され、Oracle HTTP Server が適切な
インスタンスにリクエストをルーティングできるようになります。 

詳細は、8-29 ページの「アプリケーション・マウント・ポイントの動的構成の有効化」を
参照してください。

� 動的ルーティング

新しいリリースでは、ルーティングルーティングルーティングルーティング ID 方式をサポートしています。この方式を使用する
と、Oracle HTTP Server インスタンスがリクエストを転送する OC4J インスタンスを必要
に応じて制御できます。基本的には、特定の Oracle HTTP Server インスタンスからのリク
エストを処理する一連のインスタンスを制御できるようになります。すべての Oracle 
HTTP Server および OC4J インスタンスは、インストール時にデフォルトのルーティング
ID を使用するように構成されるため、構成は不要です。

詳細は、8-23 ページの「Web サーバーのルーティング ID を使用した OC4J リクエスト・
ルーティングの制御」を参照してください。

クラスタ内の様々な Oracle HTTP Server および OC4J インスタンスの ONS サーバーが、この
章で説明しているクラスタリング構成方式のいずれかを使用して接続されることが唯一の要件
です。詳細は、8-13 ページの「クラスタの構成」を参照してください。

Web サーバーのルーティングサーバーのルーティングサーバーのルーティングサーバーのルーティング ID を使用したを使用したを使用したを使用した OC4J リクエスト・ルーティングリクエスト・ルーティングリクエスト・ルーティングリクエスト・ルーティング
の制御の制御の制御の制御

OPMN 管理のインストールでは、すべての Oracle HTTP Server および OC4J インスタンスに
ルーティング ID が割り当てられます。この ID は、opmn.xmlに定義されています。Oracle 
HTTP Server インスタンスは、ルーティング ID を共有する OC4J インスタンスにのみ受信 Web
リクエストをルーティングします。つまり、特定の Oracle HTTP Server インスタンスがリクエ
ストをルーティングする一連の OC4J インスタンスを事実上定義できます。

デフォルトのルーティング ID がすべてのコンポーネント・インスタンスに割り当てられるた
め、インストールと同時に、クラスタ内のすべての Oracle HTTP Server インスタンスはリクエ
ストをクラスタ内の OC4J インスタンスにルーティングできます。

一般的な Oracle Application Server クラスタでは、ユーザーからのリクエストは 1 つ以上の
Oracle HTTP Server インスタンスによって受信され、それらのリクエストはクラスタ内にデプ
ロイされたアプリケーションにルーティングされます。各アプリケーション・サーバー、OC4J
インスタンス、グループおよびデプロイ済アプリケーションのルーティング ID により、Oracle 
HTTP Server がそれぞれのリクエストをルーティングする宛先が決定されます。
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これ以降では、次の各項でルーティング ID の変更方法を説明します。

� Application Server Control コンソールを使用したルーティング ID の変更

� opmn.xml ファイルのルーティング ID の変更

AJP リクエストをリスニングする Web サイトの構成方法の詳細は、13-3 ページの「Web サイ
ト接続データの構成」を参照してください。

Application Server Control コンソールを使用したルーティングコンソールを使用したルーティングコンソールを使用したルーティングコンソールを使用したルーティング ID の変更の変更の変更の変更
Application Server Control コンソールを使用して、クラスタの各アプリケーションおよびコン
ポーネントに割り当てられたルーティング ID を変更または表示するには、次のようにします。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページに移動します。

2. ページの「管理」セクションまでスクロールし、「ルーティング「ルーティング「ルーティング「ルーティング ID 構成」構成」構成」構成」をクリックしま
す。

「ルーティング ID 構成」ページには、クラスタ・トポロジ内のコンポーネントおよびアプリ
ケーションの階層が表示されます。たとえば、アプリケーション・サーバーの「開く」「開く」「開く」「開く」アイコ
ンをクリックすると、そのアプリケーション・サーバー・インスタンス内のグループが表示さ
れます。各グループ内には、グループを構成する OC4J インスタンスが表示されます。また、
特定の OC4J インスタンスを開くと、その OC4J インスタンスにデプロイされているアプリケー
ションが表示されます。

デフォルトで、アプリケーション・サーバー・インスタンスにルーティング ID が割り当てら
れ、グループ、OC4J インスタンスおよびアプリケーションは、アプリケーション・サーバーの
ルーティング ID を継承します。特定のグループ、OC4J インスタンスまたはアプリケーション
に別のルーティング ID を入力すると、アプリケーション・サーバーから継承されたルーティン
グ ID は新しいルーティング ID で上書きされます。

クラスタ内で複数のアプリケーション・サーバー・インスタンスを管理している場合、ある
OC4J インスタンスをメンバーとして含むグループがアプリケーション・サーバーごとに 1 つず
つ表示されるため、同じグループが階層に複数表示されます。これは、「ルーティング ID 構成」
ページの階層が、各アプリケーション・サーバーの Oracle ホーム・ディレクトリに格納されて
いる Oracle Process Management and Notification（OPMN）ソフトウェアの構成ファイル

（opmn.xml）に基づいているためです。そのため、グループのルーティング ID を変更する際に
は注意してください。特定の Oracle HTTP Server リクエストをグループ内の一部の OC4J イン
スタンスにのみルーティングする必要がある場合を除き、「ルーティング ID 構成」ページでは、
グループのすべてのインスタンスに同じルーティング ID を割り当ててください。

注意注意注意注意 : アプリケーション・サーバー、コンポーネントまたは個々のアプリ
ケーションのルーティング ID を変更すると、HTTP リクエストがデプロイ済
アプリケーションに送信されなくなる場合があります。クラスタ内でそのア
プリケーションの別のインスタンスが使用可能で、ルーティング ID が同一で
ある場合以外は、この変更によってユーザーがアプリケーションを使用でき
なくなる可能性があります。
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opmn.xml ファイルのルーティングファイルのルーティングファイルのルーティングファイルのルーティング ID の変更の変更の変更の変更
ルーティング ID は、opmn.xmlの、id属性が routing-idである <data>要素に定義され
ます。<data>要素エントリは、起動時にインスタンスに渡されるパラメータを指定する
<category id="start-parameters">のサブ要素です。インスタンスごとに設定されるデ
フォルトの routing-id値は、g_rt_idです。 

<category id="start-parameters">
  <data id="routing-id" value="g_rt_id"/>
</category>
デフォルトのルーティング ID が指定されている <data>要素は、Oracle Application Server イ
ンスタンスの OPMN 構成データが指定されている <ias-instance>要素内に設定されます。
ルーティング ID はこのレベルに設定されるため、この <data>要素に設定される
routing-id値は、OAS インスタンス内にインストールされる Oracle HTTP Server および
OC4J コンポーネントのすべてのインスタンスに適用されます。 

<opmn>
 <process-manager>
  ...
  <ias-instance id="instance1" name="instance1">
   ...
    <environment>
     ...
    </environment>
    <module-data>
     <category id="start-parameters">
      <data id="routing-id" value="g_rt_id"/>
     </category>
    </module-data>
   </environment>
   <ias-component id="HTTP_Server">
    ...
   </ias-component>
   <ias-component id="default_group">
    ...
   </ias-component>
  </ias-instance>
 </process-manager>
</opmn>

しかし、ルーティング ID は、コンポーネントの <category id="start-parameters">要
素内に <data>要素を追加して、個々の Oracle HTTP Server または OC4J インスタンス・レベ
ルに設定できます。この値は、Oracle Application Server インスタンス・レベルに割り当てら
れたルーティング ID に優先します。

routing-id属性の値には任意の文字列を指定できます。この識別子には特定の書式はありま
せん。opmn.xmlの次のエントリは、Oracle HTTP Server インスタンスのルーティング ID を
設定します。

<opmn>
 <process-manager>
  ...
  <ias-instance id="instance1" name="instance1">
   ...
   <ias-component id="HTTP_Server">
     <environment>
      ...
     </environment>
     <process-type id="HTTP_Server" module-id="OHS">
       <module-data>
        <category id="start-parameters">
          <data id="start-mode" value="ssl-enabled"/>
          <data id="routing-id" value="group_b_id"/>
        </category>
       </module-data>
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       <process-set id="HTTP_Server" numprocs="1"/>
      </process-type>
     </ias-component>
  </ias-instance>
 </process-manager>
</opmn>

opmn.xmlの次のエントリは、OC4J の homeインスタンスのルーティング ID を設定します。

<opmn>
 <process-manager>
  ...
  <ias-instance id="instance1" name="instance1">
   ...
    <ias-component id="default_group">
     <environment>
     </environment>
     <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
       <module-data>
        <category id="start-parameters">
          <data id="java-options" ... />
          <data id="routing-id" value="group_b_id"/>
        </category>
       </module-data>
       <process-set id="HTTP_Server" numprocs="1"/>
       <port id="default-web-site" range="12501-12600" protocol="ajp" />
       <port id="rmi" range="12401-12500"/>
       <port id="jms" range="12601-12700"/
       <port id="rmis" range="12701-12800"/
       <process-set id="default_group" numprocs="1"/>
      </process-type>
     </ias-component>
  </ias-instance>
 </process-manager>
</opmn>

mod_oc4j ロード・バランシング・オプションの設定ロード・バランシング・オプションの設定ロード・バランシング・オプションの設定ロード・バランシング・オプションの設定
Oracle HTTP Server 内の mod_oc4j モジュールにより、OC4J プロセスにリクエストが委任され
ます。Oracle HTTP Server が OC4J を対象とした URL のリクエストを受信すると、Oracle 
HTTP Server により mod_oc4j モジュールにリクエストがルーティングされます。その後、こ
のモジュールによりそのリクエストは OC4J プロセスにルーティングされます。OC4J プロセス
が失敗すると、OPMN により障害が検出され、mod_oc4j は OC4J プロセスが再起動されるま
で失敗した OC4J プロセスにリクエストを送信しません。

mod_oc4j を構成して、OC4J プロセスへのリクエストをロード・バランシングできます。
Oracle HTTP Server では、mod_oc4j を介して、様々なロード・バランシング・ポリシーをサ
ポートしています。ロード・バランシング・ポリシーには、フェイルオーバーおよび高可用性
に加え、ネットワーク・トポロジおよびホスト・マシンの性能に応じてパフォーマンス上の利
点もあります。

必要とするルーティングのタイプや複雑さに応じて、mod_oc4j に異なるロード・バランシン
グ・ルーティング・アルゴリズムを指定できます。ステートレス・リクエストは、
mod_oc4j.confに指定されているアルゴリズムに基づいて使用可能な任意の宛先にルーティ
ングされます。ステートフル HTTP リクエストは、セッション識別子を使用して前のリクエス
トを処理した OC4J プロセスに転送されます。ただし、mod_oc4j が OPMN との通信を通じて
このプロセスは使用できないと判断した場合は除きます。この場合、mod_oc4j は指定された
ロード・バランシング・プロトコルに従って、使用可能な OC4J プロセスにリクエストを転送
します。

デフォルトでは、すべての OC4J インスタンスの重み付けは同一であり（すべてのインスタン
スの重み付けは 1）、mod_oc4j はラウンド・ロビン方式を使用してリクエストを転送する OC4J
インスタンスを選択します。OC4J インスタンスの重み付けは、インスタンスが処理するリクエ
ストの数を決定するために、トポロジ内のその他の使用可能な OC4J インスタンスの重み付け
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に対する比率として認識されます。リクエストが確立されたセッションに属する場合、リクエ
ストは mod_oc4j により同じ OC4J インスタンスおよびセッションを開始したのと同じ OC4J プ
ロセスに転送されます。

mod_oc4j のロード・バランシング・オプションでは、リクエストを送信する OC4J インスタン
スを決定する際に、OC4J インスタンスで稼働している OC4J プロセスの数は考慮されません。
インスタンスに構成された重み付けおよびその可用性に基づいて OC4J インスタンスが選択さ
れます。

mod_oc4j のロード・バランシング・ポリシーを変更するには、
ORACLE_HOME/Apache/Apache/conf/mod_oc4j.confファイルに Oc4jSelectMethod
および Oc4jRoutingWeightディレクティブを設定します。

1. 各 Oracle Application Server インスタンスの mod_oc4j.confファイルにある
<IfModule mod_oc4j.c>セクションで、Oc4jSelectMethodディレクティブに表 8-3
に示す値のいずれかを設定します。

Oc4jSelectMethodディレクティブを roundrobin:weightedまたは
random:weightedに設定した場合は、Oc4jRoutingWeightディレクティブに重み付
けを指定する必要もあります（次の手順を参照）。

ルーティング・アルゴリズムの選択の詳細は、8-28 ページの「mod_oc4j のロード・バラン
シング・オプションの選択」を参照してください。

例 :

Oc4jSelectMethod random:local

表表表表 8-3 Oc4jSelectMethod の値の値の値の値

値値値値 説明説明説明説明

roundrobin（デフォルト） mod_oc4j によりリストにトポロジのすべての OC4J プロセス

が表示され、プロセスがリストから順番に選択されます。

roundrobin:local roundrobinと似ていますが、リストにはローカル OC4J プロ

セスのみが含まれます。使用可能なローカル OC4J プロセスが

ない場合には、リモート OC4J プロセスが選択されます。

roundrobin:weighted 各インスタンスに構成されているルーティングの重み付けに基
づいて、mod_oc4j により合計のリクエスト負荷が各 OC4J イ
ンスタンスに分散されます。その後、ラウンド・ロビン方式で
ローカル・インスタンスから OC4J プロセスが選択されます。

重み付けは、Oc4jRoutingWeightディレクティブを使用し

て構成します。

random mod_oc4j によりトポロジのすべての OC4J プロセスのリスト

から、OC4J プロセスがランダムに選択されます。

random:local randomと似ていますが、ローカル OC4J プロセスが優先され

ます。使用可能なローカル OC4J プロセスがない場合には、リ

モート OC4J プロセスが選択されます。

random:weighted トポロジの各インスタンスに構成されている重み付けに基づい
て、mod_oc4j により OC4J プロセスが選択されます。

重み付けは、Oc4jRoutingWeightディレクティブを使用し

て構成します。

metric プロセスがどの程度ビジーであるかを示すランタイム・メト
リックに基づいて、mod_oc4j によりリクエストがルーティン

グされます。

metric:local metric と似ていますが、ローカル OC4J プロセスが優先されま

す。使用可能なローカル OC4J プロセスがない場合には、リ

モート OC4J プロセスにルーティングされます。
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メトリックベースのロード・バランシングの設定方法の詳細は、『Oracle HTTP Server 管理
者ガイド』を参照してください。

2. Oc4jSelectMethodディレクティブに重み付けベースのメソッド
（roundrobin:weightedまたは random:weighted）を設定した場合は、
Oc4jRoutingWeightディレクティブに重み付けを指定する必要もあります。

Oc4jRoutingWeightの構文は次のとおりです。

Oc4jRoutingWeight hostname weight

Oc4jRoutingWeightディレクティブを設定しない場合は、デフォルトの重み付けである
1 が使用されます。

例 : 3 つのインスタンス（A、B および C）で構成されるトポロジがあり、B と C では A の
2 倍のリクエストを取得する必要がある場合には、B および C に次のディレクティブを設
定します。

Oc4jSelectMethod roundrobin:weighted
Oc4jRoutingMethod hostB 2
Oc4jRoutingMethod hostC 2

デフォルト値は 1 であるため、hostA には Oc4jRoutingMethodを設定しなくてもかまい
ません。

3. 変更内容が反映されるよう、トポロジのすべてのインスタンス上の Oracle HTTP Server を
再起動します。

> opmnctl @cluster restartproc ias-component=HTTP_Server

mod_oc4j のロード・バランシング・オプションの選択のロード・バランシング・オプションの選択のロード・バランシング・オプションの選択のロード・バランシング・オプションの選択

mod_oc4j の使用するロード・バランシング・オプションを決定する際には、次のガイドライン
に従います。

� 同じ Oracle ホームで Oracle HTTP Server および OC4J が稼働している同一のマシンのある
トポロジには、ローカル・アフィニティ・アルゴリズムを使用するラウンド・ロビンが適
しています。この場合、同じマシン上のすべての OC4J プロセスが使用できないという極
端な場合を除き、mod_oc4j を使用して別のマシンにリクエストをルーティングしても、
Oracle HTTP Server にはほとんどメリットはありません。

� あるマシンのセットで Oracle HTTP Server が稼働し、別のセットでリクエストを処理する
OC4J インスタンスが稼働している分散デプロイには、単純なラウンド・ロビンおよびメト
リックベースのアルゴリズムが適しています。特定の設定でこの 2 つのいずれが適してい
るかを判断するには、それぞれ実験を行って結果を比較する必要があります。これが必要
なのは、システムの動作および受信リクエストの配分によって結果が異なるためです。

� 異なる特徴を持った複数のノードで異なる Oracle Application Server インスタンスが稼働
している異機種間のデプロイには、重み付けが設定されたラウンド・ロビン・アルゴリズ
ムが適しています。各インスタンスに重み付けを設定するだけでなく、 大限の効果を得
るために、各 Oracle Application Server インスタンスで稼働している OC4J プロセスの数
もチューニングしてください。たとえば、重み付けが 4 のマシンでは重み付けが 1 のマシ
ンの 4 倍のリクエストが取得されますが、重み付けが 4 のシステムで 4 倍の OC4J プロセ
スが稼働していることを確認する必要があります。

� メトリックベースのロード・バランシングは、CPU またはデータベース接続の数など、ア
プリケーションのパフォーマンスを占有するメトリックがほとんどない場合に便利です。
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アプリケーション・マウント・ポイントの構成
アプリケーション・マウント・ポイントの構成アプリケーション・マウント・ポイントの構成アプリケーション・マウント・ポイントの構成アプリケーション・マウント・ポイントの構成
受信リクエストをルーティングするために、Oracle HTTP Server では、リクエストに指定され
た URL とリクエストを処理する OC4J インスタンスをマップする、アプリケーション固有のマ
ウント・ポイントのリストを使用します。この項では、マウント・ポイント作成に関する次の
項目について説明します。

� アプリケーション・マウント・ポイントの動的構成の有効化

� マウント・ポイント構成アルゴリズムの変更点

� マウント・ポイントの構成データの表示

マウント・ポイントの構成の詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

アプリケーション・マウント・ポイントの動的構成の有効化アプリケーション・マウント・ポイントの動的構成の有効化アプリケーション・マウント・ポイントの動的構成の有効化アプリケーション・マウント・ポイントの動的構成の有効化
旧リリースの Oracle Application Server では、アプリケーション・マウント・ポイントのリス
トは mod_oc4j構成ファイルの mod_oc4j.confで手動で管理する必要がありました。 

現行リリースでは、新しいノードおよびアプリケーションがクラスタに対して追加または削除
されると、マウント・ポイントのリストは動的に更新されます。ONS 通知を使用して、クラス
タ内のすべての OC4J インスタンスは、それぞれのデプロイ済アプリケーションのマウント・
ポイント・データを mod_oc4j に送信し、mod_oc4j によってこの情報は内部ルーティング表に
追加されます。

この動的検出方式は、クラスタ化された Oracle Application Server インスタンスではデフォル
トで有効になっているため、追加構成は不要です。

各 OC4J インスタンスによって Oracle HTTP Server に送信されるマウント・ポイント情報には
次のものがあります。 

� OC4J ホスト・アドレス

� OC4J ポート情報（Apache JServ Protocol（AJP）リスナー・ポートなど）

この値は、ノードにある opmn.xmlファイルで AJP に割り当てられる も低い値の使用可
能なポートです。

� Web モジュール名

この値は、バインド先の *-web-site.xml構成ファイルでモジュールに定義される
<web-app>要素の name属性の値として定義されます。

� アプリケーションに定義される Web コンテキスト

この値は、*-web-site.xml構成ファイルでモジュールに定義される <web-app>要素の
root属性に設定されます。

新しいアプリケーションが OC4J インスタンスにデプロイされると、マウント・ポイント情報
が Oracle HTTP Server に送信され、mod_oc4jは動的にアプリケーションを検出し、リクエス
トをルーティングできるようになります。

反対に、アプリケーションが OC4J インスタンスから停止または削除されると、mod_oc4j
ルーティング表はアプリケーションが存在しないことを反映するように更新され、mod_oc4j
はアプリケーション・インスタンスへのリクエストのルーティングを停止します。

8-30 ページの「マウント・ポイント構成アルゴリズムの変更点」で説明されているように、ア
プリケーションのマウント・ポイントは手動で構成することも可能です。マウント・ポイン
ト・リストの表示の詳細は、8-31 ページの「マウント・ポイントの構成データの表示」を参照
してください。マウント・ポイントの構成の詳細は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参
照してください。

注意注意注意注意 : 動的に構成されるマウント・ポイントは、mod_oc4j構成ファイル
（mod_oc4j.conf）には書き込まれません。 
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マウント・ポイント構成アルゴリズムの変更点マウント・ポイント構成アルゴリズムの変更点マウント・ポイント構成アルゴリズムの変更点マウント・ポイント構成アルゴリズムの変更点
動的マウント・ポイントの作成はデフォルトで有効になっていますが、手動で構成されたマウ
ント・ポイントを引き続き使用することもできます。これは、旧リリースの Oracle Application 
Server でサポートされたデフォルトの方式です。 

静的マウント・ポイントは、mod_oc4j構成ファイルの mod_oc4j.confに定義されます。こ
のファイルは、ORACLE_HOME/Apache/Apache/confディレクトリにインストールされてい
ます。デフォルトでは、Oracle HTTP Server はアプリケーションのデプロイ時に動的マウン
ト・ポイントを作成しますが、mod_oc4j.confに定義される静的マウント・ポイントも有効
とみなされます。

使用するマウント・ポイントの構成方式は、mod_oc4j.confの Oc4jRoutingModeパラメー
タに指定されます。表 8-4 に、この変数の値を示します。マウント・ポイントの構成および
mod_oc4j.confの使用方法は、『Oracle HTTP Server 管理者ガイド』を参照してください。

次に示す mod_oc4j.confの例では、DynamicOverrideモードを有効にしています。競合が
発生した場合、このモードでは、指定された動的マウント・ポイントが静的マウント・ポイン
トに優先します。

#########################################################
# Oracle iAS mod_oc4j configuration file: mod_oc4j.conf #
#########################################################

LoadModule oc4j_module libexec/mod_oc4j.so
Oc4jRoutingMode DynamicOverride
<IfModule mod_oc4j.c>
  <Location /oc4j-service>
    SetHandler oc4j-service-handler
  </Location>
    Oc4jMount /j2ee/*
    Oc4jMount /webapp home
    Oc4jMount /webapp/* home
    Oc4jMount /cabo home
    Oc4jMount /cabo/* home
    Oc4jMount /stressH home

注意注意注意注意 : mod_oc4j構成ファイルの Oc4jRoutingModeを Staticに変更す
る場合には、Application Server Control コンソールへのアクセス権を失わな
いように、mod_oc4j.confに次の構成を追加する必要もあります。

Oc4jMount /em/* home
Oc4jMount /em home

表表表表 8-4 Oc4jRoutingMode の値の値の値の値

値値値値 説明説明説明説明

Dynamic 動的に構成されたマウント・ポイントのみが使用されます。静的マ
ウント・ポイントは無視されます。

Static mod_oc4j.confに定義される、手動で構成された静的マウント・

ポイントのみが使用されます。動的マウント・ポイントは新しいア
プリケーションに対して作成されません。

DynamicOverride 動的マウント・ポイントと静的マウント・ポイントの両方が使用さ
れます。競合する場合は、動的に構成されたマウント・ポイントが
使用されます。

StaticOverride 動的マウント・ポイントと静的マウント・ポイントの両方が使用さ
れますが、競合する場合は、手動で構成されたマウント・ポイント
が使用されます。 

デフォルトで mod_oc4j.confに定義されていなくても、この値が

デフォルト・モードです。
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アプリケーション・マウント・ポイントの構成
    Oc4jMount /stressH/* home
</IfModule>

マウント・ポイントの構成データの表示マウント・ポイントの構成データの表示マウント・ポイントの構成データの表示マウント・ポイントの構成データの表示
マウント・ポイントの構成データを Oracle HTTP Server ホストで生成される Web ページに出
力するように、Oracle HTTP Server を構成できます。

次のエントリを、Oracle HTTP Server ホスト・マシンにある Oracle HTTP Server 構成ファイル
httpd.confに追加します。このファイルは、ORACLE_HOME/Apache/Apache/confにイン
ストールされています。

<IfModule mod_oc4j.c>
   Oc4jSet StatusUri /oc4j-status
</IfModule>

ここで、/oc4j-statusコンテキスト URI を Oracle HTTP Server サーバーの URL の 後に追
加すると、マウント・ポイント・データを表示できます。

http://ohsHost:ajpPort/oc4j-status

次に例を示します。

http://node1.company.com:7777/oc4j-status

次に、結果の Web ページにコメントとともに表示されるサンプルの出力を示します。

hostname          : node1.company.com
local instance    : node1.company.com
select method     : Round-Robin
select affinity   : None
# OHS routing configuration
routing mode      : Static-Dynamic
routing ID        : g_rt_id

OC4J Dynamic routing
# Applications using dynamic routing

# 'ascontrol' application
application       : ascontrol
  context         : /em
  process (Jgroup): 0

# 'demos' application
application       : demos
  context         : /ojspdemos/jstl, /ojspdemos
  process (Jgroup): 0 (demos)

OC4J Process List

  process,ias instance,host,port,status
  0 : home.node1.company.com, node1.company.com, 12502, ALIVE
    1 : home.node1.company.com, node1.company.com, 12501, ALIVE
    2 : home.node1.company.com, node1.company.com, 12503, ALIVE
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複数の JVM での OC4J インスタンスの稼働
複数の複数の複数の複数の JVM でのでのでのでの OC4J インスタンスの稼働インスタンスの稼働インスタンスの稼働インスタンスの稼働
OC4J は、標準 Java Development Kit（JDK）の Java 仮想マシン（JVM）で稼働します。各
OC4J インスタンスはデフォルトで 1 つの JVM を使用しますが、図 8-6 に示すように、複数の
JVM で稼働するように構成できます。OC4J インスタンスを複数の JVM で稼働するように構成
すると、インスタンスは基本的に複数のプロセスで稼働します。これにより、パフォーマンス
が向上し、デプロイ済のアプリケーションに一定レベルのフォルト・トレランスが提供されま
す。

図図図図 8-6 複数の複数の複数の複数の JVM で稼働するで稼働するで稼働するで稼働する OC4J インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス

この図には、クラスタ内の Oracle Application Server インスタンスの 1 つである OC4J_home
という名前の OC4J インスタンスから実行するよう構成されている 4 つのプロセスを示します。

ただし、複数の JVM が効率的に稼働するには、追加のハードウェア・リソースが必要です。ま
た、複数のプロセスが同じホストで稼働していて、そのホストが停止した場合には、すべての
JVM プロセスが停止します。 

複数のアプリケーション・サーバー・インスタンスをインストールおよび管理する場合には、
それらのアプリケーション・サーバー・インスタンスを複数のホストにインストールできます。
アプリケーション・サーバーをクラスタ化し、「クラスタ・トポロジ」ページ（またはコマンド
ラインや API）から OC4J グループを作成することで、アプリケーションのクラスタリングお
よびロード・バランシングを利用することもできます。第 9 章「OC4J でのアプリケーションの
クラスタリング」で説明されているように、アプリケーションのクラスタリングにより、各
JVM で稼働しているアプリケーションの異なるインスタンスに状態情報がレプリケートされま
す。

また、Oracle Application Server クラスタおよび OC4J グループにより、ハードウェアまたは
ネットワークの停止からさらに強固に保護されます。1 つのホストが停止しても、別のホスト
にデプロイされているアプリケーションは使用可能です。

注意注意注意注意 : 通常、homeという名前の OC4J インスタンスは、複数プロセス・モデ
ルでの実行には適さない Application Server Control アプリケーションのホス
トであるため、複数のプロセスで実行するように構成することはできません。

注意注意注意注意 :（ascontrolアプリケーションとして表される）Application Server 
Control は、複数の JVM で稼働している OC4J インスタンスでは稼働できま
せん。アクティブな Application Server Control コンソールのホストである
OC4J インスタンスには、複数の JVM を構成しないでください。
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OC4J インスタンス用の追加のインスタンス用の追加のインスタンス用の追加のインスタンス用の追加の JVM の作成の作成の作成の作成
デフォルトで、各 OC4J インスタンスは 1 つの JVM を使用します。ただし、複数の JVM で稼
働するように OC4J インスタンスを構成できます。Application Server Control コンソールを使
用して、OC4J インスタンス用に追加の JVM を作成するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページに移動して「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックし、OC4J の「管理」ページを表示しま
す。このページには、OC4J インスタンスに対して実行可能な様々な管理タスクがリストさ
れた表が表示されています。

2. 「管理」ページで、「サーバー・プロパティ」「サーバー・プロパティ」「サーバー・プロパティ」「サーバー・プロパティ」を選択し、OC4J の「サーバー・プロパティ」
ページを表示します。

3. 「VM のプロセス数」フィールドに、OC4J インスタンスに構成する JVM の数を入力しま
す。

4. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

5. 「クラスタ・トポロジ」ページまたは OC4J ホームページから OC4J インスタンスを再起動
します。

複数の複数の複数の複数の JVM の監視の監視の監視の監視
複数の JVM を使用する場合には、現在のハードウェア・リソースで構成に対応できることを確
認するために JVM のパフォーマンスを監視することが重要です。Application Server Control
コンソールから、OC4J インスタンスに関連付けられている JVM のパフォーマンスを監視およ
び比較できます。

次の各項では、Application Server Control コンソールを使用して JVM メトリックを監視する
方法を説明します。

� ダイナミック・モニタリング・サービス JVM メトリックの監視

� J2SE JVM 5.0 メトリックを監視するための jmxremote システム・プロパティの設定

� Oracle Application Server 環境の J2SE 5.0 JVM メトリックの監視

� スタンドアロン OC4J 環境の J2SE 5.0 JVM メトリックの監視

Application Server Control コンソールから J2SE 5.0 の JVM メトリックを監視するには、JDK 
5.0（1.5）で OC4J を実行し、各 OC4J インスタンスに jmxremoteシステム・プロパティを設
定して監視を有効にする必要があります。

ダイナミック・モニタリング・サービスダイナミック・モニタリング・サービスダイナミック・モニタリング・サービスダイナミック・モニタリング・サービス JVM メトリックの監視メトリックの監視メトリックの監視メトリックの監視
Oracle Application Server 環境で OC4J を実行している場合は、各 JVM の一連のダイナミッ
ク・モニタリング・サービス（DMS）メトリックを監視できます。これらのメトリックは、ス
タンドアロン OC4J 環境では使用できません。

Application Server Control コンソールを使用して Oracle Application Server 環境の DMS JVM
メトリックを表示するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページに移動します。

2. OC4J ホームページの「一般」セクションで、「仮想マシン」「仮想マシン」「仮想マシン」「仮想マシン」フィールドを探します。

3. OC4J インスタンスに JVM がいくつ構成されているかを示す数をクリックします。

「JVM メトリック」ページには、選択した OC4J インスタンスに構成されているすべての
JVM の主要なメトリックのサマリーが表示されます。この表を使用して、複数の JVM の
パフォーマンスを比較できます。

4. 詳細は、JVM の名前をクリックしてください。

OC4J の「JVM」ページには、JVM の状態を詳細に示す一連のグラフおよび数値メトリッ
クが表示されます。「データの表示」「データの表示」「データの表示」「データの表示」リストからリフレッシュ間隔を選択します。その後、
パフォーマンス・グラフで一定期間の変化を参照できます。
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J2SE JVM 5.0 メトリックを監視するためのメトリックを監視するためのメトリックを監視するためのメトリックを監視するための jmxremote システム・プロパティシステム・プロパティシステム・プロパティシステム・プロパティのののの
設定設定設定設定
J2SE JVM 5.0 メトリックを監視するために、Application Server Control コンソール、OC4J 起
動オプション、また、OPMN 管理環境の場合は opmn.xmlファイルを使用して、jmxremote
システム・プロパティを設定できます。

Application Server Control コンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用したコンソールを使用した jmxremote システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定

Application Server Control コンソールを使用して、各 OC4J インスタンスの JVM J2SE 5.0 メト
リックの監視を有効化するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページに移動して「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックし、OC4J の「管理」ページを表示しま
す。このページには、OC4J インスタンスに対して実行可能な様々な管理タスクがリストさ
れた表が表示されています。

2. OC4J の「管理」ページで、「サーバー・プロパティ」「サーバー・プロパティ」「サーバー・プロパティ」「サーバー・プロパティ」を選択し、OC4J の「サーバー・プロ
パティ」ページを表示します。

3. ページの「コマンドライン・オプション」セクションまでスクロールして、「「「「J2SE 5.0 ププププ
ラットフォームラットフォームラットフォームラットフォーム MBeans の有効化」の有効化」の有効化」の有効化」を選択します。

4. 「適用」をクリックして、変更内容を適用します。

5. 「クラスタ・トポロジ」ページに移動して OC4J インスタンスを選択し、「再起動」「再起動」「再起動」「再起動」をク
リックします。

OC4J 起動オプションでの起動オプションでの起動オプションでの起動オプションでの jmxremote システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定

OC4J のランタイム起動オプションとして次の文字列を指定することにより、JVM J2SE 5.0 メト
リックの監視を有効化することもできます。

com.sun.management.jmxremote

OC4J のランタイム起動オプションの指定方法の詳細は、4-3 ページの「起動時の OC4J ランタ
イム・オプションの設定」を参照してください。

スタンドアロン環境で OC4J を稼働している場合は、OC4J javaコマンドに次の引数を指定し
ます。

java -Dcom.sun.management.jmxremote -jar oc4j.jar

opmn.xml ファイルへの手動によるファイルへの手動によるファイルへの手動によるファイルへの手動による jmxremote システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定システム・プロパティの設定

Oracle Application Server 管理環境で OC4J を実行している場合には、次に示すように、
opmn.xmlファイルに -Dcom.sun.management.jmxremoteを指定します。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
     <module-data>
        <category id="start-parameters">
           <data id="java-options" value="-Dcom.sun.management.jmxremote"/>
           ...
        </category>
        ...
     </module-data>
     ...  
   </process-type>
   ...
</ias-component>

Application Server Control コンソールを使用して J2SE 5.0 プラットフォーム MBeans を有効化
すると、opmn.xmlファイルに jmxremoteシステム・プロパティが設定されます。この方法
を使用した場合、opmn.xmlファイルに手動でプロパティを設定する必要はありません。
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複数の JVM での OC4J インスタンスの稼働
Oracle Application Server 環境の環境の環境の環境の J2SE 5.0 JVM メトリックの監視メトリックの監視メトリックの監視メトリックの監視
Application Server Control コンソールを使用して Oracle Application Server 環境の J2SE 5.0 
JVM メトリックを表示するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページの「一般」セクションで、「仮想マシン」「仮想マシン」「仮想マシン」「仮想マシン」フィールドを探します。 

2. OC4J インスタンスに JVM がいくつ構成されているかを示す数をクリックします。

「JVM メトリック」ページが表示されます。

3. JVM の名前をクリックします。

OC4J の「JVM」ページが表示されます。

4. ページの「関連リンク」セクションまでスクロールし、「「「「J2SE 5.0 メトリック」メトリック」メトリック」メトリック」をクリック
します。

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J 環境の環境の環境の環境の J2SE 5.0 JVM メトリックの監視メトリックの監視メトリックの監視メトリックの監視
Application Server Control コンソールを使用してスタンドアロン OC4J 環境の J2SE 5.0 JVM メ
トリックを表示するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページで、「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」「パフォーマンス」をクリックして「OC4J のパフォーマンス」ペー
ジを表示します。

2. ページの「関連リンク」セクションまでスクロールし、「「「「J2SE 5.0 メトリック」メトリック」メトリック」メトリック」をクリック
します。
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OC4J でのアプリケーションのクラスタリ
9

OC4J でのアプリケーションのクラスタリングでのアプリケーションのクラスタリングでのアプリケーションのクラスタリングでのアプリケーションのクラスタリング

この章では、OC4J 10g（10.1.3.1.0）に付属するアプリケーションのクラスタリング・フレーム
ワークについて説明します。この章の内容は次のとおりです。

� OC4J におけるアプリケーションのクラスタリングの概要

� アプリケーションのクラスタリングにおける旧リリースの OC4J との相違点

� アプリケーションのクラスタリングの構成
ング 9-1



OC4J におけるアプリケーションのクラスタリングの概要
OC4J におけるアプリケーションのクラスタリングの概要におけるアプリケーションのクラスタリングの概要におけるアプリケーションのクラスタリングの概要におけるアプリケーションのクラスタリングの概要
OC4J には、開発および本番用にクラスタ化された環境を作成するための柔軟性のあるフレーム
ワークが用意されています。アプリケーション・クラスタアプリケーション・クラスタアプリケーション・クラスタアプリケーション・クラスタは、2 つ以上の OC4J インスタンスが
ホストとなる同じアプリケーション・セットです。OC4J アプリケーションのクラスタリング・
フレームワークでは、次のことをサポートします。

� HTTP セッションまたはステートフル・セッション Enterprise JavaBean（SFSB）インスタ
ンスに含まれるオブジェクトおよび値のレプリケーション

� マルチキャストまたは peer-to-peer 通信を使用したメモリー内レプリケーション、あるい
はデータベースに対する状態データの永続性

� OC4J インスタンス間での受信リクエストのロード・バランシング

� アプリケーション・クラスタ内のアプリケーション間での透過的フェイルオーバー

� グローバル・サーバー・レベルまたはアプリケーション・レベルでの OC4J インスタンス内
の構成

様々な新しいサブ要素を持つ新しい <cluster>要素が、アプリケーションのクラスタリング
を管理するための単一の方法となるように、XML スキーマ定義に追加されています。この要素
とそのサブ要素の説明は、9-11 ページの「<cluster> 要素の概要」を参照してください。

アプリケーションのクラスタリングにおける旧リリースのアプリケーションのクラスタリングにおける旧リリースのアプリケーションのクラスタリングにおける旧リリースのアプリケーションのクラスタリングにおける旧リリースの OC4J
との相違点との相違点との相違点との相違点

OC4J 10g（10.1.3）のアプリケーションのクラスタリング・フレームワークに含まれなくなった
機能を次に示します。 

サポートされなくなったアイランドサポートされなくなったアイランドサポートされなくなったアイランドサポートされなくなったアイランド
アイランドという概念は、旧リリースの OC4J におけるクラスタリング・フレームワークの一
部でしたが、現行 OC4J ではサポートされていません。 

旧リリースでは、アイランドとは基本的に、HTTP セッション・データがレプリケートされる
Oracle Application Server クラスタ内の OC4J インスタンスのグループでした。アイランドは、
クラスタ全体でデータをレプリケートしないことでオーバーヘッドを削減しましたが、構成お
よび管理のオーバーヘッドを増加させました。また、アイランドは Web アプリケーションにの
み適用でき、EJB アプリケーションではアイランド構成を使用できませんでした。

OC4J 10g（10.1.3）では、<cluster>要素の write-quota属性を使用して、データをレプリ
ケートするノードの数を事実上制限できます。この属性を使用すると、状態レプリケーション
の範囲を制御できるようになります。

write-quota属性の詳細は、9-6 ページの「アプリケーションの状態データをレプリケートす
る JVM の数の管理」および 9-11 ページの「<cluster> 要素の概要」を参照してください。

使用されなくなった使用されなくなった使用されなくなった使用されなくなった loadbalancer.jar
loadbalancer.jarアーカイブは、旧リリースの OC4J ではロード・バランシング機能を提供
していましたが推奨されず、現行リリースからは削除されています。
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アプリケーションのクラスタリングの構成
アプリケーションのクラスタリング固有の非推奨のアプリケーションのクラスタリング固有の非推奨のアプリケーションのクラスタリング固有の非推奨のアプリケーションのクラスタリング固有の非推奨の XML 要素要素要素要素
次の XML 要素は、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推奨されていません。クラスタリングの構成に
使用しないでください。

� OC4J 構成ファイル server.xmlの <cluster-config>要素 

� Web サイト構成ファイル *-web-site.xmlの <web-site>要素の cluster-island属
性

新しい <cluster>要素がすべてのアプリケーション・クラスタ管理に使用されるようになり
ました。

アプリケーションのクラスタリングの構成アプリケーションのクラスタリングの構成アプリケーションのクラスタリングの構成アプリケーションのクラスタリングの構成
アプリケーションのクラスタリングは、OC4J インスタンス内でクラスタ化される各アプリケー
ションの orion-application.xmlファイルに <cluster>要素を追加すると有効になりま
す。デプロイ済アプリケーションの場合、このファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deployments/applicationNameディレ
クトリにあります。この要素とそのサブ要素の説明は、9-11 ページの「<cluster> 要素の概要」
を参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

� アプリケーションのクラスタリングの有効化

� レプリケーション・ポリシーの設定

� アプリケーションの状態データをレプリケートする JVM の数の管理

� 同期レプリケーションまたは非同期レプリケーションの使用

� マルチキャスト・レプリケーションの構成

� peer-to-peer レプリケーションの構成

� データベース・レプリケーションの構成

� クラスタリングの無効化

� <cluster> 要素の概要

アプリケーションのクラスタリングの有効化アプリケーションのクラスタリングの有効化アプリケーションのクラスタリングの有効化アプリケーションのクラスタリングの有効化
アプリケーションのクラスタリングは、OC4J インスタンス内で稼働しているすべてのアプリ
ケーションに対してグローバルにもアプリケーション単位でも有効にできます。

� すべてのアプリケーションに対するクラスタリングの有効化すべてのアプリケーションに対するクラスタリングの有効化すべてのアプリケーションに対するクラスタリングの有効化すべてのアプリケーションに対するクラスタリングの有効化

アプリケーションのクラスタリングは、defaultアプリケーションの構成ファイルである
ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/application.xmlを使用して、OC4J インス
タンスにデプロイされたすべてのアプリケーションに対してデフォルトで有効にできます。
OC4J インスタンスにデプロイされたその他のすべてのアプリケーションは、アプリケー
ションのクラスタリングの構成を含めデフォルトのプロパティをこのアプリケーションか
ら継承します。

� 特定のアプリケーションに対するクラスタリングの有効化特定のアプリケーションに対するクラスタリングの有効化特定のアプリケーションに対するクラスタリングの有効化特定のアプリケーションに対するクラスタリングの有効化

アプリケーションのクラスタリングは、アプリケーション固有の
ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deployments/app_name/orion-ap
plication.xmlファイルに定義されます。このファイルの設定は、グローバル構成にも
親アプリケーションから継承される構成にも優先します。 
OC4J でのアプリケーションのクラスタリング 9-3



アプリケーションのクラスタリングの構成
単一の OC4J インスタンスの特定アプリケーションの orion-application.xmlファイルへ
の変更内容は、Oracle Application Server クラスタ内のすべてのアプリケーションに対するそ
の他の OC4J インスタンスの対応する XML ファイルにレプリケートする必要があります。詳細
は、8-11 ページの「クラスタでの変更のレプリケート」を参照してください。

アプリケーション・レベルでは、OC4J インスタンスにアプリケーションがデプロイされる際
に、デプロイ・プラン・エディタを使用してアプリケーションのクラスタリングを構成できま
す。デプロイ・プラン・エディタにより、各アプリケーションの orion-application.xml
ファイルに値が設定されます。デプロイ・プラン・エディタの使用方法は、『Oracle Containers 
for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照してください。

レプリケーション・ポリシーの設定レプリケーション・ポリシーの設定レプリケーション・ポリシーの設定レプリケーション・ポリシーの設定
レプリケーション・ポリシーは、HttpSessionまたはステートフル・セッション Bean の状態
をレプリケートするタイミングと、レプリケート対象がすべての属性および変数の値か、変更
された値のみかを定義します。レプリケーションは負荷の高いプロセスとなる可能性があり、
データを頻繁にレプリケートしすぎると、サーバーのパフォーマンスに影響を与えることがあ
ります。ただし、データをレプリケートする頻度が低すぎると、サーバーが停止した場合に
データが失われる可能性があります。 

アプリケーション内のすべての Web モジュールおよび EJB コンポーネントに適用されるレプリ
ケーション・ポリシーは、アプリケーションの orion-application.xml構成ファイルの
<replication-policy>要素に指定されます。この要素の構文は次のとおりです。

<replication-policy trigger="onSetAttribute|onRequestEnd|onShutdown" 
 scope="modifiedAttributes|allAttributes" />

� trigger属性は、レプリケートするタイミングを指定します。JVM が突然終了した場合に
データが失われないようにデータを頻繁にレプリケートするため、デフォルトでは
onRequestEndポリシーが適用されます。 

trigger属性の値の概要は、表 9-1 を参照してください。

� scope属性はレプリケート対象のデータ（すべての属性や変数の値、または変更された値
のみのいずれか）を定義します。デフォルトでは、変更された HTTP セッション属性のみ
がレプリケートされます。ステートフル・セッション Bean の場合は、すべてのメンバー
変数がレプリケートされます。

scope属性の値の概要は、表 9-2 を参照してください。

注意注意注意注意 : アプリケーションのクラスタリングは、Oracle Enterprise Manager 
10g Application Server Control コンソールを使用してアプリケーションをデ
プロイする際に、デプロイ・タスクまたはデプロイ・プラン・エディタのい
ずれかを使用して構成することもできます。

詳細は、『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照してく
ださい。

重要重要重要重要 : 空の <distributable />タグを、アプリケーションのクラスタ
リングを使用するように構成されたアプリケーションの一部であるすべて
の Web モジュールの web.xmlファイルに追加する必要があります。デプ
ロイ後、この J2EE 標準 Web モジュールのディスクリプタは、OC4J 内の
ORACLE_HOME/j2ee/instance/applications/app_name/
web_module/WEB-INFディレクトリにあります。
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アプリケーションのクラスタリングの構成
orion-application.xmlの <replication-policy>要素は、アプリケーション内の Web
コンポーネントと EJB コンポーネントを区別できません。しかし、EJB コンポーネント用に別
のレプリケーション・ポリシーをコンポーネント固有の orion-ejb-jar.xml構成ファイル
の <session-deployment>要素の replication属性に指定できます。 

表表表表 9-1 <replication-policy> のののの trigger 属性の値属性の値属性の値属性の値

trigger の値の値の値の値  HttpSession ステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッション Bean

onSetAttribute 値の変更時に、HTTP セッション

属性に加えられた各変更をレプリ
ケートします。プログラム的な面
から見ると、HttpSessionオブ

ジェクトで setAttribute()が

コールされるたびにレプリケー
ションは発生します。

このオプションは、セッションが
頻繁に変更されている場合、リ
ソースが集中する可能性がありま
す。

該当なし。

onRequestEnd（デフォル

ト）

HTTP セッション属性に加えられ

たすべての変更をキューに入れ、
HTTP レスポンスが送信される直

前にすべての変更をレプリケート
します。 

EJB メソッド・コールのたびに、

Bean の現在の状態をレプリケー

トします。状態は頻繁にレプリ
ケートされますが、信頼性は向上
します。 

onShutdown JVM が（[Ctrl]+[C] などで）正常

に終了するたびに、HTTP セッ

ションの現在の状態をレプリケー
トします。状態は、ホストが突然
終了した場合（システム・クラッ
シュなど）にはレプリケートされ
ません。 

セッションの状態はまだレプリ
ケートされていないため、JVM の

終了と同時にすべてのセッショ
ン・データが一度にネットワーク
上に送信され、ネットワーク・パ
フォーマンスに影響を与える可能
性があります。このオプション
は、JVM の停止に必要な時間を著

しく増加させる可能性もありま
す。

JVM が正常に終了するたびに、

Bean の現在の状態をレプリケー

トします。状態は、ホストが突然
終了した場合（システム・クラッ
シュなど）にはレプリケートされ
ません。 

Bean の状態はまだレプリケート

されていないため、JVM の終了

と同時にすべての状態データが一
度にネットワーク上に送信され、
ネットワーク・パフォーマンスに
影響を与える可能性があります。
このオプションは、JVM の停止

に必要な時間を著しく増加させる
可能性もあります。

表表表表 9-2 <replication-policy> のののの scope 属性の値属性の値属性の値属性の値

scope の値の値の値の値  HttpSession  ステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッション Bean

modifedAttributes（デ

フォルト）

変更された HTTP セッション属

性、すなわち HttpSessionオブ

ジェクトで setAttribute()を

コールして変更された値のみをレ
プリケートします。

該当なし。

allAttributes HTTP セッションに設定されたす

べての属性の値をレプリケートし
ます。 

ステートフル・セッション Bean
に設定されたすべてのメンバー変
数の値をレプリケートします。 
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replication属性の有効な値は、表 9-3 を参照してください。次に例を示します。

<session-deployment name="MyStatefulVM" replication="onShutdown" />
<session-deployment name="MyEntity2" replication="onRequestEnd" />

このファイルの値は、orion-application.xmlの対応する設定に優先するため、EJB コン
ポーネント用のレプリケーション・ポリシーを orion-ejb-jar.xmlに、Web コンポーネン
ト用のポリシーを orion-application.xmlに事実上設定できます。

アプリケーションの状態データをレプリケートするアプリケーションの状態データをレプリケートするアプリケーションの状態データをレプリケートするアプリケーションの状態データをレプリケートする JVM の数の管理の数の管理の数の管理の数の管理
<cluster>要素の write-quota属性を使用すると、状態データがレプリケートされる JVM
の数を事実上制限できます。この機能を使用すると、状態レプリケーションの範囲を制御して、
ネットワーク・トラフィックおよび関連するオーバーヘッドを削減できます。

write-quotaのデフォルト値は 1で、状態を Oracle Application Server クラスタ内のもう 1 つ
の JVM にレプリケートします。 

アプリケーション・グループのメンバーは、実際は Oracle Application Server ノードではなく
JVM で実行されます。クラスタのコンポーネントとして、複数の JVM がノードごとに稼働す
るアーキテクチャおよび構成を作成できます。

ハードウェアが停止した場合はフェイルオーバーによって保護される別の物理ノードに状態レ
プリケーションを格納するには、allow-colocation属性を falseに設定します。これを実
行するには、状態レプリケーション・マネージャで、状態レプリケーションを格納するために
別の物理ノードで稼働されているピア（write-quotaが 1よりも大きい場合は複数のピア）
を選択する必要があります。

Oracle Application Server クラスタ内のすべての JVM に状態をレプリケートするには、クラス
タ内の JVM の合計数を write-quotaの値として指定する必要があります。

同期レプリケーションまたは非同期レプリケーションの使用同期レプリケーションまたは非同期レプリケーションの使用同期レプリケーションまたは非同期レプリケーションの使用同期レプリケーションまたは非同期レプリケーションの使用
デフォルトでは、OC4J インスタンスはデータを他のインスタンスに非同期的にレプリケートし
ます。しかし、<cluster>要素内に <synchronous-replication>サブ要素を指定して、
同期レプリケーションを有効にできます。これにより、レプリケーションを続行する前に、レ
プリケートする OC4J インスタンスは、データを受信したという他の 1 つ以上のピア・インス
タンスからの確認応答を待機するように強制されます。

表表表表 9-3 ステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッションステートフル・セッション EJB のレプリケーション・ポリシーの構成のレプリケーション・ポリシーの構成のレプリケーション・ポリシーの構成のレプリケーション・ポリシーの構成

replication の値の値の値の値 説明説明説明説明

onRequestEnd（デフォルト） EJB メソッド・コールのたびに、Bean の現在の状態をレプリケー

トします。状態のレプリケーション頻度は高くなりますが、ホス
ト障害時における信頼性は向上します。これはデフォルト値です。

onShutdown JVM が正常に終了するたびに、Bean の現在の状態をレプリケート

します。状態は、ホストが突然終了した場合（システム・クラッ
シュや UNIX または Linux システムでの kill -9起動など）に

はレプリケートされません。 

none データをレプリケートしません。
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マルチキャスト・レプリケーションの構成マルチキャスト・レプリケーションの構成マルチキャスト・レプリケーションの構成マルチキャスト・レプリケーションの構成
マルチキャスト IP レプリケーションは、スタンドアロン OC4J インストールで使用されるデ
フォルトのレプリケーション・プロトコルです。このモードでは、OC4J はマルチキャスト・
パッケージを使用して、HTTP セッションおよびステートフル・セッション Bean の状態の変更
を送受信します。これらのパッケージは、同じマルチキャスト・アドレスおよびポートを使用
して他の OC4J プロセスによって取得されるネットワーク上で送信されます。失われたメッ
セージは特定されて再送信されるため、信頼性のある送信サービスが提供されます。

この構成は、同じマルチキャスト・アドレスおよびポートをすべての OC4J インスタンスに指
定する必要があります。OC4J マルチキャストで使用されるデフォルト値は、アドレスは
230.230.0.1、ポートは 45566です。これらの値は、必要に応じて、該当する XML 構成
ファイルで変更できます。

空の <cluster>要素を各インスタンスの orion-application.xmlファイルに追加するだ
けで、複数のアプリケーション・インスタンス間でマルチキャスト・レプリケーションを有効
にできます。

<orion-application ...>
  ...
  <cluster/>
</orion-application>

次の例では、ipおよび port属性を使用して新しいマルチキャスト・アドレスおよびポートを
指定しています。 

オプションの bind_addr属性は、バインドするネットワーク・インタフェース・カード
（NIC）の指定に使用できます。この属性は、OC4J ホスト・マシンに複数のネットワーク・
カードが装備されており、それぞれに固有の IP アドレスを保持し、マルチキャスト・メッセー
ジの送受信に使用する NIC を定義する場合に使用すると便利です。

<orion-application ...>
  ...
  <cluster allow-colocation="false">
    <replication-policy trigger="onShutdown" scope="allAttributes" />
    <protocol>
      <multicast ip="225.130.0.0" port="45577" bind_addr="226.83.24.10" />
    </protocol>
   </cluster>
</orion-application>

マルチキャスト・レプリケーションに対する既存のマルチキャスト・レプリケーションに対する既存のマルチキャスト・レプリケーションに対する既存のマルチキャスト・レプリケーションに対する既存の JavaGroups 構成の使用構成の使用構成の使用構成の使用
OC4J によって提供されるマルチキャスト・ベースおよび peer-to-peer ベースのレプリケーショ
ン方式は、JavaGroups 通信プロトコル・スタックに基づいて構築されています。OC4J のこれ
らの方式は OC4J 固有の構成を使用するため、そのいずれかを使用して、状態データのメモ
リー内レプリケーションを行うことをお薦めします。

しかし、OC4J のクラスタリング・フレームワーク内で独自の JavaGroups 構成を使用すること
もできます。この機能は、<cluster>要素内の <property-config>サブ要素に次のいずれ
かを指定すると有効になります。 

� JavaGroups 構成プロパティが含まれる文字列

� その情報が含まれる XML 構成ファイルへの URL

詳細は、9-11 ページの「<cluster> 要素の概要」を参照してください。
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peer-to-peer レプリケーションの構成レプリケーションの構成レプリケーションの構成レプリケーションの構成
OC4J では、TCP を使用して Oracle Application Server クラスタ内のインスタンス間の接続を
確立する peer-to-peer（P2P）トポロジでのレプリケーションをサポートします。各アプリケー
ション・インスタンスに保持される状態データは、各 OC4J インスタンスにユニキャストされ
ます。

次の 2 つの peer-to-peer レプリケーションがサポートされます。

� 動的 peer-to-peer。Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）を使用して、
ピア・ノードが相互に動的に検出して通信できるようにします。この構成は、各種コン
ポーネント（OC4J を含む）の管理に OPMN を使用する Oracle Application Server 環境
で、デフォルトで使用されます。

詳細は、「動的 OPMN 管理の peer-to-peer レプリケーションの構成」を参照してください。

� 静的 peer-to-peer。クラスタ内の各ノードは、他の 1 つ以上のピア・ノードを認識するよう
に明示的に構成されます。この構成は、比較的少ない数のスタンドアロン OC4J インスタ
ンスがまとめてクラスタ化されているスタンドアロン OC4J 環境でのみサポートされます。

詳細は、「静的 peer-to-peer レプリケーションの構成」を参照してください。

動的動的動的動的 OPMN 管理の管理の管理の管理の peer-to-peer レプリケーションの構成レプリケーションの構成レプリケーションの構成レプリケーションの構成
Oracle Application Server 環境では、Oracle Process Manager and Notification Server（OPMN）
を使用して動的 peer-to-peer レプリケーションを提供します。このレプリケーション・モデル
では、各 Oracle Application Server ノードは OPMN に自己登録します。次に、ノードは
OPMN に使用可能なノードのリストを問い合せて、クラスタ内の他のノードを動的に検出して
通信できるようにします。

各ノードは、OPMN に ONS（ハートビート）メッセージを定期的に送信して現行のステータ
スを OPMN に通知し、OPMN が使用可能なピア・ノードのリアルタイムなリストを保持し、
障害が発生したときにノードに通知できるようにします。ノードが失われた場合は、別のノー
ドがリクエストを処理できます。

<orion-application ...>
  ...
  <cluster>
    <protocol>
      <peer>
       <opmn-discovery />
      </peer>
    </protocol>
  </cluster>
</orion-application>

注意注意注意注意 : この機能を使用するには、まず、OPMN の動的マルチキャスト検出方
式または静的検出サーバー方式のいずれかを使用して、アプリケーションの
ホストとなるすべてのノードをクラスタのメンバーにする必要があります。

詳細は、8-3 ページの「サポートされるクラスタリング・モデル」を参照して
ください。
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静的静的静的静的 peer-to-peer レプリケーションの構成レプリケーションの構成レプリケーションの構成レプリケーションの構成
この構成では、他の 1 つ以上のピア・ノードのホスト・アドレスおよびポートを指定して、
peer-to-peer 通信に使用できるようにします。ノードは各ピアを認識するようになるため、各
ピアのピアも認識するようになり、 終的には、クラスタ内のすべてのノードが相互に認識す
るようになります。 

この構成の主な課題は、ホストおよびポート定義が 新の状態で維持されるようにすることで
す。これには、多大な管理労力が必要となる可能性があります。次の要素および属性は、この
構成に影響を及ぼします。

� <peer>要素の start-port属性 : ローカルの OC4J プロセスがピア通信のためにバインド
しようとするホストに開始ポートを指定します。このポートが使用できない場合、OC4J
は、このポートの値を増やながら使用可能なポートを見つけます。

� <node>要素 : ピア・ノードを指定します。この要素の hostおよび port属性は、ピア通
信に使用されるノード・アドレスおよびポートの名前を定義します。

� <peer>要素の range属性 : start-port 属性の値ではなく、各 <node>要素に指定された
ポートに適用されます。range 属性は、指定されたポートがノードで使用できない場合に、
portの値を増やす回数を定義します。

次の例は、sampleアプリケーションとともに 3 つのクラスタ・ノードにデプロイされたアプ
リケーション・デプロイメント・ディスクリプタ orion-application.xmlに指定されてい
る静的 peer-to-peer 構成を示しています。

この構成では、各ノードはもう 1 つのノードをそのピアとして指定しています。その結果、ク
ラスタ内のすべてのノードは相互に接続を確立できます。この例は、各ノードが連続して起動
された場合にのみ機能します。つまり、www1.company.comは www2.company.comより前
に起動する必要があります。起動しないと、www2.company.comは www1.company.comを
認識できません。

1. 初に、www1.company.comがそのピアとして www2.company.comを指定します。

<orion-application ...>
  ...
  <cluster>
    <protocol>
      <peer start-port="7900" range="10" timeout="6000">
        <node host="www2.company.com" port="7900" />
      </peer>
    </protocol>
  </cluster>
</orion-application>

2. 次に、www2.company.comがそのピアとして www3.company.comを指定します。

<orion-application ...>
  ...
  <cluster>
    <protocol>
      <peer start-port="7900" range="10" timeout="6000">
        <node host="www3.company.com" port="7900" />
      </peer>
    </protocol>
  </cluster>
</orion-application>

3. 後に、www3.company.comがそのピアとして www1.company.com を指定します。

<orion-application ...>
  ...
  <cluster>
    <protocol>
      <peer start-port="7900" range="10" timeout="6000">
        <node host="www1.company.com" port="7900" />
      </peer>
    </protocol>
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  </cluster>
</orion-application>

代替構成では、すべてのノードが同じノードをピアとして指定します。たとえば、
www1.company.comノードと www3.company.comノードはどちらも、www2.company.com
をピアとして指定します。この構成では、www2.company.comは 初に起動されるノードで
ある必要があり、他のノードはこのノードに接続して相互に接続を確立します。

データベース・レプリケーションの構成データベース・レプリケーションの構成データベース・レプリケーションの構成データベース・レプリケーションの構成
新しいクラスタリング・フレームワークでは、HTTP セッションおよびステートフル・セッ
ション Bean の状態をデータベースにレプリケートできます。クラスタ化された OC4J フレーム
ワークの外側にデータを保存して、クラスタ内のすべての OC4J インスタンスで致命的な障害
が発生した場合にセッション全体をリカバリできるようにします。完全 HTTP セッションまた
はステートフル・セッション Bean のオブジェクトは、データベースにレプリケートされます。

データベースへの接続は、<protocol>の <database>サブ要素の data-source属性に指
定されるデータソースを使用して作成されます。data-source属性の値を、
data-sources.xmlに指定されているデータソースの jndi-nameに設定します。

指定するデータソースは、あらかじめ OC4J インスタンス内に存在している必要があります。
データソースを作成および使用する方法は、『Oracle Containers for J2EE サービス・ガイド』を
参照してください。

次の例では、MyOracleDS データソースを介してアクセスされるデータベースにデータをレプ
リケートするようにアプリケーションを構成しています。 

<orion-application ...>
  ...
  <cluster>
    <protocol>
      <database data-source="jdbc/MyOracleDS"/>
    </protocol>
  </cluster>
</orion-application>

セッション・データは、データベースの次の表に保存されます。

� OC4J_HTTP_SESSION: HTTP セッションのメタデータが格納されます。 

� OC4J_HTTP_SESSION_VALUE: HTTP セッションでアプリケーション・ユーザーによって
設定される値が格納されます。

� OC4J_EJB_SESSION: ステートフル・セッション Bean の現在の状態が格納されます。

これらの表は、データベース・レプリケーションの初回起動時に、OC4J によって作成されま
す。表スキーマの詳細は、付録 C「セッション状態表の概要」を参照してください。

セッション・データがデータベースに格納される時間の長さは、セッションの有効時間（TTL）
に基づいています。現在のデータベースの時間とセッションが 後にアクセスされた時間の差
がセッション・タイムアウト値より大きくなると、セッションは期限切れになったとみなされ
ます。セッションの TTL を決定する実際の式は次のとおりです。

(Current Database Time - Last Accessed Time) > Max Inactive Time

期限切れになったセッションは、OC4J タスク・マネージャの次回実行時にデータベースから削
除されます。タスク・マネージャの間隔の設定手順は、10-2 ページの「OC4J タスク・マネー
ジャの構成」を参照してください。

セッションが正常終了せずに OC4J サーバーが終了した場合は、孤立したレコードがデータ
ベースに作成されます。これらのレコードも、タスク・マネージャの次回実行時に削除されま
す。 
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クラスタリングの無効化クラスタリングの無効化クラスタリングの無効化クラスタリングの無効化
クラスタリングは、<cluster>要素のブールの enabled属性を使用して、グローバルにまた
は特定のアプリケーションに対して無効にできます。アプリケーションの
orion-application.xmlファイルでこの属性を falseに設定すると、そのアプリケーショ
ンはクラスタから事実上削除されます。

<cluster> 要素の概要要素の概要要素の概要要素の概要
<cluster>要素は、アプリケーションのクラスタリングを管理するための単一の方法です。こ
の要素は、グローバル・レベルのアプリケーションのクラスタリング構成では
ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/application.xmlファイルでのみ使用されます。
また、アプリケーション・レベルのクラスタリング構成ではアプリケーション固有の
orion-application.xmlファイルで使用されます。

<cluster>
OC4J インスタンス内で稼働しているエンタープライズ・アプリケーションのアプリケーショ
ン・クラスタリング構成が含まれます。

<cluster>のサブ要素 :

<property-config>
<flow-control-policy>
<replication-policy>
<protocol>
<synchronous-replication>

属性 :

� enabled: アプリケーションに対してクラスタリングが有効かどうかを指定します。デ
フォルトは trueです。この値をアプリケーション・レベルで設定すると、親アプリケー
ション（defaultアプリケーションを含む）から継承された値は上書きされます。

� group-name: レプリケーション・グループ・チャネルを確立する際に使用する名前。指定
しないと、OC4J サーバー構成ファイル server.xmlに定義されているアプリケーション
名がデフォルトで使用され、新しいグループ・チャネルがエンタープライズ・アプリケー
ションごとに作成されます。 

値を指定すると、アプリケーションとすべての子アプリケーションは、このグループ名に
関連付けられたチャネルを使用します。

<database>タグが指定されている場合、この属性は無視されます。

� allow-colocation: アプリケーションの状態を同じホスト・マシンに存在するノードに
レプリケートできるかどうかを指定します。デフォルトは trueです。しかし、複数のホ
ストが使用可能である場合は、この属性を falseに設定する必要があります。 

複数の OC4J インスタンスが同じマシン上でインスタンス化されている場合、インスタン
スごとに異なるリスナー・ポートを default-web-site.xml、jms.xmlおよび
rmi.xmlの各構成ファイルに指定する必要があります。

� write-quota: アプリケーションの状態をレプリケートする必要がある他のアプリケー
ション・グループ・メンバー（JVM）の数。この属性は、旧 OC4J リリースで使用された
アイランドの概念と同様に、状態が書き込まれる JVM の数を制限することによってオー
バーヘッドの削減を可能にします。 

デフォルトの JVM の数は 1です。

<database>タグが指定されている場合、この属性は無視されます。

� cache-miss-delay: セッションがローカルに見つからない場合に、別のグループ・メン
バーがセッションで応答するのをプロセス内で待機する時間（ミリ秒単位）。セッションが
見つからない場合、リクエストは指定された時間にわたって一時停止します。 

デフォルトは 1000ミリ秒です。リクエストの負荷が重いと予想されるインストールでは、
この値を 5000などに増やす必要があります。この値を高くすると、allow-colocation
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が trueに設定されている場合、OC4J インスタンスの内部でセッション・データのレプリ
カが作成されることも防ぎます。

<database>タグが指定されている場合、この属性は無視されます。

<property-config>
JavaGroups グループ通信プロトコルを使用して、クラスタ内のノード間でセッションの状態を
レプリケートするために必要なデータが含まれます。 

属性 :

� url: JavaGroups の XML 構成ファイルへのリンク。 

� property-string: JavaGroups JChannel の作成方法を定義するプロパティが含まれる文
字列。

<replication-policy>
適用するレプリケーション・ポリシー。データをレプリケートするタイミングとレプリケート
対象のデータを定義します。

属性 :

� trigger: レプリケーションが発生する頻度。この属性の値は、9-5 ページの表 9-1 を参照
してください。 

� scope: レプリケート対象のデータ。この属性の値は、9-5 ページの表 9-2 を参照してくださ
い。 

<protocol>
データ・レプリケーションに使用する方式を定義します。指定できる方式は 1 つのみです。

サブ要素 :

<multicast>
<peer>
<database>

<multicast>
レプリケーションにマルチキャスト通信を使用するために必要な構成が含まれます。これはデ
フォルトで使用されるプロトコルです。

属性 :

� ip: 使用するマルチキャスト・アドレス。OC4J のデフォルトは 230.230.0.1です。

� port: 使用するマルチキャスト・ポート。OC4J のデフォルトはポート 45566です。

� bind_addr: バインドするネットワーク・インタフェース・カード（NIC）。この属性は、
OC4J ホスト・マシンに複数のネットワーク・カードが装備されており、それぞれに固有の
IP アドレスを保持している場合に使用すると便利です。
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<peer>
レプリケーションに peer-to-peer（P2P）通信を使用するために必要な構成が含まれます。

サブ要素 :

<opmn-discovery>
<node>

属性 :

� start-port: ピア通信用に割当てを試みるためのノード上の内部ポート。OC4J は、この
値を増やしながら使用可能なポートが見つけます。デフォルトはポート 7800です。スタ
ンドアロン OC4J インストールでの静的 peer-to-peer レプリケーションの構成に対しての
み有効です。

� range: 使用可能なピア・ノードの検索中に、各 <node> サブ要素に指定された port の値を
増やす回数。デフォルトは 5回の増分です。スタンドアロン OC4J インストールでの静的
peer-to-peer レプリケーションの構成に対してのみ有効です。

� timeout: 使用可能なピア・ノードの検索中に、ピアからのレスポンスを待機する時間
（ミリ秒単位）。デフォルトは 3000ミリ秒です。スタンドアロン OC4J インストールでの
静的 peer-to-peer レプリケーションの構成に対してのみ有効です。

� bind_addr: バインドするネットワーク・インタフェース・カード（NIC）。この属性は、
OC4J ホスト・マシンに複数のネットワーク・カードが装備されており、それぞれに固有の
IP アドレスを保持している場合に使用すると便利です。

<opmn-discovery>
Oracle Application Server 環境で動的 peer-to-peer レプリケーションを使用するように OC4J を
構成します。

<node>
静的 peer-to-peer 通信を使用する場合にポーリングするノードのホスト名およびポートが含ま
れます。この要素の 1 つ以上のインスタンスを <peer>要素内に指定できます。

属性 :

� host: ピア・ノードのホスト名（URL）。

� port: peer-to-peer 通信に使用されるノード上のポート。デフォルトはポート 7800です。

<database>
状態データをデータベースに保存するために必要な接続情報が含まれます。

属性 :

� data-source: データベース接続情報を格納するデータソースの名前。この値は、
data-sources.xmlに指定されているデータソースの jndi-nameの値である必要があ
ります。 
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<flow-control-policy>
レプリケーション時にクラスタリング・メッセージの処理に割り当てるメモリー量を制御しま
す。この要素は、レプリケーション時にノード間で送信されるデータ量（バイト単位）をゲー
トして、メモリー不足エラーを防止することを目的としています。

属性 :

� enabled: フロー制御が有効かどうかを指定します。デフォルトは trueです。

� max-bytes: 受信ノードが受け入れることができる 大バイト数。この値に達すると、追
加メッセージが受信できるようになるまで、送信ノードは受信側からの確認応答を待機す
る必要があります。デフォルト値は、500000です。

� min-bytes: 送信するバイト数を多くする必要があるという確認応答をトリガーせずに、
受信ノードが受け入れることができる 小バイト数。受信済バイト数がこの値を下回る場
合、送信側から受け入れることができるバイト数がさらに多いことを受信側は確認応答し
ます。デフォルトは 0です。

� threshold: min-bytesが指定されない場合に、その属性値を決定するために、この係数
値が受信リクエストに適用されます。デフォルト値は、0.25です。

<synchronous-replication>
指定した場合、アプリケーション・データをレプリケートするノードは、データ更新を受信し
たという他の 1 つ以上のピア・ノードからの確認応答を待機してから、レプリケーションを続
行します。この要素は任意です。デフォルトの動作では、ノードは他のノードにデータを非同
期的にレプリケートし続けます。

属性 :

� timeout: ピア・ノードからのレスポンスを待機する時間（ミリ秒単位）。この値を超える
と、確認応答が送信されなくてもレプリケーションは続行されます。デフォルト値は、
10000 ミリ秒（10 秒）です。
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タスク・マネージャとスレッド・プールの構成タスク・マネージャとスレッド・プールの構成タスク・マネージャとスレッド・プールの構成タスク・マネージャとスレッド・プールの構成

この章では、OC4J インスタンスに対するタスク・マネージャの構成、および OC4J インスタン
スおよび Web サイト・アプリケーションに対するスレッド・プールの構成に関するガイドライ
ンを示します。この章の内容は次のとおりです。

� OC4J タスク・マネージャの構成

� OC4J スレッド・プールの構成
の構成 10-1



OC4J タスク・マネージャの構成
OC4J タスク・マネージャの構成タスク・マネージャの構成タスク・マネージャの構成タスク・マネージャの構成
タスク・マネージャは、HTTP セッションのタイムアウトや変更済構成ファイルのチェックな
ど、保留タスクをすべて実行するバックグラウンド・プロセスです。デフォルトでは、1 秒

（1000 ミリ秒）間隔で実行します。 

タスク・マネージャの実行間隔は、server.xml構成ファイルの <application-server>
要素の taskmanager-granularity属性にミリ秒単位で指定されます。これは、OC4J コン
テナ・レベルのパラメータです。デフォルトは 1000 ミリ秒です。

たとえば、server.xmlの次のエントリは、1 分（60000 ミリ秒）間隔で実行するようにタス
ク・マネージャを構成します。

<application-server ...  taskmanager-granularity="60000" ...>

server.xmlの変更後に、OC4J を再起動する必要があります。 

OC4J スレッド・プールの構成スレッド・プールの構成スレッド・プールの構成スレッド・プールの構成
スレッド・プールは、OC4J プロセスおよび OC4J インスタンスにデプロイされているアプリ
ケーションで利用および再利用するためのスレッドを作成して格納します。要求に応じて新規
スレッドを作成するのではなく、既存のスレッドを再利用ことで、パフォーマンスを向上させ、
JVM や基礎となるオペレーティング・システムに対する負荷を軽減します。 

表 10-1 に、OC4J 10g（10.1.3.1.0）で使用可能なスレッド・プールをリストします。

注意注意注意注意 : このパラメータは、TaskManager MBean の granularity属性を使
用して設定することもできます。この属性は、Application Server Control コ
ンソールの JMX ブラウザからアクセスできます。 

MBean へのアクセスおよび使用による OC4J プロセスの管理の詳細は、
第 12 章「OC4J での MBean の使用方法」を参照してください。

表表表表 10-1 OC4J スレッド・プールスレッド・プールスレッド・プールスレッド・プール

スレッド・プールスレッド・プールスレッド・プールスレッド・プール 説明説明説明説明

system OC4J ランタイムで使用します。

このプールのスレッドでは、OC4J インスタンスにデプロイされてい

るアプリケーションを実行できません。

このスレッド・プールの構成は変更しないでください。

http HTTP および AJP リクエストを処理します。 

rmi requestスレッド・プールが存在しない場合は、httpスレッ

ド・プールが RMI リクエストを処理します。

rmi connectionスレッド・プールが存在しない場合は、httpス

レッド・プールが RMI 接続を処理します。

jca リソース・アダプタからのワーク管理リクエストを処理します。

OC4J インスタンスにデプロイされるリソース・アダプタで必要な場

合、リソース・アダプタ（JMS コネクタなど）で使用されるワー

カー・スレッドを格納するワーク管理スレッド・プールは、OC4J プ
ロセス内に作成されます。 

rmi request RMI リクエストを処理します。

このオプションのスレッド・プールを使用すると、スレッド・リソー
スの割当てをより強力に管理できます。

rmi connection RMI 接続を処理します。

このオプションのスレッド・プールには、RMI 接続でブロック読取

りを実行するスレッドが用意されています。
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デフォルトでは、OC4J の起動時にこれらのスレッド・プールが 3 つ作成されます。

� system

� http

� jca

各スレッド・プールでは、アイドル・スレッドは、リクエスト数が使用可能なスレッド数を超
えないかぎり、新規スレッドが生成される前に再利用されます。非アクティブ状態で 10 分経過
すると、アイドル・スレッドは自動的に破棄されます。

各スレッド・プールは、server.xmlファイルの <thread-pool> 要素または
<custom-thread-pool> 要素によって定義されます。表 10-2 にこれらの要素の属性をまとめ、デ
フォルトの属性値を示します。

デフォルトのスレッド・プール構成を使用することも、変更することも可能です。各 OC4J イ
ンスタンスでは、systemを除く任意のスレッド・プールの属性値を変更できます。また、rmi 
request、rmi connectionおよび 1 つ以上のカスタム・スレッド・プールを追加できます。
次の各項では、スレッド・プールの構成方法について説明します。

� スレッド・プール構成の変更

� アプリケーションのカスタム・スレッド・プールの構成

カスタム 1 つ以上のアプリケーションで使用します。

アプリケーションに個別のカスタム・スレッド・プールを使用する
と、スレッド・リソースの競合を減らすことができます。カスタム・
スレッド・プールは、クラスタ内の一連のアプリケーションで共有で
きます。

表表表表 10-1 OC4J スレッド・プール（続き）スレッド・プール（続き）スレッド・プール（続き）スレッド・プール（続き）

スレッド・プールスレッド・プールスレッド・プールスレッド・プール 説明説明説明説明
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表表表表 10-2 <thread-pool> およびおよびおよびおよび <custom-thread-pool> の属性の属性の属性の属性

属性属性属性属性 説明説明説明説明

name name属性にはスレッド・プールの名前を指定します。デフォルト値

はありません。

カスタム・スレッド・プールの場合、名前には任意の文字列値を指定
できます。

<thread-pool>要素では、名前は次に示す値のいずれかである必要

があります。

� system

OC4J ランタイムで使用するスレッド・プール

� http

HTTP リクエスト、AJP リクエスト、RMI リクエスト（rmi 
requestスレッド・プールが構成されていない場合）および

RMI 接続（rmi connectionスレッド・プールが構成されてい

ない場合）を処理するスレッド・プール

� jca

J2CA ワーク・マネージャがリソース・アダプタ・リクエストを

処理するためのワーク管理スレッド・プール

� rmi request

RMI リクエストを処理するスレッド・プール

� rmi connection

RMI 接続でスレッドによりブロック読取りが実行されるスレッ

ド・プール

これらの名前付きプールのスレッドの名前にはそれぞれ、
SystemThreadGroup_、HTTPThreadGroup_、WorkManager_、
RMIRequestThreadGroup_および

RMIConnectionThreadGroup_という接頭辞が付いており、接尾

辞は増加するカウンタです。

min プールに作成するスレッドの 小数。デフォルト値は 0です。

jcaスレッド・プールのスレッドの 小数は、マシンにインストール

されている CPU 数の倍数としてください。しかし、この数値は小さ

く設定する必要があります。スレッドの数が多いほど、オペレーティ
ング・システムおよびガベージ・コレクタの負荷が大きくなります。 

rmi connectionスレッド・プールの minの値は、任意の時点で保

持する物理的な接続数に比例します。queue値は、接続トラフィッ

クの急増に対処します。

max プールに作成できるスレッドの 大数。 大サイズ未満でかつアイド
ル・スレッドがない場合に、新規スレッドが生成されます。新規ス
レッドが生成される前に、アイドル・スレッドが使用されます。デ
フォルト値は、1024です。 

jcaスレッド・プールでは、内部で 3 つのワーカー・スレッドを使用

します。たとえば、max="16"と指定すると、リクエストの処理に使

用可能なワーカー・スレッドは 13 のみです。同様に、max値が 20
の場合には、使用可能なスレッドは 17 のみです。そのため、必要な

大のスレッド数に 3 を足してこの値を設定する必要があります。 

jcaスレッド・プールのスレッドの 大数は、マシンにインストール

されている CPU 数の倍数としてください。しかし、この数値は小さ

く設定する必要があります。スレッドの数が多いほど、オペレーティ
ング・システムおよびガベージ・コレクタの負荷が大きくなります。

rmi connectionスレッド・プールの maxの値は、任意の時点で保

持する物理的な接続数に比例します。queue値は、接続トラフィッ

クの急増に対処します。
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スレッド・プール構成の変更スレッド・プール構成の変更スレッド・プール構成の変更スレッド・プール構成の変更
次に示す方法で、Application Server Control コンソールを使用するか、server.xmlファイル
を編集することで、OC4J インスタンスのスレッド・プール構成を変更できます。

� Application Server Control コンソールの「スレッド・プール構成」ページでスレッド・
プールの属性値を変更。

� Application Server Control コンソールのシステム MBean ブラウザを使用してスレッド・
プール MBeans の属性を変更。

MBean へのアクセスおよび MBean を使用した OC4J の管理の詳細は、12-5 ページの「シ
ステム MBean ブラウザの使用方法」を参照してください。 

� server.xmlに <thread-pool>要素を追加して、rmi requestまたは rmi 
connectionスレッド・プール、あるいはその両方を構成。

server.xmlの変更後に、OC4J を再起動する必要があります。 

queue キュー内に保持できるリクエストの 大数。デフォルト値は 0です。

queue値は、スレッドの 大数の 2 倍以上のサイズに設定してくだ

さい。値が 0の場合、OC4J では 大数として Integer.MAX_VALUE
が使用されます。

keepAlive 新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にして
おく時間（ミリ秒単位）。タイムアウトに達するとスレッドは破棄さ
れます。デフォルト値は、600000です。

スレッドを破棄しないようにするには、-1に設定します。

 デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、値が -1ではない場合

に設定できる 小値でもあります。

keepAliveを 0（ゼロ）に設定すると、アクティブなポーリングが

原因で CPU 使用率が高くなります。

stackSize スレッド・プール・スタックのサイズ。デフォルト値は 0です。

debug 値を trueに設定すると、起動時にアプリケーション・サーバーのス

レッド・プール情報がコンソールに出力されます。デフォルトは
falseです。debugが falseの場合、スレッド・プール情報は出力

されません。

注意注意注意注意 : スレッド・プールの構成またはデフォルト構成の変更は、エキスパー
ト・モードのタスクです。変更の必要がない場合には、デフォルトのスレッ
ド・プール構成を使用することをお薦めします。 

表表表表 10-2 <thread-pool> およびおよびおよびおよび <custom-thread-pool> の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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Application Server Control コンソールを使用したスレッド・プール構成の変更コンソールを使用したスレッド・プール構成の変更コンソールを使用したスレッド・プール構成の変更コンソールを使用したスレッド・プール構成の変更
Application Server Control コンソールを使用して OC4J インスタンスのスレッド・プール構成
を変更するには、次のようにします。

1. OC4J ホームページに移動して「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックし、OC4J の「管理」ページを表示しま
す。このページには、OC4J インスタンスに対して実行可能な様々な管理タスクがリストさ
れた表が表示されています。

2. 「管理」ページの「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」で、「スレッド・プール構成」「スレッド・プール構成」「スレッド・プール構成」「スレッド・プール構成」を選択して OC4J の「ス
レッド・プール構成」ページを表示します。

3. このページに表示されている任意のスレッド・プールの 1 つ以上の属性値を変更します。

属性値の詳細は、10-4 ページの表 10-2 または B-19 ページの「<thread-pool>」を参照して
ください。

4. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

5. 「クラスタ・トポロジ」ページまたは OC4J ホームページから OC4J インスタンスを再起動
します。

次の「MBeans を使用したスレッド・プール構成の変更」で説明するように、Application 
Server Control コンソールの MBeans を使用してスレッド・プールを構成することもできます。

MBeans を使用したスレッド・プール構成の変更を使用したスレッド・プール構成の変更を使用したスレッド・プール構成の変更を使用したスレッド・プール構成の変更
Application Server Control コンソールの MBeans を使用してスレッド・プールの属性を変更す
るには、次のようにします。

1. OC4J ホームページに移動して「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックし、OC4J の「管理」ページを表示しま
す。このページには、OC4J インスタンスに対して実行可能な様々な管理タスクがリストさ
れた表が表示されています。

2. 「管理」ページの「「「「JMX」」」」で、「システム「システム「システム「システム MBean ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」を選択して OC4J の「システム
MBean ブラウザ」ページを表示します。このページには、OC4J インスタンスによって公
開されたシステム MBean が表示されています。

3. ページの左側にあるナビゲーション・ツリーを開いて、ThreadPool の下にある OC4J イン
スタンスのスレッド・プールを選択します。

4. 編集ボックスのあるスレッド・プールの任意の属性を変更します。

属性値の詳細は、10-4 ページの表 10-2 または B-19 ページの「<thread-pool>」を参照して
ください。

5. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

server.xml へのへのへのへの <thread-pool> 要素の追加要素の追加要素の追加要素の追加
次の例では、<thread-pool> 要素を使用して、server.xmlファイルに rmi requestスレッ
ド・プールを構成します。

<thread-pool 
   name="rmi request" 
   min="50" 
   max="50" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0" 
   debug="true"/>
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OC4J スレッド・プールの構成
この構成では、OC4J により RMI リクエストを処理する別のスレッド・プールが作成されます。
スレッド・プールの属性は次のようになります。

� 低のスレッド数は 5

� 高のスレッド数は 50

� キューの 大リクエスト数は 2560

� keepAlive値は -1（タイムアウトなし）

� stackSize値は 0（JVM が決定）

� debug属性の設定は true

次の例では、server.xmlに別のスレッド・プールを構成する <thread-pool>要素を示しま
す。1 つは RMI リクエストを、もう 1 つは RMI 接続を、 後の 1 つは HTTP および AJP リク
エストを処理します。

<thread-pool 
   name="rmi request" 
   min="50" 
   max="50" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0"/>

<thread-pool 
   name="rmi connection" 
   min="44" 
   max="44" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0"/>

<thread-pool 
   name="http" 
   min="40" 
   max="40" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0"/>

OC4J インスタンスの起動時に、10-4 ページの表 10-2 のデフォルトの属性値が設定された状態
で、httpスレッド・プールがデフォルトで作成されます。その他の rmi-*スレッド・プール
が存在しない場合、このスレッド・プールでは、HTTP および AJP リクエストだけでなく、
RMI リクエストおよび RMI 接続も処理されます。

注意注意注意注意 : server.xmlの変更後に、OC4J を再起動する必要があります。
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OC4J スレッド・プールの構成
アプリケーションのカスタム・スレッド・プールの構成アプリケーションのカスタム・スレッド・プールの構成アプリケーションのカスタム・スレッド・プールの構成アプリケーションのカスタム・スレッド・プールの構成
server.xmlファイルに <custom-thread-pool>要素を追加することで、OC4J インスタン
スで使用する別のカスタム・スレッド・プールをアプリケーションに作成できます。その後、
アプリケーションの *-web-site.xmlファイルにある <web-site>要素の
custom-thread-pool属性のスレッド・プールを参照することにより、アプリケーションが
そのカスタム・スレッド・プールを使用できるようにできます。server-xmlファイルには、
複数の <custom-thread-pool>要素を指定でき、それぞれのカスタム・スレッド・プールを
使用するアプリケーションを 2 つ以上構成できます。

server.xmlでは、<custom-thread-pool>要素は <application-server> 要素のサブ要素
で、nameの値が制限されていないことを除き、<thread-pool> 要素と同じ属性が指定されてい
ます。次に例を示します。

<custom-thread-pool name="mypool" min="3" />

name属性は必須で、その他すべての属性はオプションです。この要素の詳細は、B-9 ページの
「<custom-thread-pool>」を参照してください。

<thread-pool> 要素の詳細は、10-5 ページの「スレッド・プール構成の変更」および B-19 ペー
ジの「<thread-pool>」を参照してください。

*-web-site.xmlファイルの詳細は、B-22 ページの「Web サイト構成ファイル
（*-web-site.xml）の概要」を参照してください。custom-thread-pool属性は、B-22 ページ
の表 B-24 で説明されています。

次の例では、HTTP サイトの default-web-site.xmlファイルの <web-site> 要素に
custom-thread-pool属性を追加して、デフォルト以外のスレッド・プールを使用する
HTTP サイトを構成しています。

<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema/web-site-10_0.xs
d" 
       protocol="http"
       port="8888"
       custom-thread-pool="mypool1"
       display-name="OC4J 10g (10.1.3) Default Web Site"
       schema-major-version="10"
       schema-minor-version="0"
     />

古いスレッド・プール形式からの変換古いスレッド・プール形式からの変換古いスレッド・プール形式からの変換古いスレッド・プール形式からの変換
server.xmlの <global-thread-pool>および <work-manager-thread-pool> 要素は、スレッ
ド・プールが古い形式で構成されています。これらの要素は、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推奨
されていません。これらの要素の属性は、B-10 ページの表 B-7 および B-21 ページの表 B-23 で
説明されています。

server.xmlファイルに <global-thread-pool>または <work-manager-thread-pool>
要素が含まれている場合、OC4J 10g（10.1.3.1.0）により古い形式の要素が server.xmlの新し
い形式に更新されます。たとえば、 server.xmlファイルに次の要素が含まれているとしま
す。

<global-thread-pool 
   min="60" 
   max="60" 
   queue="20000" 
   keepAlive="-1" />
   
   <work-manager-thread-pool 
   min="23" 
   max="24" 
   queue="5000" 
   keepAlive="-1" />
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OC4J スレッド・プールの構成
OC4J の起動後、server.xmlファイルには、<global-thread-pool>および
<work-manager-thread-pool>要素ではなく、次の <thread-pool>要素が含まれていま
す。

<thread-pool 
   name="http" 
   min="60" 
   max="60" 
   queue="20000" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0" />
   
<thread-pool 
   name="jca" 
   min="23" 
   max="24" 
   queue="5000" 
   keepAlive="-1" /> 

表 10-3 に、<global-thread-pool>および <work-manager-thread-pool>の属性が、ど
のように OC4J 10g（10.1.3.1.0）の新しいスレッド・プールにマップされているかを示します。

たとえば、OC4J により、次の <global-thread-pool>要素から新しい <thread-pool>要
素が生成されます。

<global-thread-pool
   keepAlive="-1"
   debug="false"
   cx-keepAlive="-1"
   cx-debug="false"
   rmiRequest-keepAlive="-1"
   rmiRequest-debug="false"
   min="40"
   max="40"
   queue="2560"
   cx-min="44"
   cx-max="44"
   cx-queue="2560"
   rmiRequest-min="50"
   rmiRequest-max="50"
   rmiRequest-queue="2560"/>

表表表表 10-3 古いスレッド・プール構成の新しいスレッド・プールへのマッピング古いスレッド・プール構成の新しいスレッド・プールへのマッピング古いスレッド・プール構成の新しいスレッド・プールへのマッピング古いスレッド・プール構成の新しいスレッド・プールへのマッピング

古いスレッド・プール属性古いスレッド・プール属性古いスレッド・プール属性古いスレッド・プール属性 <thread-pool> のののの name 属性の値属性の値属性の値属性の値 新しいスレッド・プール属性新しいスレッド・プール属性新しいスレッド・プール属性新しいスレッド・プール属性

<global-thread-pool>の

min、max、queue、
keepAliveおよび debug属性

http <thread-pool>の min、
max、queue、keepAlive
および debug属性

<work-manager-thread-po
ol>の min、max、queue、
keepAliveおよび debug属性

jca <thread-pool>の min、
max、queue、keepAlive
および debug属性

<global-thread-pool>の

cx-min、cx-max、
cx-queue、cx-keepAliveお

よび cx-debug属性

rmi request <thread-pool>の min、
max、queue、keepAlive
および debug属性

<global-thread-pool>の

rmiRequest-min、
rmiRequest-max、
rmiRequest-queue、
rmiRequest-keepAliveおよ

び rmiRequest-debug属性

rmi connection <thread-pool>の min、
max、queue、keepAlive
および debug属性
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OC4J スレッド・プールの構成
<thread-pool>要素の等価は次のとおりです。

<thread-pool 
   name="rmi request" 
   min="50" 
   max="50" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0"/>

<thread-pool 
   name="rmi connection" 
   min="44" 
   max="44" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0"/>

<thread-pool 
   name="http" 
   min="40" 
   max="40" 
   queue="2560" 
   keepAlive="-1" 
   stackSize="0"/>
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OC4J でのロギングでのロギングでのロギングでのロギング

この章では、OC4J で使用できるシステムおよびアプリケーションのロギング機能の使用方法に
ついて説明します。この章の内容は次のとおりです。

� OC4J により生成されるログ・ファイルの概要

� プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法

� Oracle Diagnostic Logging（ODL）の使用方法

� OC4J ロギングの構成
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OC4J により生成されるログ・ファイルの概要
OC4J により生成されるログ・ファイルの概要により生成されるログ・ファイルの概要により生成されるログ・ファイルの概要により生成されるログ・ファイルの概要
各 OC4J プロセスでは、トラブルシューティングを支援するために多くのログ・ファイルが生
成されます。1 つの OC4J インスタンスに対して複数のプロセスが稼働している場合、複数セッ
トのログ・ファイルが生成されます。 

OC4J では、次に示す 2 種類のログ・ファイルが生成されます。

� プレーン・テキストのログ・ファイルプレーン・テキストのログ・ファイルプレーン・テキストのログ・ファイルプレーン・テキストのログ・ファイル

プレーン・テキストのログは、OC4J コンポーネントに使用されるデフォルトのログ・ファ
イルで、開発環境での使用に 適です。これらのテキスト・ファイルに記録されたメッ
セージは、任意のエディタ（Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コ
ンソールなど）で読み取ることができます。 

� Oracle Diagnostic Logging（（（（ODL）のログ・ファイル）のログ・ファイル）のログ・ファイル）のログ・ファイル 

これらのファイルに記録されたメッセージは、Application Server Control コンソールを使
用して表示できる XML 形式を使用します。ODL の主な利点は、ログ・ファイルの循環を
サポートしていることです。

ログ・ファイルは、データの記録対象となるコンポーネントまたはアプリケーションに応じて
異なる場所に生成されます。各コンポーネントまたはアプリケーションのロギング構成は、コ
ンポーネント固有の XML 構成ファイルに定義されます。 

表 11-1 に、生成される各種ログ・ファイルの名前および場所とともに、各コンポーネントのロ
ギング構成が含まれる XML 構成ファイルを示します。特に明記されていないかぎり、示され
るパスはすべて、スタンドアロン OC4J の場合は ORACLE_HOME/j2ee/home内、OPMN 管理
の OC4J インスタンスの場合は ORACLE_HOME/j2ee/instance内です。

表表表表 11-1 OC4J で生成されるログ・ファイルのリストで生成されるログ・ファイルのリストで生成されるログ・ファイルのリストで生成されるログ・ファイルのリスト

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント  構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル デフォルトのログ・ファイル名および場所デフォルトのログ・ファイル名および場所デフォルトのログ・ファイル名および場所デフォルトのログ・ファイル名および場所

Java ロギングを使用

する OC4J コンポー

ネント

この ODL 形式のログ・ファイルの構成方法

は、11-8 ページの「OC4J ロギングの構成」を

参照してください。

スタンドアロン OC4J:

/log/oc4j/log.xml

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/oc4j/log.xml

Application Server 
Control コンソール

/application-deployments/ascontrol/
orion-application.xml

スタンドアロン OC4J:

/log/ascontrol-application.log

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/ascontrol-app
lication.log

OC4J にデプロイさ

れたアプリケーショ
ン

/application-deployments/app_name/
orion-application.xml

スタンドアロン OC4J:

/application-deployments/app_name/applicati
on.log

OPMN 管理 OC4J:

/application-deployments/app_name/instance_
default_group_1/application.log

グローバル
（default）アプリ

ケーション

/config/application.xml スタンドアロン OC4J:

/log/global-application.log

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/global-applic
ation.log
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プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法
プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法
プレーン・テキスト・ロギングは、OC4J で使用されるデフォルトの形式です。 

この方式は、XML ファイルに合せてメッセージを振り分けます。しかし、同じサイズの複数の
ログ・ファイルに書き込むのではなく、そのコンポーネントに対するすべてのメッセージを単
一のログ・ファイルに書き込みます。次の各項では、テキスト・ロギングの使用方法について
説明します。

� テキスト・ファイル・ロギングの有効化または無効化

� テキスト・ログ・ファイルの管理

� テキスト・ログ・ファイルの表示

デフォルト Web サ

イトのアクセス・ロ
ギング

/config/default-web-site.xml スタンドアロン OC4J:

/log/default-web-access.log

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/default-web-a
ccess.log

OC4J サーバー /config/server.xml スタンドアロン OC4J:

/log/server.log

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/server.log

JMS /config/jms.xml スタンドアロン OC4J:

/log/jms.log

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/jms.log

RMI /config/rmi.xml スタンドアロン OC4J:

/log/rmi.log

OPMN 管理 OC4J:

/log/instance_default_group_1/rmi.log

OPMN ORACLE_HOME/opmn/conf/opmn.xml ORACLE_HOME/opmn/logs

表表表表 11-1 OC4J で生成されるログ・ファイルのリスト（続き）で生成されるログ・ファイルのリスト（続き）で生成されるログ・ファイルのリスト（続き）で生成されるログ・ファイルのリスト（続き）

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント  構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル デフォルトのログ・ファイル名および場所デフォルトのログ・ファイル名および場所デフォルトのログ・ファイル名および場所デフォルトのログ・ファイル名および場所
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プレーン・テキスト・ファイル・ロギングの使用方法
テキスト・ファイル・ロギングの有効化または無効化テキスト・ファイル・ロギングの有効化または無効化テキスト・ファイル・ロギングの有効化または無効化テキスト・ファイル・ロギングの有効化または無効化
テキスト・ロギングは、表 11-1 に示した XML 構成ファイル（default-web-site.xmlファ
イルを除く）の要素により、有効または無効になります。（Web サイトのアクセス・ロギング
の構成方法は、13-13 ページの「Web サイトのアクセス・ロギングの構成」を参照してくださ
い。）

ロギングは、各コンポーネントの XML 構成ファイルの <log>要素の <file>サブ要素によっ
て有効になります。この要素には、単一の path属性が含まれ、生成されるログ・ファイルの
名前と、必要に応じて場所を指定します。

<log>
  <file path="application.log" />
</log> 

コンポーネントのテキスト・ロギングを無効にするには、対応する構成ファイルの <file>要
素を削除するか、コメント・アウトします。この行を削除しないで ODL を有効にすると、両
方のロギング・オプションが有効になります。 

たとえば、アプリケーションのテキスト・ロギングを無効にするには、そのアプリケーション
の orion-application.xmlファイルで次の要素をコメント・アウトします。

<!-- 
<log>
  <file path="application.log" />
</log> 
-->

ODL とテキスト・ロギングの両方を同時に有効にできますが、ディスク領域を節約するには、
これらのオプションのいずれかを無効にする必要があります。 

テキスト・ログ・ファイルの管理テキスト・ログ・ファイルの管理テキスト・ログ・ファイルの管理テキスト・ログ・ファイルの管理
テキスト・ロギングにはサイズ制限やログ循環機能がないため、ログ・ファイルの監視は重要
です。チェックしないままにしておくと、ログ・ファイルのサイズは増大し続け、ディスク超
過が発生する可能性があります。 

これらのファイルを管理する唯一の方法は、OC4J を停止し、ファイルを削除した後、OC4J を
再起動してログ・ファイルを新しく始めることです。 

テキスト・ログ・ファイルの表示テキスト・ログ・ファイルの表示テキスト・ログ・ファイルの表示テキスト・ログ・ファイルの表示
すべてのテキスト・ログ・ファイルは、11-2 ページの表 11-1「OC4J で生成されるログ・ファイ
ルのリスト」に示した場所にデフォルトで生成されます。テキスト・ログ・ファイルは、log
拡張子によって識別できます。

OC4J コンポーネントに対して生成されるテキスト・ログ・ファイルは、次のように
Application Server Control コンソールを使用して表示できます。

1. Application Server Control コンソールのページの一番下にある「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」リンクをクリック
します。

2. 「「「「OC4J」」」」を開きます。

3. 「「「「<instanceName>」」」」を開きます。デフォルトのインスタンス名は homeです。

デプロイ済 J2EE アプリケーションのテキスト・ログ・ファイルは、Application Server Control
コンソールを使用して表示することはできません。
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Oracle Diagnostic Logging（ODL）の使用方法
Oracle Diagnostic Logging（（（（ODL）の使用方法）の使用方法）の使用方法）の使用方法
Oracle Diagnostic Logging フレームワーク（ODL）には、標準 Java フレームワークを補完し
て、ログ・データと Oracle ログ分析ツールを自動的に統合するプラグイン・コンポーネントが
用意されています。 

ODL フレームワークでは、ログ・ファイルは XML 文書形式で作成され、他の Oracle 
Application Server やカスタム開発されたコンポーネント（Application Server Control コン
ソールなど）によるログの分析および再利用を可能にします。ODL のもう 1 つの主な利点は、
テキストベースのロギングとは異なり、ログ・ファイルの循環をサポートしていることです。

� ODL の有効化または無効化

� ODL ログ・ファイルの管理

� ODL ログ・ファイルの表示

ODL の有効化または無効化の有効化または無効化の有効化または無効化の有効化または無効化
ODL は、<odl>要素を表 11-1 に示した XML ファイルの <log>要素内に追加すると有効にな
ります。

<odl>要素には次の属性があります。すべて必須です。

� path: このコンポーネントの log.xmlファイルが生成されるディレクトリへのパス。

� max-file-size: 個々のログ・ファイルに対して許容される 大サイズ（KB 単位）。この
制限に達すると、新しいログ・ファイルが生成されます。

� max-directory-size: ログ・ファイル・ディレクトリに対して許容される 大サイズ
（KB 単位）を設定します。この制限を超えると、 も古いログ・ファイルから消去されま
す。 

たとえば、petstoreアプリケーションの orion-application.xmlファイルの次のエント
リは、このアプリケーションに対して log.xmlファイルを生成します。また、ログ・ファイ
ルの 大値を 1,000KB、ディレクトリの 大値を 10,000KB に設定します。

<log>
  <odl path="../log/petstore/" max-file-size="1000" max-directory-size="10000" />
</log>

注意注意注意注意 :

� ODL は、アプリケーションがデプロイされる際に、デプロイ・プラン・
エディタを使用して logプロパティの odlsに値を設定すると、アプリ
ケーションに対して有効にできます。 

デプロイ・プラン・エディタを使用したアプリケーションの構成方法は、
『Oracle Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照してください。

� Web サイトに対する ODL は、異なる構成を使用します。Web サイトのア
クセス・ロギングの構成方法は、13-13 ページの「Web サイトのアクセ
ス・ロギングの構成」を参照してください。

� ODL とテキスト・ファイル・ロギングの両方を同時に有効にできます。
しかし、ディスク領域を節約するには、これらのオプションのいずれか
を無効にする必要があります。 

重要重要重要重要 :

次の例に示すように、パスを ../log/appNameと指定します。このパスは、
Application Server Control コンソールを使用してログ・ファイルを表示でき
るようにするために必要です。
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この構成を使用して、petstoreログ・ファイルは、使用している OC4J インストールに応じ
て、次の場所に生成されます。 

� スタンドアロン OC4J:

ログ・ファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/home/application-deployments/log/petstoreに生成され
ます。 

� OPMN 管理 OC4J:

ファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deployments/log/instance_defa
ult_group_1/petstoreという OC4J インスタンス固有のディレクトリに生成されます。

ODL ログ・ファイルの管理ログ・ファイルの管理ログ・ファイルの管理ログ・ファイルの管理
ODL フレームワークでは、ログ・ファイルの循環などログ・ファイルの管理をサポートしてい
ます。ログ・ファイルの 大サイズおよびログ・ディレクトリの 大サイズも定義できます。
また、OLD を使用すると次のような利点があります。

� 保存する診断情報の合計容量を制限できます。

� 作成された順序に従って、古いセグメント・ファイルは削除され、新しいセグメント・
ファイルは保存されます。

� コンポーネントをアクティブなままにできるため、診断ログ・ファイルがクリーンアップ
される際にも停止する必要がありません。

ODL ログログログログは、現行のログ・ファイル log.xml、および古いメッセージが含まれるゼロ以上の
OLD アーカイブ（セグメント・ファイル）アーカイブ（セグメント・ファイル）アーカイブ（セグメント・ファイル）アーカイブ（セグメント・ファイル）を含む一連のログ・ファイルです。ODL を有効に
すると、新しいメッセージはそれぞれ、log.xmlの 後に追加されます。このログ・ファイル
は循環ポイントに達すると名前が変更され、新しい log.xmlファイルが作成されます。 

現行のログ・ファイルが循環ポイントに達するとセグメント・ファイルが作成されます。この
循環ポイントは 大 ODL セグメント・サイズとして、また、一部の OC4J ログでは循環時間お
よび循環頻度として指定されています。log.xmlファイルは logn.xmlという名前に変更され
ます。ここで nは 1 から始まる整数です。新しい log.xmlファイルは、コンポーネントによ
り新しい診断メッセージが生成されると作成されます。

後のログ・ファイルがいっぱいになると、次の手順で処理されます。

1. ディレクトリの領域を空けるため、 も古いログ・ファイルが消去されます。

2. log.xmlファイルが 新の logn.xmlファイルに書き込まれます。nは、 新のログ・
ファイルを 1 だけ増やした値です。 
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サイズベースのログ循環サイズベースのログ循環サイズベースのログ循環サイズベースのログ循環
ODL ログやコンポーネントのサイズを制限するには、ログ・ディレクトリの 大サイズを指定
する構成オプションを使用します。ディレクトリ内の全ファイルの合計サイズが 大サイズに
達すると、合計サイズを指定された制限内に保つために も古いアーカイブが削除されます。

たとえば、log9872という名前のセグメント・ファイルで開始し、 大ディレクトリ・サイズ
に達したとき、ログ・ファイル・ディレクトリに次のファイルが存在するとします。

File Size

log.xml  10002
log9872.xml 15000
log9873.xml 15000
log9874.xml 15000
log9875.xml 15000
log9876.xml 15000

この場合、log.xmlがいっぱいになると log9872.xmlが削除されて、log.xmlの内容が新
しいファイル log9877.xmlに移動されます。その後、新しい診断メッセージが新しい
log.xmlファイルに書き込まれます。

たとえば、petstoreと言う名前の OC4J アプリケーションに 大の ODL セグメント・サイズ
および 大ディレクトリ・サイズを指定するには、ファイル ORACLE_HOME/j2ee/
instance_name/application-deployments/petstore/orion-application.xmlに
次のエントリを追加します。

<log>
<odl path="../log/petstore/" max-file-size="1000" max-directory-size="10000" />
</log>

j2ee-logging.xmlファイルに構成されている OC4J コンポーネントの場合は、 大セグメン
ト・サイズおよびディレクトリ・サイズに加えて、循環時間と循環頻度も指定できます。

時間ベースのログ循環時間ベースのログ循環時間ベースのログ循環時間ベースのログ循環
時間ベースのログ循環では、<logging-configuration>ルート要素の <log-handlers>
要素の <log_handler>サブ要素に次に示すプロパティを指定できます。

� baseRotationTime: 循環のベース時間（オプション）。ベース時間の書式は次のいずれかで
す。

– hh:mm。04:20 など。この書式ではローカル・タイムゾーンを使用します。

– yyyy-MM-dd。2006-08-01 など。この書式ではローカル・タイムゾーンを使用します。

– yyyy-MM-ddThh:mm。2006-08-01T04:20 など。この書式ではローカル・タイムゾーン
を使用します。

– yyyy-MM-ddThh:mm:ss.sTZD。TZD はタイムゾーン・インジケータです。TZD は、
UTC を示す Zまたは {+|-}hh:mmです。たとえば、2006-03-01T04:20:00-08:00 は米国
太平洋標準時タイムゾーンの 2006 年 3 月 1 日 4:20:00 を表します。 

baseRotationTime を指定しない場合、デフォルト値は UTC の 1970 年 1 月 1 日 00:00 です。

� rotationFrequency: 分単位の循環頻度。その他に、hourly、daily、weekly のいずれかの値
を指定できます。

これらのプロパティは次のファイルに指定します。

ORACLE_HOME/j2ee/instance_name/config/j2ee-logging.xml

注意注意注意注意 : 新のセグメント・ファイルは削除されません。
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たとえば、毎日ローカル時間の午前 4 時、またはサイズが 2000000 バイトに達した時にログ・
ファイルを循環すると指定するには、次のようにします。

<log_handler name="h1" class="oracle.core.ojdl.logging.ODLHandlerFactory">
     <property name="path" value="log"/>
     <property name="baseRotationTime" value="04:00"/>
     <property name="rotationFrequency" value="daily"/>
     <property name="maxFileSize" value=" 2000000"/> 
</log_handler>

ODL ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示
ODL 形式のログ・ファイルは、Web ベースの Application Server Control コンソールで「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」
リンクをクリックすると表示でき、管理者は、一元管理された場所から OC4J 内で稼働してい
るすべてのコンポーネントおよびアプリケーションによって生成されたロギング出力を集計お
よび表示できます。 

ODL ログ・ファイルは、「ログ・ファイル」ページでは .xml拡張子で識別されます。

1. Application Server Control コンソールのページの一番下にある「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」リンクをクリック
します。

2. 「「「「OC4J」」」」を開きます。

3. 「「「「<instanceName>」」」」を開きます。スタンドアロン OC4J と OAS のいずれでも、デフォル
ト・インスタンス名は homeです。

� OC4J ログ・ファイルを表示するには、診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログを開いた後、log.xmlを開
きます。

� 特定の J2EE アプリケーションの ODL ログを表示するには、次のようにします。

– 「アプリケーション「アプリケーション「アプリケーション「アプリケーション <applicationName>」」」」ノードを開きます。

–  診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログを開きます。このディレクトリ内に生成された log.xmlファ
イルを開いて表示します。

OC4J ロギングの構成ロギングの構成ロギングの構成ロギングの構成
OC4J の各種コンポーネントでは、OC4J ログ・ファイルに書き込む Java ログ出力を利用しま
す。OC4J ログ・ファイルは、Oracle Diagnostic Logging フレームワークを使用して XML 形式
で生成され、Application Server Control コンソールを使用して表示できます。

この項の内容は次のとおりです。

� OC4J コンポーネント・ログ出力の使用方法と構成

� OC4J ログ・ファイルの表示

� oracle ログ出力の構成
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OC4J コンポーネント・ログ出力の使用方法と構成コンポーネント・ログ出力の使用方法と構成コンポーネント・ログ出力の使用方法と構成コンポーネント・ログ出力の使用方法と構成
OC4J には、OC4J ログ・ファイル（log.xml）に書き込む多くのコンポーネント・ログ出力が
用意されています。使用可能なコンポーネント・ログ出力は、Application Server Control コン
ソールの「ログ出力の構成」ページを使用して表示および構成できます。

Java のログ・レベルは、個々のコンポーネント・ログ出力ごとに設定できます。NULLに設定
すると、ログ出力は、親に設定されたログ・レベルを継承します。 

したがって、すべてのログ出力のデフォルト・レベルは、oracleログ出力から継承されるデ
フォルト値である INFOです。この値は、Java ログ・レベル NOTIFICATIONにマップされま
す。このデフォルト値の変更方法は、11-10 ページの「oracle ログ出力の構成」を参照してくだ
さい。

「ログ出力の構成」ページからログ出力に設定されたログ・レベルは保存されず、OC4J ランタ
イムにのみ適用されます。OC4J が再起動されると、ログ・レベルは親ログ出力から継承される
デフォルト設定に戻ります。

次の表 11-2 に、Application Server Control コンソールから設定できるログ・レベルと、それぞ
れのマップ先となる ODL メッセージ・タイプ : ログ・レベルを示します。 

OC4J コンポーネント・ログ出力を Application Server Control コンソールから構成するには、
次のようにします。

1. 「管理」「管理」「管理」「管理」リンクをクリックします。

2. 「ログ出力の構成」「ログ出力の構成」「ログ出力の構成」「ログ出力の構成」をクリックします。

3. ログ・レベルを上の表 11-2 の左列に示された値に設定します。 

4. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックして、変更を OC4J ランタイムに適用します。

表表表表 11-2 OC4J ログ出力のログ・レベルログ出力のログ・レベルログ出力のログ・レベルログ出力のログ・レベル

Java ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル
ODL メッセージ・タイプメッセージ・タイプメッセージ・タイプメッセージ・タイプ :
ログ・レベルログ・レベルログ・レベルログ・レベル ODL の説明の説明の説明の説明

NULL ログ出力は、親に設定されたログ・レベルを継
承します。

SEVERE ERROR:1 システム管理者が注意する必要があるシステ
ム・エラーを記録します。

WARNING WARNING:1 エラーが発生する前に確認して処理する必要が
あるとして検出されたアクションまたは条件を
記録します。

INFO NOTIFICATION:1 標準のアクションまたはイベントを記録しま
す。ユーザー操作（「ログイン完了」など）や
自動操作（ログイン・ファイルの循環など）が
該当します。

CONFIG NOTIFICATION:16 構成関連のメッセージまたは問題を記録しま
す。

FINE TRACE:1 デバッグやパフォーマンスの監視に使用される
トレースまたはデバッグのメッセージを記録し
ます。通常、詳細なイベント・データが含まれ
ます。 

FINER TRACE:16 非常に詳細なトレースまたはデバッグのメッ
セージを記録します。

FINEST TRACE:32 きわめて詳細なトレースまたはデバッグのメッ
セージを記録します。
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OC4J ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示ログ・ファイルの表示
OC4J ログ・ファイルは、Application Server Control コンソールを使用して表示できます。
ファイルを表示するには、次のようにします。

1. Application Server Control コンソールのページの一番下にある「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」リンクをクリック
します。

2. 「「「「OC4J」」」」を開きます。

3. 「「「「<instanceName>」」」」を開きます。スタンドアロン OC4J と OAS のいずれでも、デフォル
ト・インスタンス名は homeです。

4. 診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログを開きます。

すべての ODL ログ・ファイルと同様に、新しいメッセージはそれぞれ、log.xmlという 新
のログ・ファイルに格納されます。 大サイズに達すると、ログは logn.xmlというアーカイ
ブ・ログ・ファイルにコピーされます。nは、1 から始まる整数です。

oracle ログ出力の構成ログ出力の構成ログ出力の構成ログ出力の構成
oracleログ出力の構成は、j2ee-logging.xmlに定義されます。このファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリにインストールされています。

OC4J 10g（10.1.3.1.0）では、次のように、Application Server Control コンソールを使用してロ
グ出力のログ・レベルを設定できます。

1. OC4J ホームページで「管理」「管理」「管理」「管理」をクリックします。

2. 管理タスクから、「ログ出力の構成」「ログ出力の構成」「ログ出力の構成」「ログ出力の構成」を選択して「ログ出力の構成」ページを表示します。

3. 「すべてを開く」「すべてを開く」「すべてを開く」「すべてを開く」をクリックして、現在 OC4J インスタンスにロードされているログ出力の
全リストを表示します。

4. ページに表示されている任意のログ出力のログ・レベルを選択します。

また、j2ee-logging.xml構成ファイルは手動で編集することもできます。このファイルの
変更後には、OC4J を再起動してください。

構成ファイルには、<logging-configuration>ルート要素内に次の 2 つの要素があります。 

� <log_handlers> 

この要素には、異なる 3 つのログ・ハンドラを定義する <log_handler>要素が含まれま
す。

– oc4j-handler

oracleログ出力用のログ・ハンドラです。

– oracle-webservices-management-auditing-handler

oracle.webservices.management.auditing ログ出力用のログ・ハンドラです。

– oracle-webservices-management-logging-handler

oracle.webservices.management.logging ログ出力用のログ・ハンドラです。

次のプロパティは、各ログ・ハンドラの <property>サブ要素に指定します。

– path: ハンドラがログ・ファイルを生成するディレクトリを指定します。この値は変
更しないでください。

– maxFileSize: ディレクトリ内のログ・ファイルに対して許容される 大サイズ（バ
イト単位）を設定します。この制限を超えると、新しいファイルが生成されます。

– maxLogSize: ログ・ファイル・ディレクトリに対して許容される 大サイズ（バイト
単位）を設定します。この制限を超えると、 も古いログ・ファイルから消去されま
す。 
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� <loggers> 

この要素には、次の情報を定義する <logger>要素が含まれます。

– name: ログ出力名。この値は変更しないでください。

– level: このログ出力が機能する 低ログ・レベル。このレベルは、デフォルトで
ODL の値 NOTIFICATION:1に設定されます。この値は Application Server Control
コンソールの「ログ出力の構成」ページに表示される Java ログ・レベル INFOにマッ
プされます。 

この値は、Java ロギング・レベル（FINE）または ODL メッセージ・タイプ : ログ・
レベル（TRACE:1）のいずれかに設定できます。

– useParentHandlers: ログ出力で親ハンドラを使用する必要があるかどうかを示し
ます。この値はデフォルトで falseに設定されるため、oracleログ出力は親

（rootログ出力）に設定されたログ・レベルを継承しません。

– <handler>: 使用するハンドラの名前。この値は変更しないでください。 

次の例では、ODL メッセージ・タイプ : ログ・レベルとして TRACE:32を指定し、デフォルト
のログ・レベルを FINESTに設定しています。

<logging_configuration>
  <log_handlers>
    <log_handler name='oc4j-handler'
        class='oracle.core.ojdl.logging.ODLHandlerFactory'>
      <property name='path' value='%ORACLE_HOME%/j2ee/%OPMN_PROC_TYPE%/log/
           %OPMN_PROC_TYPE%_%OPMN_PROC_SET%_%OPMN_PROC_INDEX%/oc4j'/>
      <property name='maxFileSize' value='10485760'/>
      <property name='maxLogSize' value='104857600'/>
    </log_handler>
  </log_handlers>
  <loggers>
    <logger name='oracle' level='TRACE:32' useParentHandlers='false'>
      <handler name='oc4j-handler'/>
    </logger>
  </loggers>
</logging_configuration>
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OC4J でのでのでのでの MBean の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法

この章では、OC4J に付属するシステム MBean を使用して、OC4J インスタンス内のデプロイ
済アプリケーション、サービスおよびその他のリソースを管理する方法について説明します。
この章の内容は次のとおりです。

� OC4J での MBean および Java Management Extensions（JMX）のサポート

� システム MBean ブラウザの使用方法

� JMX 通知のサブスクライブ

� アプリケーション固有の MBean の使用方法
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OC4J での MBean および Java Management Extensions（JMX）のサポート
OC4J でのでのでのでの MBean およびおよびおよびおよび Java Management Extensions（（（（JMX）の）の）の）の
サポートサポートサポートサポート

OC4J では、Java Management Extensions（JMX）1.2 仕様をサポートします。この仕様は、
J2EE 環境でリソース（サービス、アプリケーションなど）を管理するための標準インタフェー
スを作成できるようにします。 

Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control コンソールのユーザー・インタ
フェースは、OC4J インスタンスの完全管理および監視に使用できる JMX 準拠のクライアント
に基づいて構築されています。Application Server Control コンソールを介して提供される JMX
機能は、MBean として知られる Java コンポーネントを使用して有効化されます。MBean につ
いては、次の項で説明します。 

OC4J 内の JMX 管理が可能なリソースには、次のものがあります。

� OC4J サーバー

� OC4J インスタンス内で稼働するアプリケーションおよび Web モジュール

� J2EE サービス（JTA や JMS など）

� OC4J プロセス（タスク・マネージャなど）

� データソースおよびセキュリティ構成

この項の内容は次のとおりです。

� MBeans の概要

� トップレベルの OC4J システム MBean の概要

� MBean を介して加えた変更を有効にする時期

� MBean データの永続性

MBeans の概要の概要の概要の概要
MBean（マネージド Bean）は、JMX 管理が可能なリソースを表す Java オブジェクトです。
MBean は、Sun 社が公開している J2EE 1.4 仕様の一部である J2EE Management 仕様（JSR-77）
に定義されています。 

OC4J 内の管理可能なリソースは、それぞれ対応する MBean のインスタンスによって管理され
ます。たとえば、OC4J の起動時に、J2EESWebSite MBean のインスタンスは、サーバー内で
構成された各 Web サイトを表すために作成されます。

OC4J に付属する各システム MBean は、システム MBean ブラウザからアクセスできる管理イ
ンタフェースを公開します。MBean のインタフェースは、次のもので構成されます。 

� 属性 : JMX クライアントでリモートに取得または設定できるタイプの名前 / 値ペア。属性
は、JavaBean に設定されるプロパティに似ています。たとえば、
J2EEApplication:petstore MBean の state属性は、アプリケーションが現在稼働し
ているかどうかを示します。

� 操作 : JMX クライアントが MBean で起動できるメソッド。たとえば、stop操作は、
petstoreアプリケーションとすべての子アプリケーションを停止するために使用できま
す。

� 通知 : 新規アカウントの作成時などに、生成されるブロードキャスト・エラーまたは特定の
イベントです。たとえば、通知を送信して、petstoreアプリケーションが停止している
ことを警告できます。

前述したように、Application Server Control コンソールのアプリケーションは、システム
MBean に基づいて構築されています。ユーザー・インタフェースでプロパティを設定したりタ
スクを実行する場合、実際には基礎となる MBean で属性を設定したり操作を起動します。 

柔軟性を高めるために、Application Server Control コンソールでは、システム MBean ブラウ
ザのコンポーネントを使用して、OC4J に付属するシステム MBean に直接アクセスできるよう
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OC4J での MBean および Java Management Extensions（JMX）のサポート
にもしています。この管理ツールの使用方法は、12-5 ページの「システム MBean ブラウザの
使用方法」を参照してください。 

トップレベルのトップレベルのトップレベルのトップレベルの OC4J システムシステムシステムシステム MBean の概要の概要の概要の概要
次の表に、システム MBean ブラウザのインタフェースを介して公開されるトップレベルの
OC4J システム MBean の概要を示します。 

表表表表 12-1 トップレベルのトップレベルのトップレベルのトップレベルの OC4J システムシステムシステムシステム MBean

MBean 説明説明説明説明

J2EEDomain 管理ドメインを表します。これは、トップレベルの管理オブジェクトです。このドメ
インにバインドされたその他すべての MBean は、システム MBean ブラウザでこの

ノードの下に表示されます。

J2EEServer 単一の OC4J インスタンスを表します。

ClassLoading OC4J インスタンス内のクラスのロードに関連するすべての状態にアクセスできるよ

うにします。稼働している OC4J インスタンスでのクラスのロードに関する問題のト

ラブルシューティングを支援するために用意された 15 を超える組込み問合せを実行

する操作が含まれます。

この MBean は、それぞれインスタンス化されたクラス・ローダーを表す

ClassLoader MBean のインスタンスを遅れて作成します。

EJBCompiler EJB のデプロイ時に、クライアント・サイドの IIOP スタブを生成するように、OC4J
インスタンスを構成します。また、EJB のコンパイルに使用するコンパイラの指定に

も使用されます。

J2EEApplication OC4J インスタンスにデプロイされる J2EE アプリケーションを表します。 

追加の MBean インスタンスは、アプリケーションの様々なコンポーネントを表す子

ノードとして表示されます。

� OC4JWebModule: J2EE アプリケーションの一部としてデプロイされた Web モ

ジュール用に生成される OC4J 固有の orion-web.xmlデプロイメント・ディス

クリプタを使用して設定されるプロパティを表します。

� WebModule: WAR ファイルにパッケージされる J2EE web.xmlデプロイメント・

ディスクリプタを使用して設定されるプロパティを表します。JSP MBean およ

び Servlet MBean のインスタンスは、Web モジュール内のアクティブな JSP お

よびサーブレット用に作成されます。 

J2EELogging j2ee-logging.xmlファイルに定義される Java ログ出力コンポーネントを表しま

す。Java ロギング・フレームワークの概要（ログ・レベルを含む）は、Sun 社のサイ

ト http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/guide/util/logging/
overview.htmlを参照してください。

J2EEWebSite OC4J サーバー内で定義された Web サイトを表します。Web サイト構成の詳細は、

第 13 章「OC4J での Web サイトの管理」を参照してください。

JDBCDriver 特定の JDBC ドライバを表します。

JMSAdministratorResource OC4J インスタンスで使用される OC4J JMS サーバーを表します。OC4J JMS サーバー

および JMS コネクション・ファクトリの管理の他、接続先の追加 / 削除のための操作

が含まれます。

JMSResource JMS サーバーのメッセージ（タイプ別）、アクティブなハンドラ、アクティブな接続

に関する統計を表示します。子 MBean には、接続、接続先および永続サブスクライ

バ・リソースに関する統計が含まれます。

JNDINamespace OC4J インスタンスにデプロイされたすべてのアプリケーションに対する JNDI バイン

ディングがすべて格納される XML 文書を返します。

JNDIResource 特定のアプリケーションに対する JNDI バインディングをすべて返します。
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OC4J での MBean および Java Management Extensions（JMX）のサポート
MBean を介して加えた変更を有効にする時期を介して加えた変更を有効にする時期を介して加えた変更を有効にする時期を介して加えた変更を有効にする時期
コンポーネントの停止中または稼働中に、MBean を介して管理コンポーネントを変更できま
す。 

一般に、管理コンポーネントに加えた変更（属性に設定される値または操作の結果）は、OC4J
ランタイムですぐに使用できます。

しかし、場合によっては、新しい属性値または操作結果を OC4J ランタイムで使用できるよう
にするために、OC4J サーバー、影響を受けるアプリケーション、あるいは MBean まで再起動
する必要があります。このような場合、MBean および Application Server Control コンソール
には新しい値が表示されますが、必要な再起動が完了するまで、古い値は OC4J ランタイムで
引き続き使用されます。 

たとえば、JSPConfig MBean の timeout属性の値を 30から 15に変更するとします。新し
い値の 15は、MBean と Application Server Control コンソールの「JSP コンテナのプロパ
ティ」ページの両方に表示されます。しかし、JSPConfig属性に対するすべての変更には
OC4J サーバーの再起動が必要であるため、サーバーが再起動されるまで古い値の 30が引き続
き使用されます。

再起動が必要な場合、システム MBean ブラウザには必須アクションを示す必要な再起動プロパ
ティが表示されます。次の表 12-2 に、このプロパティの値を示します。

変更は、MBean レベルではなく、個々の属性 / 操作レベルで管理されます。つまり、MBean
には、新しい値をランタイムで使用できるようにするために再起動が必要な属性と、すぐに使
用できるようになるその他の属性を含めることができます。

JSPConfig OC4J JSP コンテナを構成します。様々な構成値の詳細は、『Oracle Containers for 
J2EE JavaServer Pages 開発者ガイド』を参照してください。MBean 属性に加えられ

た変更を有効にするには、OC4J サーバーを再起動する必要があります。

JTAResource トランザクション・マネージャのインスタンスを表します。この MBean で

configureCoordinator操作を起動するには、OC4J サーバーを再起動して新しい

2 フェーズ・コミット・コーディネータの構成を有効にする必要があります。

JVM OC4J インスタンスが稼働する Java 仮想マシンを記述します。システム・プロパティ

を取得 / 設定し、ガベージ・コレクションを強制起動する操作が含まれます。

SecurityProvider 特定のアプリケーションのセキュリティ管理に使用されます。一部の属性および操作
を有効にするために、対応するアプリケーションまたは OC4J サーバーを再起動する

必要があります。 

TaskManager OC4J タスク・マネージャのインスタンスを記述します。この MBean は、タスク・マ

ネージャの精度の設定に使用されます。

ThreadPool 単一のインスタンス化されたスレッド・プールを表します。プール内のスレッドの
大数および 小数の設定に使用します。

TimerService EJB タイマーのインスタンスを表します。詳細は、『Oracle Containers for J2EE 
Enterprise JavaBeans 開発者ガイド』を参照してください。

表表表表 12-2 必要な再起動プロパティの値必要な再起動プロパティの値必要な再起動プロパティの値必要な再起動プロパティの値

値値値値 影響影響影響影響

OC4J の再起動 OC4J インスタンスを再起動する必要があることを示します。

アプリケーションの再起動 MBean が登録されている J2EE アプリケーションを再起動する必要

があることを示します。このカテゴリに属する MBean は、コン

ソールの左側のナビゲーション・ペインで J2EEApplication
ノードの下に表示されます。

MBean の再起動 影響を受ける MBean を再起動する必要があることを示します。

表表表表 12-1 トップレベルのトップレベルのトップレベルのトップレベルの OC4J システムシステムシステムシステム MBean（続き）（続き）（続き）（続き）

MBean 説明説明説明説明
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システム MBean ブラウザの使用方法
MBean データの永続性データの永続性データの永続性データの永続性
MBean を介して設定される永続データは、対応する XML 構成ファイルに書き込まれます。た
とえば、JSPConfig MBean の属性に設定された新しい値は、
global-web-application.xml構成ファイルに書き込まれます。

MBean がデータを保持するかどうかは、システム MBean ブラウザに表示される「永続ポリ
シー」プロパティによって示されます。

システムシステムシステムシステム MBean ブラウザの使用方法ブラウザの使用方法ブラウザの使用方法ブラウザの使用方法
システム MBean ブラウザは、Web ベースの Oracle Enterprise Manager 10g Application Server 
Control コンソールのユーザー・インタフェースのコンポーネントです。コンソール自体は、比
較的簡単に使用できます。この機能を使用するには、次のようにします。

1. Application Server Control コンソールを起動します。

2. 「管理」「管理」「管理」「管理」リンクをクリックします。

3. 「システム「システム「システム「システム MBean ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」をクリックします。

4. 特定の MBean インスタンスには、コンソールの左側のナビゲーション・ペインからアクセ
スします。ナビゲーション・ペインでノードを開き、アクセスする MBean までドリルダウ
ンします。 

5. 右側のペインで、「属性」「属性」「属性」「属性」タブをクリックして選択した MBean の属性にアクセスします。
属性値を変更した場合は、変更の適用変更の適用変更の適用変更の適用ボタンをクリックして OC4J ランタイムに変更を適
用します。

6. 「操作」「操作」「操作」「操作」タブをクリックして MBean の操作にアクセスします。特定の操作を選択した後、
「起動」「起動」「起動」「起動」ボタンをクリックしてコールします。

表表表表 12-3「永続ポリシー」プロパティの値「永続ポリシー」プロパティの値「永続ポリシー」プロパティの値「永続ポリシー」プロパティの値

値値値値 影響影響影響影響

更新時 MBean に設定された永続データは、属性の変更が適用されるとき

や操作が起動されるときに、対応する構成ファイルに即時書き込ま
れます。

行わない MBean に設定されたデータは保持されず、ランタイム・メモリー

にのみ存在します。

注意注意注意注意 : 変更の適用変更の適用変更の適用変更の適用ボタンは、ブラウザのページに変更可能な値を持つ属性が
1 つ以上表示される場合にのみ表示されます。
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JMX 通知のサブスクライブ
JMX 通知のサブスクライブ通知のサブスクライブ通知のサブスクライブ通知のサブスクライブ
OC4J に付属する多くのシステム MBean には、MBean によって登録された状態の変更によって
トリガーされる通知を生成する機能があります。この項では、MBean 生成の通知をサブスクラ
イブおよび表示する方法について説明します。

すべての MBean が通知を生成するわけではありません。

システム MBean ブラウザまたは「通知サブスクリプション」ページから、通知をサブスクライ
ブできます。

システム MBean ブラウザから 1 つ以上の MBean の通知をサブスクライブするには、次のよう
にします。

1. Application Server Control コンソールで「管理」「管理」「管理」「管理」リンクをクリックします。

2. 「システム「システム「システム「システム MBean ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」ブラウザ」をクリックします。

3. 特定の MBean インスタンスには、コンソールの左側のナビゲーション・ペインからアクセ
スします。ナビゲーション・ペインでノードを開き、アクセスする MBean までドリルダウ
ンします。 

4. 右側のペインで、「通知」「通知」「通知」「通知」タブをクリックして選択した MBean の通知にアクセスします。
このタブが表示されない場合は、この MBean は通知を生成しません。

5. 「サブスクライブ」「サブスクライブ」「サブスクライブ」「サブスクライブ」ボックスを選択します。

6. 「適用」「適用」「適用」「適用」ボタンをクリックします。

「通知サブスクリプション」ページから複数の MBean によって生成される通知をサブスクライ
ブするには、次のようにします。

1. Application Server Control コンソールで「管理」「管理」「管理」「管理」リンクをクリックします。

2. 「通知サブスクリプション」「通知サブスクリプション」「通知サブスクリプション」「通知サブスクリプション」アイコンをクリックします。通知を生成する MBean がすべて
表示されます。 

3. サブスクライブする通知ごとに「サブスクライブ」「サブスクライブ」「サブスクライブ」「サブスクライブ」を選択します。 

4. 「適用」「適用」「適用」「適用」ボタンをクリックします。

アプリケーション固有のアプリケーション固有のアプリケーション固有のアプリケーション固有の MBean の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法
J2EE アプリケーションとともに OC4J にデプロイされるベンダー提供の MBean には、
Application Server Control コンソールのユーザー・インタフェースのアプリケーションのホー
ムページからアクセスできます。OC4J システム MBean と同様に、ユーザー・インタフェース
を介して、アプリケーション固有の MBean で属性の表示および設定と、操作の起動ができま
す。

1. Application Server Control コンソールで「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」「アプリケーション」リンクをクリックします。

2. MBean が属するアプリケーションの名前をクリックします。これにより、アプリケーショ
ンのホームページが開きます。

3. 「アプリケーション定義の「アプリケーション定義の「アプリケーション定義の「アプリケーション定義の MBeans」」」」リンクをクリックします。アプリケーションによって
定義された MBean がページにリスト表示されます。

4. 右側のペインで、「属性」「属性」「属性」「属性」タブをクリックして選択した MBean の属性にアクセスします。
属性値を変更した場合は、変更の適用変更の適用変更の適用変更の適用ボタンをクリックして OC4J ランタイムに変更を適
用します。

5. 「操作」「操作」「操作」「操作」タブをクリックして MBean の操作にアクセスします。特定の操作を選択した後、
「起動」「起動」「起動」「起動」ボタンをクリックして実行します。

注意注意注意注意 : 変更の適用変更の適用変更の適用変更の適用ボタンは、ブラウザのページに変更可能な値を持つ属性が
1 つ以上表示される場合にのみ表示されます。
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OC4J での Web サイト
13

OC4J でのでのでのでの Web サイトの管理サイトの管理サイトの管理サイトの管理

この章では、OC4J インスタンスにデプロイされた Web アプリケーションにアクセスできるよ
うに、OC4J スタンドアロン環境で追加 Web サイトを構成する方法について説明します。また、
HTTPS を使用して、クライアントと OC4J の間で Secure Socket Layer（SSL）通信を利用する
セキュアな Web サイトを構成および有効化する方法についても説明します。 

この章の内容は次のとおりです。

� OC4J の Web サイトの概要

� Web サイト接続データの構成

� OC4J での Web サイトの新規作成

� OC4J でのセキュアな Web サイトの構成

� Web サイトの起動と停止

� Web サイトのアクセス・ロギングの構成
の管理 13-1



OC4J の Web サイトの概要
OC4J のののの Web サイトの概要サイトの概要サイトの概要サイトの概要
OC4J では、OC4J インスタンスにデプロイされたアプリケーションに送信される Web リクエス
トは、Web サイトで受信されます。Web サイトとは、特定のプロトコルおよびポート（または
ポートの範囲）でリクエストを受け入れるように構成されたリスナーです。OC4J インスタンス
にデプロイされた各 Web モジュールは、そのアクセスに使用される Web サイトにバインドす
る必要があります。このバインディングは通常、アプリケーション・デプロイ・プロセスの一
環として実行されます。

デフォルト Web サイトは、インストール時に各 OC4J インスタンス内に作成されます。デフォ
ルト Web サイトの構成は、構成ファイル default-web-site.xmlに定義されます。この
ファイルは ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリにデフォルトでインス
トールされます。Web サイトの構成の概要は、13-3 ページの「Web サイト接続データの構成」
を参照してください。

� スタンドアロン OC4J

スタンドアロン OC4J 構成では、デフォルト Web サイトは、HTTP リクエストを特定の
ポート（デフォルトでは 8888）で直接受信するように構成されます。あるいは、セキュア
な HTTPS リクエストを受信するようにこのサイトを構成できます。

� 単一の OPMN 管理 OC4J インスタンス

単一の OPMN 管理 OC4J インストールでは、デフォルト Web サイトは、同様に HTTP ま
たは HTTPS リクエストを直接受信するように構成できます。特定のリスナー・ポートを
default-web-site.xmlに指定するか、ポートの範囲を OPMN 構成ファイル

（opmn.xml）に設定できます。詳細は、13-3 ページの「OPMN 管理 OC4J インスタンスで
の Web サイト・データの構成」を参照してください。

� 複数の OPMN 管理 OC4J インスタンス

2 つ以上の OPMN 管理 OC4J インスタンスのクラスタでは、デフォルト Web サイトは、
Apache JServ Protocol（AJP）を介して Oracle HTTP Server から転送されたリクエストを
受信するように構成されます。 

あるいは、セキュアな AJPS リクエストを受信するようにこのサイトを構成できます。特
定のリスナー・ポートを指定するか、ポートの範囲を OPMN 構成ファイルに設定できま
す。OPMN 構成の詳細は、13-3 ページの「OPMN 管理 OC4J インスタンスでの Web サイ
ト・データの構成」を参照してください。

デフォルト・サイトの他に、必要に応じて、新しい Web サイトを各 OC4J インスタンスで構成
できます。（1 つの Web サイトは複数のプロトコルでリスニングできません。）新しい Web サイ
トを作成する理由として次のことが考えられます。

� 管理アクセスと一般的な Web アクセスの分離

デフォルトでは、Application Server Control コンソールのアプリケーションは、デフォル
ト Web サイトから /emコンテキストを介してアクセスされます。しかし、必要に応じて
Application Server Control コンソールのアプリケーション専用に新しい Web サイトを作成
し、管理アクセスと一般的なアプリケーション・アクセスを切り分けることができます。

� セキュアな Web サイトと非セキュアな Web サイトの利用

SSL を利用してセキュアな接続を作成するようにデフォルト Web サイトを構成できます。
あるいは、追加サイトを作成し、セキュアな接続を必要とする Web アプリケーションにバ
インドすることもできます。

追加 Web サイトの作成および構成の手順は、13-7 ページの「OC4J での Web サイトの新規作
成」を参照してください。

注意注意注意注意 : 現行リリースでは、OC4J インスタンスでサポートされているのは一度
に 1 つの AJP Web サイトのみです。
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Web サイト接続データの構成サイト接続データの構成サイト接続データの構成サイト接続データの構成
次の各項で説明するように、Web サイトで使用されるプロトコルおよびリスナー・ポートは、
スタンドアロン OC4J 環境と Oracle Application Server 環境では構成方法が異なります。

� スタンドアロン OC4J インストールでの Web サイト・データの構成

� OPMN 管理 OC4J インスタンスでの Web サイト・データの構成

スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン OC4J インストールでのインストールでのインストールでのインストールでの Web サイト・データの構成サイト・データの構成サイト・データの構成サイト・データの構成
スタンドアロン OC4J インストールでは、Web サイトで使用されるプロトコルおよびリス
ナー・ポートを対応する *-web-site.xml構成ファイルに明示的に定義する必要があります。
これらのファイルの概要は、13-7 ページの「Web サイト構成ファイルの作成」を参照してくだ
さい。

デフォルト Web サイトは、デフォルトでポート 8888で HTTP プロトコルを介して受信される
リクエストをリスニングするように構成されます。 

OPMN 管理管理管理管理 OC4J インスタンスでのインスタンスでのインスタンスでのインスタンスでの Web サイト・データの構成サイト・データの構成サイト・データの構成サイト・データの構成
Oracle Application Server インストールでは、Oracle Process Manager and Notification Server

（OPMN）を使用して OC4J インスタンスを管理しますが、OPMN を使用すると Web サイトの
プロトコルおよびポートの構成を効率的に管理できます。

OPMN は、起動時に指定された範囲の 小値から始まるポート値を選択し、この値を 1 ずつ増
やしながら空きポートを見つけます。この方法で OPMN がポートの範囲から選択できるように
すると、OC4J プロセス間で発生する可能性がある競合を回避できます。

次の各項で説明するように、Application Server Control コンソールを使用してまたは手動で
opmn.xmlファイルの OC4J ポートの範囲を変更できます。

� Application Server Control コンソールでのポート範囲の変更

� opmn.xml におけるプロトコルおよびポート範囲の手動での変更

Application Server Control コンソールでのポート範囲の変更コンソールでのポート範囲の変更コンソールでのポート範囲の変更コンソールでのポート範囲の変更
Application Server Control コンソールでポート範囲を変更するには、次のようにします。

1. 「クラスタ・トポロジ」ページで、「ランタイム・ポート」「ランタイム・ポート」「ランタイム・ポート」「ランタイム・ポート」をクリックします。

2. 変更するポートの「ポートの構成」「ポートの構成」「ポートの構成」「ポートの構成」アイコンをクリックします。

3. 「サーバー・プロパティ」ページの「ポート」セクションで、変更するポートのポート範囲
を変更します。

4. 「適用」「適用」「適用」「適用」をクリックします。

5. 「クラスタ・トポロジ」ページに移動して、変更した OC4J インスタンスを選択し、「再起「再起「再起「再起
動」動」動」動」をクリックします。

6. 「確認」ページで、「はい」「はい」「はい」「はい」をクリックします。
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opmn.xml におけるプロトコルおよびポート範囲の手動での変更におけるプロトコルおよびポート範囲の手動での変更におけるプロトコルおよびポート範囲の手動での変更におけるプロトコルおよびポート範囲の手動での変更
このモデルでは、Web サイトが使用するプロトコルは、OPMN 構成ファイル opmn.xmlで
Web サイトに対して定義された <port>要素内に指定されます。この要素内には、Web サイト
が使用するリスナー・ポートの範囲を指定することもできます。

opmn.xmlに指定されたプロトコルおよびポートの値は、対応する Web サイト構成ファイルに
設定された対応する値に優先します。Oracle Application Server 環境では、OPMN を使用して
Web サイト・プロトコルおよびポート設定を管理する必要はありません。これらの値を
opmn.xmlに設定せず、かわりに適切な Web サイト構成ファイルに直接値を設定できます。 

<port>要素は opmn.xml構成ファイルに定義されます。このファイルは、
ORACLE_HOME/opmn/confディレクトリにあります。この要素の構文は次のとおりです。

<port id="webSiteName" protocol="http|https|ajp|ajps"
 range="startPort-endPort"/>

表 13-1 に、<port>要素の属性を示します。

通信プロトコルを定義する <port>要素はすべて、OC4J インスタンスを定義する
<process-type>要素内に設定します。<process-type>要素は、<ias-component>要素
のサブ要素（id属性は default_group）です。 

注意注意注意注意 : opmnctlコマンドライン・ツールには、OC4J インスタンスの
opmn.xmlファイルに定義された特定の Web サイトに対する <port>要素の
更新に使用できるコマンドが用意されています。 

使用方法は、13-5 ページの「opmnctl による Web サイトの構成」を参照して
ください。

表表表表 13-1 <port> 要素の属性要素の属性要素の属性要素の属性

属性属性属性属性 説明説明説明説明

id 必須。Web サイトの名前を定義します。これは、Web サイト構成ファイルの

名前から .xml拡張子を除いたものです。

protocol 任意。Web サイトがリクエストの受信に使用するプロトコルを指定します。

有効値は次のとおりです。

� http

� https

� ajp

� ajps

httpsまたは ajpsのいずれかを指定すると、Web サイトに対して定義され

た *-web-site.xml構成ファイルの <web-site>ルート要素のセキュアな

属性の値は上書きされます。

range 任意。OPMN による割当てに使用できるポートの範囲の開始ポートと終了

ポートを指定します。

使用されるデフォルトのリスナー・ポートの範囲は次のとおりです。

� HTTP:      8888-8987

� AJP:         12501-12600
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たとえば、次の例の <port>要素は、ポート 12501～ 12600で AJP リクエストをリスニング
するように、OC4J homeインスタンスのデフォルト Web サイトを構成します。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
   ...
    <port id="default-web-site" protocol="ajp" range="12501-12600"/>
    <port id="rmi" range="12401-12500">
    <port id="jms" range="12601-12700">
    <process-set id="default" numprocs="1"/>
  </process-type>
</ias-component>

opmnctl によるによるによるによる Web サイトの構成サイトの構成サイトの構成サイトの構成
OPMN コマンドライン・ツール opmnctlには、config portコマンドが用意されています。
このコマンドを使用すると、opmn.xmlに定義される Web サイトの構成を指定、更新または削
除できます。

opmnctlツールは、各ノードの ORACLE_HOME/opmn/binディレクトリにインストールされ
ています。このツールは各ノードで個別に実行する必要があり、そのノードの opmn.xmlファ
イルのみが更新されます。

opnm.xml でのでのでのでの Web サイト構成データの挿入または更新サイト構成データの挿入または更新サイト構成データの挿入または更新サイト構成データの挿入または更新

updateコマンドは、指定されたデータを新規または既存の <port>要素に設定します。構文
は次のとおりです。

opmnctl config port update ias-component=componentName
 process-type=instanceName portid=webSiteName [range=startPort-endPort]
 [protocol=<http|https|ajp|ajps>]>

次のコマンドは、Oracle HTTP Server からの Apache JServ Protocol リクエストを受信し応答す
る HTTP リクエストをリスニングするように現在構成されている、OC4J インスタンスのデ
フォルト Web サイトを変更します。 

opmnctl config port update ias-component=default_group process-type=home
   portid=default-web-site protocol=ajp

opmnctl reload

opmnctl reloadコマンドは、OC4J ランタイムに更新された opmn.xmlファイルをリロード
するために起動されます。

注意注意注意注意 : opmn.xmlファイルの変更を有効にするには、リロードする必要があ
ります。対象となるノードで次のコマンドを実行し、opmn.xmlをリロード
します。

opmnctl reload

このコマンドは、OPMN 管理コンポーネント（Oracle HTTP Server、OC4J
およびデプロイ済アプリケーションなど）には影響を与えません。
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opnm.xml からのからのからのからの Web サイト構成データの削除サイト構成データの削除サイト構成データの削除サイト構成データの削除

deleteコマンドは、指定された Web サイトに対して定義された <port>要素を削除します。
構文は次のとおりです。

opmnctl config port delete ias-component=componentName
    process-type=instanceName portid=webSiteName

たとえば、次の例ではデフォルト Web サイトに対して定義された <port>要素を opmn.xml
から削除しています。

opmnctl config port update ias-component=default_group process-type=home
    portid=default-web-site

opmnctl reload

次の表 13-2 に、opmnctl config portコマンドラインで設定できるオプションを示します。

表表表表 13-2 opmnctl config port のオプションのオプションのオプションのオプション

オプションオプションオプションオプション 説明説明説明説明

ias-component opmn.xmlの OC4J 構成を更新するには、default_groupと設定します。

process-type 更新する OC4J インスタンスの識別子（homeなど）に設定します。この値

は、opmn.xmlの <ias-component>の <process-type>サブ要素の id
属性の値と一致します。

portid Web サイトの名前に設定します。これは、Web サイト構成ファイルの名前か

ら .xml拡張子を除いたものです。

protocol Web サイトがリクエストの受信に使用するプロトコルを指定します。

update操作に対してのみ有効です。有効値は次のとおりです。

� http

� https

� ajp

� ajps

httpsまたは ajpsのいずれかを指定すると、Web サイトに対して定義され

た *-web-site.xml構成ファイルの <web-site>ルート要素のセキュアな

属性の値は上書きされます。

range OPMN による割当てに使用できるポートの範囲の開始ポートと終了ポートを

設定します。update操作に対してのみ有効です。

デフォルトのポートの範囲は次のとおりです。

� HTTP:      8888-8987

� AJP:         12501-12600

範囲のかわりに単一のポートを指定できます。
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OC4J でのでのでのでの Web サイトの新規作成サイトの新規作成サイトの新規作成サイトの新規作成
OC4J インスタンス内での新しい Web サイトの有効化は、基本的に 2 段階（必要に応じて 3 段
階）プロセスです。

1. OC4J がインストールされたディレクトリ構造内で Web サイトの XML 構成ファイルを作成
します。

2. 新しい Web サイト構成ファイルへの参照を OC4J 構成ファイル server.xmlに追加しま
す。

3. OPMN 管理 OC4J インスタンスの場合は、Web サイトのプロトコルおよびポートの範囲を
定義する <port>要素を opmn.xmlに追加します。

これらの手順を完了すると、Web サイトはアプリケーションとバインドできるようになりま
す。次の各項では、Web サイトの構成について詳しく説明します。

� Web サイト構成ファイルの作成

� server.xml での Web サイト構成ファイルの参照

� opmn.xml での Web サイトの接続データの定義

� Web サイト間での Web アプリケーションの共有

� Cookie ドメインの指定

Web サイト構成ファイルの作成サイト構成ファイルの作成サイト構成ファイルの作成サイト構成ファイルの作成
Web サイト構成ファイルに定義される主な情報には、次のものがあります。

� サイトへのアクセスに使用される URL の 後に追加される、サイトにバインドされる各ア
プリケーションの Web コンテキスト（/emなど）。 

� サイトで使用されるプロトコル。OPMN 管理の環境では、この値は opmn.xmlに指定され
たプロトコルによって上書きされます。

� サイトがリスニングするポート。OPMN 管理の環境では、この値は opmn.xmlに指定され
たポートの範囲によって上書きされます。 

� サイトへのユーザー・アクセスを追跡する、アクセス・ログ・ファイルの場所。

新しい構成ファイルを作成する も簡単な方法は、デフォルト Web サイトの構成ファイル
default-web-site.xmlのコピーを作成することです。このファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリにあります。ファイルには、次の規則
に従って名前を付けます。

webSiteName-web-site.xml

一般的な構成ファイルには、次の情報を指定する属性が含まれる <web-site>ルート要素を指
定します。 

� host: この Web サイトのホストを DNS ホスト名または IP アドレスのいずれかで指定しま
す。サーバーが複数の IP アドレスを保持する場合、ALL 設定を使用してすべての IP アド
レスをリスニングできます。

� port: Web サイトのリスナー・ポート。

� display-name: Web サイトの表示用の名前。

� virtual-hosts: この Web サイトにバインドされる追加ドメイン。

また、<web-site>要素には通常、次のサブ要素が含まれます。 

� <default-web-app>要素。Web サイトからデフォルトでアクセスされる Web アプリケー
ションを定義します。単一のアプリケーションが Web サイトにバインドされる場合

（Application Server Control コンソールなど）、そのアプリケーションをこの要素内に指定
します。

� Web サイトにバインドされる各 Web モジュールに対する 1 つ以上の <web-app>サブ要素。
これらの要素は、各アプリケーションが Web サイトにバインドされるときに OC4J によっ
OC4J での Web サイトの管理 13-7



OC4J での Web サイトの新規作成
て追加されますが、必要に応じて手動でファイルに追加することができます。少なくとも、
各 <web-app>要素には次の属性があります。

� application属性。Web モジュールが属する J2EE アプリケーションの名前を指定し
ます（.ear拡張子を除いた EAR ファイル名と同じです）。

� name属性。Web モジュールの名前を指定します（.war拡張子を除いた WAR ファイ
ル名と同じです）。

� root属性。Web モジュールのバインド先となる、この Web サイトのコンテキスト・
パスを指定します。

� <access-log>要素。サイトに送信されるリクエストが記録されるログ・ファイルを指定
します。

たとえば、Application Server Control コンソールへの管理アクセスを提供するためにのみ使用
される Web サイトを定義する、ascontrol-web-site.xmlという構成ファイルを作成する
とします。このファイルの <web-site>ルート要素には、次に示すように、必須構成データが
すべて含まれます。

<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema/
  web-site-10_0.xsd"  port="1810"
  display-name="Application Server Control Web Site">
    <default-web-app application="ascontrol" name="ascontrol" access-log="true" />
    <access-log path="../log/ascontrol-web-access.log" />
</web-site>

この要素の構造の詳細は、B-22 ページの <web-site> 要素の説明を参照してください。 

server.xml でのでのでのでの Web サイト構成ファイルの参照サイト構成ファイルの参照サイト構成ファイルの参照サイト構成ファイルの参照
すべての Web サイト構成ファイルの場所は、J2EE_HOME/configディレクトリにある OC4J
構成ファイル server.xmlの <web-site>要素で参照する必要があります。この宣言が
server.xmlにないと、アプリケーションは Web サイトにバインドできません。

各 <web-site>要素は、サンプルの server.xmlの次のエントリに示すように、対応する
Web サイトの XML ファイルのパスおよびファイル名を指定します。

<application-server ... >
  <web-site path="./default-web-site.xml" />
  <web-site path="./ascontrol-web-site.xml" />
</application-server>

この例では、すべての Web サイト構成ファイルの場所は、server.xmlの場所に対して相対
的です。

注意注意注意注意 : この例で示すように、Application Server Control コンソールのみが使
用する Web サイトを作成する場合、ORACLE_HOME/j2ee/からアクセスさ
れる OC4J ホームページの Application Server Control の起動の起動の起動の起動リンクを正し
い URL で更新することも必要です。

注意注意注意注意 : OC4J ポーリングが無効になっている場合、server.xmlに対する変
更を有効にするには、OC4J を再起動する必要があります。
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OC4J での Web サイトの新規作成
opmn.xml でのでのでのでの Web サイトの接続データの定義サイトの接続データの定義サイトの接続データの定義サイトの接続データの定義
Oracle Application Server インストールでは、Oracle Process Manager and Notification Server

（OPMN）を使用して OC4J インスタンスを管理しますが、OPMN を使用すると Web サイトの
プロトコルおよびポートの構成を効率的に管理できます。

opmnctl config port コマンドを使用して、Web サイトの新しい <port>要素を
opmn.xmlの OC4J インスタンス定義に追加します。次の例では、ascontrol Web サイトの
プロトコル（HTTP）およびポート（1810）を設定しています。

opmnctl config port update ias-component="default_group" id="ascontrol-web-site"
protocol="http" range="1810"

次の例のコマンドは、新しい <port>要素をホスト・マシンにある opmn.xmlファイルの
home OC4J インスタンス定義に追加します。これで、この OC4J インスタンスは 2 つの Web サ
イト、すなわちデフォルト・サイトと新しい ascontrolサイトを保持するように構成されま
す。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
   ...
    <port id="default-web-site" protocol="ajp" range="12501-12600"/>
    <port id="ascontrol-web-site" protocol="http" range="1810"/>
    <port id="rmi" range="12401-12500">
    <port id="jms" range="12601-12700">
    <process-set id="default" numprocs="1"/>
  </process-type>
</ias-component>

Web サイト間でのサイト間でのサイト間でのサイト間での Web アプリケーションの共有アプリケーションの共有アプリケーションの共有アプリケーションの共有
Web アプリケーションを共有するということは、セッション、サーブレット・インスタンス、
コンテキスト値を含め、アプリケーションを構成するすべてのものを共有するということを暗
に示しています。 

このモードの一般的な用途は、基本的に Web アプリケーションを 2 つの異なる Web サイトに
バインドして、同じコンテキスト・パス上の HTTP サイトと HTTPS サイト間でその Web アプ
リケーションを共有することです。これにより、リクエストのすべての情報を暗号化する必要
がなく、機密情報のみを必要に応じて暗号化するため、パフォーマンスは向上します。 

もう 1 つの利点は、セッションの追跡に SSL 証明書ではなく Cookie が使用されることです。
SSL 証明書は、追跡する際に各証明書を格納するために 50KB を使用するので、セッションが
タイムアウトする前に、セッションに対してメモリー不足の問題が発生する場合があります。
Cookie の使用により、Web アプリケーションの安全性が低下する可能性はありますが、一部の
ブラウザでは適切にサポートされていない、SSL セッション・タイムアウトなどの問題に対処
するためには必要です。 

アプリケーションのバインド先となる各 Web サイトを定義する *-web-site.xmlファイル
で、<web-app>要素の shared属性を trueに設定すると、アプリケーションを共有として設
定できます。この属性は、デフォルトでは falseです。 

たとえば、サンプルの petstoreアプリケーションをデフォルトの OC4J Web サイト（ポート
8888でリスニング）と新しいセキュアな Web サイト（ポート 4443でリスニング）の間で共
有するには、各 Web サイト構成ファイルで次の <web-app>要素を追加または変更します。こ
の構成により、アプリケーションは HTTP 接続と HTTPS 接続の両方を受け入れることができ
るようになります。

default-web-site.xmlの <web-app>エントリ :

<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema/
  web-site-10_0.xsd"  port="8888" display-name="OC4J 10g (10.1.3) HTTP Web Site">
    <web-app application="petstore" name="petstore" load-on-startup="true"
      root="/petstore" shared="true" access-log="true"/>
    <access-log path="../log/http-web-access.log" />
</web-site>
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OC4J でのセキュアな Web サイトの構成
secure-web-site.xmlの同様のエントリ :

<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema/
  web-site-10_0.xsd" port="4443" secure ="true" display-name="My Secure Web Site"> 
  <web-app application="petstore" name="petstore" load-on-startup="true" 
   root="/petstore" shared="true" access-log="true/>
  <access-log path="../log/secure-web-access.log" />
    <ssl-config keystore="../../server.keystore" keystore-password="welcome" 
    provider="com.sun.net.ssl.internal.ssl.Provider" />
</web-site>

Cookie ドメインの指定ドメインの指定ドメインの指定ドメインの指定
Cookie ドメインを特定の値に設定できます。これにより、Cookie の作成時にドメインは特定
の値に設定され、Cookie は Web ブラウザによってドメイン内の Web サイトに送信できるよう
になります。 

ドメインが指定されない場合、ブラウザは、site1.acme.comなどの完全修飾されたサーバー
名のドメインにデフォルトで設定されます。この場合、ブラウザは site2.acme.comに
Cookie を転送できません。しかし、Cookie ドメインが明示的に acme.comに設定される場合、
Cookie はいずれのサーバーにも送信できます。

アプリケーションの J2EE 標準 orion-web.xmlファイルの <session-tracking>要素に
cookie-domain属性を設定します。cookie-domain 属性には、指定したドメイン名のコン
ポーネントが 2 つ以上ある DNS ドメインが含まれます。次に例を示します。

<session-tracking cookie-domain=".oracle.com" />

OC4J でのセキュアなでのセキュアなでのセキュアなでのセキュアな Web サイトの構成サイトの構成サイトの構成サイトの構成
OC4J では、HTTPS および AJPS を使用して、クライアントと OC4J の間の Secure Socket Layer

（SSL）通信をサポートします。SSL を利用してセキュアな接続を作成するように、デフォルト
Web サイトの構成ファイルを変更できます。あるいは、追加サイトを作成し、セキュアな接続
を必要とする Web アプリケーションにバインドすることもできます。 

SSL の鍵および証明書の詳細は、『Oracle Containers for J2EE セキュリティ・ガイド』を参照し
てください。

この項の内容は次のとおりです。

� セキュアな Web サイトの構成ファイルの作成

セキュアなセキュアなセキュアなセキュアな Web サイトの構成ファイルの作成サイトの構成ファイルの作成サイトの構成ファイルの作成サイトの構成ファイルの作成
次の例に示すように、<web-site>要素の下に適切な SSL 設定を指定します。

<web-site xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema/
  web-site-10_0.xsd" port="4443" secure="true" display-name="My Secure Web Site"> 
  <access-log path="../log/secure-web-access.log" />
    <ssl-config keystore="../../server.keystore" keystore-password="welcome" 
    provider="com.sun.net.ssl.internal.ssl.Provider" />
</web-site>

太字太字太字太字で示した <web-site>への追加に注意してください。

� 値を trueに設定した secure属性を追加します。設定 secure="true"は、HTTP プロト
コルで SSL ソケットを使用することを指定します。

� port属性を使用可能なポートに設定します。SSL ポートのデフォルトは 443です。この例
では、port属性は 4443に設定されています。 
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OC4J でのセキュアな Web サイトの構成
� <ssl-config>要素を追加します。secureフラグを trueに設定するときは常に、この
要素が必要です。この要素は、次の属性および要素を取ります。

– 任意の factory属性。アプリケーションで JSSE を使用しない場合に使用するサー
ド・パーティの SSLServerSocketFactory実装を指定するために使用します。 

アプリケーションでサード・パーティの SSLServerSocketFactory実装を使用す
る場合、<ssl-config>の <property>サブ要素を使用してパラメータをファクト
リに送信できます。 

– keystoreおよび keystore-password属性。キーストアのディレクトリ・パスお
よびパスワードを指定します。指定されるキーストアには、HTTPS による OC4J への
接続を認可されたクライアントの証明書が含まれている必要があります。keystore
の値は、絶対ディレクトリ・パスまたは相対ディレクトリ・パスのいずれかを示し、
ファイル名が含まれます。 

– 任意の provider属性。使用するセキュリティ・プロバイダを指定するために使用で
きます。 

デフォルトでは、Sun 社の実装（com.sun.net.ssl.internal.ssl.Provider）
が使用されます。（この例ではデフォルトの実装が示されていますが、これは暗黙であ
るため指定する必要はありません。）

– 1 つ以上の <property>要素。SSLServerSocketFactoryに渡すパラメータが含
まれます。各要素には、name属性および value属性が含まれ、名前 / 値ペアとして
パラメータを指定できます。

Web サイト構成ファイルが用意できたら、J2EE_HOME/configディレクトリにある OC4J 構
成ファイル server.xmlを参照する <web-site>要素を追加します。server.xmlにこの記
述がないと、アプリケーションは Web サイトにバインドできません。次に例を示します。

<application-server ... >
  <web-site path="./default-web-site.xml" />
  <web-site path="./mycustom-web-site.xml" />
  <web-site path="./secure-web-site.xml" />
</application-server>

構成が完了すると、OC4J は一方のポートで SSL HTTP リクエストを、もう一方のポートで非
SSL HTTP リクエストをリスニングします。server.xml構成ファイルで該当する
*-web-site.xmlをコメントアウトすると、SSL リクエストまたは非 SSL リクエストのいず
れかを無効にできます。

<!--  <web-site path="./secure-web-site.xml" /> commented out to remove SSL -->

<web-site>、<web-app>、<session-tracking>要素の要素および属性の詳細は、
『Oracle Containers for J2EE サーブレット開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : factory属性およびそのパラメータは、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推
奨されません。

注意注意注意注意 : SSLServerSocketFactoryのパラメータは、OC4J 10g（10.1.3.1.0）
では推奨されません。
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OC4J でのセキュアな Web サイトの構成
クライアント認証の要求クライアント認証の要求クライアント認証の要求クライアント認証の要求
<ssl-config>要素の needs-client-auth属性を trueに設定すると、サーバーによるク
ライアントの認証を要求できます。次に例を示します。

<web-site ... secure="true" ... >
 <ssl-config keystore="../../server.keystore" keystore-password="welcome"
   needs-client-auth="true" />
</web-site>

この手順では、OC4J がセキュアな通信のために ID に応じてクライアント・エンティティを受
け入れるか拒否するモードを設定します。needs-client-auth属性は、接続に関するクライ
アントの証明連鎖を要求するように OC4J に指示します。クライアントのルート証明書が認識
されると、そのクライアントは受け入れられます。 

<ssl-config>要素に指定されるキーストアには、HTTPS による OC4J への接続を認可され
たクライアントの証明書が含まれている必要があります。

OC4J によるクライアント認証のリクエストによるクライアント認証のリクエストによるクライアント認証のリクエストによるクライアント認証のリクエスト
OC4J では、クライアント認証クライアント認証クライアント認証クライアント認証モードをサポートします。このモードでは、サーバーはクライア
ントと通信する前に、クライアントからの認証を明示的に要求します。この場合、クライアン
トには独自の証明書が必要です。クライアントは、証明書およびルート証明書で終わる証明連
鎖を送信して自己認証を行います。OC4J は、クライアントに至る信頼の連鎖を確立する際に、
指定されたリストからルート証明書のみを受け入れるように構成できます。

OC4J が信頼する証明書は、トラスト・ポイントと呼ばれます。これは、OC4J がクライアント
からの連鎖で検出する 初の証明書であり、独自のキーストア内のものと一致します。この信
頼関係を構成するには、次の 3 つの方法があります。

� クライアント証明書がキーストアにあること

� クライアントの連鎖に含まれる中間認証局の証明書の 1 つがキーストアにあること

� クライアントの連鎖に含まれるルート認証局の証明書がキーストアにあること

OC4J は、偽造された証明書を防ぐために、トラスト・ポイントを含む証明連鎖全体が有効であ
るかどうかを検証します。 

needs-client-auth属性を使用してクライアント認証を要求するには、次のようにします。

1. クライアントの連鎖のうちトラスト・ポイントとする証明書を決定します。このトラス
ト・ポイントを使用して証明書の発行を制御すること、または認証局を発行者として信頼
することを確認します。

2. クライアントの証明書の認証用に、中間証明書またはルート証明書をトラスト・ポイント
としてサーバーのキーストアにインポートします。

3. OC4J が特定のトラスト・ポイントにアクセスしないようにする場合は、これらのトラス
ト・ポイントがキーストアにないことを確認します。

4. 前述の手順を実行して、サーバーにインストールされた中間証明書またはルート証明書を
含むクライアント証明書を作成します。別の認証局を信頼する場合は、その認証局からの
証明書を取得します。

5. 証明書をクライアント上にあるファイルに保存します。

6. クライアントが HTTPS 接続を開始するときに、証明書を指定します。

a. クライアントがブラウザの場合は、クライアントのブラウザのセキュリティ領域内で
証明書を設定します。 

b. クライアントが Java クライアントの場合は、HTTPS 接続の開始時に、クライアント
証明書および証明連鎖をプログラムで指定する必要があります。
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Web サイトのアクセス・ロギングの構成
Web サイトの起動と停止サイトの起動と停止サイトの起動と停止サイトの起動と停止
Web サイトは、OC4J インスタンスで構成されると、デフォルトで使用できるようになります。
しかし、Application Server Control コンソールには、「管理」「管理」「管理」「管理」→「「「「J2EE Web サイト」サイト」サイト」サイト」ページか
ら個々の Web サイトを停止および起動する機能があります。これらのページには、各 Web サ
イトの構成も表示され、各サイトにバインドされている Web モジュールにアクセスできます。

1. Application Server Control コンソールで「管理」「管理」「管理」「管理」リンクをクリックします。

2. 「管理タスク」「管理タスク」「管理タスク」「管理タスク」→「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」「プロパティ」の下の「「「「J2EE Web サイト」サイト」サイト」サイト」アイコンをクリックします。
OC4J インスタンスで構成された Web サイトがページにリスト表示されます。

3. 目的の Web サイトの名前をクリックします。

Web サイトのアクセス・ロギングの構成サイトのアクセス・ロギングの構成サイトのアクセス・ロギングの構成サイトのアクセス・ロギングの構成
OC4J には Web サイトごとにアクセス・ログを生成する機能があり、クライアントによって
Web サイトに送信されたリクエストを記録します。

アクセス・ログは、テキストベースのログ・ファイルまたは Oracle Diagnostic Logging
（ODL）ファイルとして生成できます。これらのファイルは、Application Server Control コン
ソールを使用して表示できる XML 形式で生成されます。Web サイトに対して構成できるアク
セス・ロギングのタイプは 1 つのみです。

アクセス・ロギングは、Web サイトに対して、その Web サイト構成ファイル
（*-web-site.xml）で <access-log>または <odl-access-log>要素を使用して構成され
ます。どちらの要素も構成ファイルに指定されていない場合、アクセス・ログはその Web サイ
トに対して生成されません。

この項の内容は次のとおりです。

� テキストベースのアクセス・ロギングの構成

� テキスト・アクセス・ログ・ファイルの表示

� ODL アクセス・ロギングの構成

� ODL アクセス・ログ・ファイルの表示

� Web モジュールまたはアプリケーションに対するアクセス・ロギングの有効化または無効
化

注意注意注意注意 :  ascontrol-web-siteは Application Server Control コンソールで
使用されるため、ユーザー・インタフェースを介して停止することはできま
せん。
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Web サイトのアクセス・ロギングの構成
テキストベースのアクセス・ロギングの構成テキストベースのアクセス・ロギングの構成テキストベースのアクセス・ロギングの構成テキストベースのアクセス・ロギングの構成
テキストベースのアクセス・ロギングは、対応する Web サイトの構成ファイル

（*-web-site.xml）の <web-site>ルート要素の <access-log>サブ要素を使用して構成
されます。

この <access-log>要素には次の属性があります。

� path: アクセス・ログのパスおよびファイル名を指定します。これは唯一の必須属性です。
単独で指定するとアクセス・ログが生成されます。

default-web-site.xmlの次のエントリに示すように、このパスは、Application Server 
Control コンソールを使用してログを表示できるように、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリに対して相対的である必要があり
ます。 

<access-log path="../log/default-web-access.log" />

� format: 複数のサポートされる変数（ログ・エントリの先頭に付加される情報となる）を
1 つ以上を指定します。サポートされる変数は、$time、$request、$ip、$host、
$path、$size、$method、$protocol、$user、$status、$referer、$agent、
$cookie、$headerおよび $mimeです。変数の間には、ログ・メッセージの値の間に表
示するセパレータを入力できます。デフォルト設定は次のとおりです。

"$ip - $user - [$time] '$request' $status $size"

このデフォルト構成は、次のようなログ・メッセージになります（2 番目のメッセージは
2 行目に折り返されています）。

148.87.1.180 - - [17/Nov/2004:10:23:18 -0800] 'GET / HTTP/1.1' 200 2929 
148.87.1.180 - - [17/Nov/2004:10:23:53 -0800] 'GET 
/webservices/statefulTest HTTP/1.1' 200 301

この例では、ユーザーは NULL、時刻は（format設定に指定された）大カッコで囲まれ、
リクエストは（指定された）一重引用符で囲まれ、 初のメッセージのステータスおよび
サイズはそれぞれ 200 および 2929 です。

� split: 新しいアクセス・ログを開始する頻度を指定します。サポートされる値は、none
（デフォルト値の neverと同じ）、hour、day、weekおよび monthです。splitを指定
する場合、suffix属性（次の項目で説明）を使用して、ファイル名の 後に追加するタ
イムスタンプ・データを指定できます。

� suffix: split属性が指定されている場合、ログのベース・ファイル名の 後に追加する
タイムスタンプ情報を指定します。 

デフォルトの suffix値は -yyyy-mm-ddです。

たとえば、デフォルトの suffix値を使用する、splitが指定された次の
<access-log>要素を考えてみます。

<access-log path="../log/mysite-web-access.log" split="day" />

生成されるログ・ファイルには、次のような名前が付けられます。

mysite-web-access-2004-11-17.log

使用される形式は java.text.SimpleDateFormatの形式で、suffix設定で使用され
る記号は、そのクラスの記号表記に従います。SimpleDateFormatのドキュメントで説
明されているように、大 / 小文字は区別されます。SimpleDateFormatと、そこで使用
される書式記号の詳細は、次の URL で Sun 社の 新の Javadoc を参照してください。

http://java.sun.com/j2se/

注意注意注意注意 : このロギング形式はログの循環をサポートしないため、テキストベー
スのアクセス・ログ・ファイルの監視は重要です。チェックしないままにし
ておくと、アクセス・ログ・ファイルのサイズは増大し続け、ディスク超過
が発生する可能性があります。
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Web サイトのアクセス・ロギングの構成
default-web-site.xmlの次のエントリは、default-web-access.logという名前のファ
イルを生成します。

<web-site>
...
  <access-log path="../log/default-web-access.log" />

</web-site>

ファイルは、使用している OC4J インストールに応じて、次の場所に生成されます。 

� スタンドアロン OC4J:

ログ・ファイルは、ORACLE_HOME/j2ee/home/log/に生成されます。 

� Oracle Application Server: 

ファイルは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deployments/log/
instance_default_group_1という OC4J インスタンス固有のディレクトリに生成され
ます。

テキスト・アクセス・ログ・ファイルの表示テキスト・アクセス・ログ・ファイルの表示テキスト・アクセス・ログ・ファイルの表示テキスト・アクセス・ログ・ファイルの表示
アクセス・ログのテキスト・ファイルは、Web ベースの Application Server Control コンソール
で「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」リンクをクリックすると表示できます。テキストベースのログ・ファイルは、「ロ
グ・ファイル」ページでは .log拡張子によって識別されます。

1. Application Server Control コンソールのページの一番下にある「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」リンクをクリック
します。

2. 「「「「OC4J」」」」を開きます。

3. 「「「「<instanceName>」」」」を開きます。デフォルトのインスタンス名は homeです。

ODL アクセス・ロギングの構成アクセス・ロギングの構成アクセス・ロギングの構成アクセス・ロギングの構成
ODL フレームワークでは、ログ・ファイルは XML 文書形式で作成されます。ODL アクセス・
ロギングの主な利点は、テキストベースのロギングとは異なり、ログ・ファイルの循環をサ
ポートしていることです。

ODL アクセス・ロギングは、Web サイトの構成ファイルの <web-site>ルート要素の
<odl-access-log>サブ要素を使用して構成されます。この要素には次の属性があります。
これらの属性はすべて必須です。

� path: Web サイトの log.xmlファイルが生成されるディレクトリへのパス。

このパスは、Application Server Control コンソールを使用してログ・ファイルを表示でき
るように、*-web-site.xml構成ファイルに対して相対的である必要があります。

より簡単に管理するには、Web サイトの名前をパスに含めます。

� max-file-size: 個々のログ・ファイルに対して許容される 大サイズ（KB 単位）。この
制限に達すると、新しいログ・ファイルが生成されます。

� max-directory-size: ログ・ファイル・ディレクトリに対して許容される 大サイズ
（KB 単位）を設定します。この制限を超えると、 も古いログ・ファイルから消去されま
す。 

ディレクトリの 大サイズに達するまで、log.xmlという新しいファイルが path属性に指定
されたディレクトリ内に生成されます。各ログ・ファイルは、属性に指定された 大サイズ以
下になります。 

たとえば、default-web-site.xmlの次のエントリは、log.xmlファイルを生成します。
また、ORACLE_HOME/j2ee/home/log/内の /default-web-accessディレクトリで、ロ
グ・ファイルの 大値を 1,000KB に、ディレクトリの 大値を 10,000KB に設定します。 
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Web サイトのアクセス・ロギングの構成
<web-site>
...
  <odl-access-log path="../log/default-web-access/" max-file-size="1000" 
    max-directory-size="10000" />
</web-site>

ファイルは、使用している OC4J インストールに応じて、次の場所に生成されます。 

� スタンドアロン OC4J:

ログ・ファイルは、ORACLE_HOME/j2ee/home/log/default-web-access/に生成さ
れます。 

� Oracle Application Server: 

ファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deployments/log/instance_defa
ult_group_1/default-web-accessという OC4J インスタンス固有のディレクトリに
生成されます。

ODL アクセス・ログの詳細は、11-6 ページの「ODL ログ・ファイルの管理」を参照してくだ
さい。

ODL アクセス・ログ・ファイルの表示アクセス・ログ・ファイルの表示アクセス・ログ・ファイルの表示アクセス・ログ・ファイルの表示
ODL 形式のログ・ファイルは、Web ベースの Application Server Control コンソールで「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」
リンクをクリックすると表示でき、管理者は、一元管理された場所から OC4J 内で稼働してい
るすべてのコンポーネントおよびアプリケーションによって生成されたロギング出力を集計お
よび表示できます。 

ODL ログ・ファイルは、「ログ・ファイル」ページでは .xml拡張子で識別されます。

1. Application Server Control コンソールのページの一番下にある「ログ」「ログ」「ログ」「ログ」リンクをクリック
します。

2. 「「「「OC4J」」」」を開きます。

3. 「「「「<instanceName>」」」」を開きます。スタンドアロン OC4J と OAS のいずれでも、デフォル
ト・インスタンス名は homeです。

4. デフォルトデフォルトデフォルトデフォルト Web サイトサイトサイトサイト・ノードを開きます。

5. 診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログ診断メッセージ・ログを開きます。 
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Web サイトのアクセス・ロギングの構成
Web モジュールまたはアプリケーションに対するアクセス・ロギングのモジュールまたはアプリケーションに対するアクセス・ロギングのモジュールまたはアプリケーションに対するアクセス・ロギングのモジュールまたはアプリケーションに対するアクセス・ロギングの
有効化または無効化有効化または無効化有効化または無効化有効化または無効化

<access-log>または <odl-access-log>要素が Web サイト構成ファイルに定義されてい
る場合、アクセス・ロギングは、Web サイトにバインドされたアプリケーション内の Web モ
ジュールに対してデフォルトで有効になりません。OC4J 10g 10.1.3.1.0 では、構成ファイルのア
プリケーション固有の <web-app>要素の access-log属性のデフォルト値は falseです。

しかし、モジュールの access-log属性を trueに設定すると、特定のモジュールに対してア
クセス・ロギングを有効にできます。 

Web モジュールが大量のリクエストを送信してテキストベースのアクセス・ログ・ファイルが
急速に肥大化するような状況では、アクセス・ロギングを無効にしておくことをお薦めします。
Web サイト構成ファイルまたはモジュールで access-logが trueに設定されている場合、
access-log属性を falseに設定することでモジュールのアクセス・ロギングを無効化でき
ます。

たとえば、default-web-site.xmlの次のエントリは、defaultアプリケーションの DMS 
Web コンポーネントに対するアクセス・ロギングを無効にしますが、admin_webモジュール
に対するテキストベースのアクセス・ロギングは有効化されます。

<web-site ...>
  <web-app application="default" name="dms0" root="/dmsoc4j" access-log="false" />
  <web-app application="default" name="admin_web" root="/adminoc4j" />
  <access-log path="../log/http-web-access.log" access-log="true" />
</web-site>
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OC4J への DTD および XSD
14

OC4J へのへのへのへの DTD およびおよびおよびおよび XSD の登録の登録の登録の登録

この章では、XML ファイル検証を実行する場合に必要な、XML ファイルの検証を実行する場
合に必要な新しいエンティティ（特に XML 形式のデプロイメント・ディスクリプタの定義に
使用されるベンダー固有の DTD および XSD）を OC4J 内で登録するプロセスについて説明し
ます。この項の内容は次のとおりです。

� XSD を登録する必要がある理由

� DTD または XSD の登録
の登録 14-1



XSD を登録する必要がある理由
XSD を登録する必要がある理由を登録する必要がある理由を登録する必要がある理由を登録する必要がある理由
OC4J には、ファイルを読み取る際に XSD で定義されている XML デプロイメント・ディスク
リプタを検証する機能があります。この機能を有効にするには、OC4J の起動時に oc4j.jar
コマンドラインで -validateXML引数を渡します。コマンドライン・オプションの詳細は、
第 4 章「OC4J ランタイムの構成」を参照してください。

検証には、XML 文書を定義する XSD が OC4J サーバーに登録されている必要があります。こ
のエンティティが登録されていないと、XML 検証は実行できません。 

XML 文書が読み取られると、パーサーは、文書に宣言されている XSD を識別する 1 つ以上の
キーを、エンティティ・リゾルバとして知られる OC4J コンポーネントに渡します。エンティ
ティ・リゾルバは、登録済エンティティの場所を解決してパーサーに返し、XML 文書を検証で
きるようにします。

エンティティの参照には、公開識別子とシステム識別子の 2 種類のキーが使用されます。どち
らの識別子も XML 文書に宣言されます。

� 公開識別子は文字列

� システム識別子は URL

エンティティ・リゾルバでエンティティを検出できるようにするには、
entity-resolver-config.xmlファイルのエントリを使用して、これらの識別子のいずれ
かまたは両方を OC4J に登録する必要があります。また、エンティティの場所もこのファイル
に指定する必要があります。

デフォルトでは、entity-resolver-config.xmlには標準 J2EE XSD の他、すべての OC4J
固有の XSD の登録エントリがすでにあります。このため、J2EE 以外または OC4J 以外のエン
ティティに対するエントリの追加のみが必要となります。

DTD またはまたはまたはまたは XSD の登録の登録の登録の登録
DTD または XSD を OC4J に登録するには、entity-resolver-config.xmlファイルに追加
する必要があります。このファイルは、OC4J ホスト・マシンの
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリにあります。

各エンティティは、<entity>要素内に宣言されます。この要素には次のサブ要素があります。

� <description>: エンティティの任意の説明が含まれます。

� <public-id>: エンティティの公開識別子が含まれます。 

� <system-id>: エンティティのシステム識別子が含まれます。 

<public-id>または <system-id>のいずれかを指定する必要がありますが、両方を指
定する必要はありません。

� <location>: エンティティの場所を指定します。この場所は、エンティティへの完全修飾
パスまたはローカルに解決できる URL のいずれかです。

次の <entity>要素は、acme-web.dtdを OC4J に登録します。XML 文書内の <!DOCTYPE>
要素に宣言されている公開識別子とシステム識別子はいずれも登録されます。 

<entity>
  <description>acme-web-2_0.dtd</description>
  <public-id>-//Acme//Acme web Descriptor 2.0//EN</public-id>
  <system-id>http://xmlns.acme.com/dtd/acme-web-2_0.dtd</system-id>
  <location>META-INF/acme-web-2_0.dtd</location>
</entity>
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DTD または XSD の登録
次の例では、acme-application.xsdを OC4J に登録します。システム識別子は、XML 文書
内のルート要素の xsi:schemaLocationまたは xsi:noNamespaceSchemaLocation属性
のいずれかに宣言されています。

<entity>
  <description>acme-application-1_0.xsd</description>
  <public-id />
  <system-id>http://xmlns.acme.com/schema/acme-application-1_0.xsd</system-id>
  <location>META-INF/acme-application-1_0.xsd</location>
</entity>

注意注意注意注意 : OC4J サーバーは、entity-resolver-config.xmlの変更後に再起
動する必要があります。
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OC4J のトラブルシューティ
A

OC4J のトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティングのトラブルシューティング

この付録では、OC4J の使用時に発生する可能性のある一般的な問題と、それらの解決策につい
て説明します。この付録の内容は次のとおりです。

� 問題と解決策

� その他のヘルプ
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問題と解決策
問題と解決策問題と解決策問題と解決策問題と解決策
この項では、一般的な問題とその解決策について説明します。この項の内容は次のとおりです。

� java.lang.OutOfMemory エラー

� アプリケーションのパフォーマンスがガベージ・コレクションの一時停止の影響を受ける

� 無効または不要なライブラリ要素によるパフォーマンスの低下

� ClassCastExceptions および ClassNotFound エラー

� OC4J が起動できない : Java コンパイラを検出できない

� アプリケーションのクラスタリング時にエラーが発生する

� JDK 5.0 から JDK 1.4.2 へのダウングレード時にエラーが発生する

� JMX MBeanServerおよびMBeanServerConnectionインタフェースでサポートされていない
メソッド

� Oracle Application Server でアプリケーションを起動する際に OC4J がハングする

java.lang.OutOfMemory エラーエラーエラーエラー

問題問題問題問題

「メモリー不足」エラーは、Java インスタンスのヒープ・サイズが OC4J 内で稼働しているアプ
リケーションで必要なメモリーより少なくなっていることを意味します。 

解決策解決策解決策解決策

次のように、OC4J の起動時に OC4J プロセスのヒープ・サイズを必要な量のメモリーにまで増
やします。

java -Xms512m -Xmx512m -jar oc4j.jar

アプリケーションが OPMN 管理の環境で稼働している場合は、これらの JVM 設定は
opmn.xml構成ファイルの <data id="java-options">タグ内に定義します。次に例を示
します。

<ias-component id="default_group">
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    <module-data>
      <category id="start-parameters">
        <data id="java-options" value="-Xms512m -Xmx512m -Djava.awt.headless=true
          -Dhttp.webdir.enable=false"/>
        ...
      </category>
      ...
    </module-data>
  </process-type>
</ias-component>

アプリケーションが UNIX または Linux システムで稼働している場合は、ulimit設定で JVM
プロセスによるこの量のメモリーの割当てが可能になっていることを確認します。
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問題と解決策
アプリケーションのパフォーマンスがガベージ・コレクションの一時停止のアプリケーションのパフォーマンスがガベージ・コレクションの一時停止のアプリケーションのパフォーマンスがガベージ・コレクションの一時停止のアプリケーションのパフォーマンスがガベージ・コレクションの一時停止の
影響を受ける影響を受ける影響を受ける影響を受ける

問題問題問題問題

OC4J で稼働するアプリケーションが無応答になり、単純なリクエストに著しい遅延を示しま
す。これは、JVM がメモリー不足のしきい値を超え、メモリーを解放しようとフル・ガベー
ジ・コレクションを実行していることが原因です。 

解決策解決策解決策解決策

停止時間の短いインクリメンタル・コレクタの使用を検討してください。これは、メジャー・
コレクションの一部をマイナー・コレクションごとに行い、メジャー・ガベージ・コレクショ
ンによる長い停止を回避します。このコレクタ（トレイン・コレクタとも呼ばれる）では、マ
イナー・コレクションごとに、古い世代（通常 1 回のメジャー・コレクションで収集されるオ
ブジェクトを保持するメモリー・プール）の一部を収集します。その結果、より短い停止時間
が多数のマイナー・コレクションに分散することになります。 

全体的なスループットを考えると、インクリメンタル・コレクタはデフォルトの古い世代のコ
レクタより遅くなります。

インクリメンタル・コレクタを使用するには、アプリケーションの起動時に Java コマンドライ
ンで -Xincgcオプションを渡す必要があります。XX:NewSizeおよび -XX:MaxNewSizeオ
プションを使用して、若い世代（オブジェクト・プール）の初期サイズと 大サイズを同じ値
に設定します。-Xmsおよび -Xmxオプションを使用して、Java の初期ヒープ・サイズと 大
ヒープ・サイズを同じ値に設定します。 

たとえば、1GB の物理メモリーを保持するサーバーでこのコレクタを使用するには、次のよう
に設定します。

java -server -Xincgc -XX:NewSize=64m -XX:MaxNewSize=64m -Xms512m -Xmx512m

ガベージ・コレクションのチューニングの詳細は、
http://java.sun.com/docs/hotspot/gc1.4.2/で入手できる『Tuning Garbage 
Collection with the 1.4.2 Java Virtual Machine』を参照してください。 

無効または不要なライブラリ要素によるパフォーマンスの低下無効または不要なライブラリ要素によるパフォーマンスの低下無効または不要なライブラリ要素によるパフォーマンスの低下無効または不要なライブラリ要素によるパフォーマンスの低下

問題問題問題問題

OC4J プロセス・メモリーがプログラムの実行中に一貫して増加する場合、グローバルな
application.xmlファイルの無効なシンボリック・リンクに対する参照があることが考えら
れます。一般に、この問題は、Java オブジェクト・メモリーではなく C ヒープが増加するとい
う特徴があり、従来の Java オブジェクト・メモリー・リークとともに見られます。OC4J は、
application.xmlファイルのリンクを使用して、すべてのリソースをロードします。これら
のリンクが無効の場合、C ヒープは増加し続け、OC4J はメモリー不足となります。 

解決策解決策解決策解決策

すべてのシンボリック・リンクが有効であることを確認し、OC4J を再起動します。 

さらに、OC4J でロード対象として構成される JAR ファイル数を 小限に抑えます。使用され
ていないすべての JAR ファイルを、構成と、OC4J で検索対象として構成されるディレクトリ
から削除します。OC4J では、すべての JAR ファイルでクラスとリソースを検索するため、
ファイル・キャッシュで余分なメモリーとプロセッサ時間が使用される原因となります。 
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問題と解決策
ClassCastExceptions およびおよびおよびおよび ClassNotFound エラーエラーエラーエラー

問題問題問題問題

ほとんどのクラス・ロード・エラーは、クラスの可視性（過剰または不十分）に関連していま
す。複数の JAR にパッケージされたクラス間、あるいは親アプリケーションからデフォルトで
継承されたクラス間の衝突が問題になることがあります。

解決策解決策解決策解決策

『Oracle Containers for J2EE 開発者ガイド』の第 3 章「OC4J クラス・ロード・フレームワーク
の利用」では、クラス・ロードに関連する問題の回避およびトラブルシューティングについて
詳しく説明しています。また、これらの問題の多くを回避するために、OC4J 内で共有ライブラ
リを使用する方法についても説明しています。

OC4J が起動できないが起動できないが起動できないが起動できない : Java コンパイラを検出できないコンパイラを検出できないコンパイラを検出できないコンパイラを検出できない

問題問題問題問題

次のようなエラーが OC4J の起動時に表示されます。

05/10/28 13:58:49 Error initializing server: Error initializing ejb-modules: 
Error generating wrappers for file:/C:/oc4j/j2ee/home/applications/admin_ejb.jar:
javac.exe not found under <directory>, please use a valid jdk or specify the
location of your java compiler in server.xml using the <java-compiler .../> tag

解決策解決策解決策解決策

このエラーは、OC4J が必要な JDK を検出できないことを意味します。この問題を解決するに
は、コマンドラインで javac.exeがある場所から OC4J を起動します。これにより、JDK の
場所が設定されます。 

次に例を示します。

C:¥ORACLE_HOME¥j2ee¥home¥C:¥jdk¥bin¥java -jar oc4j.jar

アプリケーションのクラスタリング時にエラーが発生するアプリケーションのクラスタリング時にエラーが発生するアプリケーションのクラスタリング時にエラーが発生するアプリケーションのクラスタリング時にエラーが発生する

問題問題問題問題

アプリケーションに対してクラスタリングを構成する際に、次のエラーがスローされます。

WARNING: The service implementation <classname> does not implement
java.io.Serializable. *This class is not suitable for clustered environments*
indicated by recoverable=true.

解決策解決策解決策解決策

このエラーは、シリアライズ可能なクラスではないため、OC4J レプリケーション・フレーム
ワークをこのクラスで利用できないことを意味します。
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問題と解決策
JDK 5.0 からからからから JDK 1.4.2 へのダウングレード時にエラーが発生するへのダウングレード時にエラーが発生するへのダウングレード時にエラーが発生するへのダウングレード時にエラーが発生する

問題問題問題問題

Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされた OPMN 管理の OC4J イ
ンスタンスは、デフォルトでは JDK リリース 5.0 を使用しますが、JDK リリース 1.4.2 を使用す
るように構成する際に次のエラーが発生します。

oracle.oc4j.loader.util.AnnotatedLinkageError:
MBeanServerEjbHome_StatefulSessionHomeWrapper1 (Unsupported major.minor
version 49.0)

解決策解決策解決策解決策

Oracle Application Server のコンポーネントとしてインストールされた OPMN 管理の OC4J イ
ンスタンスは、デフォルトでは JDK リリース 5.0 を使用します。この新しいバージョンの JDK
は EJB 3.0 を使用するために必要で、パフォーマンスが非常に改善されます。しかし、OC4J に
デプロイされるアプリケーションに JDK リリース 1.4.2 が必要な場合は、旧バージョンへのダ
ウングレードが必要になることもあります。 

JDK 5.0 から JDK 1.4.2 に切り替えるには、すべてのコンパイル済アプリケーション・ファイル
を OC4J インスタンスから削除する必要があります。 

1. OC4J インスタンスを停止します。 

2. ORACLE_HOME/j2ee/instance/application-deploymentsディレクトリを削除しま
す。 

このディレクトリを削除すると、OC4J が JDK 1.4.2 で再起動される際に、アプリケーショ
ン・ファイルは再コンパイルされます。

opmn.xml構成ファイルを手動で編集して、各 OC4J インスタンスに使用する JDK を指定でき
ます。JDK とともにインストールされた、JAVA_HOME環境変数に定義されている javacコン
パイラを使用する場合は、server.xmlから <java-compiler>要素も削除し、OC4J がデ
フォルト設定を再検出できるようにします。
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問題と解決策
JMX MBeanServer およびおよびおよびおよび MBeanServerConnection インタフェースでサポートインタフェースでサポートインタフェースでサポートインタフェースでサポート
されていないメソッドされていないメソッドされていないメソッドされていないメソッド

問題問題問題問題

JMX MBeanServer インタフェースには、次の操作で取得した MBeanServerオブジェクトが使
用されている場合には、J2EE アプリケーションで使用できないメソッドが多数あります。

MBeanServer mbsrv = MBeanServerFactory.newMBeanServer();

戻された MBeanServerオブジェクトに次に示すメソッドを使用すると、
UnsupportedOperationException例外がスローされます。 

public final ClassLoader getClassLoaderFor(ObjectName mbeanName)

public final ClassLoader getClassLoader(ObjectName loaderName)

public final ClassLoaderRepository getClassLoaderRepository()

public final Object instantiate(String className)

public final Object instantiate(String className, ObjectName loaderName)

public final Object instantiate(String className, Object[] params, String[] signature)

public final Object instantiate(String className, ObjectName loaderName, Object[] 
params, String[] signature)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name, ObjectName 
loaderName)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name, Object[] 
params, String[] signature)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name, ObjectName 
loader, Object[] params, String[] signature)

public final ObjectInputStream deserialize(ObjectName name, byte[] data)

public final ObjectInputStream deserialize(String className, byte[] data)

public final ObjectInputStream deserialize(String className, ObjectName loaderName, 
byte[] data)

アプリケーションで Oracle JMX コネクタが使用されている場合、MBeanServerConnection イ
ンタフェースの多くのメソッドを使用できません。作成された MBeanServerConnectionオ
ブジェクトに次に示すメソッドを使用すると、UnsupportedOperationException例外がス
ローされます。 

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name, ObjectName 
loaderName)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name, Object[] 
params, String[] signature)

public final ObjectInstance createMBean(String className, ObjectName name, ObjectName 
loader, Object[] params, String[] signature)
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その他のヘルプ
解決策解決策解決策解決策

アプリケーションで JMX MBeanServer または MBeanServerConnection インタフェースが使用
されている場合は、アプリケーションでサポートされていないメソッドを使用しないでくださ
い。

Oracle Application Server でアプリケーションを起動する際にでアプリケーションを起動する際にでアプリケーションを起動する際にでアプリケーションを起動する際に OC4J がハングするがハングするがハングするがハングする

問題問題問題問題

OPMN 管理の環境では、OC4J を起動しようとすると OPMN がハングし、その結果次のような
エラーが発生します。

ias-component/process-type/process-set: 
    default_group/home/default_group/ 

   Error 
   Process (index=1,uid=2012873812,pid=2988)
   time out while waiting for a managed process to start

解決策解決策解決策解決策

かなりの量のリソースを必要とするアプリケーション（様々なコンポーネントに対して複数の
データベース接続を取得しようとするアプリケーションなど）が原因で、OC4J が起動できない
場合があります。これは、opmn.xmlで OC4J インスタンスに対して定義される
<start-timeout>要素に、アプリケーションを起動できる 大時間を指定することにより管
理できます。この値に達すると、アプリケーションは起動されません。この値は、インスタン
スにデプロイされたすべてのアプリケーションに適用されます。

次の例では、home OC4J インスタンスにデプロイされたアプリケーションに対するタイムアウ
トの値を 800秒に増やしています。 

<ias-component id="default_group">
  ...
  <process-type id="home" module-id="OC4J" status="enabled">
    ...
    <start timeout="800" retry="2"/>
  </process-type>
</ias-component>

その他のヘルプその他のヘルプその他のヘルプその他のヘルプ
その他の解決策は、Oracle の次のサポート用 Web サイトで検索できます。

� Oracle Technology Network
（http://www.oracle.com/technology/documentation/index.html）で入手でき
る Oracle Application Server のリリース・ノート

� Oracle MetaLink（http://metalink.oracle.com）

それでも問題の解決策が見つからない場合は、オラクル社カスタマ・サポート・センターに問
い合せてください。
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その他のヘルプ
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OC4J で使用される構成ファ
B

OC4J で使用される構成ファイルで使用される構成ファイルで使用される構成ファイルで使用される構成ファイル

この付録では、OC4J サーバーとそこにデプロイされる J2EE アプリケーションおよびモジュー
ルの構成データを格納するために使用される XML ファイルについて詳しく説明します。

� OC4J で使用される XML 構成ファイルの概要

� OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素

� Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
イル B-1



OC4J で使用される XML 構成ファイルの概要
OC4J で使用されるで使用されるで使用されるで使用される XML 構成ファイルの概要構成ファイルの概要構成ファイルの概要構成ファイルの概要
OC4J インスタンスと、そこにデプロイされるアプリケーションおよびモジュールの構成データ
は、様々な XML ファイルに保存されます。図 B-1 に、これらの XML ファイルとそれぞれの役
割について概要を示します。

OC4J で使用される Oracle 独自の XML ファイルを定義するスキーマは、次の URL で参照でき
ます。

http://www.oracle.com/technology/oracleas/schema/index.html

図図図図 B-1 OC4J で使用されるで使用されるで使用されるで使用される XML ファイルファイルファイルファイル

server.xml
data-sources.xml
rmi.xml
jms.xml

*-web-site.xml

application.xml
orion-application.xml

system-application.xml
application.xml
global-web-application.xml
oc4j-connectors.xml

application-client.xml
orion-application-client.xml

ejb-jar.xml
orion-ejb-jar.xml

ra.xml
oc4j-ra.xml

webservices.xml
oracle-webservices.xml

web.xml
orion-web.xml
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OC4J で使用される XML 構成ファイルの概要
表 B-1 では、OC4J サーバー・レベルの XML ファイルごとの役割と機能の他、先の図に示した
グローバル構成ファイルについても説明します。 

特に記載されていない場合、ここに示すファイルはすべて
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリにデフォルトでインストールされま
す。

表表表表 B-1 サーバー・レベルおよびグローバルの構成ファイルサーバー・レベルおよびグローバルの構成ファイルサーバー・レベルおよびグローバルの構成ファイルサーバー・レベルおよびグローバルの構成ファイル

XML 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 機能機能機能機能 / コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

server.xml OC4J サーバー構成ファイル。

サーバーを構成し、このファイルに追加する XML ファイル

（JMS サポート用の jms.xmlなど）を指定します。その他

の XML ファイルをリストすることによって、サービスを個

別のファイルに構成できますが、server.xmlファイルは、

それらのファイルを OC4J 構成に使用することを示します。

data-sources.xml OC4J 内のアプリケーションによって使用されるすべての

データベースの OC4J データソース構成が含まれます。

rmi.xml OC4J RMI ポート構成と HTTP 上での RMI トンネリングが

含まれます。 

jms.xml OC4J 内で JMS および MDB によって使用される

Destinationのトピックおよびキューの OC4J JMS 構成が

含まれます。

system-application.xml OC4J インスタンスにインストールされたその他すべてのア

プリケーションの親である、systemアプリケーションの構

成が含まれます。このファイルは、必須の共有ライブラリ
のロードに必要なデータなど、OC4J の起動時に使用される

構成データを提供します。 

application.xml defaultアプリケーションの構成が含まれます。指定され

た親がないユーザー・デプロイのアプリケーションおよび
スタンドアロン・モジュールはすべて、デフォルトでこの
アプリケーションにデプロイされます。

このファイルには、デプロイされたアプリケーションに適
用されるデフォルトの構成値となる共通の設定が含まれま
す。 

このファイルは、J2EE 標準デプロイメント・ディスクリプ

タの application.xmlとはまったく関係ありません。 

global-web-application.xml OC4J 内のサーブレットおよび JSP コンテナを構成するため

の Oracle 固有のファイル。

oc4j-connectors.xml OC4J インスタンスにインストールされたすべてのスタンド

アロン・リソース・アダプタに対するグローバルな OC4J 固
有の構成データが含まれます。

*-web-site.xml OC4J インスタンス内に作成された Web サイトに対する構

成データが含まれる OC4J 固有のファイル。通常、

ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリに

インストールされますが、別の場所にインストールするこ
ともできます。

各 OC4J インスタンス内に作成されたデフォルト Web サイ

トに対する構成は、default-web-site.xmlに定義され

ます。 
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OC4J で使用される XML 構成ファイルの概要
表 B-2 では、前述の図に示した様々なアプリケーション・レベルの XML ファイルの役割と機能
について説明します。

特に記載されていない場合、ここに示すファイルはすべて
ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリにデフォルトでインストールされま
す。

表表表表 B-2 アプリケーション・レベルの構成ファイルアプリケーション・レベルの構成ファイルアプリケーション・レベルの構成ファイルアプリケーション・レベルの構成ファイル

XML 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 機能機能機能機能 / コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント

application.xml J2EE アプリケーションの標準 J2EE アプリケーション・ディ

スクリプタ・ファイル。ローカルの application.xml
ファイルは、J2EE アプリケーション・モジュールを含む

J2EE EAR ファイルを定義します。このファイルは、J2EE
アプリケーション EAR ファイル内に存在します。

orion-application.xml OC4J 固有のデプロイメント・ディスクリプタ。特定のデプ

ロイされたアプリケーションの構成データが含まれます。 

このファイルでは、<jazn-web-app>要素を使用して、

サーブレット実行に OracleAS JAAS Provider および Oracle 
Single Sign-On のプロパティを構成できます。特定のセキュ

リティ・サブジェクトの権限でサーブレットを起動するに
は、これらの機能を適切に設定する必要があります。 

Oracle Single Sign-On による認証とともに、Web アプリ

ケーションのセキュリティ・プロバイダとして Oracle 
Identity Management が使用されている場合は、

<jazn-web-app>を使用して OracleAS JAAS Provider
ユーザー・コンテキストとサーブレット・セッションを同
期できます。ユーザー・コンテキストとセッションを同期
するには、デフォルトで sso.session.synchronizeプ

ロパティを trueに設定します。これは、

<jazn-web-app>の <property>サブ要素で実行できま

す。

<jazn-web-app ...>
  <property name="sso.session.synchronize" 
value="true"/>
</jazn-web-app>

また、このプロパティを falseに設定することもできま

す。

orion-application.xml への変更内容を反映するには、アプリ

ケーション（Application Server Control またはセキュリ

ティ・プロバイダ MBean を使用して変更した場合）または

OC4J（手動で変更した場合）を再起動する必要があります。

JAAS およびこの要素の機能の詳細は、『Oracle Containers 
for J2EE セキュリティ・ガイド』を参照してください。ま

た、次の URL で関連する Sun 社のドキュメントを参照でき

ます。

http://java.sun.com/j2se/1.4.2/docs/guide/
security/jaas/JAASRefGuide.html

web.xml J2EE Web アプリケーションのデプロイメント・ディスクリ

プタ。WAR ファイルに含まれる Web アプリケーション・

デプロイ・パラメータの定義に使用されます。

また、このファイルには、サーブレットおよび JSP の URL
パターンを指定できます。たとえば、サーブレットは
<servlet>要素に、その URL パターンは

<servlet-mapping>要素に定義されます。
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OC4J で使用される XML 構成ファイルの概要
orion-web.xml 開発者モードおよび JSP の自動リロードなどの OC4J 機能を

有効にするかどうかなど、アプリケーション・レベルの
OC4J 固有の構成データを使用して、標準 J2EE ディスクリ

プタを拡張します。 

ejb-jar.xml EJB JAR ファイルに含まれる J2EE EJB モジュールのデプロ

イメント・ディスクリプタ。JAR 内の Enterprise JavaBean
の特殊な構造的特徴および依存性を定義し、コンテナとの
やり取りを Bean で想定する方法について、EJB コンテナに

指示します。 

orion-ejb-jar.xml OC4J 固有のデプロイメント・ディスクリプタ。EJB プール

設定、タイムアウトおよび再試行の設定、JNDI マッピング

および finder メソッドの仕様など、アーカイブ内のすべて

の EJB に対する OC4J 固有の構成データを定義します。ま

た、TopLink 永続性マネージャのプロパティも含まれます。

application-client.xml J2EE アプリケーション・クライアント構成ファイル。アー

カイブにパッケージされる J2EE アプリケーション・クライ

アントで使用される EJB モジュールとその他のリソースを

記述します。

orion-application-client.xml EJB のホーム・インタフェースまたは外部リソース（データ

ソースなど）への JNDI マッピング、JMS キューあるいは

メール・セッションなど、OC4J デプロイ・データが含まれ

ます。

ra.xml J2EE 標準デプロイメント・ディスクリプタ。RAR ファイル

内にパッケージされたリソース・アダプタに対する実装
コード、構成プロパティ、セキュリティ設定に関する情報
が含まれます。

oc4j-ra.xml 単一のリソース・アダプタに対する OC4J 固有のデプロイ構

成データが含まれます。このデータには、EIS 接続情報、使

用される JNDI 名、接続プーリング・パラメータおよびリ

ソース・プリンシパル・マッピングなどがあります。

webservices.xml J2EE 標準 Web サービス・デプロイメント・ディスクリプ

タ。WSDL 情報や JAX-RPC マッピング・データなど、

WAR ファイル内にパッケージされた Web サービス・アプ

リケーションに対する Web サービスを記述します。 

oracle-webservices.xml WSDL ファイルを公開するかどうかなど、OC4J Web サー

ビス・コンテナで使用されるプロパティを定義します。ま
た、Web サービスとして実装された EJB 固有のエンドポイ

ント・アドレスおよびデータを定義します。このファイル
は、Web サービスを含む WAR または EJB JAR のいずれか

にパッケージできます。

表表表表 B-2 アプリケーション・レベルの構成ファイル（続き）アプリケーション・レベルの構成ファイル（続き）アプリケーション・レベルの構成ファイル（続き）アプリケーション・レベルの構成ファイル（続き）

XML 構成ファイル構成ファイル構成ファイル構成ファイル 機能機能機能機能 / コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
OC4J サーバー構成ファイル（サーバー構成ファイル（サーバー構成ファイル（サーバー構成ファイル（server.xml）の要素）の要素）の要素）の要素
OC4J 構成ファイル server.xmlは、ORACLE_HOME/j2ee/instance/configディレクトリ
にあります。このファイルは、OC4J サーバーとすべての J2EE アプリケーション、サーバー内
で有効な Web アプリケーションおよび Webs サイトの構成の起点となります。 

OC4J により必要に応じて記述方法が追加および更新されるため、OC4J のドキュメントで特に
指示されていないかぎり、server.xmlを手動で編集しないでください。

server.xmlファイルには、OC4J インスタンス内の各アプリケーションのアプリケーション・
ディスクリプタに対する直接参照または間接参照が含まれます。一般的な J2EE アプリケーショ
ンの場合、この参照は、抽出された EAR のトップレベル・ディレクトリを指します。したがっ
て、EAR ファイルに含まれる application.xmlファイルを指します。OC4J グローバル・ア
プリケーションの場合、server.xmlファイルは、OC4J グローバル・アプリケーション・
ディスクリプタを直接指定します。

また、server.xmlファイルは、他の XML 構成ファイルも指定します。各 XML ファイルの
場所には、フルパスまたは server.xmlファイルが存在する場所に対する相対パスを指定でき
ます。また、XML ファイルの名前には、ファイルの内容が適切な DTD に準拠しているかぎり
は、任意の名前を指定できます。

� <rmi-config>要素は、rmi.xmlファイルの名前と場所を示します。 

� <jms-config>要素は、jms.xmlファイルの名前と場所を示します。 

� <global-application>要素は、グローバル application.xmlファイルの名前と場所
を示します。 

� <global-web-app-config>要素は、global-web-application.xmlファイルの名前
と場所を示します。

� <web-site>要素は、1 つの *-web-site.xmlファイルの名前と場所を示します。複数の
Web サイトを使用できるため、複数の <web-site>エントリを指定できます。

server.xmlファイル形式は、次の URL で参照できる application-server-10_1.xsd
よって記述されます。

http://www.oracle.com/technology/oracleas/schema/index.html

server.xml ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例
server.xmlの例を次に示します。ここでは、<!-- comments -->を使用して、様々なセ
クションを説明しています。

<application-server  xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://xmlns.oracle.com/oracleas/schema/
  application-server-10_1.xsd"  application-directory="../applications"
  deployment-directory="../application-deployments"
  connector-directory="../connectors"
  schema-major-version="10" schema-minor-version="0" >
  <!-- Shared library definitions -->
  <shared-library name="global.libraries" version="1.0" library-compatible="true">
    <code-source path="../applib"/>
    <code-source path="../../../sqlj/lib"/>
    <code-source path="../../../lib/dsv2.jar"/>
  </shared-library>
  <shared-library name="global.tag.libraries" version="1.0"
   library-compatible="true">
    <code-source path="../jsp/lib/taglib/standard.jar"/>
  </shared-library>
  <!-- J2EE services -->
  <rmi-config path="./rmi.xml" />
  <sep-config path="./internal-settings.xml" />
  <jms-config path="./jms.xml" />
  <javacache-config path="../../../javacache/admin/javacache.xml" />
  <!-- Logging -->
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  <j2ee-logging-config path="./j2ee-logging.xml" />
  <log>
    <file path="../log/server.log" />
  </log>
  <java-compiler name="javac" in-process="false" encoding="ISO8859_1"
   extdirs="c:¥sdk¥jdk¥jre¥lib¥ext" />
  <!--  Default application configuration -->
  <global-application name="default" path="application.xml" />
  <!-- Deployed application configuration -->
  <application name="petstore" path="../applications¥petstore.ear" start="true" />
  <application name="ascontrol" path="../applications¥ascontrol.ear" 
   start="true" />
  <!-- Default Web application configuration file -->
  <global-web-app-config path="global-web-application.xml" />
  <!-- Transaction Manager configuration file -->
  <transaction-manager-config path="transaction-manager.xml" />
  <!-- Configuration files for enabled Web sites -->
  <web-site path="./default-web-site.xml" />
</application-server>

<application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 必須。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

これは、OC4J 構成ファイルのルート要素です。

表表表表 B-3 <application-server> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

application-directory 値 : 文字列

デフォルト : ../applications

デプロイされるアーカイブのターゲット・ディレクトリ。

application-auto-
deploy-directory

値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

アプリケーションのオート・デプロイ / 再デプロイをトリガーし

て、EAR ファイルがコピーされるディレクトリ。

connector-directory 値 : 文字列

デフォルト : ../connectors

スタンドアロン・リソース・アダプタのターゲット・ディレクト
リ。

deployment-directory 値 : 文字列

デフォルト : ../application-deployments

OC4J 固有のデプロイメント・ディスクリプタおよび生成済ファイ

ル（コンパイル済 JSP クラスや EJB ラッパー・クラスなど）が格納

されるディレクトリ。 

check-for-updates 値 : all|adminClientOnly|none
デフォルト : adminClientOnly

OC4J ポーリングを有効にします。OC4J ポーリングは、現在デプロ

イされているアプリケーションおよびモジュールに対して変更が加
えられていないかを自動的にチェックし、変更されたコンポーネン
トを再デプロイします。 

サポートされる値とそれぞれの値の影響の詳細は、『Oracle 
Containers for J2EE デプロイメント・ガイド』を参照してくださ

い。
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<application>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J インスタンスにデプロイされる J2EE アプリケーションを定義します。アプリケーション
を定義する <application>要素は、アプリケーションのデプロイ時に OC4J により
server.xmlに追加されます。このため、通常、この要素を手動で変更する必要はありませ
ん。

localhostIsAdmin 値 : ブール

デフォルト : true

trueの場合、管理操作を起動するプロセスが OC4J ホスト・マシ

ンに対してローカルなプロセスであると、より簡単にアクセスでき
ます。 

taskmanager-granularity 値 : int 型
デフォルト : 1000

タスク・マネージャが機能する間隔（ミリ秒単位）。デフォルトは
1 秒（1000 ミリ秒）間隔です。 

表表表表 B-4 <application> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

アプリケーション名。通常、.ear拡張子を除いた EAR ファイル名

と同じです。 

path 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

EAR ファイルの場所または抽出された EAR のトップレベル・ディ

レクトリ。したがって、パスは、アプリケーションとともにパッ
ケージされる J2EE 標準 application.xmlディスクリプタを間接

的に指します。

start 値 : ブール

デフォルト : true

trueの場合、アプリケーションは OC4J とともに起動され、リク

エストの処理および JMX MBean による構成に使用できます。

falseの場合、アプリケーションは OC4J とともには起動されず、

リクエストの処理に使用できません。しかし、JMX による構成には

使用できます。

表表表表 B-3 <application-server> の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
B-8　Oracle Containers for J2EE 構成および管理ガイド



OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<code-source>

親要素親要素親要素親要素 : <shared-library>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 必須。複数指定可能。

共有ライブラリ定義に含まれる JAR または ZIP ファイルへのパスを指定します。

<custom-thread-pool>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J プロセス内の指定された名前の単一スレッド・プールの構成が含まれます。1 つ以上のア
プリケーションを、このスレッド・プールを使用するように構成できます。詳細は、10-2 ペー
ジの「OC4J スレッド・プールの構成」を参照してください。

表表表表 B-5 <code-source> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

共有ライブラリに含まれる JAR または ZIP ファイルへのパス。

パスは、/shared-libディレクトリの外の場合は絶対パス、ある

いは /shared-lib/library_nameディレクトリ内で JAR ファイ

ルを格納するサブディレクトリに対する相対パスです。相対パスの
場合、path属性の値として指定する必要があるのは、アーカイ

ブ・ファイル名のみです。 

必要に応じて、path="*"を設定し、共有ライブラリのサブディレ

クトリ内にあるすべてのアーカイブを消費するように OC4J に強制

することができます。

表表表表 B-6 <custom-thread-pool> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : 必須

スレッド・プールの名前。

min 値 : 文字列

デフォルト : 0

OC4J が同時に実行できる 小スレッド数。

max 値 : 文字列

デフォルト : 1024

OC4J が同時に実行できる 大スレッド数。

queue 値 : 文字列

デフォルト : 0

キュー内に保持できるリクエストの 大数。
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<execution-order>

親要素親要素親要素親要素 : <startup-class>、<shutdown-class>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

起動クラスごとの実行順序を指定します。クラスを実行する順序を示す数値を指定します。 

<global-application>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 必須。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

defaultアプリケーションとして知られる、OC4J グローバル・アプリケーションを指定しま
す。name属性は、名前を定義します。path属性は、OC4J グローバル・アプリケーション・
ディスクリプタとして使用するものを指定します。 

keepAlive 値 : 文字列

デフォルト : 600000

新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にし
ておく時間（ミリ秒単位）。このタイムアウトは、スレッドのアイ
ドル状態を維持する時間を指定します。タイムアウトに達するとス
レッドは破棄されます。

スレッドを破棄しないようにするには、-1に設定します。 

デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、-1ではない場合に設

定できる 小値でもあります。

stackSize 値 : 文字列

デフォルト : 0

スレッド・プール・スタックのサイズ。

debug 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、起動時にスレッド・プール情報がコンソールに出力

されます。falseの場合、スレッド・プール情報は出力されませ

ん。

表表表表 B-7 <global-application> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : default

グローバル・アプリケーション名。

path 値 : 文字列

デフォルト : application.xml

グローバル・アプリケーション・ディスクリプタ・ファイルのファ
イル名およびパス。デフォルトのディスクリプタは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/application.xmlで

す。

表表表表 B-6 <custom-thread-pool> の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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<global-thread-pool>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J プロセス内のスレッド・プールの古い構成形式が含まれます。server.xmlファイルに
<global-thread-pool>要素が含まれる場合、OC4J の起動時に作成される httpスレッド・
プールには min、max、keep-aliveおよび queue属性値が適用されます。cx-*属性は rmi 
connectionスレッド・プールに適用され、rmiRequest-*属性は rmi requestスレッド・
プールに適用されます。詳細は、10-2 ページの「OC4J スレッド・プールの構成」を参照してく
ださい。 

<global-thread-pool>要素は、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推奨されません。server.xml
ファイルにこの要素が含まれる場合は、OC4J により等価の <thread-pool> 要素に変更されま
す。この要素は、新しい構成形式のスレッド・プールを定義します。

表表表表 B-8 <global-thread-pool> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

min 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

OC4J が同時に実行できる 小スレッド数。

max 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

OC4J が同時に実行できる 大スレッド数。

queue 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

キュー内に保持できるリクエストの 大数。

debug 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、起動時にスレッド・プール情報がコンソールに出力

されます。debugが falseの場合、スレッド・プール情報は出力

されません。

keep-alive 値 : 文字列

デフォルト : 600000

新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にし
ておく時間（ミリ秒単位）。このタイムアウトは、スレッドのアイ
ドル状態を維持する時間を指定します。タイムアウトに達するとス
レッドは破棄されます。

値を -1にすると、スレッドは破棄されません。

デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、-1ではない場合に設

定できる 小値でもあります。

cx-min 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

OC4J が同時に実行できる 小の接続スレッド数。 

cx-max 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

OC4J が同時に実行できる 大の接続スレッド数。 
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cx-queue 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

キュー内に保持できるリクエストの 大数。

cx-debug 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、起動時にスレッド・プール情報がコンソールに出力

されます。cx-debugが falseの場合、スレッド・プール情報は

出力されません。

cx-keep-alive 値 : 文字列

デフォルト : 600000

新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にし
ておく時間（ミリ秒単位）。このタイムアウトは、スレッドのアイ
ドル状態を維持する時間を指定します。タイムアウトに達するとス
レッドは破棄されます。

値を -1にすると、スレッドは破棄されません。

デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、-1ではない場合に設

定できる 小値でもあります。

rmiRequest-max 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

OC4J が同時に実行できる 小の接続スレッド数。 

rmiRequest-min 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

OC4J が同時に実行できる 大の接続スレッド数。 

rmiRequest-queue 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

キュー内に保持できるリクエストの 大数。

rmiRequest-debug 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、起動時にスレッド・プール情報がコンソールに出力

されます。rmiRequest-debugが falseの場合、スレッド・プー

ル情報は出力されません。

rmiRequest-keep-alive 値 : 文字列

デフォルト : 600000

新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にし
ておく時間（ミリ秒単位）。このタイムアウトは、スレッドのアイ
ドル状態を維持する時間を指定します。タイムアウトに達するとス
レッドは破棄されます。

値を -1にすると、スレッドは破棄されません。

デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、-1ではない場合に設

定できる 小値でもあります。

表表表表 B-8 <global-thread-pool> の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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<global-web-app-config>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 必須。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

デフォルトではその他すべての Web アプリケーションの親である OC4J グローバル Web アプ
リケーションの構成ファイルを指定します。 

デフォルトの Web アプリケーションの名前およびルート・ディレクトリ・パスは、グローバ
ル・アプリケーション・ディスクリプタに指定され、デフォルトの Web アプリケーションは
default-web-site.xmlファイルにより Web サイトにバインドされます。OC4J スタンドア
ロンでは、デフォルトの Web アプリケーションに対するデフォルトのコンテキスト・パスは

「/」です。

<import-shared-library>

親要素親要素親要素親要素 : <shared-library>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

<shared-library>要素に囲まれて定義される共有ライブラリによってインポートされる共
有ライブラリを指定します。共有ライブラリを構成および使用する方法は、『Oracle Containers 
for J2EE 開発者ガイド』を参照してください。

表表表表 B-9 <global-web-app-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : global-web-application.xml

グローバル Web アプリケーション・ディスクリプタ・ファイルの

ファイル名およびパス。デフォルトのディスクリプタは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/global-web-applic
ation.xmlです。

表表表表 B-10 <import-shared-library> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : 必須

インポートする共有ライブラリの名前。 

version 値 : 文字列

デフォルト : 必須

インポートするバージョン番号。
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<init-param>

親要素親要素親要素親要素 : <startup-class>、<shutdown-class>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 : <param-name>、<param-value>

初期化パラメータを <startup-class>または <shutdown-class>要素内に指定します。
OC4J が受け取る文字列型のキー / 値ペアが含まれます。入力 Hashtable引数内に指定されま
す。JNDI を使用してそれぞれの値と名前をバインドするため、キー / 値ペアの名前は一意であ
る必要があります。

<j2ee-logging-config>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

J2EE ロギング構成ファイルとして使用するファイルを定義します。

表表表表 B-11 <init-param> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : global-web-application.xml

グローバル Web アプリケーション・ディスクリプタ・ファイルの

ファイル名およびパス。デフォルトのディスクリプタは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/global-web-applic
ation.xmlです。

表表表表 B-12 <j2ee-logging-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : ../j2ee-logging.xml

ログ出力構成ファイルのファイル名およびパス。
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<java-compiler>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

EJB のコンパイルに使用する Java コンパイラの構成パラメータを指定します。デフォルトで
は、JAVA_HOME環境変数に定義された JDK とともにインストールされる javacコンパイラが
使用されます。

表表表表 B-13 <java-compiler> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : javac

modern|classic|javac|ojc|jikes

使用する Java コンパイラの名前。

in-process 値 : ブール

デフォルト : false

コンパイラをプロセス内で実行するか、プロセス外で実行するかを
指定します。

falseに設定すると、別の JVM プロセスが生成され、その内部で

コンパイラは実行されます。これは、OC4J によって使用されるデ

フォルトのコンパイラ実行モードで、メモリー・リソースをより適
切に管理できます。

trueに設定すると、OC4J と同じ JVM プロセス内でコンパイラは

実行されます。

encoding 値 : 文字列

デフォルト : ISO-8859-1

使用するソース・ファイルのエンコーディング。

bindir 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

コンパイラの実行可能ファイルが格納されているディレクトリへの
絶対パス。デフォルトの javacコンパイラを使用するために、こ

の属性を指定する必要はありません。

extdir 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

該当する場合、コンパイラの拡張ライブラリの場所を指定します。

debug 値 : ブール

デフォルト : false

コンパイル時間のデバッグ出力を生成する場合は、trueに設定し

ます。 
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<javacache-config>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ指定可能。

子要素子要素子要素子要素 : なし

Java Object Cache 構成ファイル javacache.xmlへのパスを指定します。

<jms-config>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J JMS 構成ファイルとして使用するファイルを指定します。

<log>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ指定可能。

子要素子要素子要素子要素 : <file>

囲まれた <file> 要素は、OC4J サーバー・ログ・ファイルの場所を指定します。

表表表表 B-14 <javacache-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : ../../../javacache/admin/javacache.xml

javacache.xmlファイルへのパス。

表表表表 B-15 <jms-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : jms.xml

OC4J JMS 構成ファイルのファイル名およびパス。
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<rmi-config>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J RMI 構成ファイルとして使用するファイルを定義します。

<shared-library>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 : <code-source>、<import-shared-library>

OC4J インスタンス内にインストールされる共有ライブラリを宣言します。共有ライブラリを構
成および使用する方法は、『Oracle Containers for J2EE 開発者ガイド』を参照してください。

表表表表 B-16 <rmi-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : rmi.xml

OC4J RMI 構成ファイルのファイル名およびパス。

表表表表 B-17 <shared-library> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : 必須

/shared-libディレクトリ内に作成される共有ライブラリ・ディ

レクトリの名前。 

version 値 : 文字列

デフォルト : 必須

/shared-lib/library_nameディレクトリ内で共有ライブラリ

のアーカイブ・ファイルを格納するサブディレクトリの名前となる
バージョン番号。

library-compatible 値 : ブール

デフォルト : false

この属性は、内部使用専用です。
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<shutdown-class>

親要素親要素親要素親要素 : <shutdown-classes>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 : <execution-order>、<init-param>

OC4J が終了する前に実行する停止クラスを <shutdown-classes>要素内に定義します。

<startup-class>

親要素親要素親要素親要素 : <startup-classes>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 : <execution-order>、<init-param>

OC4J の初期化の際に実行する起動クラスを <startup-classes>要素内に定義します。

表表表表 B-18 <shutdown-class> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

classname 値 : 文字列

デフォルト : 必須

oracle.j2ee.server.OC4JShutdownインタフェースを実装す

るクラスの名前。

表表表表 B-19 <startup-class> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

classname 値 : 文字列

デフォルト : 必須

oracle.j2ee.server.OC4JStartupインタフェースを実装する

クラスの名前。

failure-is-fatal 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、例外がスローされると、OC4J は例外を記録して終了

します。falseの場合、OC4J は例外を記録し、続行します。
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<thread-pool>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J プロセス内の単一の system、http、jca、rmi requestまたは rmi connectionス
レッド・プールの構成が含まれます。詳細は、10-2 ページの「OC4J スレッド・プールの構成」
を参照してください。

表表表表 B-20 <thread-pool> 属性属性属性属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

name 値 : 文字列

デフォルト : 必須

system|rmi request|rmi connection|http|jca

スレッド・プール名。次のいずれかの値である必要があります。

� system

古い形式では公開されていなかった非表示のスレッド・プール

� rmi request

RMI リクエストを処理するスレッド・プール

� rmi connection

RMI 接続でスレッドによりブロック読取りが実行されるスレッ

ド・プール

� http

HTTP リクエスト、AJP リクエスト、RMI リクエスト（rmi 
requestスレッド・プールが構成されていない場合）および

RMI 接続（rmi connectionスレッド・プールが構成されて

いない場合）を処理するスレッド・プール

� jca

J2CA ワーク・マネージャ用のワーク管理スレッド・プール

これらのプールのスレッドの名前にはそれぞれ、
SystemThreadGroup_、RMIRequestThreadGroup_、
RMIConnectionThreadGroup_、HTTPThreadGroup_および

WorkManager_という接頭辞が付いており、接尾辞は増加するカ

ウンタです。

min 値 : 文字列

デフォルト : 0

OC4J が同時に実行できる 小スレッド数。

max 値 : 文字列

デフォルト : 1024

OC4J が同時に実行できる 大スレッド数。

queue 値 : 文字列

デフォルト : 0

キュー内に保持できるリクエストの 大数。
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<transaction-manager-config>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

トランザクション・マネージャ構成ファイルを指定します。

keepAlive 値 : 文字列

デフォルト : 600000

新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にし
ておく時間（ミリ秒単位）。このタイムアウトは、スレッドのアイ
ドル状態を維持する時間を指定します。タイムアウトに達するとス
レッドは破棄されます。

スレッドを破棄しないようにするには、-1に設定します。 

デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、-1ではない場合に設

定できる 小値でもあります。

stackSize 値 : 文字列

デフォルト : 0

スレッド・プール・スタックのサイズ。

debug 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、起動時にアプリケーション・サーバーのスレッド・

プール情報がコンソールに出力されます。falseの場合、スレッ

ド・プール情報は出力されません。

表表表表 B-21 <transaction-manager-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : transaction-manager.xml

トランザクション・マネージャ構成ファイルのファイル名およびパ
ス。デフォルトのファイルは、
ORACLE_HOME/j2ee/instance/config/transaction-manag
er.xmlです。

表表表表 B-20 <thread-pool> 属性（続き）属性（続き）属性（続き）属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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OC4J サーバー構成ファイル（server.xml）の要素
<web-site>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。複数指定可能。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J 内に定義された単一の Web サイトの構成ファイルを参照します。<web-site> 要素は、
Web サイトごとに作成する必要があります。作成しないと、そのサイトは OC4J 内で有効にな
りません。詳細は、第 13 章「OC4J での Web サイトの管理」を参照してください。

<work-manager-thread-pool>

親要素親要素親要素親要素 : <application-server>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 任意。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :

OC4J プロセス内にあるリソース・アダプタのワーク管理スレッド・プールの構成が含まれま
す。詳細は、10-2 ページの「OC4J スレッド・プールの構成」を参照してください。

この要素は、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では推奨されません。server.xmlファイルにこの要素が
含まれる場合は、OC4J により等価の <thread-pool> 要素に変更されます。この要素は、jcaス
レッド・プールを定義します。

表表表表 B-22 <web-site> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

path 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

Web サイトを定義する *-web-site.xml構成ファイルのファイル

名およびパス。

表表表表 B-23 <work-manager-thread-pool> 属性属性属性属性

属性属性属性属性 説明説明説明説明

min 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

ワーク管理スレッド・プールに作成するスレッドの 小数。スレッ
ド・プールを無効にするには、この値を 0に設定します。

max 値 : 文字列

デフォルト : 40

ワーク管理スレッド・プールに作成できるスレッドの 大数

ワーク管理スレッド・プールでは、内部で 3 つのワーカー・スレッド

を使用します。たとえば、max="16"と指定すると、リクエストの処

理に使用可能なワーカー・スレッドは 13 のみです。同様に、max値

が 20の場合には、使用可能なスレッドは 17 のみです。そのため、必

要な 大のスレッド数に 3 を足してこの値を設定する必要がありま

す。

queue 値 : 文字列

デフォルト : 0

ワーク管理スレッド・プールでキュー内に保持できるスレッドの 大
数。デフォルトの 0を使用すると、ワーク・リクエストの突発的な急

増に対処するためのキューは維持されません。 
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
Web サイト構成ファイル（サイト構成ファイル（サイト構成ファイル（サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要）の概要）の概要）の概要
この項での要素の説明は、default-web-site.xmlなどの OC4J Web サイト構成ファイルに
適用されます。 

<web-site>

必須必須必須必須 / 任意任意任意任意 : 必須。1 つのみ。

子要素子要素子要素子要素 :
<description>
<frontend>
<web-app>
<default-web-app>
<user-web-apps>
<access-log>
<odl-access-log>
<ssl-config>

これは、Web サイト構成ファイルのルート要素です。

keepAlive 値 : 文字列

デフォルト : 600000

新規リクエストの待機中に、スレッドをアライブ（アイドル）にして
おく時間（ミリ秒単位）。タイムアウトに達するとスレッドは破棄さ
れます。 

スレッドを破棄しないようにするには、-1に設定します。 

デフォルト値の 600000ミリ秒（10 分）は、-1ではない場合に設定

できる 小値でもあります。

debug 値 : ブール

デフォルト : false

trueの場合、起動時にアプリケーション・サーバーのワーク管理ス

レッド・プール情報がコンソールに出力されます。falseの場合、

スレッド・プール情報は出力されません。

表表表表 B-24 Web サイト構成ファイルの属性サイト構成ファイルの属性サイト構成ファイルの属性サイト構成ファイルの属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

custom-thread-pool 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

必要に応じて、この構成ファイルの <web-app> 要素よってこの

Web サイトにバインドされている、各アプリケーションで使用され

るカスタム・スレッド・プールを指定します。

display-name 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

必要に応じて、わかりやすいまたは非公式の Web サイト名を定義

します。

表表表表 B-23 <work-manager-thread-pool> 属性（続き）属性（続き）属性（続き）属性（続き）

属性属性属性属性 説明説明説明説明
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
host 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

この Web サイトのホストを DNS ホスト名または IP アドレスのい

ずれかで指定します。サーバーが（複数の IP アドレスを保持する）

マルチホーム・マシンの場合、ALL設定を使用してすべての IP ア

ドレスをリスニングできます。

log-request-info 値 : ブール

デフォルト : false

エラーが発生した場合に、受信リクエストに関する情報を Web サ

イトのログに書き込むかどうかを指定します。Web サイトのログ

は、<access-log>または <odl-access-log>要素のいずれか

を使用して有効にします。これらの要素については、この項で後述
します。（Web サイトのログの有効化の詳細は、13-17 ページの

「Web モジュールまたはアプリケーションに対するアクセス・ロギ

ングの有効化または無効化」を参照してください。）

max-request-size 値 : 文字列

デフォルト : 15000

受信 HTTP リクエストの 大サイズ（バイト単位）を設定します。

この 大値を超えるリクエストをクライアントが送信すると、クラ
イアントは「リクエスト・エンティティが大きすぎます」というエ
ラーを受け取ります。デフォルトの 大値は 15000 です。

secure 値 : ブール

デフォルト : false

Secure Socket Layer（SSL）機能をサポートするかどうかを指定し

ます。 

protocol 設定が ajp13の場合（Oracle Application Server 環境で使

用）、trueに設定すると、Oracle HTTP Server と OC4J の間のセ

キュアな AJP プロトコルとなります。protocol 設定が httpの場合

（OC4J スタンドアロンで使用）、trueに設定すると、クライアント

と OC4J の間の HTTPS プロトコルとなります。 

また、secure="true"と設定した場合は、<ssl-config>要素

（<web-site>要素のサブ要素）を使用してキーストアのパスおよ

びパスワードを指定する必要があります。この要素については、こ
の項で後述します。

SSL および HTTPS 機能は、Oracle HTTP Server を介して Oracle 
HTTP Server とクライアントの間の通信にも使用できます。詳細

は、『Oracle Application Server セキュリティ・ガイド』を参照して

ください。

protocol 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

Web サイトが使用しているプロトコルを指定します。有効な値は、

httpおよび ajp13（AJP の場合デフォルト）です。Oracle 
Application Server の本番環境では、ajp13設定のみを使用してく

ださい。AJP プロトコルは、Oracle HTTP Server および mod_oc4j
とともに使用します。各プロトコルには対応するポートが、各ポー
トには対応するプロトコルが必要です。

http設定は、OC4J スタンドアロンで使用されます。 

ajp13または http設定のいずれかをセキュア・モード（SSL）で

使用するには、secureフラグを trueに設定し、<ssl-config>
サブ要素を使用してキーストアのパスおよびパスワードを指定する
必要があります。この要素については、この項で後述します。

表表表表 B-24 Web サイト構成ファイルの属性（続き）サイト構成ファイルの属性（続き）サイト構成ファイルの属性（続き）サイト構成ファイルの属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
<description>
Web サイトのオプションの簡単な説明が含まれます。

port 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

この Web サイトのポート番号を指定します。各ポートには対応す

るプロトコルが、各プロトコルには対応するポートが必要です。
OC4J スタンドアロンでは、デフォルトで port 設定 8888 を使用し

て、OC4J リスナーに直接アクセスしますが、これは必要に応じて

変更できます。

Oracle Application Server 環境では、このポート設定は Oracle 
Process Management and Notification（OPMN）システムによって

上書きされます。Oracle Application Server は、Oracle Web Cache
が有効に設定された Oracle HTTP Server を介したアクセスに、

ポート 7777をデフォルトで使用します。 

UNIX システムでは、1024未満のポート番号へのアクセスには

root 権限が必要です。また、クライアント・ブラウザからポートの

指定がない場合は、ポート 80が HTTP プロトコル用、ポート 443
が HTTPS 用であると想定されます。

use-keep-alive 値 : ブール

デフォルト : true

サーブレット・コンテナの一般的な動作は、リクエストが完了した
後に接続をクローズすることです。しかし、use-keep-alive設

定を trueにすると、リクエスト間で接続が維持されます。AJP プ

ロトコルの場合、常に接続が維持され、この属性は無視されます。
その他のプロトコルの場合、デフォルトは trueです。これを無効

にすると、パフォーマンスが著しく低下する場合があります。

virtual-hosts 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

この任意の属性は、同じ IP アドレスを共有する仮想サイトに使用

すると便利です。値は、この Web サイトに関連付けられるホスト

名をカンマで区切ったリストです。

表表表表 B-24 Web サイト構成ファイルの属性（続き）サイト構成ファイルの属性（続き）サイト構成ファイルの属性（続き）サイト構成ファイルの属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
<frontend>
HTTP クライアントから見たときの、この Web サイトの認識可能なフロントエンド・ホストお
よびポートを指定します。サイトがロード・バランサまたはファイアウォールの背後にある場
合、URL リライティングなどの機能に対する Web アプリケーション・コードに適切な情報を
与えるには、<frontend>を指定する必要があります。 

<frontend>要素に指定されたホストおよびポートを使用して、アプリケーションを実行して
いるバックエンド・サーバーは、URL リライティングではサーバー自体ではなく、参照先のフ
ロントエンドを認識します。したがって、後続のリクエストは、バックエンドに直接アクセス
することなく、フロントエンドから適切に受信されます。

表 B-25 に、<frontend>の属性を示します。

<web-app>
この要素は、特定の Web モジュールをこの Web サイトにバインドします。server.xmlファ
イルの J2EE アプリケーション・アーカイブの名前（.ear拡張子を除いた EAR ファイル名）
と、J2EE アプリケーション内の Web モジュールの名前を指定します。Web モジュールは、ア
プリケーションの EAR ファイル内にある J2EE の application.xmlファイル（または EAR
ファイル内にある orion-application.xmlファイル）に定義されます。Web モジュール
は、<web-app>要素の root属性に指定された場所にバインドされます。 

特に applicationおよび name属性に関する Web サイトの XML ファイルとの間のマッピン
グについては、このマニュアルの他の章で例を示します。6-9 ページの「J2EE アプリケーショ
ン（EAR）のデプロイ」（EAR ファイル内の WAR ファイルをデプロイする一般的な例）およ
び 6-12 ページの「スタンドアロン Web モジュール（WAR）のデプロイ」（WAR ファイル単独
で OC4J のデフォルト・アプリケーションにデプロイする例）を参照してください。

表表表表 B-25 <frontend> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

host 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

www.acme.comなど、フロントエンド・サーバーのホスト名を指

定します。

port 80など、フロントエンド・サーバーのポート番号を指定します。

注意注意注意注意 : EAR ファイル内の WAR ファイルではなく、WAR ファイル単独で
デプロイできます。OC4J スタンドアロンでは、このような Web アプリ
ケーションは OC4J のデフォルト・アプリケーションに追加されます。

（OC4J では、常になんらかの親アプリケーションが存在する必要がありま
す。）詳細は、1-11 ページの「OC4J のアプリケーション階層の概要」を参
照してください。

この場合、Web サイトの XML ファイルの <web-app>要素は、J2EE アプ
リケーション・アーカイブの名前ではなく、デフォルトのアプリケーショ
ンの名前を指定します。詳細は、次の属性の説明および例を参照してくだ
さい。 
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
表 B-26 に、<web-app>の属性を示します。

表表表表 B-26 <web-app> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

access-log 値 : 文字列

デフォルト : false

Web サイトにリクエストを記録する OC4J アクセス・ロギングが

Web モジュールに対して有効かどうかを指定します。アクセス・ロ

ギングを有効化する場合は、trueに設定します。ログ・ファイル

管理が問題になる場合は、falseに設定し、モジュールに対するア

クセス・ロギングを無効にします。 

アクセス・ログ構成の詳細は、この項の <access-log>および

<odl-access-log>要素の説明を参照してください。

application 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

J2EE アプリケーション・アーカイブ名（.ear拡張子を除いた EAR
ファイル名）を指定します。この名前は server.xmlファイルの

<application>要素の name属性に対応します。

OC4J のデフォルトのアプリケーションを親として使用し、OC4J ス
タンドアロンに WAR ファイルを単独でデプロイする場合、

server.xmlファイルの <global-application>要素に基づい

て、application属性はデフォルトのアプリケーションの名前を

かわりに反映します。

load-on-startup 値 : ブール

デフォルト : false

任意。アプリケーションの起動時に、Web モジュールを事前にロー

ドするかどうかを指定します。指定しない場合は、 初のリクエス
ト時にロードされます。サポートされる値は、trueおよび false
です。デフォルトは falseですが、モジュールまたはアプリケー

ションが Oracle Enterprise Manager 10g Application Server Control
コンソールを介してデプロイされるときは、この値を明示的に
trueに設定します。 

max-inactivity-time 値 : 文字列

デフォルト : 0

任意。Web モジュールを非アクティブにしておく時間（分単位）を

指定します。この時間を経過すると、OC4J は Web モジュールを停

止します。デフォルトでは、非アクティブが原因で Web モジュー

ルが停止されることはありません。 

name 値 : ブール

デフォルト : 該当なし

特定の J2EE アプリケーション内の Web モジュールの名前を指定し

ます。これは、J2EE の application.xmlファイルの <module>
要素の <web>サブ要素の <web-uri>値（.war拡張子を除く）に

対応します。J2EE の application.xmlファイルは EAR ファイ

ル内にあります。 
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
<default-web-app>
この要素は、この Web サイトにバインドされるデフォルトの Web アプリケーションに対する
参照を作成します。単一のアプリケーションが Web サイトにバインドされる場合

（Application Server Control コンソールなど）、そのアプリケーションをこの要素内に指定しま
す。

ユーザーにとって、この要素は OC4J スタンドアロン環境のみに関係します。Oracle 
Application Server 環境では、OC4J のデフォルトの Web アプリケーションにはシステムレベル
の機能がありますが、他では価値がありません。 

<default-web-app>要素は、前述の <web-app>要素と同じ属性を使用しますが、
load-on-startupのデフォルト設定が trueであることに注意してください。

root 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

Web モジュールのバインド先となるパスを指定します。このパス

は、モジュールの起動に使用される URL のコンテキスト・パス部

分を定義します。たとえば、Web サイト www.example.comの

Web モジュール CatalogAppが、root設定 /catalogにバイン

ドされる場合、モジュールは次のように起動できます。

http://www.example.com/catalog

root属性は、J2EE の application.xmlファイルの対応する

<web>要素の <context-root>値に優先します。

<context-root>要素は application.xml ファイルでは必須で

すが、その値は OC4J では使用されません。

root設定に「/」を指定すると、OC4J のデフォルトの Web アプリ

ケーションが上書きされます。この設定または NULL 設定は、Web
アプリケーションを Web サイトにバインドする場合、admin.jar
ユーティリティで許可されません。

shared 値 : 文字列

デフォルト : false

Web サイトがプロトコルとポートの特定のペアで定義される場合

に、公開された Web モジュールを Web サイト間で共有することを

許可します。サポートされる値は、trueおよび false（デフォル

ト）です。shared="true"は、OC4J スタンドアロンでのみ使用

してください。

HTTPS の Web アプリケーションに共有のマークが付いている場

合、セッション・トラッキングの方針は、SSL セッション・トラッ

キングから、Cookie や URL リライティングによるセッション・ト

ラッキングに戻ります。これにより、Web アプリケーションの安全

性が低下する可能性はありますが、一部のブラウザでは適切にサ
ポートされていない、SSL セッション・タイムアウトなどの問題に

対処するためには必要です。 

表表表表 B-26 <web-app> の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）の属性（続き）

名前名前名前名前 説明説明説明説明
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
<user-web-apps>
この要素は、ユーザー・ディレクトリおよびアプリケーションをサポートするために使用しま
す。各ユーザーには、独自の Web モジュールおよび関連する web-application.xmlファイ
ルがあります。ユーザー・アプリケーションは、サーバー・ルートの /username/に配置され
ます。

表 B-27 に、<user-web-apps>の属性を示します。

<access-log>
この要素は、この Web サイトに対してテキストベースのアクセス・ロギングを有効にし、アク
セス・ログに関する情報（パス、ファイル名、含まれる情報など）を指定するために使用しま
す。ログ・ファイルには、受信リクエスト（Web サイトの各アクセス）が記録されます。

構成の詳細は、13-14 ページの「テキストベースのアクセス・ロギングの構成」を参照してくだ
さい。

<odl-access-log>
この要素は、Web サイトに対して ODL ベースのアクセス・ロギングを有効にし、アクセス・
ログに関する情報（パス、各ファイルのサイズの 大値、ログ・ディレクトリ内のすべての
ファイルの合計サイズなど）を指定するために使用します。ログ・ファイルには、受信リクエ
スト（Web サイトの各アクセス）が記録されます。

構成の詳細は、13-15 ページの「ODL アクセス・ロギングの構成」を参照してください。

表表表表 B-27 <user-web-apps> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

max-inactivity-time 値 : int 型
デフォルト : 該当なし

任意の整数属性。Web モジュールを非アクティブにしておく時間

（分単位）を指定します。この時間を経過すると、OC4J は Web モ

ジュールを停止します。デフォルトでは、非アクティブが原因で
Web モジュールが停止されることはありません。 

path ユーザー・アプリケーションのローカル・ディレクトリを指定する
パスを指定します（ユーザー名にワイルドカードも使用可能）。た
とえば、UNIX システムでのデフォルト・パスの設定は

/home/usernameです。usernameは、特定のユーザー名に置き

換えられます。
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Web サイト構成ファイル（*-web-site.xml）の概要
<ssl-config>
該当する場合、この要素は SSL 構成設定を指定します。<web-site>要素の secure属性を
trueに設定する場合は、この要素を常に使用する必要があります。

<ssl-config>のサブ要素は次のとおりです。

<property>

表 B-28 に、<ssl-config>の属性を示します。

表表表表 B-28 <ssl-config> の属性の属性の属性の属性

名前名前名前名前 説明説明説明説明

keystore 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

このインストールでユーザー・ベースの証明書および鍵を格納する
ためにこの Web サイトで使用されるキーストア・データベース

（バイナリ・ファイル）に対する相対パスまたは絶対パス。パスの
値にはファイル名が含まれます。相対パスは、Web サイトの XML
ファイルの位置に対して相対的です。 

キーストアは、java.security.KeyStoreインスタンスであり、

Sun 社の JDK に付属する keytoolユーティリティを使用して作成

およびメンテナンスできます。

keystore-password 値 : 文字列

デフォルト : 該当なし

キーストアのオープンに必要なパスワード。

needs-client-auth 値 : 文字列

デフォルト : false

OC4J に対するクライアント（Oracle HTTP Server など）であるエ

ンティティが、OC4J と通信するための認可に証明書を発行する必

要があるかどうかを示します。サポートされる値は、true（クラ

イアント認証、証明書は必須の場合）および false（デフォルト、

証明書は不要の場合）です。

provider 値 : 文字列

デフォルト : com.sun.net.ssl.internal.ssl.Provider

Java Secure Socket Extension（JSSE）を使用する場合、この属性を

使用してプロバイダを指定できます。 

デフォルトでは、OC4J は通常 Sun 社の SSL 実装を採用します。し

かし、SOAP や http_clientなどの場合、OC4J は Oracle の SSL
実装を採用する場合があります。

factory 値 : 文字列

JSSE を使用しない場合、factory属性を使用して

SSLServerSocketFactoryの実装を指定します。 

サード・パーティの SSLServerSocketFactory実装を使用する

場合、<ssl-config>要素の <property>サブ要素を使用してパ

ラメータをファクトリに送信できます。

factory 属性およびそのパラメータは、OC4J 10g（10.1.3.1.0）では

推奨されません。
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セッション状態表の概
C

セッション状態表の概要セッション状態表の概要セッション状態表の概要セッション状態表の概要

この付録では、OC4J のデータベース永続性メカニズムで使用されるデータベース表のスキーマ
について説明します。このメカニズムの詳細は、9-10 ページの「データベース・レプリケー
ションの構成」を参照してください。
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OC4J_HTTP_SESSION
この表には、アプリケーションの識別子やセッションのユーザー設定プロパティなど、単一の
HTTP セッションに対するメタデータが格納されます。IDが主キーです。

OC4J_HTTP_SESSION表と OC4J_HTTP_SESSION_VALUE表の間には、1 対多のリレーション
シップがあります。OC4J_HTTP_SESSION表の各エントリには、
OC4J_HTTP_SESSION_VALUE表のエントリが 0（ゼロ）以上あります。

OC4J_HTTP_SESSION_VALUE
この表には、各 HTTP セッションのプロパティとアプリケーション・ユーザーによって設定さ
れた値が格納されます。値はバイナリ・ラージ・オブジェクト（BLOB）として格納されます。
IDと KEY_FIELD値を組み合せて主キーを構成します。

表表表表 C-1 OC4J_HTTP_SESSION 表の説明表の説明表の説明表の説明

名前名前名前名前 NULL 指定指定指定指定 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

ID NOT_NULL VARCHAR2(100) 一意のセッション ID。

APPLICATION_ID NULL VARCHAR2(100) セッションが属するアプリケーショ
ンに割り当てられる OC4J の内部 ID。

IP NULL NUMBER(38) アプリケーションのホストとなるマ
シンの IP アドレス。

LAST_ACCESSED NULL NUMBER(38) 現在のレコードが 後に更新された
時刻。

USER_NAME NULL VARCHAR2(50) セッションのアプリケーション・
ユーザー設定値に対するユーザー名。

MAX_INACTIVE_TIME NULL NUMBER(38) 期限切れになるまで、セッションの
アイドル状態を維持できる 大時間。
この 大時間を超えると、セッショ
ン・データは保存されません。

CREATION_TIME NULL NUMBER(38) 表が作成された時刻。

表表表表 C-2 OC4J_HTTP_SESSION_VALUE 表の説明表の説明表の説明表の説明

名前名前名前名前 NULL 指定指定指定指定 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

ID NOT_NULL VARCHAR2(100) 一意のセッション ID。

KEY_FIELD NOT_NULL VARCHAR2(100) アプリケーション・ユーザーによっ
てセッションに設定されたプロパ
ティの名前。

VALUE_FIELD NULL BLOB セッショに設定されたプロパティの
値。
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OC4J_EJB_SESSION
この表には、ステートフル・セッション Bean の現在の状態が格納されます。状態データはバ
イナリ・ラージ・オブジェクト（BLOB）として格納されます。IDが主キーです。

表表表表 C-3 OC4J_EJB_SESSION 表の説明表の説明表の説明表の説明

名前名前名前名前 NULL 指定指定指定指定 データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

ID NOT_NULL VARCHAR2(100) 一意のセッション ID。

VALUE_FIELD NULL BLOB セッション Bean の現在の状態デー

タ。

LOCATION NULL NUMBER(38) セッション Bean のバインド先の

JNDI 名。

CHECKSUM NULL NUMBER(38) バイトが正しい形式かどうかを検証
するために内部的に使用されます。

PASSIVATE NULL NUMBER(38) Bean が受動化されているかどうかを

示すブール値。true の場合、受動化

された Bean はディスクから取得され

ます。

LAST_ACCESSED NULL NUMBER(38) 現在のレコードが 後に更新された
時刻。

USER_NAME NULL VARCHAR2(50) セッションのアプリケーション・
ユーザー設定値に対するユーザー名。

MAX_INACTIVE_TIME NULL NUMBER(38) 期限切れになるまで、セッションの
アイドル状態を維持できる 大時間。
この 大時間を超えると、セッショ
ン・データは保存されません。

CREATION_TIME NULL NUMBER(38) 表が作成された時刻。
セッション状態表の概要 C-3
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サード・パーティ・ライセン
D

サード・パーティ・ライセンスサード・パーティ・ライセンスサード・パーティ・ライセンスサード・パーティ・ライセンス

この付録では、Oracle Application Server に付属するすべてのサード・パーティ製品のサード・
パーティ・ライセンスを示します。 
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ANTLR
このプログラムには、ANTLR のサード・パーティ・コードが組み込まれています。ANTLR の
ライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが求められています。
ただし、Oracle プログラム（ANTLR ソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付
随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文書に含まれる条件
でこの権利が変更されることはありません。

The ANTLR License
Software License
 
We reserve no legal rights to the ANTLR--it is fully in the public domain. An 
individual or company may do whatever they wish with source code distributed with ANTLR 
or the code generated by ANTLR, including the incorporation of ANTLR, or its output, 
into commerical software. 
We encourage users to develop software with ANTLR. However, we do ask that credit is 
given to us for developing ANTLR. By "credit", we mean that if you use ANTLR or 
incorporate any source code into one of your programs (commercial product, research 
project, or otherwise) that you acknowledge this fact somewhere in the documentation, 
research report, etc... If you like ANTLR and have developed a nice tool with the 
output, please mention that you developed it using ANTLR. In addition, we ask that the 
headers remain intact in our source code. As long as these guidelines are kept, we 
expect to continue enhancing this system and expect to make other tools available as 
they are completed.

Apache
このプログラムには、Apache Software Foundation（Apache）のサード・パーティ・コードが
組み込まれています。Apache のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表
示することが求められています。ただし、Oracle プログラム（Apache ソフトウェアを含む）
を使用する権利は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次
のライセンス文書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。

Apache のライセンス契約は、次の付属の Apache コンポーネントに適用されます。

� Apache HTTP Server

� Apache JServ

� mod_jserv

� 正規表現パッケージのバージョン 1.3

� Apache Expression Language（commons-el.jar に同梱）

� mod_mm 1.1.3

� Apache XML Signature および Apache XML Encryption のバージョン 1.4（Java 版）および
バージョン 1.0（C++ 版）

� log4j 1.1.1

� BCEL バージョン 5

� XML-RPC バージョン 1.1

� Batik バージョン 1.5.1

� ANT 1.6.2 および 1.6.5

� Crimson バージョン 1.1.3

� ant.jar

� wsif.jar

� bcel.jar
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� soap.jar

� Jakarta CLI 1.0

� jakarta-regexp-1.3.jar

� JSP 標準タグ・ライブラリ 1.0.6 および 1.1

� Struts 1.1

� Velocity 1.3

� svnClientAdapter

� commons-logging.jar

� commons-el.jar

� standard.jar

� jstl.jar

The Apache Software License

License for Apache Web Server 1.3.29
/* ====================================================================
 * The Apache Software License, Version 1.1
 *
 * Copyright (c) 2000-2002 The Apache Software Foundation.  All rights
 * reserved.
 *
 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without
 * modification, are permitted provided that the following conditions
 * are met:
 *
 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.
 *
 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in
 *    the documentation and/or other materials provided with the
 *    distribution.
 *
 * 3. The end-user documentation included with the redistribution,
 *    if any, must include the following acknowledgment:
 *       "This product includes software developed by the
 *        Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)."
 *    Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself,
 *    if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.
 *
 * 4. The names "Apache" and "Apache Software Foundation" must
 *    not be used to endorse or promote products derived from this
 *    software without prior written permission. For written
 *    permission, please contact apache@apache.org.
 *
 * 5. Products derived from this software may not be called "Apache",
 *    nor may "Apache" appear in their name, without prior written
 *    permission of the Apache Software Foundation.
 *
 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED
 * WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES
 * OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
 * DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR
 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT
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 * LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF
 * USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
 * ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY,
 * OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT
 * OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF
 * SUCH DAMAGE.
 * ====================================================================
 *
 * This software consists of voluntary contributions made by many
 * individuals on behalf of the Apache Software Foundation.  For more
 * information on the Apache Software Foundation, please see
 * <http://www.apache.org/>.
 *
 * Portions of this software are based upon public domain software
 * originally written at the National Center for Supercomputing
Applications,
 * University of Illinois, Urbana-Champaign.

License for Apache Web Server 2.0
Copyright (c) 1999-2004, The Apache Software Foundation
Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); you may not use this 
file except in compliance with the License.  You may obtain a copy of the License at 
http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0
Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under 
the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY 
KIND, either express or implied.  See the License for the specific language governing 
permissions and limitations under the License.
Copyright (c) 1999-2004, The Apache Software Foundation
                                Apache License
                           Version 2.0, January 2004
                        http://www.apache.org/licenses/
 
   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION
 
   1. Definitions.
 
      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction,
      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.
 
      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by
      the copyright owner that is granting the License.
 
      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all
      other entities that control, are controlled by, or are under common
      control with that entity. For the purposes of this definition,
      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the
      direction or management of such entity, whether by contract or
      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the
      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.
 
      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity
      exercising permissions granted by this License.
 
      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications,
      including but not limited to software source code, documentation
      source, and configuration files.
 
      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical
      transformation or translation of a Source form, including but
      not limited to compiled object code, generated documentation,
      and conversions to other media types.
 
      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or
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      Object form, made available under the License, as indicated by a
      copyright notice that is included in or attached to the work
      (an example is provided in the Appendix below).
 
      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object
      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the
      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications
      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes
      of this License, Derivative Works shall not include works that remain
      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of,
      the Work and Derivative Works thereof.
 
      "Contribution" shall mean any work of authorship, including
      the original version of the Work and any modifications or additions
      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally
      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner
      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of
      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted"
      means any form of electronic, verbal, or written communication sent
      to the Licensor or its representatives, including but not limited to
      communication on electronic mailing lists, source code control systems,
      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the
      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but
      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise
      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."
 
      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity
      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and
      subsequently incorporated within the Work.
 
   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of,
      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the
      Work and such Derivative Works in Source or Object form.
 
   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      (except as stated in this section) patent license to make, have made,
      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work,
      where such license applies only to those patent claims licensable
      by such Contributor that are necessarily infringed by their
      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s)
      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You
      institute patent litigation against any entity (including a
      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work
      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct
      or contributory patent infringement, then any patent licenses
      granted to You under this License for that Work shall terminate
      as of the date such litigation is filed.
 
   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the
      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without
      modifications, and in Source or Object form, provided that You
      meet the following conditions:
 
      (a) You must give any other recipients of the Work or
          Derivative Works a copy of this License; and
 
      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices
          stating that You changed the files; and
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      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works
          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and
          attribution notices from the Source form of the Work,
          excluding those notices that do not pertain to any part of
          the Derivative Works; and
 
      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its
          distribution, then any Derivative Works that You distribute must
          include a readable copy of the attribution notices contained
          within such NOTICE file, excluding those notices that do not
          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one
          of the following places: within a NOTICE text file distributed
          as part of the Derivative Works; within the Source form or
          documentation, if provided along with the Derivative Works; or,
          within a display generated by the Derivative Works, if and
          wherever such third-party notices normally appear. The contents
          of the NOTICE file are for informational purposes only and
          do not modify the License. You may add Your own attribution
          notices within Derivative Works that You distribute, alongside
          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided
          that such additional attribution notices cannot be construed
          as modifying the License.
 
      You may add Your own copyright statement to Your modifications and
      may provide additional or different license terms and conditions
      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or
      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use,
      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with
      the conditions stated in this License.
 
   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise,
      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work
      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of
      this License, without any additional terms or conditions.
      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify
      the terms of any separate license agreement you may have executed
      with Licensor regarding such Contributions.
 
   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade
      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor,
      except as required for reasonable and customary use in describing the
      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.
 
   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or
      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each
      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS,
      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or
      implied, including, without limitation, any warranties or conditions
      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A
      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the
      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any
      risks associated with Your exercise of permissions under this License.
 
   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory,
      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise,
      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly
      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be
      liable to You for damages, including any direct, indirect, special,
      incidental, or consequential damages of any character arising as a
      result of this License or out of the use or inability to use the
      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill,
      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all
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      other commercial damages or losses), even if such Contributor
      has been advised of the possibility of such damages.
 
   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing
      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer,
      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity,
      or other liability obligations and/or rights consistent with this
      License. However, in accepting such obligations, You may act only
      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf
      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify,
      defend, and hold each Contributor harmless for any liability
      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason
      of your accepting any such warranty or additional liability.

Apache SOAP
このプログラムには、Apache Software Foundation（Apache）のサード・パーティ・コードが
組み込まれています。Apache のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表
示することが求められています。ただし、Oracle プログラム（Apache ソフトウェアを含む）
を使用する権利は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次
のライセンス文書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が
Oracle プログラム・ライセンス内にあった場合でも、Apache ソフトウェアは現状のままで
Oracle から提供されるものであり、いかなる種類の保証またはサポートも Oracle または
Apache から提供されません。

Apache SOAP License
Apache SOAP license 2.3.1

Copyright (c) 1999 The Apache Software Foundation.  All rights reserved.
TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION
1. Definitions.
 
      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction,
      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.
 
      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by
      the copyright owner that is granting the License.
 
      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all
      other entities that control, are controlled by, or are under common
      control with that entity. For the purposes of this definition,
      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the
      direction or management of such entity, whether by contract or
      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the
      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.
 
      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity
      exercising permissions granted by this License.
 
      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications,
      including but not limited to software source code, documentation
      source, and configuration files.
 
      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical
      transformation or translation of a Source form, including but
      not limited to compiled object code, generated documentation,
      and conversions to other media types.
 
      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or
      Object form, made available under the License, as indicated by a
      copyright notice that is included in or attached to the work
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      (an example is provided in the Appendix below).
 
      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object
      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the
      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications
      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes
      of this License, Derivative Works shall not include works that remain
      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of,
      the Work and Derivative Works thereof.
 
      "Contribution" shall mean any work of authorship, including
      the original version of the Work and any modifications or additions
      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally
      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner
      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of
      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted"
      means any form of electronic, verbal, or written communication sent
      to the Licensor or its representatives, including but not limited to
      communication on electronic mailing lists, source code control systems,
      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the
      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but
      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise
      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."
 
      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity
      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and
      subsequently incorporated within the Work.
 
   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of,
      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the
      Work and such Derivative Works in Source or Object form.
 
   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      (except as stated in this section) patent license to make, have made,
      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work,
      where such license applies only to those patent claims licensable
      by such Contributor that are necessarily infringed by their
      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s)
      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You
      institute patent litigation against any entity (including a
      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work
      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct
      or contributory patent infringement, then any patent licenses
      granted to You under this License for that Work shall terminate
      as of the date such litigation is filed.
 
   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the
      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without
      modifications, and in Source or Object form, provided that You
      meet the following conditions:
 
      (a) You must give any other recipients of the Work or
          Derivative Works a copy of this License; and
 
      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices
          stating that You changed the files; and
 
      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works
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          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and
          attribution notices from the Source form of the Work,
          excluding those notices that do not pertain to any part of
          the Derivative Works; and
 
      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its
          distribution, then any Derivative Works that You distribute must
          include a readable copy of the attribution notices contained
          within such NOTICE file, excluding those notices that do not
          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one
          of the following places: within a NOTICE text file distributed
          as part of the Derivative Works; within the Source form or
          documentation, if provided along with the Derivative Works; or,
          within a display generated by the Derivative Works, if and
          wherever such third-party notices normally appear. The contents
          of the NOTICE file are for informational purposes only and
          do not modify the License. You may add Your own attribution
          notices within Derivative Works that You distribute, alongside
          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided
          that such additional attribution notices cannot be construed
          as modifying the License.
 
      You may add Your own copyright statement to Your modifications and
      may provide additional or different license terms and conditions
      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or
      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use,
      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with
      the conditions stated in this License.
 
   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise,
      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work
      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of
      this License, without any additional terms or conditions.
      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify
      the terms of any separate license agreement you may have executed
      with Licensor regarding such Contributions.
 
   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade
      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor,
      except as required for reasonable and customary use in describing the
      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.
 
   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or
      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each
      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS,
      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or
      implied, including, without limitation, any warranties or conditions
      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A
      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the
      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any
      risks associated with Your exercise of permissions under this License.
 
   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory,
      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise,
      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly
      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be
      liable to You for damages, including any direct, indirect, special,
      incidental, or consequential damages of any character arising as a
      result of this License or out of the use or inability to use the
      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill,
      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all
      other commercial damages or losses), even if such Contributor
      has been advised of the possibility of such damages.
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   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing
      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer,
      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity,
      or other liability obligations and/or rights consistent with this
      License. However, in accepting such obligations, You may act only
      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf
      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify,
      defend, and hold each Contributor harmless for any liability
      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason
      of your accepting any such warranty or additional liability.
 
   END OF TERMS AND CONDITIONS

DBI モジュールモジュールモジュールモジュール
このプログラムには、Tim Bunce 氏のサード・パーティ・コードが組み込まれています。Tim 
Bunce 氏のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することを求められ
ています。ただし、Oracle プログラム（Tim Bunce 氏のソフトウェアを含む）を使用する権利
は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文
書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が Oracle プログラ
ム・ライセンス内にあった場合でも、Tim Bunce 氏のソフトウェアは現状のままで Oracle から
提供されるものであり、いかなる種類の保証またはサポートも Oracle または Tim Bunce 氏から
提供されません。

DBI モジュールの著作権（1994 ～ 2002）は、アイルランドの Tim Bunce 氏に属しており、無断
複写および転載を禁じます。

Perl README ファイルに指定されているように、GNU General Public License または Artistic 
License の条件に従って配布できます。

Perl Artistic License
The "Artistic License"

Preamble
The intent of this document is to state the conditions under which a Package may be copied, 
such that the Copyright Holder maintains some semblance of artistic control over the 
development of the package, while giving the users of the package the right to use and 
distribute the Package in a more-or-less customary fashion, plus the right to make reasonable 
modifications.
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Definitions
"Package" refers to the collection of files distributed by the Copyright Holder, and derivatives of 
that collection of files created through textual modification.

"Standard Version" refers to such a Package if it has not been modified, or has been modified in 
accordance with the wishes of the Copyright Holder as specified below.

"Copyright Holder" is whoever is named in the copyright or copyrights for the package.

"You" is you, if you're thinking about copying or distributing this Package.

"Reasonable copying fee" is whatever you can justify on the basis of media cost, duplication 
charges, time of people involved, and so on. (You will not be required to justify it to the 
Copyright Holder, but only to the computing community at large as a market that must bear the 
fee.)

"Freely Available" means that no fee is charged for the item itself, though there may be fees 
involved in handling the item. It also means that recipients of the item may redistribute it under 
the same conditions they received it.

1. You may make and give away verbatim copies of the source form of the Standard Version of 
this Package without restriction, provided that you duplicate all of the original copyright 
notices and associated disclaimers.

2. You may apply bug fixes, portability fixes and other modifications derived from the Public 
Domain or from the Copyright Holder. A Package modified in such a way shall still be 
considered the Standard Version.

3. You may otherwise modify your copy of this Package in any way, provided that you insert a 
prominent notice in each changed file stating how and when you changed that file, and 
provided that you do at least ONE of the following:

a. place your modifications in the Public Domain or otherwise make them Freely 
Available, such as by posting said modifications to Usenet or an equivalent medium, or 
placing the modifications on a major archive site such as uunet.uu.net, or by allowing 
the Copyright Holder to include your modifications in the Standard Version of the 
Package.

b. use the modified Package only within your corporation or organization.

c. rename any non-standard executables so the names do not conflict with standard 
executables, which must also be provided, and provide a separate manual page for 
each non-standard executable that clearly documents how it differs from the Standard 
Version.

d. make other distribution arrangements with the Copyright Holder.

4. You may distribute the programs of this Package in object code or executable form, 
provided that you do at least ONE of the following:

a. distribute a Standard Version of the executables and library files, together with 
instructions (in the manual page or equivalent) on where to get the Standard Version.

b. accompany the distribution with the machine-readable source of the Package with your 
modifications.

c. give non-standard executables non-standard names, and clearly document the 
differences in manual pages (or equivalent), together with instructions on where to get 
the Standard Version.

d. make other distribution arrangements with the Copyright Holder.

5. You may charge a reasonable copying fee for any distribution of this Package. You may 
charge any fee you choose for support of this Package. You may not charge a fee for this 
Package itself. However, you may distribute this Package in aggregate with other (possibly 
commercial) programs as part of a larger (possibly commercial) software distribution 
provided that you do not advertise this Package as a product of your own. You may embed 
this Package's interpreter within an executable of yours (by linking); this shall be construed 
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as a mere form of aggregation, provided that the complete Standard Version of the 
interpreter is so embedded.

6. The scripts and library files supplied as input to or produced as output from the programs 
of this Package do not automatically fall under the copyright of this Package, but belong to 
whoever generated them, and may be sold commercially, and may be aggregated with this 
Package. If such scripts or library files are aggregated with this Package through the 
so-called "undump" or "unexec" methods of producing a binary executable image, then 
distribution of such an image shall neither be construed as a distribution of this Package nor 
shall it fall under the restrictions of Paragraphs 3 and 4, provided that you do not represent 
such an executable image as a Standard Version of this Package.

7. C subroutines (or comparably compiled subroutines in other languages) supplied by you 
and linked into this Package in order to emulate subroutines and variables of the language 
defined by this Package shall not be considered part of this Package, but are the equivalent 
of input as in Paragraph 6, provided these subroutines do not change the language in any 
way that would cause it to fail the regression tests for the language.

8. Aggregation of this Package with a commercial distribution is always permitted provided 
that the use of this Package is embedded; that is, when no overt attempt is made to make 
this Package's interfaces visible to the end user of the commercial distribution. Such use 
shall not be construed as a distribution of this Package.

9. The name of the Copyright Holder may not be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written permission.

10. THIS PACKAGE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTIBILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

The End

FastCGI
このプログラムには、Open Market, Inc のサード・パーティ・コードが組み込まれています。
Open Market のライセンス条件に基づき、Oracle は、次の条件で Open Market ソフトウェア
のライセンスをユーザーに付与することが求められています。この製品に付随する Oracle プロ
グラム・ライセンスに含まれる条件は、Open Market ソフトウェアには適用されず、Open 
Market ソフトウェアを使用する権利は、次に規定されている内容に限られます。Oracle は、
Open Market ソフトウェアのパフォーマンスについては責任を負いません。また、Open 
Market ソフトウェアの技術サポートは提供しておらず、Open Market ソフトウェアの使用によ
り生じた損害については、一切責任を負いません。

FastCGI Developer's Kit License
This FastCGI application library source and object code (the "Software") and its documentation 
(the "Documentation") are copyrighted by Open Market, Inc ("Open Market"). The following 
terms apply to all files associated with the Software and Documentation unless explicitly 
disclaimed in individual files.

Open Market permits you to use, copy, modify, distribute, and license this Software and the 
Documentation solely for the purpose of implementing the FastCGI specification defined by 
Open Market or derivative specifications publicly endorsed by Open Market and promulgated 
by an open standards organization and for no other purpose, provided that existing copyright 
notices are retained in all copies and that this notice is included verbatim in any distributions.

No written agreement, license, or royalty fee is required for any of the authorized uses. 
Modifications to this Software and Documentation may be copyrighted by their authors and 
need not follow the licensing terms described here, but the modified Software and 
Documentation must be used for the sole purpose of implementing the FastCGI specification 
defined by Open Market or derivative specifications publicly endorsed by Open Market and 
promulgated by an open standards organization and for no other purpose. If modifications to 
this Software and Documentation have new licensing terms, the new terms must protect Open 
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Market's proprietary rights in the Software and Documentation to the same extent as these 
licensing terms and must be clearly indicated on the first page of each file where they apply.

Open Market shall retain all right, title and interest in and to the Software and Documentation, 
including without limitation all patent, copyright, trade secret and other proprietary rights.

OPEN MARKET MAKES NO EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY WITH RESPECT TO THE 
SOFTWARE OR THE DOCUMENTATION, INCLUDING WITHOUT LIMITATION ANY 
WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO 
EVENT SHALL OPEN MARKET BE LIABLE TO YOU OR ANY THIRD PARTY FOR ANY 
DAMAGES ARISING FROM OR RELATING TO THIS SOFTWARE OR THE 
DOCUMENTATION, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY INDIRECT, SPECIAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES OR SIMILAR DAMAGES, INCLUDING LOST PROFITS OR 
LOST DATA, EVEN IF OPEN MARKET HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. THE SOFTWARE AND DOCUMENTATION ARE PROVIDED "AS IS". OPEN 
MARKET HAS NO LIABILITY IN CONTRACT, TORT, NEGLIGENCE OR OTHERWISE 
ARISING OUT OF THIS SOFTWARE OR THE DOCUMENTATION.

Module mod_fastcgi License
This FastCGI application library source and object code (the "Software") and its documentation 
(the "Documentation") are copyrighted by Open Market, Inc ("Open Market"). The following 
terms apply to all files associated with the Software and Documentation unless explicitly 
disclaimed in individual files.

Open Market permits you to use, copy, modify, distribute, and license this Software and the 
Documentation solely for the purpose of implementing the FastCGI specification defined by 
Open Market or derivative specifications publicly endorsed by Open Market and promulgated 
by an open standards organization and for no other purpose, provided that existing copyright 
notices are retained in all copies and that this notice is included verbatim in any distributions.

No written agreement, license, or royalty fee is required for any of the authorized uses. 
Modifications to this Software and Documentation may be copyrighted by their authors and 
need not follow the licensing terms described here, but the modified Software and 
Documentation must be used for the sole purpose of implementing the FastCGI specification 
defined by Open Market or derivative specifications publicly endorsed by Open Market and 
promulgated by an open standards organization and for no other purpose. If modifications to 
this Software and Documentation have new licensing terms, the new terms must protect Open 
Market's proprietary rights in the Software and Documentation to the same extent as these 
licensing terms and must be clearly indicated on the first page of each file where they apply.

Open Market shall retain all right, title and interest in and to the Software and Documentation, 
including without limitation all patent, copyright, trade secret and other proprietary rights.

OPEN MARKET MAKES NO EXPRESS OR IMPLIED WARRANTY WITH RESPECT TO THE 
SOFTWARE OR THE DOCUMENTATION, INCLUDING WITHOUT LIMITATION ANY 
WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO 
EVENT SHALL OPEN MARKET BE LIABLE TO YOU OR ANY THIRD PARTY FOR ANY 
DAMAGES ARISING FROM OR RELATING TO THIS SOFTWARE OR THE 
DOCUMENTATION, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, ANY INDIRECT, SPECIAL OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES OR SIMILAR DAMAGES, INCLUDING LOST PROFITS OR 
LOST DATA, EVEN IF OPEN MARKET HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. THE SOFTWARE AND DOCUMENTATION ARE PROVIDED "AS IS". OPEN 
MARKET HAS NO LIABILITY IN CONTRACT, TORT, NEGLIGENCE OR OTHERWISE 
ARISING OUT OF THIS SOFTWARE OR THE DOCUMENTATION.
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Info-ZIP Unzip パッケージパッケージパッケージパッケージ
このプログラムには、Info-ZIP のサード・パーティ・コードが組み込まれています。Info-ZIP
のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが求められています。
ただし、Oracle プログラム（Info-ZIP ソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付
随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文書に含まれる条件
でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が Oracle プログラム・ライセンス内に
あった場合でも、Info-ZIP ソフトウェアは現状のままで Oracle から提供されるものであり、い
かなる種類の保証またはサポートも Oracle または Info-ZIP から提供されません。

The Info-ZIP Unzip Package License
Copyright (c) 1990-1999 Info-ZIP. All rights reserved. For the purposes of this 
copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following set of individuals:

Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denker, Jean-Michel Dubois, Jean-loup Gailly, 
Hunter Goatley, Ian Gorman, Chris Herborth, Dirk Haase, Greg Hartwig, Robert Heath, 
Jonathan Hudson, Paul Kienitz, David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor 
Mandrichenko, Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, 
Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Christian Spieler, Antoince Verheijen, 
Paul von Behren, Rich Wales, Mike White

This software is provided "AS IS," without warranty of any kind, express or implied.  
In no event shall InfoZIP or its contributors be held liable for any direct, indirect, 
incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to 
use this software."

JSR 110
このプログラムには、IBM 社（IBM）のサード・パーティ・コードが組み込まれています。
IBM のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが求められてい
ます。ただし、Oracle プログラム（IBM ソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に
付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文書に含まれる条
件でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が Oracle プログラム・ライセンス内
にあった場合でも、IBM ソフトウェアは現状のままで Oracle から提供されるものであり、いか
なる種類の保証またはサポートも Oracle または IBM から提供されません。

Copyright IBM Corporation 2003 – All rights reserved

Java APIs for the WSDL specification are available at:
http://www-124.ibm.com/developerworks/projects/wsdl4j/
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Jaxen
このプログラムには、Apache Software Foundation（Apache）および Jaxen Project（Jaxen）の
サード・パーティ・コードが組み込まれています。Apache および Jaxen のライセンス条件に基
づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが求められています。ただし、Oracle プロ
グラム（Apache および Jaxen のソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付随する
Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文書に含まれる条件でこの
権利が変更されることはありません。

The Jaxen License
Copyright (C) 2000-2002 bob mcwhirter & James Strachan. All rights reserved. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 
 
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of 
conditions, and the following disclaimer. 
 
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions, and the disclaimer that follows these conditions in the documentation 
and/or other materials provided with the distribution. 
 
The name "Jaxen" must not be used to endorse or promote products derived from this 
software without prior written permission. For written permission, please contact 
license@jaxen.org. 
 
Products derived from this software may not be called "Jaxen", nor may "Jaxen" appear 
in their name, without prior written permission from the Jaxen Project Management 
(pm@jaxen.org). 
 
In addition, we request (but do not require) that you include in the end-user 
documentation provided with the redistribution and/or in the software itself an 
acknowledgment equivalent to the following: "This product includes software developed 
by the Jaxen Project (http://www.jaxen.org/)." Alternatively, the acknowledgment may be 
graphical using the logos available at http://www.jaxen.org/. 
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE Jaxen AUTHORS OR THE PROJECT 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
 
This software consists of voluntary contributions made by many individuals on behalf of 
the Jaxen Project and was originally created by bob mcwhirter and James Strachan . For 
more information on the Jaxen Project, please see http://www.jaxen.org/.
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このプログラムには、GNU のサード・パーティ・コードが組み込まれています。GNU のライ
センス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが求められています。ただ
し、Oracle プログラム（GNU ソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付随する
Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文書に含まれる条件でこの
権利が変更されることはありません。反対の内容が Oracle プログラム・ライセンス内にあった
場合でも、GNU ソフトウェアは現状のままで Oracle から提供されるものであり、いかなる種
類の保証またはサポートも Oracle または GNU から提供されません。

The GNU License
GNU Lesser General Public License
Version 2.1, February 1999
 
Copyright (C) 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place, Suite 330, 
Boston, MA 02111-1307 USA Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 
of this license document, but changing it is not allowed.
 
[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor 
of the GNU Library Public License, version 2, hence the version number 2.1.]
 
Preamble
The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and 
change it. By contrast, the GNU General Public Licenses are intended to guarantee your 
freedom to share and change free software--to make sure the software is free for all 
its users. 
 
This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated 
software packages--typically libraries--of the Free Software Foundation and other 
authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the 
better strategy to use in any particular case, based on the explanations below. 
 
When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our 
General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to 
distribute copies of free software (and charge for this service if you wish); that you 
receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and 
use pieces of it in new free programs; and that you are informed that you can do these 
things.
 
To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny 
you these rights or to ask you to surrender these rights. These restrictions translate 
to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you 
modify it. 
 
For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you 
must give the recipients all the rights that we gave you. You must make sure that they, 
too, receive or can get the source code. If you link other code with the library, you 
must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with 
the library after making changes to the library and recompiling it. And you must show 
them these terms so they know their rights. 
 
We protect your rights with a two-step method: (1) we copyright the library, and (2) we 
offer you this license, which gives you legal permission to copy, distribute and/or 
modify the library. 
 
To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty 
for the free library. Also, if the library is modified by someone else and passed on, 
the recipients should know that what they have is not the original version, so that the 
original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced 
by others. 
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Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. 
We wish to make sure that a company cannot effectively restrict the users of a free 
program by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore, we insist 
that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with 
the full freedom of use specified in this license. 
 
Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General 
Public License. This license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain 
designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. 
We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries 
into non-free programs. 
 
When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, 
the combination of the two is legally speaking a combined work, a derivative of the 
original library. The ordinary General Public License therefore permits such linking 
only if the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public 
License permits more lax criteria for linking other code with the library. 
 
We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to 
protect the user's freedom than the ordinary General Public License. It also provides 
other free software developers Less of an advantage over competing non-free programs. 
These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many 
libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special 
circumstances. 
 
For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest 
possible use of a certain library, so that it becomes a de-facto standard. To achieve 
this, non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is 
that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, 
there is little to gain by limiting the free library to free software only, so we use 
the Lesser General Public License. 
 
In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a 
greater number of people to use a large body of free software. For example, permission 
to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole 
GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 
 
Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it 
does ensure that the user of a program that is linked with the Library has the freedom 
and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 
 
The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay 
close attention to the difference between a "work based on the library" and a "work 
that uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the 
latter must be combined with the library in order to run. 
 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION
0. This License Agreement applies to any software library or other program which 
contains a notice placed by the copyright holder or other authorized party saying it 
may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called 
"this License"). Each licensee is addressed as "you".
 
A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be 
conveniently linked with application programs (which use some of those functions and 
data) to form executables. 
 
The "Library", below, refers to any such software library or work which has been 
distributed under these terms. A "work based on the Library" means either the Library 
or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 
Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated 
straightforwardly into another language. (Hereinafter, translation is included without 
limitation in the term "modification".) 
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"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications 
to it. For a library, complete source code means all the source code for all modules it 
contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to 
control compilation and installation of the library.
 
Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this 
License; they are outside its scope. The act of running a program using the Library is 
not restricted, and output from such a program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool 
for writing it). Whether that is true depends on what the Library does and what the 
program that uses the Library does. 
 
1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as 
you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and appropriately 
publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep 
intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; 
and distribute a copy of this License along with the Library. 
 
You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your 
option offer warranty protection in exchange for a fee. 
 
2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming 
a work based on the Library, and copy and distribute such modifications or work under 
the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 
 
a) The modified work must itself be a software library. 
 
b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you 
changed the files and the date of any change.
 
c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third 
parties under the terms of this License. 
 
d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be 
supplied by an application program that uses the facility, other than as an argument 
passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure 
that, in the event an application does not supply such function or table, the facility 
still operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 
 
(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is 
entirely well-defined independent of the application. Therefore, Subsection 2d requires 
that any application-supplied function or table used by this function must be optional: 
if the application does not supply it, the square root function must still compute 
square roots.) 
 
These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of 
that work are not derived from the Library, and can be reasonably considered 
independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not 
apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you 
distribute the same sections as part of a whole which is a work based on the Library, 
the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions 
for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every part 
regardless of who wrote it. 
 
Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to 
work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control 
the distribution of derivative or collective works based on the Library. 
 
In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library 
(or with a work based on the Library) on a volume of a storage or distribution medium 
does not bring the other work under the scope of this License. 
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3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of 
this License to a given copy of the Library. To do this, you must alter all the notices 
that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public 
License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of 
the ordinary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version 
instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 
 
Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the 
ordinary GNU General Public License applies to all subsequent copies and derivative 
works made from that copy. 
 
This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a 
program that is not a library. 
 
4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under 
Section 2) in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 
provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange. 
 
If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated 
place, then offering equivalent access to copy the source code from the same place 
satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are 
not compelled to copy the source along with the object code.
 
5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed 
to work with the Library by being compiled or linked with it, is called a "work that 
uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, 
and therefore falls outside the scope of this License. 
 
However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable 
that is a derivative of the Library (because it contains portions of the Library), 
rather than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by this 
License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 
 
When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of 
the Library, the object code for the work may be a derivative work of the Library even 
though the source code is not. Whether this is true is especially significant if the 
work can be linked without the Library, or if the work is itself a library. The 
threshold for this to be true is not precisely defined by law. 
 
If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and 
accessors, and small macros and small inline functions (ten lines or less in length), 
then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a 
derivative work. (Executables containing this object code plus portions of the Library 
will still fall under Section 6.) 
 
Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object 
code for the work under the terms of Section 6. Any executables containing that work 
also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library 
itself. 
 
6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that 
uses the Library" with the Library to produce a work containing portions of the 
Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms 
permit modification of the work for the customer's own use and reverse engineering for 
debugging such modifications. 
 
You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in 
it and that the Library and its use are covered by this License. You must supply a copy 
of this License. If the work during execution displays copyright notices, you must 
include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference 
directing the user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 
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a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for 
the Library including whatever changes were used in the work (which must be distributed 
under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable linked with the 
Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", as object 
code and/or source code, so that the user can modify the Library and then relink to 
produce a modified executable containing the modified Library. (It is understood that 
the user who changes the contents of definitions files in the Library will not 
necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 
 
b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable 
mechanism is one that (1) uses at run time a copy of the library already present on the 
user's computer system, rather than copying library functions into the executable, and 
(2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs 
one, as long as the modified version is interface-compatible with the version that the 
work was made with. 
 
c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the 
same user the materials specified in Subsection 6a, above, for a charge no more than 
the cost of performing this distribution. 
 
d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated 
place, offer equivalent access to copy the above specified materials from the same 
place. 
 
e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have 
already sent this user a copy.
 
For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include 
any data and utility programs needed for reproducing the executable from it. However, 
as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that 
is normally distributed (in either source or binary form) with the major components 
(compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, 
unless that component itself accompanies the executable. 
 
It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other 
proprietary libraries that do not normally accompany the operating system. Such a 
contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable 
that you distribute. 
 
7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side 
in a single library together with other library facilities not covered by this License, 
and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the 
work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, 
and provided that you do these two things: 
 
a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, 
uncombined with any other library facilities. This must be distributed under the terms 
of the Sections above. 
 
b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a 
work based on the Library, and explaining where to find the accompanying uncombined 
form of the same work.
 
8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as 
expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically 
terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as 
such parties remain in full compliance. 
 
9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, 
nothing else grants you permission to modify or distribute the Library or its 
derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this 
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License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the 
Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and 
conditions for copying, distributing or modifying the Library or works based on it. 
 
10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the 
recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, 
distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. You 
may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights 
granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third parties with 
this License. 
 
11. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or 
for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this 
License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot 
distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and any 
other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library 
at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution 
of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then 
the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely 
from distribution of the Library. 
 
If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular 
circumstance, the balance of the section is intended to apply, and the section as a 
whole is intended to apply in other circumstances. 
 
It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other 
property right claims or to contest validity of any such claims; this section has the 
sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which 
is implemented by public license practices. Many people have made generous 
contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he 
or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 
 
This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence 
of the rest of this License. 
 
12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries 
either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder who 
places the Library under this License may add an explicit geographical distribution 
limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates the 
limitation as if written in the body of this License. 
 
13. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser 
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in spirit 
to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns.
 
Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a 
version number of this License which applies to it and "any later version", you have 
the option of following the terms and conditions either of that version or of any later 
version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a 
license version number, you may choose any version ever published by the Free Software 
Foundation. 
 
14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose 
distribution conditions are incompatible with these, write to the author to ask for 
permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to 
the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will 
be guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free 
software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 
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NO WARRANTY 
 
15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN 
WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE 
RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 
 
16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS 
PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, 
INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE 
LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR 
LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH 
ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 
 
END OF TERMS AND CONDITIONS
How to Apply These Terms to Your New Libraries
If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the 
public, we recommend making it free software that everyone can redistribute and change. 
You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under 
the terms of the ordinary General Public License). 
 
To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to 
attach them to the start of each source file to most effectively convey the exclusion 
of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to 
where the full notice is found. 
 
<one line to give the library's name and an idea of what it does.> Copyright (C) <year> 
<name of author> 
 
This library is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms 
of the GNU Lesser General Public License as published by the Free Software Foundation; 
either version 2.1 of the License, or (at your option) any later version.
 
This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more details.
 
You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with 
this library; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, 
Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
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mod_mm およびおよびおよびおよび mod_ssl
このプログラムには、Ralf S. Engelschall（Engelschall）のサード・パーティ・コードが組み込
まれています。Engelschall のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示す
ることが求められています。ただし、Oracle プログラム（Engelschall ソフトウェアを含む）を
使用する権利は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次の
ライセンス文書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が
Oracle プログラム・ライセンス内にあった場合でも、mod_mm ソフトウェアは現状のままで
Oracle から提供されるものであり、いかなる種類の保証またはサポートも Oracle または
Engelschall から提供されません。

mod_mm
Copyright (c) 1999 - 2000 Ralf S. Engelschall.  All rights reserved.
This product includes software developed by Ralf S. Engelschall <rse@engelschall.com> 
for use in the mod_ssl project (http://www.modssl.org/).

mod_ssl
Copyright (c) 1998-2001 Ralf S. Engelschall.  All rights reserved.
This product includes software developed by Ralf S. Engelschall <rse@engelschall.com> 
for use in the mod_ssl project (http://www.modssl.org/).

OpenSSL
このプログラムには、OpenSSL Project のサード・パーティ・コードが組み込まれています。
OpenSSL Project のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが
求められています。ただし、Oracle プログラム（OpenSSL ソフトウェアを含む）を使用する権
利は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス
文書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。

OpenSSL License
/* ====================================================================
 * Copyright (c) 1998-2005 The OpenSSL Project.  All rights reserved.
 *
 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without
 * modification, are permitted provided that the following conditions
 * are met:
 *
 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.
 *
 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in
 *    the documentation and/or other materials provided with the
 *    distribution.
 *
 * 3. All advertising materials mentioning features or use of this
 *    software must display the following acknowledgment:
 *    "This product includes software developed by the OpenSSL Project
 *    for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)"
 *
 * 4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to
 *    endorse or promote products derived from this software without
 *    prior written permission. For written permission, please contact
 *    openssl-core@openssl.org.
 *
 * 5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL"
 *    nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written
 *    permission of the OpenSSL Project.
 *
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 * 6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following
 *    acknowledgment:
 *    "This product includes software developed by the OpenSSL Project
 *    for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)"
 *
 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY
 * EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
 * IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR
 * PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR
 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT
 * NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
 * LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
 * HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT,
 * STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)
 * ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED
 * OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
 * ====================================================================
 *
 * This product includes cryptographic software written by Eric Young
 * (eay@cryptsoft.com).  This product includes software written by Tim
 * Hudson (tjh@cryptsoft.com).
 *
 */
 
 Original SSLeay License
 -----------------------
 
/* Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)
 * All rights reserved.
 *
 * This package is an SSL implementation written
 * by Eric Young (eay@cryptsoft.com).
 * The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.
 *
 * This library is free for commercial and non-commercial use as long as
 * the following conditions are aheared to.  The following conditions
 * apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA,
 * lhash, DES, etc., code; not just the SSL code.  The SSL documentation
 * included with this distribution is covered by the same copyright terms
 * except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).
 *
 * Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in
 * the code are not to be removed.
 * If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution
 * as the author of the parts of the library used.
 * This can be in the form of a textual message at program startup or
 * in documentation (online or textual) provided with the package.
 *
 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without
 * modification, are permitted provided that the following conditions
 * are met:
 * 1. Redistributions of source code must retain the copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.
 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
 *    documentation and/or other materials provided with the distribution.
 * 3. All advertising materials mentioning features or use of this software
 *    must display the following acknowledgement:
 *    "This product includes cryptographic software written by
 *     Eric Young (eay@cryptsoft.com)"
 *    The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library
 *    being used are not cryptographic related :-).
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 * 4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from
 *    the apps directory (application code) you must include an acknowledgement:
 *    "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)"
 *
 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND
 * ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE
 * IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE
 * ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE
 * FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL
 * DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS
 * OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)
 * HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT
 * LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY
 * OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF
 * SUCH DAMAGE.
 *
 * The licence and distribution terms for any publically available version or
 * derivative of this code cannot be changed.  i.e. this code cannot simply be
 * copied and put under another distribution licence
 * [including the GNU Public Licence.]
 */

Perl
このプログラムには、Comprehensive Perl Archive Network（CPAN）のサード・パーティ・
コードが組み込まれています。CPAN のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文
書を表示することが求められています。ただし、Oracle プログラム（CPAN ソフトウェアを含
む）を使用する権利は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定さ
れ、次のライセンス文書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。

Perl Kit Readme
Copyright 1989-2001, Larry Wall

All rights reserved.

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of either:

1. the GNU General Public License as published by the Free Software Foundation; either 
version 1, or (at your option) any later version, or

2. the "Artistic License" which comes with this Kit.

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; 
without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See either the GNU General Public License or the Artistic License for more details.

You should have received a copy of the Artistic License with this Kit, in the file named "Artistic". 
If not, I'll be glad to provide one.

You should also have received a copy of the GNU General Public License along with this 
program in the file named "Copying". If not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 
Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307, USA or visit their Web page on the internet at 
http://www.gnu.org/copyleft/gpl.html.

For those of you that choose to use the GNU General Public License, my interpretation of the 
GNU General Public License is that no Perl script falls under the terms of the GPL unless you 
explicitly put said script under the terms of the GPL yourself. Furthermore, any object code 
linked with perl does not automatically fall under the terms of the GPL, provided such object 
code only adds definitions of subroutines and variables, and does not otherwise impair the 
resulting interpreter from executing any standard Perl script. I consider linking in C subroutines 
in this manner to be the moral equivalent of defining subroutines in the Perl language itself. You 
may sell such an object file as proprietary provided that you provide or offer to provide the Perl 
source, as specified by the GNU General Public License. (This is merely an alternate way of 
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specifying input to the program.) You may also sell a binary produced by the dumping of a 
running Perl script that belongs to you, provided that you provide or offer to provide the Perl 
source as specified by the GPL. (The fact that a Perl interpreter and your code are in the same 
binary file is, in this case, a form of mere aggregation.) This is my interpretation of the GPL. If 
you still have concerns or difficulties understanding my intent, feel free to contact me. Of course, 
the Artistic License spells all this out for your protection, so you may prefer to use that.

mod_perl 1.29 License
/* ====================================================================
 * The Apache Software License, Version 1.1
 *
 * Copyright (c) 1996-2000 The Apache Software Foundation.  All rights
 * reserved.
 *
 * Redistribution and use in source and binary forms, with or without
 * modification, are permitted provided that the following conditions
 * are met:
 *
 * 1. Redistributions of source code must retain the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer.
 *
 * 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
 *    notice, this list of conditions and the following disclaimer in
 *    the documentation and/or other materials provided with the
 *    distribution.
 *
 * 3. The end-user documentation included with the redistribution,
 *    if any, must include the following acknowledgment:
 *       "This product includes software developed by the
 *        Apache Software Foundation (http://www.apache.org/)."
 *    Alternately, this acknowledgment may appear in the software itself,
 *    if and wherever such third-party acknowledgments normally appear.
 *
 * 4. The names "Apache" and "Apache Software Foundation" must
 *    not be used to endorse or promote products derived from this
 *    software without prior written permission. For written
 *    permission, please contact apache@apache.org.
 *
 * 5. Products derived from this software may not be called "Apache",
 *    nor may "Apache" appear in their name, without prior written
 *    permission of the Apache Software Foundation.
 *
 * THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED
 * WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES
 * OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
 * DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE APACHE SOFTWARE FOUNDATION OR
 * ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,
 * SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT
 * LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF
 * USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
 * ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY,
 * OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT
 * OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF
 * SUCH DAMAGE.
 * ====================================================================
 */
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mod_perl 1.99_16 License
Copyright (c) 1999-2004, The Apache Software Foundation
Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); you may not use this 
file except in compliance with the License.  You may obtain a copy of the License at 
http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0
Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under 
the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY 
KIND, either express or implied.  See the License for the specific language governing 
permissions and limitations under the License.
Copyright (c) 1999-2004, The Apache Software Foundation
                                Apache License
                           Version 2.0, January 2004
                        http://www.apache.org/licenses/
 
   TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION
 
   1. Definitions.
 
      "License" shall mean the terms and conditions for use, reproduction,
      and distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document.
 
      "Licensor" shall mean the copyright owner or entity authorized by
      the copyright owner that is granting the License.
 
      "Legal Entity" shall mean the union of the acting entity and all
      other entities that control, are controlled by, or are under common
      control with that entity. For the purposes of this definition,
      "control" means (i) the power, direct or indirect, to cause the
      direction or management of such entity, whether by contract or
      otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the
      outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.
 
      "You" (or "Your") shall mean an individual or Legal Entity
      exercising permissions granted by this License.
 
      "Source" form shall mean the preferred form for making modifications,
      including but not limited to software source code, documentation
      source, and configuration files.
 
      "Object" form shall mean any form resulting from mechanical
      transformation or translation of a Source form, including but
      not limited to compiled object code, generated documentation,
      and conversions to other media types.
 
      "Work" shall mean the work of authorship, whether in Source or
      Object form, made available under the License, as indicated by a
      copyright notice that is included in or attached to the work
      (an example is provided in the Appendix below).
 
      "Derivative Works" shall mean any work, whether in Source or Object
      form, that is based on (or derived from) the Work and for which the
      editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications
      represent, as a whole, an original work of authorship. For the purposes
      of this License, Derivative Works shall not include works that remain
      separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of,
      the Work and Derivative Works thereof.
 
      "Contribution" shall mean any work of authorship, including
      the original version of the Work and any modifications or additions
      to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally
      submitted to Licensor for inclusion in the Work by the copyright owner
      or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of
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      the copyright owner. For the purposes of this definition, "submitted"
      means any form of electronic, verbal, or written communication sent
      to the Licensor or its representatives, including but not limited to
      communication on electronic mailing lists, source code control systems,
      and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the
      Licensor for the purpose of discussing and improving the Work, but
      excluding communication that is conspicuously marked or otherwise
      designated in writing by the copyright owner as "Not a Contribution."
 
      "Contributor" shall mean Licensor and any individual or Legal Entity
      on behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and
      subsequently incorporated within the Work.
 
   2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      copyright license to reproduce, prepare Derivative Works of,
      publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the
      Work and such Derivative Works in Source or Object form.
 
   3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of
      this License, each Contributor hereby grants to You a perpetual,
      worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable
      (except as stated in this section) patent license to make, have made,
      use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work,
      where such license applies only to those patent claims licensable
      by such Contributor that are necessarily infringed by their
      Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s)
      with the Work to which such Contribution(s) was submitted. If You
      institute patent litigation against any entity (including a
      cross-claim or counterclaim in a lawsuit) alleging that the Work
      or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct
      or contributory patent infringement, then any patent licenses
      granted to You under this License for that Work shall terminate
      as of the date such litigation is filed.
 
   4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the
      Work or Derivative Works thereof in any medium, with or without
      modifications, and in Source or Object form, provided that You
      meet the following conditions:
 
      (a) You must give any other recipients of the Work or
          Derivative Works a copy of this License; and
 
      (b) You must cause any modified files to carry prominent notices
          stating that You changed the files; and
 
      (c) You must retain, in the Source form of any Derivative Works
          that You distribute, all copyright, patent, trademark, and
          attribution notices from the Source form of the Work,
          excluding those notices that do not pertain to any part of
          the Derivative Works; and
 
      (d) If the Work includes a "NOTICE" text file as part of its
          distribution, then any Derivative Works that You distribute must
          include a readable copy of the attribution notices contained
          within such NOTICE file, excluding those notices that do not
          pertain to any part of the Derivative Works, in at least one
          of the following places: within a NOTICE text file distributed
          as part of the Derivative Works; within the Source form or
          documentation, if provided along with the Derivative Works; or,
          within a display generated by the Derivative Works, if and
          wherever such third-party notices normally appear. The contents
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          of the NOTICE file are for informational purposes only and
          do not modify the License. You may add Your own attribution
          notices within Derivative Works that You distribute, alongside
          or as an addendum to the NOTICE text from the Work, provided
          that such additional attribution notices cannot be construed
          as modifying the License.
 
      You may add Your own copyright statement to Your modifications and
      may provide additional or different license terms and conditions
      for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or
      for any such Derivative Works as a whole, provided Your use,
      reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with
      the conditions stated in this License.
 
   5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise,
      any Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work
      by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of
      this License, without any additional terms or conditions.
      Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify
      the terms of any separate license agreement you may have executed
      with Licensor regarding such Contributions.
 
   6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade
      names, trademarks, service marks, or product names of the Licensor,
      except as required for reasonable and customary use in describing the
      origin of the Work and reproducing the content of the NOTICE file.
 
   7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or
      agreed to in writing, Licensor provides the Work (and each
      Contributor provides its Contributions) on an "AS IS" BASIS,
      WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or
      implied, including, without limitation, any warranties or conditions
      of TITLE, NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A
      PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible for determining the
      appropriateness of using or redistributing the Work and assume any
      risks associated with Your exercise of permissions under this License.
 
   8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory,
      whether in tort (including negligence), contract, or otherwise,
      unless required by applicable law (such as deliberate and grossly
      negligent acts) or agreed to in writing, shall any Contributor be
      liable to You for damages, including any direct, indirect, special,
      incidental, or consequential damages of any character arising as a
      result of this License or out of the use or inability to use the
      Work (including but not limited to damages for loss of goodwill,
      work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all
      other commercial damages or losses), even if such Contributor
      has been advised of the possibility of such damages.
 
   9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing
      the Work or Derivative Works thereof, You may choose to offer,
      and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity,
      or other liability obligations and/or rights consistent with this
      License. However, in accepting such obligations, You may act only
      on Your own behalf and on Your sole responsibility, not on behalf
      of any other Contributor, and only if You agree to indemnify,
      defend, and hold each Contributor harmless for any liability
      incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason
      of your accepting any such warranty or additional liability.
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Perl Artistic License
The "Artistic License"

Preamble
The intent of this document is to state the conditions under which a Package may be copied, 
such that the Copyright Holder maintains some semblance of artistic control over the 
development of the package, while giving the users of the package the right to use and 
distribute the Package in a more-or-less customary fashion, plus the right to make reasonable 
modifications.

Definitions
"Package" refers to the collection of files distributed by the Copyright Holder, and derivatives of 
that collection of files created through textual modification.

"Standard Version" refers to such a Package if it has not been modified, or has been modified in 
accordance with the wishes of the Copyright Holder as specified below.

"Copyright Holder" is whoever is named in the copyright or copyrights for the package.

"You" is you, if you're thinking about copying or distributing this Package.

"Reasonable copying fee" is whatever you can justify on the basis of media cost, duplication 
charges, time of people involved, and so on. (You will not be required to justify it to the 
Copyright Holder, but only to the computing community at large as a market that must bear the 
fee.)

"Freely Available" means that no fee is charged for the item itself, though there may be fees 
involved in handling the item. It also means that recipients of the item may redistribute it under 
the same conditions they received it.

1. You may make and give away verbatim copies of the source form of the Standard Version of 
this Package without restriction, provided that you duplicate all of the original copyright 
notices and associated disclaimers.

2. You may apply bug fixes, portability fixes and other modifications derived from the Public 
Domain or from the Copyright Holder. A Package modified in such a way shall still be 
considered the Standard Version.

3. You may otherwise modify your copy of this Package in any way, provided that you insert a 
prominent notice in each changed file stating how and when you changed that file, and 
provided that you do at least ONE of the following:

a. place your modifications in the Public Domain or otherwise make them Freely 
Available, such as by posting said modifications to Usenet or an equivalent medium, or 
placing the modifications on a major archive site such as uunet.uu.net, or by allowing 
the Copyright Holder to include your modifications in the Standard Version of the 
Package.

b. use the modified Package only within your corporation or organization.

c. rename any non-standard executables so the names do not conflict with standard 
executables, which must also be provided, and provide a separate manual page for 
each non-standard executable that clearly documents how it differs from the Standard 
Version.

d. make other distribution arrangements with the Copyright Holder.
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4. You may distribute the programs of this Package in object code or executable form, 
provided that you do at least ONE of the following:

a. distribute a Standard Version of the executables and library files, together with 
instructions (in the manual page or equivalent) on where to get the Standard Version.

b. accompany the distribution with the machine-readable source of the Package with your 
modifications.

c. give non-standard executables non-standard names, and clearly document the 
differences in manual pages (or equivalent), together with instructions on where to get 
the Standard Version.

d. make other distribution arrangements with the Copyright Holder.

5. You may charge a reasonable copying fee for any distribution of this Package. You may 
charge any fee you choose for support of this Package. You may not charge a fee for this 
Package itself. However, you may distribute this Package in aggregate with other (possibly 
commercial) programs as part of a larger (possibly commercial) software distribution 
provided that you do not advertise this Package as a product of your own. You may embed 
this Package's interpreter within an executable of yours (by linking); this shall be construed 
as a mere form of aggregation, provided that the complete Standard Version of the 
interpreter is so embedded.

6. The scripts and library files supplied as input to or produced as output from the programs 
of this Package do not automatically fall under the copyright of this Package, but belong to 
whoever generated them, and may be sold commercially, and may be aggregated with this 
Package. If such scripts or library files are aggregated with this Package through the 
so-called "undump" or "unexec" methods of producing a binary executable image, then 
distribution of such an image shall neither be construed as a distribution of this Package nor 
shall it fall under the restrictions of Paragraphs 3 and 4, provided that you do not represent 
such an executable image as a Standard Version of this Package.

7. C subroutines (or comparably compiled subroutines in other languages) supplied by you 
and linked into this Package in order to emulate subroutines and variables of the language 
defined by this Package shall not be considered part of this Package, but are the equivalent 
of input as in Paragraph 6, provided these subroutines do not change the language in any 
way that would cause it to fail the regression tests for the language.

8. Aggregation of this Package with a commercial distribution is always permitted provided 
that the use of this Package is embedded; that is, when no overt attempt is made to make 
this Package's interfaces visible to the end user of the commercial distribution. Such use 
shall not be construed as a distribution of this Package.

9. The name of the Copyright Holder may not be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written permission.

10. THIS PACKAGE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTIBILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE.

The End
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このプログラムには、SAXPath のサード・パーティ・コードが組み込まれています。SAXPath
のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示することが求められています。
ただし、Oracle プログラム（SAXPath ソフトウェアを含む）を使用する権利は、この製品に付
随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセンス文書に含まれる条件
でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が Oracle プログラム・ライセンス内に
あった場合でも、SAXPath ソフトウェアは現状のままで Oracle から提供されるものであり、い
かなる種類の保証またはサポートも Oracle または SAXPath から提供されません。

The SAXPath License
Copyright (C) 2000-2002 werken digital. All rights reserved. Redistribution and use in 
source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 
 
Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of 
conditions, and the following disclaimer. 
 
Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions, and the disclaimer that follows these conditions in the documentation 
and/or other materials provided with the distribution. 
 
The name "SAXPath" must not be used to endorse or promote products derived from this 
software without prior written permission. For written permission, please contact 
license@saxpath.org. 
 
Products derived from this software may not be called "SAXPath", nor may "SAXPath" 
appear in their name, without prior written permission from the SAXPath Project 
Management (pm@saxpath.org). 
 
In addition, we request (but do not require) that you include in the end-user 
documentation provided with the redistribution and/or in the software itself an 
acknowledgment equivalent to the following: "This product includes software developed 
by the SAXPath Project (http://www.saxpath.org/)." Alternatively, the acknowledgment 
may be graphical using the logos available at http://www.saxpath.org/. 
 
THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE SAXPath AUTHORS OR THE PROJECT 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS 
OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. This software consists of voluntary 
contributions made by many individuals on behalf of the SAXPath Project and was 
originally created by bob mcwhirter and James Strachan . For more information on the 
SAXPath Project, please see http://www.saxpath.org/.
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このプログラムには、World Wide Web Consortium（W3C）のサード・パーティ・コードが組
み込まれています。W3C のライセンス条件に基づき、Oracle は次のライセンス文書を表示する
ことが求められています。ただし、Oracle プログラム（W3C ソフトウェアを含む）を使用する
権利は、この製品に付随する Oracle プログラム・ライセンスによって決定され、次のライセン
ス文書に含まれる条件でこの権利が変更されることはありません。反対の内容が Oracle プログ
ラム・ライセンス内にあった場合でも、W3C ソフトウェアは現状のままで Oracle から提供さ
れるものであり、いかなる種類の保証またはサポートも Oracle または W3C から提供されませ
ん。

The W3C License
W3C® SOFTWARE NOTICE AND LICENSE
http://www.w3.org/Consortium/Legal/2002/copyright-software-20021231
This work (and included software, documentation such as READMEs, or other related 
items) is being provided by the copyright holders under the following license. By 
obtaining, using and/or copying this work, you (the licensee) agree that you have read, 
understood, and will comply with the following terms and conditions.
 
Permission to copy, modify, and distribute this software and its documentation, with or 
without modification, for any purpose and without fee or royalty is hereby granted, 
provided that you include the following on ALL copies of the software and documentation 
or portions thereof, including modifications:
 
The full text of this NOTICE in a location viewable to users of the redistributed or 
derivative work. 
Any pre-existing intellectual property disclaimers, notices, or terms and conditions. 
If none exist, the W3C Software Short Notice should be included (hypertext is 
preferred, text is permitted) within the body of any redistributed or derivative code. 
Notice of any changes or modifications to the files, including the date changes were 
made. (We recommend you provide URIs to the location from which the code is derived.) 
THIS SOFTWARE AND DOCUMENTATION IS PROVIDED "AS IS," AND COPYRIGHT HOLDERS MAKE NO 
REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO, 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF 
THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY PATENTS, COPYRIGHTS, 
TRADEMARKS OR OTHER RIGHTS.
 
COPYRIGHT HOLDERS WILL NOT BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF ANY USE OF THE SOFTWARE OR DOCUMENTATION.
 
The name and trademarks of copyright holders may NOT be used in advertising or 
publicity pertaining to the software without specific, written prior permission. Title 
to copyright in this software and any associated documentation will at all times remain 
with copyright holders.
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